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建築協会創立80周年を迎えて

社団法人 日本建築協会会長 市 川 宏

本年 3 月、日本建築協会は創立80周年を迎え、今年度中の完成を目標に進められ

ている80年史を除いて、すべての記念行事を終えることができた。本誌の901号と

p う数字も、いかにも新しい第一歩を踏み出したという気持ちにさせてくれる 。

今、景気もようやく回復の兆しを見せはじめたなかでの再出発を考える上で、協

会のこれまでの歴史をふり返り、改めて将来を考えることは極めて意義のあること

である。ここにその中の節目と考えられる 二つの例をご紹介する 。

その一つは昭和 7年、まだあの大恐慌が尾を引くなかでの創立15周年である 。会

誌によると「建築関係の幾十の産業は殆ど凡て倒産に頻し… 今や古今未曾有の難局

に臨み進退谷まるの情況j にあったにもかかわらず、その年11月には中之島公会堂

において大祝賀会が催され、また創立以来「未だ一度も弛緩状態を呈したことなく

常に緊張せる努力を続けて今日に治んだj ことは「稀にみる実例であるといっても

過言ではなpJ と記されている 。当時会員はすでに1，300名。以降第二次大戦まで

の短p 期間とはいえ、建築界は昭和初期の黄金時代を迎えている 。

もう 一つの節目は昭和22年、 三十周年とはいえ大戦による約 3年間の休刊の後に

会誌が復刊された再スタートの年である 。「凡そ建築の事業に関心を持つ各方面の

人士が悉く 一団となって」当たらねばならぬ時期であるから、従来のように設計界、

建設業界だけ、あるいはまた材料、設備業界だけなど、各分野ごとに個々別々では

国家再建の用に立たない。よって従来の個人会員だけで、なく「建築事業界の各方面

の有力なる人士を会員として網羅せしめるものとし、建築界の総意を集結してj わ

が国建築界の将来に寄与するために定款を改正し、この時から日本建築協会は各団

体をつなぐ建築界の総合団体としての役割が確立し、以後の日本の復興、発展を支

えてきたのである 。

今や日本の経済界はたしかに回復の兆しも見えはじめてはいるが、バブル崩壊が

顕在化 しはじめてからすでに 5年に近い。そして当協会は、ここに80周年を三番目

の節目として一歩を踏み出そうとしている。まさに先の二つの節目と同じ情況である 。

「建築を通じ、広く社会に貢献する j ためにも、わが建築協会だけがもっ総合団体

としての役割は貴重であり、ますます重要になるものと思ってよい。 i会員各自が

我協会の過去の業蹟を追想し、現在の我社会に於ける建築界の地位を展望し、更に

将来の進路を検討せんとする」ことは、協会発展のために「大いに慶賀すべきこと

である」というのは、やはり創立15周年の時の片岡安会長の言葉である 。
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日本建築協会会告

第4回日本建築協会賞入選発表

日本建築協会は、建築界における総合団体としての性格にもとづき、建築に関わるあら

ゆる分野において社会に貢献した団体または個人に対して、その業組を讃えるとともに、

わが国文化の向上と公共の福祉に寄与することを目的として日本建築協会rt・を選考し顕彰

することとしている 。

今回、その第 4 回選考にあたり各界に応募をH平びかけたところ、締切日の平成 8 年11月

29日までに 12件の応募があった。

これが選考にあた っては、日本建築協会首選考委員会( 委員長. 薬袋公明氏、 他問委員

10名) を設けて、数回にわたる選考を重ねた結果、下記のとおり日本建築協会rt4件、同

特別賞l f ! 1ニを選定した。

日本建築協会1 ' 1 : には、賞状並びに賃料、副首として50万円をIWi 皇、また、特別賞には、

賞状と賞} 仰を贈呈する 。

表彰式は、本年 3 月28 日、大阪市内の太閤図で開催した日本建築協会創立80周年記念式

典において行 った。

目第4 回日本建築協会賞

「織物文化への貢献」

「膜構造建築物の技術開発とその実用化

ならびに普及」

大型テントへの技術開発に着手し、 l瑛材料に適した胤li 茄形態の研究など

長年にわたり鳩われてきた織物のノウハウのもとに、 川向テキスタイル 近代建築工学に返付けられた大型j段構造建築物実現への基礎を築くととも

スクールを開設しインテリアファブリ ックやフ ァイパーアート分野へ多く に各樋の研究開発等を行い、独自のノウハウを蓄積した。

の人材を輩出。またカワシ 7 マイスタースクールを開設してインテリアの 制 日本版構造協会の設立に貢献し、各種基準の法後備を実現した。

確かな技術を習得した優秀な人材を社会に送りだしている 。質テクノロジ 乙れにより大規模な恒久JI史構造物の建設を可能にし、昭和63年、 「東京

ーを追求し、磨き上げられた技術は日本文化の範囲Ji を越え、生活文化創造 ドーム」の完成により世界最高水準の設計・製作 ・施工技術が実証さ

企業として世界的にも大きな業総を残している 。 れ、日本に新しい大空間時代が誕生、これが我が園長l ! 築界に寄与した功絞

株式会社 川島 織 物 取 締 役 社 長 南 荘 郎 は大きい。

「免震建物と免震効果の実証」

側松村組技術研究所研究練は、関西地方に初めて、日常業務を行う建物

において、免震装置の効架、免; M建物としての効果、免渓梢造の既存建物

の面協改修への適用などを検証する目的で、平成 6年 3 月に神戸市北区に

免渓鐙物を主l ! 設し研究に着手した。

本免混迷物による先の阪神・淡路大震災で観測11 . 測定され採取された免

22効果を実証する各種データは、広く斯界に公開され、位界的にも注目を

浴びているrt ! 1 1 : なものであり、その業紛は多大で、ある 。

株式会社 総 村 組 代 表 明 締 役 会 長 松 村 雄 吾

「工高教育におけるC A Dの有効利用と普及に

関する研究」

本研究は、 63年末に秋田県内で初めて工高雄築科に建築専用C AD、ンステ

ムを導入し、まず、 2 学年において各種構造の挫築物の基礎的知識やC A D

作図法を習得させ、 3 学年のi l l l ! 題研究コースでは、その応用技術を習得さ

せるなど工高教育においてパソコン C A Dの普及に|刻して実践的研究を行い

社会に貢献できるエンジニアを育成してきた。

秋 田 県 立 大 曲 工 業 高 校 教 諭 黒 沢 一 元

2  建築と社会 ・1997. 4

太 陽 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 副 会 長 能 村 博 正

目第4 回日本建築協会賞 特別賞

「実験集合住宅NE XT 21 J  

今日、地球環境 エネルギー問題、都市環境問題、高齢化問題など、

我々は様々な問題に固まれている 。

N町T 21は、建設された実験集合住宅において、平成 6年 4 月から社員

16家族により居住実験を開始して、設備機恭システムの評価から各住戸の

住まい方、緑や立体街路の評価まで多岐にわたり、精力的な研究評価li が行

われ、ソフトサ、ード両面から様々な技術開発や提案を実施し、 21世紀の

住まいに|刻する 1'till な基礎データを社会に提供している 。

大 阪 ガ ス 株 式 会 社 収 締 役 社 長 領 木 新一 郎



監事並びに本部所属

評議員の当選

名誉正会員6名が

推挙される

日本建築協会新入会者

ご斡旋のお願い

神戸ファッションプラザ

見学会(開)

平成 9 年 2 月26 日開催の通常総会に

おいて、監事並びに本部所属評議員の

選挙を行いました結果、下記の方々が

当選されました。

- 監事 ( 1名)

伊 藤 俊 夫 (松村組)

- 本部所属評議員

甫出 裕紀 (大阪府住宅供給公社)

山 形 政 昭 (大阪芸術大学)

平成 9 年 2 月26 日開催の通常総会に

おいて 、次の方々が名誉正会員に推挙

されました。

本会に対する永年のご尽力とご協力に

本会は大正 6 年 3 月創立以来、建築法

規の法制化に努めたほか、わが国初の

住宅博覧会の開催、四会連合工事請負

契約約款の需1躍など、今日に至るまで、

建築界を 1) ードするとともに、一般社

「神戸ファ ッションプラザ (昨 p) は、

六甲アイランドの中心エリアの一角に

位置して 、「こだわりの生活主義一フ

ァッションの創造j をテーマとした複

合施設で、公共施設(美術館・公共駐車

場) と民間施設(ホテル・映函館・大規模

商業施設及び駐車場) に大別される。

中央に直径5 0 m高さ 4 0 mのアトリウ

ムを配置して 、官・民施設が結びっく

接点とし 、美術館のオルビスホールと

ともにKFPの賑わいの創出の核となる

オープンなイベン卜空間として機能す

るように計画されている。

またリハーモールに面したオルビスホ

ールは、飛来したUF Oを想起させて 、

スペイン階段をイメージした大階段と

藤 井 英 夫 (大日本土木)

イ壬回 勉 (西松建設)

明 石 至 正 (鉄建建設)

* 植 田 久 夫 (問組)

中 道 正 伸 (中道組)

岩橋 貞雄 (八千代電設工業)

松 本 溌 嗣 (須賀工業)

福 谷 守 弘 (朝日工業社)

月 城 則 男 (新東洋合成)

鶴田 昭一 (建築工房和泉屋)

深〈感謝申し上げますとともに、ます

ますのご支援とご鞭縫をお願い申し上

げます。

会との結びつきを深めてまいりました。

また 、建築界の総合団体として常に建

築関係各部門の遼繋と調整に当たり 、

会誌「建築と社会」の発行や、各種見

学会、講習会など実務に直結した諸種

ラセンに建物周屈をとりまく外部階段、

花関岩・タイル ・金属で摘成された外観

とともに 、過去から未来へ無限に回帰

上昇する 、ファッ ションの進化を表現

している。

公共施設は 、日本初のファ ッションの

ための美術館であり 、2，000m'の常設

展示室、1，000m'の企画展示室、ファ

y ションを対象としたライブラリー 、

情報発信・教育のためのリソースセン

タ一 、可動床を有する 400席の多目的

イベントホール「オルビスホールJ 及

び収蔵庫群等で構成されている 。

民間施設は 、「生活ファ ッションショ

ーの感性のステージ」をテーマにした

RI NK (専門庖群、 レストラン街) 、

7 館・ 1，500席を有するマルチプレ ック

ス映函館 r MOVI X六甲 j 、300m'の大

宴会場・ 145室の客室をもっ「神戸口

ーザンヌホテルJ で構成されており 、

生活を豊かにする“ 街遊び" を楽しん

でいただける施設としています。

(高津章雄 ・万波誠三/ 設計J V)

・ ｩｊＡ築 概 ｾ

所 在 地 神戸市東i蝦区向洋町中2- 9- 1

主要1m童 美術館、物販・飲食庖舗、 l吹同館、

ホテル、駐車場

主II 築 主 闘争l' 戸 7 7 " ' 1 ションプラザ

(一部峻工後神戸市民取)

設J l "¥lii 思 昭和誼Jt J ; : 成也謹一級建築上事務所JV

施 工大成建設

敷地面駁 18.333.09m'  

ill 築而積 13.725. 18m'  

坂本 イ吉 (松村組)

白 石 静 ニ (鴻池組)

i童 疎 裕 造 (三井建設)

* 松 田 利 男 (戸田建設)

原 員一 ( コーナン建設)

成 尾 克 彦 ( きんでん)

高 岸 宗 吾 (近畿工業)

川瀬甲子雄 (扶桑管工業)

志田 稔 (ゼネラル化成)

本印は補選

. 新名誉正会員

井原 巌氏 小笠原祥介氏

近 藤 義 雄 氏 竹村 清氏

中原 茂氏 山 本 康 雄 氏

の事業活動を行っております。

これらの事業をますます発展させるた

め、会勢のイ申展をはかりたく 、入会者

のご斡錠をお願い申し上げます。事務

局は電話06- 348- 0635です。

日 時 1997年4月15日ω

14: 00 - 17: 0。

講 師 高 津 章 雄/ 昭和設計企画護協

開発企画室副室長

万波誠三/ 大成建設設計部次長

武田修示/ 大成建設作業所長

定 員 50人* 申込多数の場合は抽選

集 合 部 也

参 加 賀 会 員 1，000円、一般 2，000円

申 込 4 月 8 日ωまでに、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さ L 、。

①催し名神戸ファ y ション

プラザ見学会

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 4 月 9 日制 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1 ふ2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

F AX.348- 0臼4 TEL. 348- 0633 

延床面晶ｾ 91，ω4. 27m'  

桝造鋭敏 S 一部SRC. B2' 19F 'Pl

工 陣1 1993年 8 月一1ω7年3 1 ' 1

オープン 商業施設 3 丹20日( 予定)

ホ テ ル 4 丹5 日( 予定)

美 術 館 4 月25日( 予定)
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フェスティバルゲート

見学会

京都駅ビル

見学会

大阪市交通局の市電車庫跡地を活用し

新世界一帯の活性化の核となることを

めざした土地信託事業である。

施設は、管理運用型信託となる A ソー

ンと処分型信託となる B ソーンで権成

される。

A ソーンは、都市型立体遊園地を核と

した複合商業施設で、最高時速100km

で建物の中を縦横に走行するジ、工 ツ 卜

コー スターをはじめとする 20機種に

およぶ制御包な遊具を各儲に設置する。

J R新今宮駅と通天閣を結ぶ 2 階 の プ

日 時 1鈎 7年 5 月10日出

14: 00- 17:00 

講 師 村 田 俊 彦 / 京 都 駅 ピ ルJV工事長

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

参 加 賀 会 員1，000円、一般2，000円

申 込 4 月30 日制 までに、ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名: 京都駅ビル見学会

②氏名

③個人・団体会員 、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ煩います。

* 参加証を 5 月 1 日開 に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3-2100

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX.348-0634 TEL. 348-0633 

・建築慨嬰

所 在 地 京 郷 市 下 京 区 烏丸通塩小路下ル京

庖小路町

建 築 主 丙日本旅客鉄道(同

京都駅ピル1m発{仰

設 計 JJ;v.貨司、アトリエ 7 7 イ建築研究所

施 工大林組、鉄五slli 設、大鉄工業、 7

ルー 7 ダニエルジャパン、公成建設JV

ラザ空間は「海底に沈んだ古代都市j

をテーマとした環焼装飾を施し 、シネ

マにショ ッピングにゲームコーナーに

と「遊びのミキシング効果J を+ 二分

に発揮する。

B ゾーンは 、世界の様々な温泉を体験

できるアクアアミュースメントで、 4

階と 6 階に大浴室を 、 8 階にリソー ト

プールを収容するイ也、宴会場や宿泊施

設も併設しており 、「遊び」や「くつ

ろぎj のスタイルに多機なメニューを

提供する。 ( 大 江 誠)

Ｎ ｩｬｬ 築慨ｾ

所 在 地 大 阪 市 浪 速 区 恵 美 須Jl u. 2- 旬、 32

i没;11 監理安井主s築設計事務所、アールア

イエー lAO竹日l設計JV

施 工 大林、村本、銭tl rv

1: JUI 1995
i ド4 月一1997{1' 6 月

オープン 1997年 7 fJ ( 予定)

< Aゾーン〉

敷 地I而刷 14，873. 45m'  

4正床而fi l 55，275.74m'  

附)1iJ3l模 SRC. BIF' 81' 

施設桝成 遊悶施設、劇場、飲食脂、物販応、

パス Iドli ll

< Bゾーン〉

敷地面積 8.622.86m'  

延床I日m 41，693.83m'  

h可遺脱線 SRC  一郎S、B1F. 91'

施設柵成 ク7 施設、飲企応、遊泳湖、ホテル

J R京都駅ビルが、いよいよ今年夏に

完成・オープンします。

建物は 、①駅施設、②広場・通路施設、

③ コンベンションホテル施設 (ホテ

ルグランヴィア京都/ 客室539室、大

宴会場1，400名収容など) 、④複合商業

施 設 ( シ、工イアール京都伊勢丹など) 、

⑤文化主白書室 ( メインホール925席など)、

⑤駐車場 ・駐輪場施設等からなり、延

敷地itii fil 約38.∞Om'

ill 築而駁 約32，4∞m'

延床I日制 約238，8∞m'

構造脱模 SRC- S、B3F . 161' 

ｉ 詰ＷＮ ［［ｉｾｪｪ さ Ｕ Ｙ Ｎ Ｘｭ

オープン駅1997年 7 月

( 予定) I.lJ Jl品8 丹、ホテルデパート9 月

日 時 1997年 4 月24日開

13 :30ー 16: 30

講 師 大江 誠/ 安井建築設計事務所副部長

川口幸三/ 7 - ) レアイ・エー議↑主怪

酒井慶佑/ 大林・村本・銭副V所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

参 加 費 会 員 1，∞o円、一般2，000円

申 込 4 月17 日同までに 、ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名: フェステ ィパルゲート

見学会

②氏名

③個人 ・団体会員 、一般の別

④職場 ・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 4 月18 日倒 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1-3引 00

大阪駅前第 3 ビル21階 干530

FAX. 348-0634 TEL.348-0633 

床面積約24万rri の日本最大のターミ

ナルビルとなります。

! ! R ビル中央部分にある大空間コンコー

スは 、ガラス屋根の高さ 32- 50m、幅

2 9 m、長さ 147 mの 、ガラス ・シェル

ター・アトリウムとな っており 、 さら

にそのア トリウムの上部をシースルー

空中経路が通っています。そして中央

コンコースから幅2 6 m、高さ 30mの

大階段 ・エスカレーターとプラザを通

じて各施設がつながる設計とな ってい

ます。

今回は大林組のこ.配慮により 、見学会

をさせていただくことになりました。

この機会にぜひご見学ください。



30's  EYE- 21世紀への工スキス

第23回

吉本剛

建築家 ・吉本剛建築研究所

barn- 原点かう

r30's EY忘れ世紀へのエスキス j をテー

マに、 ＳＰ ｦ ｾ を 中 心に峨々立分野でご活蹴

のｊ￭々をゲスト ｾ ｲ ｾｵ に迎え、従米の品泌

会形式とは迷う「Jtl り合い、情報交換を

行う I品J をつくりたいと考えています

気事長にご参加下さい.
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日 時 1997年 4 月25日ω

18: 3ひー20: 30

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ピル21階

講 師 吉 本 剛

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参 加 資 会 員 1，000円、一般 1，500円

* 学生は回O円号|

* 含、飲物・消費税

* 団体会員扱いは H土1名

申 込 4 月18白ωまでに 、ハガキ 、

FAX、電話でお申込み下さい。

D催し名 : 30・sEYE

②氏名

③ 個人・団体会員 、一般の別

④職 場・学校名

⑤ 参加証郵送先

喧漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 4 月21 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1ふ 2100

大阪駅前第 3 ピル21踏 〒530

FAX.348-0634 TEL. 348-0633 

主 催 (紛日本建築協会

若い会員の集い小委員会

主 ｉｾ 廻lまるよ/ 東畑建築事務所

私はこれまでに f b a  r  nJ と名付け かおうとしているのか」など 、当日は 、

た 4 つの建築を計画してきました。 自分にと って有意義な時となることを

f ba r nJ とは、小屋や納屋と呼ぱ 期待して、r J sEYEの会場へ向かいます。

れる建築のことだと考えて下さい。 ( 吉本 岡1])

なぜ f b a r nJ なのか。 f何処へ向

吉 本 剛 ( よしもとごう)

1961  徳島県生まれ

1984 1こl 本工業大' 芋工学郎

日! 築学科 卒業

1985 建築環境研究所入所

1989 占本岡，) 建築研究者開設

現 在に至る

当プロジェク卜の敷地は大阪駅前の西 風景的建築をつくりたいとの想いで 、 回 目 寺 市97年 4 月25日ω

梅田に位置し 、区画整理事業によ って 遠景 ・中景 ・近景がほど良く調和する 13: 0か- 16: 30

生まれたオーサカガーデンシティ内に 西梅田四十八景の創出に腐心した。 講 師 苫 名 正/ 竹中工務庖設計部副部長

ある。 主要な施設は、我が固に初めて進出す 原口勝利/ J V作業所総指所長

長さ 240mの細長い敷地に「世界第一 るラグ ジュアリーホテル「リ ッツカ一

級の絵になる街」づくりを目指して建 ルトンOS AK AJ 、マルチメディア時

設が進められ 、1997年 5 月にグラン 代のニューオフィス 、商業施設 「ハー

ドオープンの運びとな った。 ビスプラザj 、大小の多目的ホール「ハ

かつて水の都といわれ浮世絵師達が競 ービスホールJ 等で構成された超複合

って描いた風景「なにわ百景j を復活 建築とな っている。

し、子供達が写生に来たくなるような (苫名 正)

Ｎ ｩｬｬ 怨慨 ｾｴ

所 (E J出 大阪市北1<5: #ij lJ j2- 9- 6外

投 ，It  竹中工務! ' ;

施 E 竹 中 大 林 ! 昆1; ，) ハン シンJV

主 ｾＢｬｩ 主 ')1務所、ホテル. 底舗、展示i品、5E'ドI品

敷地 l師航 13，ω3. 73m'  

ili 築 i(，i縦 9.281. 44m

延床[ 雨被 136.823.05m'  

情n鋭校 S' SRC' RC、B5' 40F.Pl  

ｉ 詰 ｾＮｾ ｉ Ｚｾ さ Ｑ ＹＰ ｭ

て )PI ゆ93年1211 - 1997年 2 r1

グランドトプｾ 5 r123n  ( 予定)

定 員 60人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 開 也

参 加 費 会 員 1，日 0円、一般 2，500円

* 含、消費税

申 込 4 月18 日ωまでに 、ハガキ、

F似 、電話でお申込み下さい。

①催し名

. ハービスOS A K A見学会

②氏名

③個人・団体会員 、一般の別

④職場・学校名

号参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ綴います。

* 参加証を 4 月21 日(月)に 発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1ふ 2100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FAX.348-0臼4 TEL. 348・0回3

7  
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平城宮跡

「朱雀門J 復原工事

見学会

茶室見学会( 第8回)

大徳寺玉林院の

蓑庵と震床席

平城宮跡では 、発掘調査とともに、建 勢の人たちが集ま って歌垣なども行わ

物の復原力ず始ま っています。 れたようです。

朱雀門は平城宮の正門で、屋被は二重 復原は 、奈良時代建築の再現のため 、

のっくり 、間口 5 間約25m、奥行 2 問 主要な木材は内地産の倦を用い、仕上

約10m、高さ 20mを超える大きなもの げはヤリカンナで削るなど、使用する

です。宮の正門として権威と雄姿を 内 材料や加工 ・組立の技術も当時のまま

外に誇り 、左右には 6 mの高さの築地 を目指 して施工されています。

がめぐり 、130haの広さの宮城を取り 平成 3 年に基塩が完成、平成 5 年に本

因んでいました。 体工事着工、本年11 月に竣工予定です。

朱雀門の前では 、外国使節の送迎を行 今回は奈良国立文化財研究所のご配慮

ったり 、正月には天皇がこの門ま で出 により工事中の施工状況を見学させて

向き新年のお祝いをしたり 、時には大 いただ くことになりました。又とない

日 時 1997年 5 月17日出

14: 00-ー16 :00

講 師 中村昌生/ 京都工畿大名誉教綬

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

集 会 現 地

京都市北区大徳寺町

参加 費 会 員 3，000円、一般 5，000円

申 込 5 月9 日倒 までに、ハガキ、

F AX、電話でお申込み下色、。

①催し名. 茶室見学会

②氏名

③個人 ・団体会員 、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月12 日(月)に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1 -3之100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

F AX. 348・0634 T EL. 348-0633 

大徳寺玉林院南明庵と茶室

大徳寺t菩頭玉林院は、名医家として知

られた曲直瀬正淋が月琴和尚を開山と

して、慶長 3年に劃l建された寺である。

8世大龍和尚のとき 、大阪の富豪鴻池

この機会にぜひご見学くださし、。

- 建築概要

所 lE I也 奈良市佐紀町平械宮跡地内

也 築 主 公 民 | 伝|立文化財研究所

設計段里M 例文 化 財 ｾ造物保存技術協 会

施 工 (附竹中_ [ 務応

精進規般人母催造、 二重門、本瓦: Ll '

I/l li I  51/ :1 ＲＵ ＮＰ ＷＵ ＰＱ 、主ｾ ＱＯ Ｑ ｉ 5.015m 

奥行 21m10.03001、柱1/¥1 5.015m 

脱尚 21. 98301、而fi1251. 5m'

1;1;耳1斜線 I1刊しj 32.745m、奥行 17.7∞m

日さ 1. 85801、而航 579. 6m'

工 Igl 1993年 12f1 - 1997年 11月( 予定)

一般公|品I 1998年 4 ) ' 1- ( 予定)

了瑛が当院に祖先の牌堂を造営した。

それが南明庵であり 、茶室蓑庵と 霞床

席は 、その付属施設である。

この茶室を組み入れた牌堂は 、亘那衆

の数寄者であ った了瑛の情想に基づい

たもので、あったと推察さ れる。しかし、

ここに造られた茶室には 、数寄者の余

妓の域を越えた専門家の創意工夫が溢

れている。了践の背後には表千家 7 代

の如心斎がいたのである。

そしてこの一連の施設の建築に当た っ

ては、南明庵を堂宮大工が、茶室は数

寄屋大工がそれぞれ手がけているが、

その仕上がりには違和感が全 くなく、

仏堂と数寄屋の意匠が、巧みに融合さ

れていることを高〈評価しなければな

らなし 、。

蓑庵は酉面して建つ。柿葺切妻造りの

前面に庇を付け下ろし 、袖壁を隔てて

右方に水屋の棟が媛している。外観で

日 時 1997年 4 月22日伏)

14: 0ひー16: 30

講 師 細 見 啓 三/ 文化財建造物保存

技術協会所長

春 日井道彦/ 文化財建造物保存

技術協会所長補佐

西川公三/ 竹中工務庖工事課長

山本清一/ 日本伝統瓦技術保存会

副会長・山本瓦工業社長

定 員 50人* 申込者多数の場合は抽選

集 合 現 地

参 加 費 会 員 1，500円、一般 2，500円

* 含、飲物代

申 込 4 月15 日附 までに 、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

D催し名: 朱雀門見学会

②氏名

③個人団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

@ 漣絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 4 月16 日制 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1-1-3之100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FAX. 348-0634 T EL. 348- 0633 

は壁が大きくて 、差石に直接壁がつく

足元の手法なので、 大へん( 宅ぴた姿を

形づく っている。内部は三畳中板の間

取りである。点前座には中柱を立て 、

炉を 中板の所へ台目切に切っている 。

天井は、床前の平天井に対して 、点前

座を菰の落天井とし 、にじり口候IJ を化

粧屋根裏にしている。

震床席は四畳半の広さである 。ここは

蓑庵に対する書院としてつくられてい

る。間口一間の床を構え、i凱防備え、

天井は格天井、壁は張イサ壁であり 、明

らかに書院風な構成をそなえている。

(中村昌生著 f茶室大観j より )



講演と見学の会

琵琶湖博物館

と口ータス館

アジア建築文化誌研究会

第11回

写し霊場にみる

模倣と創造

北播磨、番条、江戸、和歌山、

そしてインド

研究会では、 l 年以 t に及ぶフィールド

調伐をおこ立っている 研究/ ' ; を小心に、

アジア、住宅、建築に関心を寄せる JJ が

たにご参加lいただき、その研究成mを発表、

的報交換し、またその情報をひろく先 日

しアピールすることを 日指 しています。

アジアの多 械 な ｻ 主まい、 Ｇ ｉＺ ｲＮ Ｇ ｴ｣ｲ ｾｬ 、伝統

を学び与えることによって、 {主まいを多

角的にとらえる契機になれば、と町f究会

を公開しています 。

お気艇にご参加ください。

滋賀県・琵琶湖の南湖東岸のほぼ中央

部に湖面に突き出た烏丸半島がありま

す。今、この半島が大きな注目を集め

ています。草津市立水生植物公園みず

の森 ( ロータス館) の完成に続いて 、

昨年秋に新たに滋賀県立琵琶湖博物館

がオープンしているためです。

琵琶湖は昔から 、自然と人聞がうまく

共生して現在に至っています。人聞は

限りなく多くの恵みを湖から得、また

逆に人聞は様々な形で琵琶湖に影響を

与え続けてきました。この結果が今日

の琵琶湖及びその周辺の環境を形づく

っているわけですが、人間例lの認識が

十分でなければこの状態がいつまでも

持続するわけでもありません。このよ

うな想いから環境あるいは琵琶湖の風

土を主題とした口ータス館や琵琶湖博

物館が企画建設されたのでし ょう。

とりわけ琵琶湖博物館は「湖と人間」

をメインテーマとし、未知の世界を追

求しようとするもので、従来の「モノ」

を中心とした博物館とはひと昧違った

独特の雰囲気を持っています。これか

らの博物館のあり方に一つの示唆を与

えたものと思えます。

今回の「講演と見学の会」は、琵琶湖

琵琶湖樽物館

博物館と口 タス館を自分の眼で実際

に確かめようとする企画です。そして

博物館の管理 ・運営のサイドから 、企

画、建設、展示段階の機々な興味ある

日 時 1997年5月27日ω

10: 30- 17: 00 

講 師 布 谷 知 夫 / 琵 琶 湖 博 物 館 総 括

学芸員・事業部長

楠 和夫/ 創造社田中部事業所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は抽選

集 合 草 津 市 立 水 生 植 物 公 園 ( ロー

タス館) 入口付近

*J R草津駅よりパス「烏丸

半島J 行< 約25分>

* 大津港より「草津烏丸半島

港j 行< 約50分>

参 加 費 無 料

* ただし 、入館料・資料代等

として 1，500円が必要です。

ロータス館
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申 込 5 月13 日ωまでに 、ハガキ 、

FA X、電話でお申込み下さい。

倒 雀し名. 琵琶湖博物館と口

ータス館

②氏名

③個人・団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑤連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 5 月14 日制 に発

送します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1・1ふ 2100

大阪駅前第 3 ビル21階 〒530

FAX. 348- 0634 T E L. 348- 0633 

矢田地蔵八+ 八ヶ所( 和歌山県川辺町)

緩斜面に石仏が並ぷ。

日 時 1997年 4 月19日出

17: 00- 20: 00 
った、容易に巡礼できない途方の大霊

会 場 学 芸 ホ ー ル * 学 芸 出 版 社 3 F

場 (本巡礼) を身近な場に模倣して作

発 表 者 近 藤 隆 二 郎

定 員 30人 (申込み先着順)
り、より多くの人々に対して巡礼の縫

参加費 500円* 資料 ・飲物代 会を与えるために開設された巡礼霊場

申 込 4 月17日休)までに、F AX、

を「写し霊場j と呼びます。写し霊場

E- mai lでお申込み下さい。

はその規模により、数カ村から数固に

①催し名: 第11回アジア建

築文化誌研究会 およぶ「地域的巡礼地」から 、寺院の

②氏名
境内や裏山などに石仏を配置した「ミ

③職場 ・学校名

ニチュア巡礼地j 、さらには建築内に

@漣絡先. 住所、電話・ F AX番号

をお知らせ願います。
装置化された「お彫踏みJ や「栄嫁堂J

申込先学芸出版社編集部 とい ったさまざまな形態へと多様化し

(担当: 藤谷)

ています。そこには 、いかに本巡礼を

京都市下京区木津屋橋通西洞

連想させるかという技法の集積を見る

院東入 干ωo

FAX. 075- 342- 2605 ことができます。 また 、ミニチュア巡

T E L. 075- 342- 2600 
礼地の中には、地1或コミュニティの中

E- mai l: gakugei  @  mbox. kyoto  

でー穫の「祭り j として変容定着し 、

ーi net. or.jp

空間構造だけでなく 、本巡礼の「巡礼
主 催 ア ジ ア 建 築 文 化 誌 研 究 会

事務局: 学芸出版社 者」と「接待者j という役割も模倣創

協 賛 A L AP(Archi - Li nk Asia-Paci fi c， 

造し 、住民間で共演する交流空間へと

アジア太平洋建築情報ネ ットワーク)

変貌を遂げている例もあります。

後 援 (紛日本建築協会

今回は 、今まで調査してきた北矯磨の

ミニチュア巡礼地、江戸の地域的巡礼

I也、番条八十八ヶ所のイ工結合、和歌

山県下写し霊場総覧などについて紹介

するとともに、環境デザインとして写

し霊場をとらえる視点について考えて

みたいと思います。また 、ヒンド ウ一

教の巡礼でもあるインドのアンタルグ

リヒー (A 円targrha Yat ra) 巡礼につい

ても紹介します。 ( 近藤隆二郎)

近藤隆二郎 にんどう りゅうじろう)

和 歌山大学システム工学部ｲＮＺＡ ｴｾ システム学科

"持師

[ 主な論文等]

r，'i 代都市モヘンジョダロにおける『本治び』

の持つr . : ! 成制会システム((-J II Uリ耐にl則する耐「先J

E語境システム 仰「先 vo1. 23. 1995{ jo  8  n  

rlit 条八十八ヶ所のイエ結合にみるコミュニ

ティの結合効* J ll'i l姐雑，1. ¥:59(5) .1996年 5 J'1

f関境社会システムの移築プロセスに| 刻する

研究一号 lllJ I，品および地域交流噌淡町をl担lと

して 」環境ソステム 研究 voI. 24 .1996
f
IQOI1
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「建築と社会」誌

大正 6 年 3 月に誕生した日本建築協会 形割lに変え、特集と作品イ乍J s頁を二本 0635、FA X 06剖 8- 0634) まで。

( 当時・関西建築協会) の、機関誌は 柱に、 シリーズものの頁を織り込み、 販売価絡は12∞円( 送料・消費税含) 。

特集一覧・ 1 9 7 7- 1997

大正 6 年 9 月に「関西建築協会雑誌J その時々の社会を反映したテー? を選 なお、 「建築と社会」 創刊号一昭和30

と題して創刊された。大正 8 年に 「日 んで掲載してきた。 年12月号まで全87巻の復刻版が、 1991

本建築協会雑誌J 、さらに l 年後には 取り上げてきた特集テーマは下記のと 年10月から順次発行 (不二出版) ・配

「建築と社会」と改題し、 今日に至っ おりで、パックナンバーl悦入希望は、 本されているので、詳細は日本建築協

ている 。昭和142年からは体裁をA 4 変 日本建築協会事務局 (T EL 06- 348- 会事務局へお問い合わせ願いたい。
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1

JV 

1978 

Vol. 59 

1979 

Vol. 60 

1980 

Vol. 61  

1981 

Vol. 62 

1982 

Vol. 63 

1983 

VoI . 64 

1984 

VoI .65 

1985 

Vol. 66 

1986 

Vol. 67 

1987 

Vol. 68 

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 

. デ ザ イ ン の ・兵 庫 県 ー ・日本建築協会 ・コンク Bトトの ・埋立地l二おける ・n 本 住 宅 ・ ミニ乱開発

動 向 一 部 分 その風土と . ? ? T ? ? f 品 質 管 理 t ・1 2 . 規 制 ・身障者施設・ ・照 明 設 備 * 品1 1五 公 団 と か ら 閥 的 ・1117211 ・3年 ゐf.
と全体・ 臨 時 界 の 管 理 行政指揮の方向 れ 倒 t じ て 建 築 作 品 ミ ニ 開 発 へ e

- デ ザ イ ン の

動向一新旧の ・水・

- 医 療 施 設 - ・組合) j 式ド ・C A  D ー

・外 壁 古監禁 ・電波障害と 、 i ・新 し い 耐 震 品， ・第25回

病院建築と 材 料 * 建 築傘 よ る 集 合 ・住 宅 設 備 投 計 設 計 と ・- ｾｬｬＺ主主・ 青年妓術者， ・ピ ル 環 境

情報ンステム tl ' 毛 針 両 コンピュータ
コントラス ト

- 転 換 JUJ の ・大 阪 南 港 ・コンク リート ・ホテル建築と ・農 村 施 設 ・建 築 の 終 局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26悶 ・建 設 業 の

再 開 発 * ポートタウン ・商 業 空 間 の ひ び わ れ ・日影 規 制 * 情報システム の変貌・ 強度の検J - t ・ まちづくり・ インテリ 7 ・ 青年技術苫* 労務、l' tJ，. 

. 80 年 ft の ・今 桂 の ・蛙近の盟行盟畢
・草17目青年控高E ・これからの盟

都市と也事ー 省エ才、ルギー ・安 井 建 築 ・住 宅 の ・建 築 行 政 と ・股 近 の ・都，Ii 景観と ・屋 内 体 育 ・* ぎ わ の ・今 挫 の 舛 甚 ・転 機 に た っ

聾丘計と輯耐
まちづくりの の 趨 勢 設 計 '1' 務 所 耐 久 性 ・ 法規・ 防 水 工 法 ・ 7 メニティ・ 施設の芯惜・ まちづくり 吹付仕上封・

歴史と展望・ ・建 設 金 物 ・ 作 品 集 ・
:jj; 合 住 宅 . 提 設 計 法 ・

・盟事拘と凪ー ・住宅畠市量首公

・中 国 の 論 文 ・ポー トピ7 ・台所まわり . ンーリング ・災 害 と 法 ・都 市 住 宅 ー デザイナーの 田ー同西1: 必')る ・lilHJ : 切壁 の ・第 28 回 ・障 害 者 の

・駿 能 諸 * ー 北 京 の の 3十 両 と ー 安 全 な 環 壇 住 ま い 手 た め に 畢品 E置を中心と 暮らしやすい

都 市 計 画 . '81・ 設 備 e 材 の 知 議 ・ をめざして・ からの尭!i!，. ・日 盟 d 針 L  1: 暗去団 性 能 将 価 象 庁年技術者・ 環 墳 と 設 惜

作 品 聾 ・ の世割・

・控本にみるすま ・第 29 同
・医 療 施 設 - ・都 市 景 観 一 、

-EJ rm・1山L7335t -f r r i MT叩 日 ・5J レ建築 ・4ム パ ン ・112t -iJ??! -i im匂fli t 気

- 計画における ・車M圃青年li 荷者
・関 西 の ・7 イコンの ・人 阪 駅 と ・東 海の 将 来 ・オフィス ・7 レλ トレ λ ト

・多棟化する ・建 築 と コ ミ ュ ニ ケ 一 日 ・維持管理と ・Ui 埴国際文 ft ・: j j ; 合住宅
建 築 文 化 を 建 築 へ の ー ターミナル と 文 化 を イ ン テ リ ア 最高コン? リ

運 動 施 設 * 品 質 tt 理 ノと 7レゼン t - ..... -， ，.  J主 備 更 新 1 ポ - 1  と 生 活 背

ｾえる 利 用 ション ピJ レ 年 え る の 変 革 ート構造 ホールー

. 11世紀への間百ー ・ピ ル の ・ まちの描性 ｦｴｾ .... _. _  ，_ _  . み ど り t ・軍31自k年技耐者 ・Jt ｾｲＺ，＠ m 
・l湖 西 の '} 7 レγ シュー ・ill 設産業と ・住 環 境 と 商 量 杢 聞 ・消 防 設 備 の ・高 齢 化 社 会

量 h あ る
それをとりま〈 ・床 の 構 工 法 ・デ ィ テ ー ル ン ス テ ム と

超 高 層 ピ ル 内ｾｾ補陣技栴 ロポ γ ト問先 法 制 度 ・車 部 駅 南 口 ポ イ ン ト と生活 ｾｉ ｏｊ
まちづ〈りを問う の現l Kl : 是展ー 再開量ピル・ 人々 の思坦t 述畢

・自由陣式への亜 ・情 報 化 を ・ホ ー ル ー ・建物町長情ー ・建 築 と 水 の ・接合 ー人wと ・村 野 雌 苦 の

. k 阪荷物品. ・東 海 の 現 在 ー盟事事制量 めくる建築 そ れ が 生 み 最 近 の ・k f j ( 同際 制 ・都 市 と 帥 趨聾にみる一 一 断 章 ・第 32 回

と 近 Aと来 ・盟裏面の基Eを 見本，Ii 新会場 ・神 戸 研 究 スポーノ ロ ・伊 勢 向 を め 汗 年 妓 術 者

考 え る 郁 ，Ii '11 怖 だ す 文 化 一 外 壁 材 科 学 l副 都 市 ・ 日 ｲｮｮｊｴｦｾ Ｖｨぐる京海

Ｍ 理ｾｪＧザイノー ・ インテＧｽジュ ・ill 築 防 災 ・聞尭ーその剖遺 ・インテリ 7
・こ れ か ら の ・屋 根 ー そ の ポλ トそダニ 1 ム

ントピル町 ・自治 体 営 綿 と i土 ・21 世 紀 の 的仕掛けの躍を ・C A  D  - ・オ7 イス空 1111 ・第 33 問 イ P λ テノ

住空間11- 田市型 デザインと .11 か勺の 間 設 備 と 公 共 雌 ・大 阪 市 庁 舎 1同 と設備 もとめてー その応111 1: 展開 の構成 青年 I U r，

集合住宅にみる M材 防 水 工 法 :l li 由'i ( 第 2 Jt1l) ・ツ イ ノ 2 1 リニュー 7 ル

- 入 浴 物 J ・腐 食 駅
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1988 

Vol. 69 

- 軟 弱 地 鍍 ・J : 槽における

と 基 礎 L  C  ｃ と ・ 辿物の外ｾ Ｍ ｾ，＠ .' '_' ・中同地五時展望 ・211世紀 へ の

・ホ テ 岬ESE .文ft l : 崎東 ・idJ 聾 弘 前 リ7 レ'}"/ ;1.* ・都 心 lJfiE ; : よしまの ＡＡ ｾｉ 列 ・酎l綴

iーからの輔副 作 品 集

Ｍ 車合住宅の ・ 買ｾ 35  同

・超 高 層 住 定

') 7 レγ シュ. l'f 年技術指 ・"i ' I : i i テレピ

を 4ま え る

， .- - . k 阪 府 宮 槽 ・800 ｾ ｊ ，記念・

1989 

VoI . 70 
- リゾート事情 ・色 の 檀 撞 ・官 h 化 町 ・ ｉｾ 遣の制 ｩｴ Ｍ ｭｆ 噴創造

・42のJA ・骨 川 開 立 ・州 の 輯 時 た め の 材 料 ・i; づくり ・? : ョ ; ・? ! ? ? ? ・? T i ・制 問 主 事 .i -1FA ・1 J J ・! ! ? ? ? ?

90 国 年 記 企 と 伝 統 技 甫 ・ 工法 理聖心1;$1¥品 曜 の ハ ウ ジ ン グ

・盟唱草のための ー ・やわらかな ・都市町ナイス ・第 37 [rrl ・高祖聾ー世相の

・商 品 化 伎 を ・ニュータウン ・東 海 の ・プ レ ハ プ ・lもl 際 花 と E 歯周盛一 ・高量産 ft 日 宅 問 理 プレイ λ ，'f 年 J支持:i ./'i' 願. 感性の時ft

部 rii );t fJl ・ス ケ ー ル 感 住 定 技 術 的 中盟幅オフィスピ ，wの書出ft を 一日一

のデザイン・ 1レネサ J λ ・佐賀市文化会畠 現 在 と 同 級 の 博 覧 会 :ムιf めざしてー・ 2割 サ の ・γ y f ・12Jμ ; 旦 ; て ;

1990 

Vol. 71 

1991 

VoI . 72 - 新 い 州 市 ・3; ; 7 ・東 海 支 部 ・k 阪 航 揖 t g h t五川 : i E i h ;ょ n ・? とY J i ; ・?聞? 7; で ・1 J 九 日 ・吟 主 主2 ・51ロfff
空 il Jl づくり ・軒 い 崎 市 空 間 復 活30周 年 1 担孟ー置昔 ‘ ・ ー 般 ザ ・21世紀の住まい

- ，ー づくりー日 ｾ ［ｊａＭ ピルデイノグ 直言ピ色 h よる ・E 瞳地 H憧u ・I! J 現喝のイメ ・8んでん写真集 ・k 枠組割 l の Ilt W- ー を 考 え る

1  ・理事の且J . li l.:.!・ ケススタヂ' ー 局 宮 槽 畠 - ' / 7 11作車 ・k盟JJt .- o周年 1  00 年記企 ・軍38目1青年11覇者 シノポジウム

・ ｾＨ物 ｮｬｴ - ・; 3 7 1 7 ・建 築 F ・1 i i t t ・地 球 環 境 ・l f i r i - t ? ? i f ; ・接 着 ー -;品? μ - t i i ; 15T ・いま也事教育 ・>; - c のかたち

人がかわる、 デ ザ イ ノ ロ l時 代 の ー 也事分野への ・ハ ウ ジ ノ ダ の に 何 が 期 待
・近置の郵政組 高輔住吉町立憤 ，1; 霊園公団間百 一 l長成材 1 町 I語り事 メインストリーム と色

まちがかわる】 築15年のJ j i : ; " - 車 i U部ー ンステムー ill 築 支社 10周年一 よる構造二 国" な占可能性 作品J 、 を控る されているか

・事39目青年佐南E ・環 境 ー ・瞬 画 の 中 の ・盟聾の併生ー . 悶際的パート ・革10圃青年控栴E

・車 問M M . 大 阪 府 営 繕 ・州 の 賄 館 ・市民劇場の 限りある自候 ・都 市 町 インテ 1J T  ! い 技 耐 の ナーンアプの ・制 祉 の ・都 市 明 ・理 担 - ^  1: 

副主 60 周年 博 物 館 緯 台 設 備 と建聾との スカイライン ・1I いはんなプ; i¥t'/lIJ ー まちづくり 住宅再ｾやさい吃園闘
記 土 作 品 豊 か か わ り ザ 住k ホール ・k 阪 市 営 繕 可 能 性 重をめざ して

1992 

Vol. 73 

1993 

Vol. 7.4 

1994 

Vol. 75 

- コピー文化の ・九 聞 の イ ン ・伊 が 神 宮 ・ . 建 築 の エ ネ ・明 日 に ri'J か ・住 先 問 に お ・まちなかの ・水 と 住 築 ・盟事丘歯のCG ・構 造 晃 一 . 前 41 回青年

新時ft ・い ま 、 医 療 エ 看板 ｾ＠ ｾ＠ . 1レ- ｾ＠ 3  I  世襲の中の長
スタレーンヨン 式年選宮と Jレギーシス って一会 U ける鼠どころ ・日 本 建 築 技 柚 者

・広島の曲師り n  ｾｾ＠ M! i 設は ・竹 中 工 務 J.s ムA ・村野‘ 再出事 ・集合住宅団地

7ジ7瞳l ik会 と 韓 神 宮 界 | 製 テ ム 作叩 への世点 の 集 合 住 官 経 口 式 験 所 11 暗 所 リ ニ ュ ー 71レ ・関西国際空港

1995 

Vol. 76 
- 克 が つ く る ・飛 騨 ・J < j農 ・ トイレから .  ・私 の を IUJ ・腎 し い 「 都 ・建築憎迭と Ｎ ・ 司 ｾＴＲ 田市年
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• 
日本建築協会創立80周年記念特集

建築と私と社会

- 80人の眼

駒山、と次のような時慨に t らわれることがありました。戦後も 50年を越えてようやく

「国家J 1国主剖あるいは、公益性の 「公J という 表現が、妙にJ苦情的議論にならずに冷静e

に受けとめられ、真剣に意見交換できる時代にな ったのではないかしこれは 「グローパ

リゼー ション ( ひと 昔前はインターナショナリズムと 言われていましたカ主)J ｾ進めるうち

に、海外における固と固との交流は、企業誌を越えて多かれ少なかれ 「因説j を*111に考え

ざるを得ない場面に遭遇することが多くなったのが号 |き金にな っていることによります。

相手国がこれを強烈に出してくるからです。今一つは国内に目を向けて、昨今の社会 ・政

治 ・経済面の文化と精神の一荒廃状況を見るにつけ、「公J の価値て市復実に律することが、

担会 として出来なくな った( このままではこの国は危うい) ことに危機を感じて、矢も盾

もたまらず各界各j脅から問題晶坦されてきたことが号 |き金になっている ことによります。

公益性の「公」ぃ、うと、抽象的でや固い言葉( しかし大変重要な意味を合みますが) と

聞こえ勝ちですのてや、視点を|共j西の歴史に据えてみて、 「大阪人の商人の気料U ということ

ばを引用しながら、このテーマの趣旨をご説明しましょう 。

大阪人の商人の ｾ Ｑｩｗ児は「 天気 と人 気とやる気や リと古くか ら 言 われ統けてきました 。

このことばには、ビジオ、ス における自律的な公益性の意義が布帥句に表現されています。

まず「天気」です。かつて、なにわのIIIJ カヲミ下の台所になっていた11剖t 、このIIIJ は日本

国中の米、海の幸、山の幸カヲ財質してきたIUJ でした。 ここで大切な のは、 この町が実質的

にはこれらのコストを決める主主主斉センターてやあったことです。 これ らの コストは、異常

象て19IJ えば東北地方で冷害がある、台風が来る、地震前巴こる、飢陸がある、このような

異常安積えがあるとコス トカ3乱高下する、それらをコントロ ーノレする のは俺たち隣人て。あ っ

て、そのコストを決める 責任の重さ ( 公括性の意義) 営認識していた表現として「天気 j

が使われてきました。

「人気 j い 、うのは、良府人気の人気ではなく、大阪のIIIJ が卸商の111] であることからく

る教えが込められています。卸商の町は薄利多売な訳で、自分の取り分は、 一つ一つの仕

事では決して大きくない。荷ヰIJ 多売の商売て次元Oにせねばな らな いのは、 人付き 合い。「儲

け」という漢字の成り立ちが「信用できる者」いづ意l]ij えから出来ていることはその象徴

とも 言 えます。「人到というのは、自分の生きざま、 人格 t 存続とが直接ヵ、かわるという

陪 涜 の ほJ (:I{J なl殺しさと表裏ーイ本にな っている表現である訳です。

最後の 「やる刻というのは、旺盛な企業耕酎11
1に支えられた民間活力の端的表現を指

しています。 このう
fl A 弘山立ピジオ、スだけでなく、文化への 「パ トロえ、ージ性( 支援柏村1) J と

いう 気質 として昭和初期から戦前 ・ Ａ被後にかけて特に関西地方に発揮されてきた ｾｉￍ 慨で、

そこには、常に 「公」とのかかわりが視野に入っていました。

このような「公」の意義につ いて、先にご紹介したような見るに耐えない社会現象に多

くの人が遭遇することもあってか、事丘社会のあちこちで真剣に語られ出してきています。

そこで「建築と社会 ｊ においても、日本建築 Ｑｾｩｊ 会創立 ＸＰ 周年を期して、建築が社会に果

たしていくべき 「公J の役割を、その対極にある 「私J の眼 U 材 先て明 らかにしていけれ

ば、 J欠世紀における建築と社会との望ましいあり方を考えるに役立つ道標になるのではな

いかと考えて、特集を企画した次第です。高IH直に 180人のH岐」としたのは、 80周年を期し

て延べ、80人の木企画関係者が、一人ひとりの確かな限でこれまでの歴史とこれか らの未来

像をシ ッカ リと見据えた (80人の 「私」の眼で) ことを私幻底する ことへのこだわりです。

末筆ながら、精力的に企画 ・編集 ・座談会等 にご参画いただいた皆々様に心より各1
1礼申

し上げます。

ｴｾｦｊｭ 委 μ 長 興謝野 久



く関西建築界〉の成立

石 田 潤 一 郎

建築界という集団

この小文は、関西において「建築界J と呼ぶに足る集団が、いつ、

どのようにして形成されてい ったかを見ようとするものである 。

思論社会学の教えるところによれば、〈集団〉の特織として、①成

員聞に頻繁な相互作用がある、②自分は成員であると自覚している、

③互いに他の成員たちから同一集団の一員として認められている、

④共通の関心事 lこついて版陀を共有している、⑤十佃目互に

作り上げてそれに参加している、 ⑥共通の王監慢ないし模f卸ワ対象を

作り上げることによって成員相互間に心理的同一視ができている、

d深団の一員であることになんらかの利益を認めている、 ③成員相

互に Ｑｴｊｊ 向的な関係が存在する、 ⑨ ｉ ｾ ｉ 分たちの統 一 ｾ ｉ 主について集合的

知党をもっている、 ⑬外部に対して統一的行動をとるーーなどが挙

げられる 。 これらのすべてが認められなくてもよいが、より多くの

状態が併存すればそれだけ「集団らしさ」の高い集団であると考え

られる( 本間 ・田即時 ・光吉 ・塩原 『社会学本指命J)。

上記の見解を踏まえるなら、単に複数の建築家が存在しているだ

けでは「建築界」とはいわない。てやは、〈集団〉としての建築界はい

つ出現したのだろうか。

この間 L、に答えるまえに、まず、建築家そのものが、どのように

して関西に現れたかを見ておく必要がある 。

建築家の敗退

院l西における日本人ア ーキテ クトの登場は、明治19年 4 月、小原

主怯rl ( 1854- 1929) が滋賀県の営繕技師として赴任したことに始ま

る。小原は工部大学校 第 31羽生( 明治14年卒) で、滋賀県てやは県庁

舎の建設( 明治21年竣工) を担当し、そのかたわら、琵琶湖i B I E * の

トンえ、ノレの意匠設計も手がけた。 しかし彼は 22年には海軍技師とし

て呉へ去る。 また、明治20年にわが国最大の建設会社としてはなぱ

なしく設立された日本土木会社は多 くの学科対踏を容したが、そ

のうちの二人が大l阪支庖に在籍した。鳥居菊助( 不詳- 1901) と田

中盟輔 ( 1860- 1944) である 。鳥居は工部大学校第 4期生て二日本

土木では和歌山県庁舎( 明治22年竣工) の設計を担当した。 このの

ち鳥居は早〈に社を辞し、建築から阿佐れてしまう 。一方、圧I ｾ ｉ Ｚ ｉ は明

治19年に改組成立した帝国大学工科大学の最初の卒業生である 。日

本土木 ・大倉土木にあっては幹部社員 として重用される 。ただ、彼

の場合は意匠面ではなく技術的分野での活躍てあ った。

彼らに つづいて、明治21年 10月、流大吉 ( 1861- 1902) が神戸に

明治工業会社を設立する 。滝大吉は明治16年に工部大学校第 51羽生

として卒業した人物で、建築学会発足に尽力したこ t でも知られる 。

12 建築と 社会 ・1997. 4

彼は中央官庁集中計画を管掌する臨時建築局に在145したが、 ドイツ

留学の出世コ ースに乗れなかったことから官途を辞し、フリ ー ・ア

ーキテクトとして生 きることを選んだものである 。彼は 22年には大

阪で単独の設計:事務所を|封I <。 これは辰野金吾とジョサイア ・コン

ドノレの事務所開設( それぞれ明治19年と 21年) に次くや早さであり、

職能史に特筆される 。しかし、 11年の問にどれほど仕事 をしたかと

いうとさっぱり仕事がない、 j蔵の庇をつけ替えて呉れと 言っ て其の

幸附肋 f たった 2 円50銭という 」状態であった。結局、明治24年 3 月

をもって、 i竜はフリ ー ・アーキテク卜に見切りをつけて陸軍省技師

となり、大阪を去る 。

上記 4 人の建築家主? 指して、明治23年の f建築雑誌J は「大阪ア

ーキ テク卜四傑J i : 評したが、いま見たように、その活動は竜頭蛇

尾の結末を迎えた。いや、東京においても、前記の辰野金吾や明治

23年に事務所を聞いた横河民怖がいず‘れも早々にフリ ーランスのユ

場を放棄しているから、このl封切、日本全体がフリー ・アーキテク

トを必要としていなヵ、ったので、ある 。

建築家の定着

流大吉の衣鉢を継いだのは山口半六 (1858- 1900) てやある 。山口

は開成学校( 東京大学の母体) からパリ中央工芸学校に留学 した秀

才て二帰朝後は文部省技師として多 くの学校建築を設計、明治24年

には博士号を授与されている 。 しかし、結核にかカ 3 って休] 織を余儀

なくされ、療養のため、調禁 ・舞子に住まうこ t となる 。l明治27年

から大阪に設立された桑原工業事務所とし、う技術コンサノレタン卜会

社て建築部門を引き 受け、 32年には独立 して建築事務所を聞く 。 し

かし病躯に鞭打つての活動がたたり、明治33年 8 月急逝する 。

大阪で、蹴的に活動することに成功した建築家はめ 5i i であ

る。茂は文久 3年 (1863) 長崎に生まれ、工科大学造家特ヰの蹴ヰ

生として明治24年 7 月に卒業する 。翌25年、尼崎紡績の技師とな っ

て西下し、 28年大阪市北区東梅田に建築事務所を開設した。先輩た

ちと茂が異なるのは、工場建築だけを手がけたと いうことである 。

近代工場というピノレテV ング ・タイプを社会は必要とし、それは

「建築家J でなければ設計できない一一い、うメカニズ、ムぞ茂は的

確に見通したのである 。 こうして彼は「百を以て数う」ほどの作品

を残すことができた。 それでも、 32年には垂井紡績なる会社から設

言博脚Hが高すまると支払いを拒否され、裁判を起こす事態とな った。

明治31年ごろには、大阪に河合幾次が事務所を聞く 。{ 創立明治25

年帝国大学造家特将卒業、 桑原工業事務所にも 一時在籍した。

明治38年には二つの事務所が開設される 。一つはやj I 戸の河合浩蔵

のもの、もう 一つは大阪に置かれた辰野片岡事務所である。前者の



建築と社会の 80年

河合法蔵は工音I1大学校 第 4期生( 明治15五同，- ) てや、司法省l属託とし

て大阪控訴院 (1明治33年) 、キ111
戸地裁( 明治37" 1三) の建設のために|掬

西に来て、そのまま自営に転じたものである 。 ちなみに、河合浩蔵

と山口半六は、茂庄li .sl) が設言陣!の支払いを求めて訴訟を起こした

とき、設計手脚Hの鑑定を行っている 。

かたおかやすし

後者の辰野片岡建築事務所は、辰野金吾が片岡安と共同てや設立し

たものである 。辰野金吾 (1854- 1919) は、いうまで もなく明治の

建築界の法王である 。明治36年に東京に辰野葛西事務所主??彪L し、

大阪にも出張所を設けた。一方、片岡安 (IEI!I!!j :IH野、 1876- 1946)

は明治30年に東大を ，'f，て辰野' 率いる日木銀行| 臨時咽5築音I1に 入 札 大

阪支庖新築工事に従事した。32年、大阪の実業家、片岡直温の養子

となる 。 その後、 34年には三十四銀行本社屋建設のため円銀を辞

す 。三 十四銀行制 Ａ｜ｲ ｾ ｊｾＮ 竣工させた片岡は、辰野Ｇ葛西事務所の大 ｉ ｕ 紅 白

張 所 に 入 札 明 治38年、共同経営者の立場に上る 。司珂奇所名も辰野'

片岡建築事務所と改まる 。

つづいて、 kflif&に属して設計活動を行った人々を紹介してお こう 。

住友の' 畠糟ーには野口孫市( 明治32年入社) ・日肉体( 明33) 、さ らに

弓削j克次郎( 工手学校明治23 1 ' F 卒) が的事していた。住友家と並び

材、された政商 ・藤田伝三郎は、本l l : 屋建設のために明治39年に宗兵

蔵 ( 1864- 1944、東大明治23年卒) と前田利之助( 束大明治38年卒)

を雇用したが、材置完成( 大正 2"' 1三) 後は二人とも犯l立している 。

ネ111戸の山陽鉄道には、 111 口半六の弟子ともいえる設楽貞雄 (1864

- 1944) が明治33年に建築係長として入社し、停車場 ・ホテル ・駅

前自U庄門など多くの建築に関与した。ただ彼が木領を発障するのは

1If- li 台40年に独立してか らである 。

守庁に目を転じると、大阪府に千賀正人、大阪市に花岡才五郎が

ともに工手学校を終えて明治中期から在却下している 。京都府には明

治31年に松室重光( 東大明治30年卒) が入札古社寺保存のかたわ

ら洋品建築の設計も多数行う 。奈良県には、明治27年に長野手: 平治

( 東大明治26年卒) が入札岡県庁舎を設計する 。明治30年からは

|剥野貞が岡県技師となる 。|謝野は建築史家として著名だが、奈良県

技師時代には設計にも手を染め、県物産陳列所 ・EI / . f 立生命本社など

を残した。兵庫県には工部省鉱山寮の末端技符暗から npき上げた秋

吉金徳が明治30年 に 入 札 同 県 庁 舎の建築てやは山口半六の追志をよ

く継いで完成まで導いた。

関西の建築教育機関としては、明治36年間学の京都高等工芸学校

(現 ・京都工芸樹: 佐大学) がもっとも古い。 その教官として武田五

一 ( 1872- 1938) が赴任し、 41年には、より若い世代の木野精吾

ＨＱＸＸＲＭ Ｑ ＹＴＴＩ も加わる。ともにヨーロツノ ｦ の初 ｦ 副 Ｇｊｉ 旬をいち与 Ｑ くｾＺｰ，

介して、大きな影響を与えた。

集団の萌芽

ここまで紹介して きた人々 、1 &: らが明治30王刊可後半の段階で|共!西

にいた建築家である 。彼らは、それぞ、れの事情でたまたま関西にや

ってきて、それぞれの職J或と服部] のクライアン 卜とに相対するばか

りてーあった。個人的に友誼を深めることはあっただろうが、建築に

かかわる者という理由のもとにつながりを持ち、集うような局面は

存在しなかった 。 その意味で、この ｈ 寺 ｾｕｊ の関西の建築家は砂位のよ

うにノ f ラノ f ラに存在していたといってよし 、。

これに対して、東京ては、帝国大学、中央官庁営繕、財閥( に結

びついた設計事務所) 、そして建設業者の凹者がつくる四辺Jfj の構造

が早くから堅固に出来上がっていた。匹i者間て人材と情報、そして

建築需要とがやりとりされ、その過程でそれぞ‘ れの利益が達成され

ていくという見事な互酬| 剥係ヵワiヲ成されていたのである 。 この凹辺

形をつくり上げたのが辰野金吾ており、この関係性を牛耳ることで

彼の絶大な材誠は生み出されていた。 また、この凹辺形のなかを効力

かされる建築家たちも、東大同期 ・|百l窓を jl1111にした小グルーフ。を結

成して意思表示を行っていた。

問i撒的にしか存在しい、関西の建築家の在りょうを、はじめて不

自然で不利な状態であると気付いた人物は、片岡安てあった。彼は、

「建築界の不在」を手ut ! . し、克服しようとする 。片岡安は、早い段

階から建築家の恕』陸団体的なkJ 1 織を求めていた。彼は、辰野金吾の

もとにありながらも 、辰野を頂点とする家父長制的タテ社会を改め

ようと 19 J 1 っていたからて。ある 。彼: が，* " 心となって明治30年イそ; 半 l;;f

に、関西在住の建築家の懇親団体であるオキナ会が組手哉される( こ

の名は、大阪 ・京者1) ・奈良の 3都市の頭の音を t って付け られた) 。

集まっては飲んできわいて、 という気楽な会にすぎなヵ、ったが、こ

れによって、冒頭に挙け、たく集団〉の特徴のうちの①成員聞に頻繁

な相互作用がある、②自分は成員てあると自覚している、③互いに

他の成員たちから同一集団の一員として認められている、⑨自分た

ちの統 ｾ ｉ 主について集合 的知覚を もって いるー ー といったあたりが、

形をなすことになる 。

建築家の急増

明治40年代に入ると、 若手の建築家が急速に増えて くる 。39年の

松井賞対日( 横河工籾i - ) を筆頭に、辰野片岡建築司王務所に永i側王

三 ( 明治40入所) ・平尾善治( 明41) ・j皮江悌夫( 明43) 、大林組に松

本再象( 明39) ・木子七郎( 明44) ・鈴木甫( 明45) 、住友にイサ 11笈」

虫1) (町J40) ・長谷部鋭吉 (明42) 、茂野村i事務所に橋本勉 (11)' 139) 、設

楽貞雄の村l戸工務所に篠田進( 明42) ・萩一郎( 明42) ・伊達|掬 コ(1)
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(明45) 、大阪府に池田実( 明37) ・葛野荘一郎 げζ 正 2) 、京都府に

亀岡末吉 (明40) 、陸軍省に置塩章( 明43) 一一い、 った人々が数年

のうちに来住するのである 。彼らは旧人たちとは異なる新しい感覚

を有し、意匠的にふまた建築家相互の関係でも、関西の建築はそ

れまでになかった雰囲気に包まれることとなる。

若手は従来のオキナ会にあ きた らず、 「年寄 りばかりで、なるほ ど

翁会だ」などと 公言 した。 そしてく建坊会> < 大正会〉といった小グ

ノレープをそれそがれ結成していった。〈建; 防会〉のメンノ f ーの池田実

・波江i靖夫 ・木子七郎らは、大正 6年に自分たちのグノレーフ。を協会

的な1雌裁に変えていこうというアイデアを出した。 それは、建築学

会において、辰野金吾会長の君 臨ぶりに佐野利器以下の若年層が反

旗を捌し、追い落としそ画策しているような状況を反映していた。

関西の若手もこの動きを援護しようとして、建築学会の関西支部を

t制裁しよう とした わけである 。

集団から組織へ

ちょうど同じ| 明羽、片岡安は全〈違う目的で建築家の集団を1雌哉

化 しようとし ていた。大正 5年暮れから翌 6': 同IJ頭にかけて、 片岡

は「同窓建築技術家に告けという + iHl 子を建築関係者に頒布する 。

建築の流れに梓さす各般の人物は皆一斉に相扶け ..... 互 いに其

の意思を交換せば、 内に於いては建築に関する大観小察殆ど其

の粋を集むる こと を得、外に向カ 3 つては社会を指導 して、都市

建築の大改造を促すに最も有力なる機運となるのである 。抑 も

現代の建築は其の関連する方面実に広汎にして、これを大にし

ては都市計画、労働階級家屋政策、建築法規の制定、公衆保健

法等の問題 と直接に交渉すぺ〈、又其の内容の研究本I頁と して

は材料の批判、新式構造の利用、都市建築の様式、其の栓済処

理等、殆 E才女了挙にH院なきものい、うペ〈 一.. 、余輩は東京、大

阪、京都、名古屋、 J憤浜、千'1' 戸の六大都市の在住建築家は相連

盟して建築協会を組織 し、上述の耳; ; J : 頁を研1ません こと を提案 し、

此に対する同窓諸賢に明快なる尊意を問うのである 。

このなかで片岡安は 「建築協会J の設立を提案している 。彼はそ

れに二つの機能を期待していたと見られる 。「内に於いて は建築に

関する大勧 ｊ 、察殆 ｅ 其のＪｾ時集￹Ｇること」、「外に向か つ ては社会を

指導して、都市建築の大改造を促す」こと のこつである 。

前者は、アカデミ ーのない関西において情報を発信し、交換する

場をつくろうい、うことて、あった。 それはまた、建築学会が、主主築

家が 日常業務を進める上て"!J; rlりたいことを教えてくれないい、う 不

満を内にはらんでやいたい、える 。一方、後者は市区改正条例を東京

以外の都市へも準用し、同時に建築単体に対する統制法規を制定す
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べきだという片岡の年来の主張である 。 このための運動を展開する

ための〈月役業団体〉をt邸哉しようとしたのである 。片岡は、東京市

建築条例制定運動の際に露呈した建築学会の社会性のなさにあきれ

ていた。 それゆえ、彼は、社会的発言をする拠点をもう 一つ月' J{聞に

つくらな ければならないと思い定めた。その とき彼の念頭にあった

のは単純な職能月 IJ の団体ではなくて、商工会議所のような企業家団

f本ていはなかったか L 思われる 。

関西建築協会の結成

片岡安が思い描いていた建築家kJ l 織の構想、にとって、大正 6年 2

月に生 じた若手の分派行動はすこ ぶる好都合て、あった。 そのメンバ

ー を呼び集めて 「 関西の 建築家全 体 ｾ ｫ ＧＭｬ 令 して大 きな団 体にまとめ

るぺきだJ とH七時する 。直ちに片岡 と、彼の所員で若手の代表格だ

った波江悌夫との連名て¥関西在住の建築家52名にあて、 11長l西の建

築家の団結を謀り相互の意思を疎通して建築界の向上発展を期す

るJ という撒を発する 。 そして。 2 月27日に 39名を一堂に集め、 5  

人の委員を選出して団体の創立案の作成を委嘱する こと の合意をと

りつける 。 この創立委員 (池田実 ・片岡安 ・武田五一 . i.皮江悌夫 ・

設楽貞i紛は、 3月17日に会則案を得たが、それは親睦団体の性絡

を主にしていて、名前も 「関西建築倶楽部」とするものでやあった。

これに対し、 若手から 「建築クラフーでは物足らぬ」 という 意見がで

て、 3 月30日の創立総会の場で「関西建築協会」い、う名前にな っ

た。 それとともに、会の目的も月比が国建築界の堅実なる発展を期

し一 将に鳴 らん とする時鑓第一の金剛料こたらん t 欲すJ い 、う 対

外的活動を強調 した もの に決ま った。発足する とたちまち 、そ こに

は都市計画 t 建築法規のための活動が待っており、否応なく、社会

的運甜万本い、う性格に染め上け‘ られる 。 そのような会の姿は、片岡

が「同窓建築技術家… .J で主張した「建築協会J の構想、そのもの

であり、おのずから 「集団の一員である ことになん らかの利益を認

めている J r成員相互に協同的な関係が存在する J い、 った併殺計日i

えていく 。

建築協会の結成は、関西の建築家たちが、〈砂粒〉から、 「共通の|刻

心事について規範を共有 し、相互に役割体系を作り上げてそれに参

加し、外部に対して統一的行動を とるJ 堅固な集団へ鋳造された瞬

間であった。

( いしだ じゅんいちろう 滋賀県立大学助教授)



『建築と社会J誌にみる関西建築の波頭

山 形 政 昭

はじめに

日本建築協会創設の大正 6 年以来発行されてきた会誌 『建築と社

会』は、本年78集を数える 。本誌は周知のように斯界の専門誌とし

て、明治20年に創刊された学会誌 『建築雑誌j に次くやロングランを

続けているもので、関西建築界の交流と確立を椋梼し、広〈社会に

働きかけるジ、ヤ 一ナノレを意図して発行されてきたものである 。 その

趣旨 IJ. I発刊の辞J に宣せられているもので、片岡安の下に結集し

た会員74名の高遁な志カ吉区われているその一部をまずここに掲げて

おきたい。

「我が関西在住の建築技術家は革に結束して起ちぬ、偏に其の任

務の軽からざるを感じながら、専ら斯の偉いなる目的遂行に熱中し、

他械が国寸止に措いて聞はぎりし都市建築の拘束改良、家屋政策、

其の他文明的施設の刻下急要の問題にして有くも建築に関連せるも

のは、凡て之が研究調査をなし、之を社会に発表して啓蒙の位置に

立たんと 期す 0 ・ ・ …J 伏 正 6年 9 月)

ところで近年、関西の近代建築を広〈扱った著作には坂本勝比古

の『商都のデザ、インJ ( 日本の建築一明治大正昭和) 、昨秋出版された

石田潤一郎の 『関西の近代建築j など謝重の高著ぞ得ており、明治

中期以来の日本人建築家の活動も広〈解明されつつある 。 ここでは

そうした内容に改めて触れる余裕はないことであり、協会の活動と

会誌上て編まれた特集記事、記念事難民告を通して日本建築協会活

動を概親し、関西建築界の歩みを再考してみようと思う 。

創立 ｾＱＵ 周年Ｈ昭和 Ｗ 年、 ＱＹＳＲＩ

協会創立の大正 6年、 1止は第一次世界大戦の渦中にあり、物価の

高騰の統〈不安な時節であった。大阪では、中之島て。大阪府立図書

館に並んで、、済、 ν ンpゲの公会堂と、北浜てや市内初の高層建築三越百

貨底の工事が進行していたが、他にめぼしい近代建築は数棟を数え

るばかりで、帝都東京の歩みに比 して建築活動は極めて緩慢な動き

て、あった。 それが、大li 磁村吉後の大正中期、にわかに訪れた好景気

に煽られるように一気に加速するのである 。

そういう時期に、辰野片岡建築事務所にあった片岡安は、京都の

武田五一、神戸のー能柴貞I佳、大腕符の池田実らと共に関西建築協会

を組織し、建築界を指導し発展させる原動力となっていった。

さて、「創立満十五周年記念号J ( 昭和 7 年10月) では「創立拾五

周年を顧みてJ ( 片岡安) と険協合卜五周年の記念の日に際してJ

( 武田五一) ! : 題する追想 t 展望の巻頭言が掲げられている 。 そこ

で総指された協会活動の成果は、「我国都市の根本的改造を急要と

する j ための 「建築都市計匝怯の制定 t 住居改善事業」て、あった。

つまり「我|品舎は大正七年一月以来建築学舎及び日本建築士舎と相

提携し或は単独に熱L、なる運動的也統して j きたこ t が結実したの

妖 大 正 8年に六大都市に施行された「市街也建築物法」と「都市

計l司法J であり、住宅改良は大正 9年の改良設計協議会とその展示

会 e *1坂中央公会堂) や、生活改善博覧会げζ 阪商品陳列所) など

の事業と、当時最大のスケーノレで企画された箕面桜ケ丘で再開催され

た住宅改造博覧会などであった。

また大正12年の関東大震災、昭和 2 年の北丹後大地震の衝撃に即

応して、「関東大鹿足の被害に就いて J ( 片岡安、大正 12年 10月) I震

災後に於ける東京市復興に関する意見の一端J ( 武田五一、大正12年

10月) などを記しているのに加えて、「震災号J ( 昭和 2年 4 月) 、「震

災予防号J ( 昭和]4年 2 月) を発行している。一方この時期には米国

の高層 ビノレテV ングを範としたオフィスピノレ建築が注目され、 「ピノレ

テV ング号J ( 大正15年 1月) カ? 組まれ、「近代I D悶 IJ力11に於けるオ

フィス ・ヒツレディング構造様式の傾向J I三都に於りる 主要オフィ

ス・ヒツレディングJ の写真構成、 「阪神地方に於ける所謂ピノレテ川ン

グの概評J ( 古塚正治) などカ雫己されている 。 そして出現した新しい

都市景観と都市問題をテ ーマに「都市問題号J ( 昭和]3 年 1月) を組

み、 「現在の大阪J のパノラマ写真構成、 「都市計画事業の一大危機J

( 片岡安) 、「交通機関と建築J ( 八木幸J欠郎) など、変貌する大阪を

t らえている 。

この昭和初期には日本インターナショナノレ建築会の設立など、当

地での新しい建築が注目されるが、そのレポートは創立から 10年後

に「日本のインタ ーナ ショナノレ建築運動rJ ( 中尾保、昭和 12年 6 月)

にまとめられている 。 この国際建築様で式を含めた新しいモダニズム

建築は当時「新興建築J ! : 称され、特集「新興建築J ( 昭和 6年 7 月)

を組み、その翌年には「高層建築J 特集( 昭和 7年 1月)、 li訴庁建築

研究 I 一朝日ヒツレデインクヘ阪急、ヒツレディング- J ( 昭和 7 年 2 月)

を発行している。

こうした時代の到来のなかで、先の 15周年記念号が編まれてい

た。 17名の会員が集まっての座談記 1m訂正十五年間に於ける関西建

築界の変選を語る舎」では回顧談のみならず、「建築施工法の改革」

「初期の鉄筋 ｲ Ｎｬｬｾ比上造 ｈ 商業建築の勃興 ｈ 新様式の台頭 ｪ な ｅ 、興

味j来い話題が語られたものとなっている。

また 15周年記念事業として、「伊丹縁ケ丘住宅」、「大美野田園都市

計画J I上野芝住宅J I瑞洗住宅」の 4地域てや住宅博覧会が企画され、

それらの優秀作品図面を集めて展示された「住み良い家の展覧会」

が開催されている 。 これらは関西における昭和初期の郊外住宅地の

形成として注目されているもので、安田孝らの住宅地形成史研究に

よりし 1;( し1;( ! : りあげられている t ころてゃある。
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25周年 (昭和17年、 1942)

11唯事変のIIB5f 1l 12年以降、次第に建築統制lが加えられ、戦時色の

深まるなかで| 励会は25周年を迎えた。 このH寺局を反映して「防火改

修 展J O: .iJJ 11 ビノレ) 、「建築と防空挺J ( 大阪大丸百貨庖) が開催されて

いる 。戦時也を11; 1 . とじた特集では、先に「者11i 1'J武装| 寺集J ( 昭和19 年 7

ｭ があり 、 ｉｉ ＿ｾ 手 口 Ｑ Ｓ 年 Ｑ ｊｬ号では片 ｼ 而 ｬ 交の「非常時に直面する新森

の建築界 ｊ なる巻頭 言 を拙げており、主ｾ築界にも ｬ 時局協力の戸が Ｑ 目 ［ｪ

まっていったので、ある 。

|昭和初期はそういう i政11寺への兆しを深めつつも、昭和 8年から 11

年にかけて、大阪では御堂筋の娃設と並んで初期モダニズム建築の

名作が相次いで建つ。例えば大阪瓦斯ピノレディング、大丸百貨庖

(11百平11 8年 7 rJ 号、新建築集) 、そごう( 昭和 10壬! 三日月号) であり 、

京者111m1  1会断 ( 1昭和10年 6 月号、新主主築研究) などがある 。

また本会の伝統的事業となっていた住宅・コンペてやは、近鉄線あや

め池て、再生住宅コンペが実施され、 25周年記念に向けて昭和 16年 10

月サ誌上てス選案の夢路、「これからの住宅J ( 市浦健) 、や「極小住

宅に於ける平而基準の問題J ( 西山タ11三) の住宅言命などがあり、戦後

復興: ) tJ fの新しい住宅言命のF l J i芽とみられるものでもある。なお同誌上

て壮「建築資料の統lli lJ 並に新興建材に|共lする座談合j 記事もあり、

戦時下 の主 ｾ築状況を色濃く伝えている 。なお、 ＲＵ 周年記念誌の 刊 行

は私仙がなされたものの ｉｉ ｾ ｉ Ｇ 同下 ｬ こおいて発行は見送 られてお り、 ｬｪ 攻

色涼まるなか の ｉｉ ＿ｾ 和 ＱＹ 年 Ｓ ｲｊ、本誌は「主ｾ築と社会をＡ被ひに送る ｊ

という休刊の辞をもってii没前のi:I Jfi. を終えている。 その後 3年余り

の空 ILIJOfには I 11本建築協会会幸bU を発行し、会員に ニュース守伝

え、終li 攻守迎えたのである。

戦後、「似興住宅展J ( 昭和21年、天王寺到f物|重1) など協会活動が

干 ｉ ｊＮｉＳ ｦ Ｎ ｊ され つつあった Ｕ 月に会長ＡＧ￮ ｬ 吊 ｊ Ｇｾ が他界し、会報の第 Ｖ 号は ｬｩｬ ￕＨ

片岡会長引立ふ」特集号 (11召手II2l 年11月) として発行している 。

35周年( 昭和27年、 1952)

会 誌 『処築と社会j は昭和122年 3 月に、「住宅経済の再建J (凹111

タ11三) 、問Ili ll復興論文J (!陸'1' 1 : 論文) などを掲載した 1、 2 月令併サ

を発行し制時代を迎えてし位 。あ，'eL、て昭和21年より翌年にかけて、

大阪市天王寺区公館地 区復興コンペ、大阪市南区公館地 区復興コン

ペが実施され、西山タ11三の当選|き|案などが 3 - 5 号合併号に掲載さ

れるなど協会前田J も再開され、 1I ?1，手1124年の通巻30集より会誌も新詑

而てや蘇っている 。

そして昭和27年 (1952) 、創立35問年を記念する住宅展( 南海線羽

衣住宅展) J 之れからの住宅展J ( 南海高島屋) など盛大な行事が開催
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され、加えて 135周年記念史J ( 昭和28年 12月) が企画発行され、 三

度の座談会記錯のほか、創立以来の| 励会史資料力、l:zj 奈されている 。

45周年( 昭和37年、 1962)

戦後の混青υ抑制悦して昭和30
i
pt t に入ると、昭和39年に開催され

る- * 京オリンピックを控えて、好転した景気を背景に建設ラッシユ

の1Ii'i ，-r- t を迎える 。

すなわち昭和32年には南海ヒツレ、近鉄アベノビノレ、 33年には期間J

11 ビノレ、新大ピノレ、事用tゆ{イ支j車、 35年の|剥電ヒツレ、 37年の新阪急、ビ

ノレ、天王寺駅 ヒツレな ｅ 今 円 も市内 ｾ置要 音 Ｑ｜ 計 ｗｦ Ｎ成し、あるいは ＱＱ 寺代を

阿|した建築が相次いて、迷った。 そうした|埼矧に広島平和会館 (II?汚11

30"1三) を竣工させた丹下位三 は、機能主義批判としての「新たな伝

統の創造J を宣し、以後建築誌上で「伝統論争J が展開されている 。

その1I ?35f 1l 30年 1 月の 『建築と社会』誌 で 11=1本における処築的伝 統

特集」が紺まれている。その主筆を受けもった西山タ11三 は「民族的

伝統と国民的建築」と題していわゆる国際的近代主義処築と新円本

制の双方に批判の論陣を張っている 。氏はそれより先、 rn本の住

宅nlHmJ ( 昭和27年、岩波書庖) を著しており、当時関西を代議する

社会派オピニオンリ ーダ ーであ ったのだ。

35周年以降の協会行事では、故片岡安会長の没後10".1三にあたる昭

和 ＱＳＰＧＱ 三 に追 悼 会と五 月 午餐会が聞かれ、その記事が ＳＶＱ 長 Ｖ Ｑ Ｂ ナにキ ｉ ｾ じ

られて いる 。協会告IJ立期の会員諸氏の迫憶談は片岡安の人柄を伝え

るだけでなく、 ｼ 剥西建築界の傾 ｉｉｔｾ すべき証 言 ともなっている 。

また 39集 1 号の「関西の建~鍛持集J (1昭和1331f三l 刀) は大阪、京

都、ネ ＱＱＱ 戸の都市と建築ｾ的官制長からなる本文と、「正月随想 一 ｼ刻阿 の

建築歴火的行る J 1t U 痛の文主主で構成された記念誌的内界を有したも

のであった。その寄稿者 ＱＳ 名は其に青 ＱＧ｝ＧＭ Ｍ Ｑ 切における ｼ 刻回生ｾ築採の目

撃者であり、 ここに ｲｾｲ 属と令わせて列 記しておきたい 。

松井i: t 太郎( 横河工務所) 、住l杉 嘉|リT三 ヴ寸材| 功、今林彦太郎( 大

オ村¥10、何回[ 長四HII ( 野村建築事務所) 、 竹j間建造( 住友工作担11 ) 、時足

やす お

ｪ ぱ ｾｉ｜ (竹 中工務庖) 、 i皮江悌夫( 片岡建築事務所) 、大企三.f !I¥( 宗建築

事務所) 、元良勲( 大阪市土木需品) 、加藤哲告げ三11反n祁 I¥i l市十|市|謀)、

"1阿六郎げ寸仮市営繕il，* ) 、藤阪捨治郎( 銭高t曲、上野伊三郎( 京都

市等工芸) 。 側 側 。

またH召和34年 7 月に、 |剥西一円の明治建築の記録と調査を 1-1的に

瀧i華民弓( 大阪市大) を委員長として近代建築調査委員会が設けら

れ、林野全孝、政同基とた幹事ら 27名の委員が分担して制究に若手し

ている 。その成果は、会誌上に11百手1l 35i"F- 1 月より 40年 2 )=f まてや621111

にわたって掲載されたもので、本格的な近f怯主築調査の先駆けとな

ったものであろう 。



建 築と社会の 80 年

そして昭和37年には近代建築と対をなすように、 45周年の記念出

版として日本民家集 『ふるさとのすまいJ ( 今和J火郎、竹内芳太郎、

はか) を編集発行している 。本警は コンパク卜な付帯占ながら、民家

の記録蓄として毎日出版文化貨を受けるなど高い評仰iを得たもので

あった。

50周年( 昭和42年、 1967)

昭和39年の東京オリンピックと軌をー にして、東海道新幹線の建

設、千里ニュータウンの建設など匡|家的な建設事業カ満き、建築界

てな国立京都国際会館コンペ( 昭和41年) 、大阪万博計画( 1 1970年

万国博会場計匝僻集」昭和41年 8 月) も話題となっていた。会誌に

おいては「プレハブ特集J ( 昭和34年 2 月) 、わ国高層建築特集j 、( 昭

和38年12月) 、「社会樹1出血誌| 寺集J ( 昭和37年 12月) など、今日に統

〈テーマも扱われていた。

昭和42年の50周年記念事業は、先の35周年記念に勝る規牒てや行わ

れている 。記念式典、「関西建築50年回顧展J ( 阪神百貨庖) な日己

念行事のほか、記念誌iIi IJ 立50周年記念号J ( 昭和]42年 3月) と、「倉IJ

げ 50周年記念事業由来一号J ( 昭和43年 3 月) を刊行し、両誌を合わせ

ると 230頁をこえる記録とな っている 。前書では時代に分けて 3 回

延ぺ26名による座談会記錬が収められ、 「年表50年史J (1嶋田! 断欠ほ

か) と合わせて精読すると、 50年間の生彩ある動向が読める史料と

なっている。 また「協会活動の記録j と「建築と社会総目録目次」

は先の i35周年記念三志J を継ぐものであり、有用な史料 t なっている 。

60周年( 昭和52年、 1977)

1970年万博を前後する時代は、我が国初の超高層霞が関ビノレ

(1968年) に象徴される技術開発しアーバンデザインい、うワー

ドがイザナギ景気と 呼ばれたl埼勢の下て明るい未来図守描き、また

1973年の石油危機を境に過渡期に入ったニュータウンの問題、そし

て歴史的建築の再生や環境保全の問題に視線が集まるい、う多彩な

動向を建築界は見せたのである 。

会ｾ［ｴＺＡ持集はそれに対応して「日本万国博と技術開発 ｊ ( 昭和]45年 3

月) 、「高層建築問題J ( 昭和45年 6 月) 、「転榔羽のニュータウンJ (昭

和46年 8 月) 、「歴史的環境保全J ( 昭和49年 1月) などが企画され、

加えて「住宅- 60年代の品討舌と 70年代の展望J ( 昭和46年 1月) では

今日的住宅問題を見渡した内容もあった。

そうした時流を追った会誌編集のなかで、 i 600号記念号J ( 昭和47

年 2 月) は再び可i A 前の関西建築界を発掘し再詞刊面する特集てあった。

そして 50周年誌の回顧録的内容と異なり、当H占領鋭の研究者による

論評が次のように構成されたものだった。

「大正、昭和前期の都市問題J (三輪嘉男) 、「大正期の住宅問題J (安

田孝) 、「大正、昭和期関西都市計画年表J ( 安田丑作) 、「大正、昭和

の建築運動J ( 竹嶋祥夫) 、「日本建築協会住宅コンペJ ( 坂本勝比古) 。

i 60周年記念誌J ( 昭和52年 3 月) は、写真構成 「目で見る日本建

築協会60年近代建築60年のあゆみj のほか、誌面の大半をあてて「特=

集 ・ニ ュータワンの管理一千里のフォロ ーJ が編まれている 。1958

年に着手から 20周年を迎えた|時点における千里ニュータウンの生

活都市としての多面的な評仰! と問題指摘の特集 t なっている 。

70周年( 昭和62年、 1987)

1970年fげ; & 半にアメリカ建築の新しい流れとして「ポスト ・モダ

ニズムJ が移入され、つくばセンタ ーピノレ (1983年) をピークに我

が固でのポスト モダニズム、モダニズム建築の行方が話題を呼ぶ。

また大阪在住の建築家安藤忠雄の「住吉の長屋J (1977年) カf評価さ

れ、以後活躍の場を広げてゆく 。さらに、身障者施設や高齢化社会

に対応する建築計画研究が古和されたH税制でもある 。

会i f持集を拾うと、高層建築設計基準二を大きく変えてゆく「これ

からの建築設計と新耐懐設言憎ミJ ( 昭和55年 12月) 、そして「都市景

観ー まちなみ美観への誘いJ ( 昭和57年 5 月) などがあり、 9併F代へ

の指針ともなっている 。1983年の新年号てマ特集された「関西の建築

文化を考える J は、幅広い物と事を話題にして関西建築文化の先駆

性と特質を探る鼎談( 川公益喜、玉置豊J欠郎、吉田光邦/ 福田晴慶)

を中心にした充実した内容があり、特集誌 t して時宜を得た「現代

テ、、ザ、インーポス トモダニズム 10年J ( 昭和61年 3月) と並ぶものでは

なかったか。 そこで主筆を執られた向井正也の「ポスト ・モダン t

日本の伝統一末期的近代の動向J は、地域文化から遊離したこの時

勢のデザインに警鐘を l鳴らしたものであり、それは「大阪モダニズ

ム変容の70年J (70周年記念号、昭和62年 3 月) へと続くものだった。

90年代に入ると、ノ f フツレ| 時代に計画されたであろう大型プロジ、エ

クトが各地に白昼夢のように姿を現している 。 それらは確かにテク

ノロジーによって支えられた未知の表現であるとしても、どこか

空々しさが漂っているのではないか。そして 1995年の阪神大震災は

近代化を果たしたはずの建築と都市に甚大なる被害を与えた。 その

問題の深さは、求めるべき建築 t 都市のイメージ、カすいまだに描きき

れないところにある 。

f建築と社会j の80年を顧みて、都市と住宅い、う 主題を車111 に建

築と社会に広くかっ積極的にカ、かわってきた本誌の歴史をみてきた

今、再び「発刊の辞J に植われた建築家の職責に対する粁持が求め

られているように思う 。

( やまがた まさあき 大阪芸術大学助教授、工学博士)
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大正 6 年 9 月に「関西建築協会維総J と題して創刊されたが、大正 8 '年に「日本建築協会雑昆J へ、さらに大正 9 年には「建築と社会J に改題している

口大阪の娯楽地区
口大阪の中之島

中之島酉端より見た安治川筋 V OL  2- 3( 1919- 3 )  

私の生家の前の江戸棚i南通りを、酒屋の

三iiHさんの前から約二百m西へ行くと、

通称 「七つ蔵J t 呼ばれていた土蔵が道

の北，{J[l Jに並んで、建っていた。江戸時代に

は大阪の中之島あたりからこのあたりま

で、諸大名の蔵屋敷等が並んで‘ いた頃の

名残であろうと 言 われていた。江戸堀川

という掘割) 11の水運と、それに平行した

倉庫鮮と、その南側に道路い、う陸連と

を北から南へ順に、東西方向に並行して

設けるという配置は誠に良くできた地区

計 ii l I J であったと 感 心 させられる。.

( 中略) ー・・ーその頃は蔵か ら江戸狽川の川 l

ぶちへ出ると、石垣の聞には蟹が這いm:

り、水中には小魚も見られた平副 11の水も

きれいて。あった。

道頓堀 V OL  1- 9( 1918- 7) 

V OL  1ー 12( 1918ー 10)通天閣
V OL  1ー 13( 1918ー 11)

世相

1917 ( j c 6) ロシア革命

1920 伏 9) 医m紋 包?J 成 立

1923 伏 12) I見l京大災災

1926 (昭 1) 大疋からl I ilf Jlへ (12Ji 25rJ) 

千日前楽天地

r  .f1. の八十年の記録J (椀 11，1三郎著)

- i I F目減小学校時代より抜すL、ー

18 連築と社会 ・1997.4



. 1917 Ｈ大正 ＶＩｾＱＹＲＶＨ 昭和元 Ｉ Ｑ ｾＹ 集

一大正デモクラシィから昭和モダニズムヘ

口関東大震災
口大正期の住宅改良コンペと住宅改造博覧会

九段より神田方面を望む

日大阪市の橋梁設計コンペ

1921ー 11

「住宅改

ｩｂｦＮｴ ＧＺ｜ｬＭｚ￭Ａ Ｎ ｴ 段 宅住 ｈ 改鋳ｾ貧雌同一節

第 1 回懸賞募集 ・改良住宅設計第 1 等当選案( 大林組)

1921 (大正 10) 年に行われた日本建築協会主催の改良住宅競技設計は、

造 博覧会J に実物を出品する予定で募集された。
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1923ー 10

一等当選集( 大谷龍雄) 1924ー 11
箕面に建つ住宅改造博覧会本館 1922ー 10

建築と社会の動き・特集・記事

1917 関西建築↑111会設立 ( 3 月301: 1)

n剥凶建築協会筑間'. J 1 HIJ ( 9 月15日)

発f lJ の辞/ 1集 l 号

品 ｾｬｴ 湖句 に 青 ＱＱ ｔｉｩ ｬ し 野性的 ならざる郊 外住 宅・経営 Ｈ小林 一三ＩＯ 1  ￭ｉ 主 Ｒｾ 号

者11"1住宅Il i J 題( 1刻 一) / 1集 14
'
，士

1919 1  月号よ り fEI * 処 築協会雑誌」 に改名

1920  1月号よ り「娃 築 t 村会 J に改名

1922 住毛博覧会記あ/ 5 :l1主9号

1923 関東大渓災特集号/ 6集10号

1924  関 東渓災に 目 ｊｬ ・ め大正対邸 ｾ ｩ の Ｒ 民営挙げよ ( 片岡 安) / 7集 1号

19 
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阪神 ・淡路大震災で全壊し た大丸神戸后は、 1997年 3

月にようやく全面再開した。旧居留地のイメージに合

わせた外観デザインは、大丸呉服庖陪杭の面影を伝え

ている。
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昭和時代は63年にわたり、大: r &j 鬼 太平洋戦争、終戦、

国際社会への復帰、オイルショック、そしてバブル景

気へと、激動の時代てe あった。
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口全国大流行のカフエー

船場カフェーすよめ( 大阪)
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1928- 7  

建築と社会 ・1997. 4

1929- 3 

世相

1929 (昭 4 ) 世界恐慌

1931  (11召6) ir.刷、|事変

1932 (11召7) 犬養首相身t序文 ( 5 Ｎ Ｑ ＵＭ ｾ ｉ ｗ ｉ Ｚ Ｉ＠

白木屋百貨底火災

1933  (昭 8) 地下鉄御堂筋線( 権問~心斎統Iil l) I羽業

1934 (lI ij 9) 室戸台風



. 1 9 27 ( 昭和2)......... 1936 ( 昭和11) 10......... 19集

一昭和モダニズムの開花

口日本建築協会紋章募集

住宅改良運動の→景として、大正から昭和にかけて台

所の改善が奨励され、 「台所と湯殿の設計J ( 主婦之友

社、昭和 4 年) などが広〈読まれた。

また、実験に基づいて、流しの奥行きや幅などの設計

寸法が示された。

しかし、台所の位置カ匂t または東を向いている点は以

前と変わらず、台所の根材旬な変革は 1950年代まで待

たなければならなかった。

1932- 2 

伊w: 防士「阪急ヒツレのlλl 昔11袋1! ili に就てJ の抄紀 一 附Ｇ￬ｉ ｾｉＺＺｊ ｗＺｍＡにはう持包

t 白鳥を配した。龍は云J 、迄もなく総てのill1J. 妙Jの君主である。 よく天に

昇り地に潜み、よく地を走り* を行〈 。行 < ＱＺＮして可なら百るはｾＡＧ，ｦ，き Ｗｊ ｔ，

能 の 卸i次である。 1': 1烏の資制崩ふる li:tJ地 を&;1床する。捻! 岳は必ずしも

希 Ｑ 断 ＧＱ ＧＱｴｔ［のペガススから 予 Ａｅたのではな ｌ 、 。 飢に Ｑｭ の硲 ｅ の八駿，ＡＡｾ Ｇｉ 'に肉

麹を有するものがあり、後淡の武氏jjiijl の石位に策局がさ主を馬Ji ける姿があ

る。戸所1' F) 己! 奇5' : : : a" 行くものである。

建築と社会の動き・特集・記事

1927 ｾ日後 ｪｴｫ Ｚ［ｊ ｉＲｖｾ ｾ た ｩｽｖＱＰ 集 Ｔ ｾｽ＠

ＱＹＲＸ 大正より ＱＱＱＱ 利の建築と社会Ｈ八木 主 将欠 ＡＡｬｮ Ｏ ＱＱｾ 長 ＱＲＧ［ｽ

ＱＹＲＹ 笹ｼ吠礼記念号 Ｏ Ｑｾ 長 Ｑ Ｑ ＧＷ

1932 メートノレ法による住宅の誌 ｾ Ｇ ｉ ーはわ 、てＨ日制ｼ ニＩｬｊＡ二 ＩＯ ＱＵ 集 Ｖ サ

LI 本建築協会紋章懸1 l 、"，選l文|築/ 15集 6"士

創立I!:!;j--j-J i年記念サ/ 15集 10¥士

1933 有1'i: J，'iの|坊火/ 16集 2
1

'7

1934 飛行機より兄たる大阪 ､￯Ｈ こ於ける偽組邸ｬＨＨこ Ｚｪｩ ，ｴての ｬｾ ［ｴ日Ｈｬｘ Ｒ ＩＯ ＱＷ Ｎ集 Ｘ 、 Ｙ 号

台l測刻凶を製J 、( ' 1' 品利点)/ 17集10サ

1936 者Wr ! i に於ける公強企業としての住毛主主符 ( 11本主l ! 築協会)/ 19集11号

ｾ＠
4 ・列島 a・.・ ・・.(錫》

入 . .  

…
国

間

@

…
⑨

 

ｾｾ，＠ 後 嗣 削 e ・・・(.・〉 ｭｾＧ ・ｊｻ tl ｾ＠ .・' ( 0

日本海民I I ! ・I t 軍縮貧I t 遮圃*

口紅蓮に包まれた東京白木屋百貨居

1932- 6  

1933- 2  

1932 ( 昭和7 ) 年 12月16日朝に出火し、 14人の死者と 130人の負傷者を出した。わが国

て物めての本格的な高層建築火災である。

鉄筋コンクリー卜は燃えないという神話が崩れ、建築学会など力守散底的に火災調査を行

った。

当時のはしこ草は 4 階までしか届かず、また防災区画がなかったなと・の閉包有、が指摘さ

れ、以後、防災規定が整備される契機となった火災として名をとと. める。
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口幻のオリンピック東京大会
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大会を東京に誘致するべく運動が始められたのが、

1930年のことで、 1936年にベルリンにおいて決定され

た。競技場の建設蜘也に関しては、数箇所の{ 尉南地に

ついて環境交通などの上院信用査の結果、明治神宮外

苑競技場を改築使用することとなった。1938年に突如

として、政府による中止の命令が発せられた。
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世相

1937 (昭12) n  '1' 戦争始まる

御堂筋拡申正UI';J 己反

1938 (11召13) 阪神大火3

1939 (11自14) 第二次世界大li 紛れまる

1941 (附16) 太平伸i没争始まる

1945 (11召20) 広島 ・ぬ崎に原燃投下

品切除佳作総主令成立
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念事業として計画
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同 H "ム酬の百 四I: . . . . . ，，. .¥.. 叩 町a・e ! KI'I;.・ ' 0帥叫，. ，叫

んで.，.

口戦争の時代へ

口幻の日本万国博覧会

日本万国博覧会会場鳥撤予想図

日 本 高 博

顧 問 貨 義

•• •• . .  2.  
.  .・園陸

. 陵

町同拘1ト3正" ' " 盛岡以<<T別館ヱ1' ; ' ; 計年ロ? 古るので. . 開" tdi げτ 大峰興t- 11J . 二主に"

ｾＮ＠ ml ; !興事ヨRのーつが紀" 二千六百年¥l ! 念u，ド健闘附，. 合でめって. 線" では飴・bて闘

ＮＮＮらる、 ‘ のでｾ ゐＮ

Ｎ，同抑制博 覧 合成引ユヨ区ゐＧＢの 民 ＱＱＱＮ 円 的 ａＩ｜ ＡｉＡＢにつ い τＢ 搬に凶 ｊｩ ｉｬ ｕＺｾ 、去 る ，、

ｊｊｬｴ￁ ｦｊｊ［Ｈ州為 舗 ｐｍｴｴＤ 締倒Ｂ合Ｎ｣ ｊＺｊ Ｚｾτ ，Ｎ べら れ ｉ ＺＮｩ 宅 延 ｬｕｕｉｉ 号Ｂ ｊｬ ｕｾ ＱＱＩ終 ＢＢＮＥＱＺ 留

しτ めるから. . に 怖起して. .  狩II "dの. . . 相 :t烏ずh

本" は後. . 県市" はる併f貌" . . 併合t - J l f I J l Q )止し . " にaζ ゐー 初4・' " 帆‘ 絢 ら令多

段 ＮＢ ｉｕ ｊ［ ｦ Ｚｬぃ ｡ し τ ，Ｂに守 ｦ Ｎｾ ，， ＱｦＮＺ ｢ ま ず Ｎ

1937ー 11

京大の教室主任であ った坂静雄先生にい

われて卒業殺、大阪府軍主察音 Ｑ Ｑ にｾ践しま

した。初、カ羽田高された建築諜の係の隣の

係長が屯井幸次郎きんで、 「きょうは早く

すんだら建築|励会へ来 L、よ。むこうには

文献がいっぱいあるから J t 戸をかけて

くださいました。昭和13年頃のことで

す。 堀内三郎氏・談

笠 襲 ・火 災 ・ 防 火 工 準

Iii " 金 一 周

紡績な ( 0 τ . 嗣防似し. M!、' " しτ . 紡扮. . 0

U; L  . .  • 

‘  
引 制 目 崎 氏 帽 刷 同 制 耐 S・ . . 刷。J .，;aft lr ;e...'. l.'o( P' .... 1I

酎削 刷 川 氏ＮＮ開。…。川 ＮＱＱＰＱＮＮＮＮＮＮＮＮ Ｎ Ｉ ・ ［Ｚｵｾ ，ｾＺＨｉ Ｎ Ｎｾ， ‘

叫 制』ニ T d': 副 " ・u ι . ‘ . . . ‘ 崎町川. 琳 帥 "' .<111.:. .."' 1' ｾＪ＠

ｗ 同ＮＮＮ・ＧＮ・ ｉＮＺ ｾＧ［‘向。 Ｂ Ｇ 叫ｊＮ Ｂｉｴ ｾゐ

1939- 7  防空に関する座般会 1941- 5

住友が満州、|に力を入れ始めていたので、竹I1醇j工務所の佐事も当然対的州、|で

の建築物が多くなってきた。 また工場、特に海軍関係の工場設計をすす

めていたので、当時、たくさんの仕事があったことを党えている 。私は

尼崎て二 伸銅場の設計監理て現場に' ，¥;f;!.tl .勤務していた。ある日、先生が

突佼粍見場に来られて、 「とに かく、クレーンさえスムーズに動けばいい」

と言っ ておられたのが印象的であった。 岡橋作太郎氏・i淡

1938- 7  

海軍技仰渚 t して徴兵され、 2年間、南洋のパロ一群島のコロロ烏で、

砲台施設建設現場の監理を命じられました。

島民主? 労力とし、資材は日本より運び込まれましたが，備えつけられる

大砲を見ると、 1890年代のア ームス卜ロング。全 くナンセンスな行為と

しか思えず、すでに態勢は決ま っていると、ひそかに思いました。

何の力 にもな らぬものがまことしやかに つくられ、 しかし、それに対し

ても何も 言 うこと が出来ぬ、むなしい11奇イt でした。 近藤正志氏・絞

22 建築と社会 ・1997.4
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ｾ＠ %  i  ｾ＠ Ji 同
'1< 

ＢＢＧｾ附， ｪＧＨ 拘 ＧＢＢｈ Ｎ 聡 e・，，-)，' HHI ' " ・ ‘ " ・0 ‘ "'; ｾ匂 供。

｜Ｍ Ｑ Ｇ ，Ｍ Ｑ ド‘ ｴｾＮＺＮ 'i可( ，- ｾ白州 ＱＱ 心輔、［ ｾ＠ Ｇ，Ｇ‘ ＡＱ ・ ・ Ｐ 司ｾＮｮＮＺマ ＺｕＺＧＭＮＱＢｬｊ ，

194日ー 1

口竹筋コンクリー卜

竹筋『コンクリート』の塑術的

研兜 岩 田 恒

l は し が 曹

鎗材は鞍時 姐 ｾｉ ｊｴ ＼於て必要依 Ｔ べからざる資材

で< b る. 職事1<は陸部耳[ k 色兵碍色製鋼色餓材に

よる. 支那事俊完準の長則被 k 新なる米' ! i f l<到す

る政司P作敢には益A 共の稽III の散増を見る事は町1

かである . きれば政府は極々の複織を法制化し1m

ｾｴ＼Ｚ 平 和産業部町よ ｾＳｕ ｩＡＱ｜ｉ Ｑ の既設処法物より ー

量Ｒ ｩｩＡ峰よりは鎗製品を岡牧ずる乙 ｫ 奨励しつｾ＼ｬ＾

ｌ この時 ｴ 亡首 ｾＧｨ 益紋備は闘土防衛上申宜 ｊ 策 ｫ

して政争の範園 Ｑ＼ 属 するものなるが故 Ｑ ＼ 配給 ｉ ｲＺＺｾ

ｌｾｲＱｭ へつｾ <l> ｾ，＠ J l ! t<:平:111範践に於τ b交泊11

平職剛時民共泌する最 4麗製なる政情施肢を益事ず

るか( ［ｊ＼ｪｾ話する ｫ 号畿材 の 紛川は多々益々激崎脅す

るばか bである. この情勢に於τ 繊村民代申昌代

川 品 ｾ ｉ ｉ ち竹筋「ヨンク ｐ ート ｊｲ 研究室量ＱｉｊＱし得に

るｾｾは凶策上最色調裂なるこ ｫ であっ Ｑ ニ掛 蝕年

IUl dU十他ます、しτ 成功rJ ! るK 到つfこそ の功鋭

4拡大なる bのがある.

共の研 究童 証明者は跡戸高等工業高齢民事責授 ｡ｾ 純 一

氏堺市段飾品 ｾｉ 一氏で＼ｬ＾るＮこ旨陀之を紹介し、

真に興5 l i 竹紡研究所長a してその研究しっ、< b る

こ ｫ を大方防法 Ｑ ＼Ｚ 報告し得ることを欣 事 ｉＺ Ｍ ｲｾ ｾ＠

のである.

徴兵解除され大阪に戻 り、終戦の

半年前、村野、森建築事務所に入

月L そのころ事務所では、海運省

よりの仕410 ; を、わずかながら こな

していました。 近 藤 正 宏、氏・談

建 築 と 社 会 の 動 き ・ 特 集 ・ 記 事

. 1937( 昭和12)......... 1946 ( 昭和21) 20......... 27集

一日中戦争、太平洋戦争、そして終戦

口太平洋戦争ヘ突入

1941- 6 

各 曹 の 量 健 方 法 的 危 障 串

F 弓ι

Ｈ Ｑｉｬ ＢＧ､ｦ ・ ＢＧで ｸ ｴ ぃ ｾＢＧＺＢ｢ れる 〉

。 且｟ ［ｴ ｾ

【E
L . L l J  

-ー Q Q Q (j) O

1942- 2  

昭和20年、 i即也からヲ |き揚け、

て き て 大l仮 駅 に 着 き 、 焼 け 野

原の風景を見て、 「これはい

かん、建築屋のはしくれとし

て、まず安全なものをつくら

ないとだめだJ し 一安全第一

い づ 信念は、あのときに決

定 し た よ う に 思 い ま す。

堀 内 三 郎氏・談

- 爆撃防御

<J 空襲、爆聖書に対する論文、記

事が、このころより増え始め

る。爆聖書による被害例の紹介、

爆弾の性能、カモフラージユ

の工夫、防護用のシェルター

などがくわしく述べられてい

る。

- 火災実験

マ→宣市民を対象に、防火改修

事業とはいかなるものかを十

分認徹してもらうために、各

地で火災実験が行われた。焼

夷弾が木造家屋に与える火害

の程度の実験も何度も行われ

たが、実際には隣家からの延

焼被害が大きく、普通家屋を

防火改修すれば安全であると、

観衆たちに示した。

" 川・ 1・.. ，銅山. . . . " ・・・・畑町・・山川町山川・帽

• • t  11. .  . .・ . . ‘ ・

1943-4 

台

骨

験 時 償 制 下 の 鐙 築 展 覧 合

J品

期

nンド挫蝿協合組墨付制結合陳列場

大 幅 削 国II' / .QMR ピ' " ・附

同 剛 志u I  6 年 I 0  }l 2  5  B  

f質 問 年 11月 l ' 日

耐 火 本 材、 耐 え 些 床 材 . 鋭 化 竹 筋

11，1  .::，物 It川樋、マグネ シヤ担品. ヂペル各曲、防埠ガヲ ス

川セ・ ' 7 7 ン革、 Jt の 他

紡

火

改

修

グ

ヲ

フ

x..t: ェ・.0比磁

i  

z ・ill Cl I U. . J尾，y . T aq ，u 比・，.

.  ・<雀...

下
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M 伽 . 阿 剛 山叫 ・' 'e l> 6 .

本槍‘ ・・ " 、で晴夫4、. . 閥、a陶.
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1941ー 11

1942- 10 

曾 告

鍾に決定せ ら札 たる出版事業担備要綱にｾ Ｈ 宮聞 の指示

仁より今般本官費行の官隊「建築ご最上官J ｾ建築撃曾侵行

の「姐策雑詑」に統合 L r燈第ご量士官j は時周の要制上乍

遺憾昭和十九年三月説を以τ 一郎摩 刊現す こご= 樹氏候傍

御蔭承脳皮此段歯告候也

附 E

1  ・Ii r  ... " 批・J Iニ代る‘ @主してa・・5・・・V貝に卵らざる本. . .

" に劃しては「峰傷...J 本縁関 刈鋭以伶台本・n 配布I t します

i昼し本. . ..1: して倒防に地"' ' ' ' . ・7員のb には易産衝. . . . よ b配布の

「錨鎖鑑品」 一筋" tt て掬潟" ' 刷。ます

( 銀飽統合@主J i " . t m紙 tニ極度@制限" 淘へ るtこ. . . 、後て畿行審事

段歳以のM' 長. . . . ・J・で" ，. 本・b・s・" ・ー しては乍不本志 k掲の

司区情. .  舷，H 腐，，. す}

1. ，伝・1ζ 鈴て は事情の，干す険. . ，に・級金銀行し・R 各位の盗椅. I . t ・a

に充てる . . でゐ' ます

1. ｲ ・緩Ｎ＼Ｒ ｾｊ は ｲＮＮ ‘ＮＮ泌」に楓線縄 ・ ， Ｂ ｉｴｴ でＢＧＮ ます

1. n  .. 際鍬I i J に制する本. . . の担割障は4¥. . . の綾織&・. ) - 1ζ取 侵

ひますから直情飽鍍' "・宛御. . 積" 敏処髭します

世間法人 日 本 建 築 協 曾

1942- 10 

1937 it総Zに現れたフアヅシズムの傾向( 新名程決) / 20集 1号

ｼ 妨笠姥築 Ｈｉ｝ｾ 辺平芸評 Ｉ Ｏ ＲＰ 集 ｉ 号

1943 大阪市に於ける建築用物資配給に就て( 平UJ 琴治) / 26集 2号

ＱＱ 拠 ｉ ｾ 強築 Ｏ Ｒ 喋 Ｖ 号

日支 ｬ ｪｾ 変とオリンピック束ゑ大会 ｕ ネ 旧日出万 ＩＯＲＰ 集 ＱＱ 号

1938 防空1豪試設( 吉岡信武) / 21集 11号

災制の昭和11311三( 藤原義一)/ 21集 12号

1941 南方共栄圏内の建築設計について( 東川謙三) / 24I長 8号

金属類回)1又令/ 24I長12号

1942  ｻｴ対立限生活の ｾｾｾｬｴ 処設住宅の基準Ｈ西山タ ＱＱ 三 ＩＯ Ｒｾ 長 Ｑ 号

竹筋「コンクリー卜 J の学物H内研究( 岩l王| 恒) / 25! 長2 号

l粉粒法と建築物法( 岡本. jEi j;j! li) / 251長 時

防空/ 2日長 7号

戦争に勝つ家Ｈ杉 ＱＱ 閉鎖 Ｑ ｊＩ Ｏ Ｒｾ 長 Ｗ 号

1944 27集 3号 (3 月) の終刊号を最後に発行-1' ; : 止を命じら札建築雑誌伎主築学会誌) に統令。

「主ｉＡＺ 築 ｴ 社会 ｪ を 戦ひに 送る Ｈ編集 陣 ｪ ｾ 会 ＩＯＲＷ Ｎ集 Ｓ 号

防三回初日の出向機拠/ 27集 3号

大阪市の者11市疎開に就て (1111壬l正明) / 27t 長 3号

創 立25i ] o記念ヰ竣推ifij に就て( 記念l j喋 伸 除)/ 27集 3号

「会令斜借用紙の統合に就てj て五I! : 矧fEf . 本長I! : 築とをL会、早稲1FI 主I ! : 築学械の刷紙統合を通

知/ 建築斜昨日t . 581集709号 ( 5 月)

23 



ＱＹＴＷｾＱＹ ラ Ｖ
口戦災からの復活

社自

1947ー 1・2

簡皐なる現場英僻- > > t t .

捜 エ11十月舟自です.

It w泊 be ∞mpl et ed at  O c t . 却也

世主が梅田守の" に柑方に相践すればよろしL 、

会・.

T o  wbomπ U1y  I ∞， ... 此 whcn y副 皐 開

ab曽 nt l

口街なみの復興

世相

1947 (11召22) 第 I 回国会開会

1948 (1I!1，23) 福井地渓

194ω9 (側H昭召2μ剖4ω) ｪ払と弘 ｌ 栓寺金主の壁 ｬ匝苗瑚 ｈ肉雌ｾ宛 ｉｴ

I  括湯占川秀樹ノ一べノルレ物耳型E学学了l'負1'1: 

定195印o (11召t{ 25ω) 娃 築J基ぷ諜殺結; 端潟市伽制lリl淀

特 需 景 気

1951  (昭26) サンフランシスコ平和1制力

1952 (11召27) よ羽R市大火

1953 (11召28) テレビ放送開始

1955 (1It{30) 日本住宅公団設 立

1956 (IIH31) 千笠ニュータウン建設開始

24 建築と社会 ・1997. 4

建 築 t 雇士 曾

1 9 4 9 . 1  

。

_11 _ _  : 主

ＮＮＮＮ ｾＮＮＮ＠ 山制帥時一一
女a・・・・・a・ ・..ャー. .・・・... トーーー- " I'¥a 竃. 叩白骨.

実a・・4 "t . . 倶 _- 1噌 a・・--. .  

・偶4島町"・..，守山一・. .・ 回目，

弐・R・. a・t 同- ... .剛司.

.. ｾＮＮＮ， 一 割砕 一 Ｂ

-岡崎凶:..::.、"‘'

山山...... _ ...... . 11 

実.・・・・・・. .‘ CI -..，.. .. 

ＮＮ 健・・ ・ ーＮＮ，Ｎ｟｟Ｎ・ｾ・ｾ舗

1947- 3・4・5

加 即 時 一 回 目。一・1

… 骨“ ・- .，.__..， 

..・胃・・昆.....・..... ・・R・目同4・

…一 ---.・..... 

…... - ー

一一…

1949- 1  

1947- 9- 12 

1948- 1(  7 月)

口建築の模索

乙れからの建築はどうあるべきか

.座
談; • • 

旬 " 倉 西山卯三 ｅ 京大助・ｾＡｴＢＧＮ Ｉ

縄 原 三 郎 氏 ぽ " 臓 器 ) 竹 腰 鍵 畿 民 ( : : nu : )

小 林「一 三 氏 ( zqt・- 中野順次郎氏( : - 工幅削・;l

姪 庫 健 夫 氏 〈大医市帯条〉 西 脇 9 ; b 女史( : I ! i 文化‘ : l

坂 鯵 .雄 氏 〈 波 大 歓 侵 〉 和辻軍事樹氏〈元東富市長工館〉

庄 司 先 島 (j lli 同研究声)

場 所 … ・ 見 島 邸 本 曾 分 l i r - I

口住宅難時代

1948- 2  

住 宅 総 列 車 = ν ヤ マ ク ゾ ク

1948ー 1 ( 7 月)



. 1 947( 昭和22) - - - - - 1956 ( 昭和31) 28-----37集

- 廃虚から・・・復興の10年

1949年| 月 26目、法隆

寺金堂で壁画を模写中

の職人の電気座布団か

ら発火し、壁画 12面 が

焼失したのが契機と な

って、 1950年に文化財

保護法が議員立法て背IJ

定 ・公布されたが、同

年、金閣寺が放火によ

り焼失するなど、文イヒ

財は受書儲売きて・あっ た。

1950- 5  

京都の新建築を批評する

口 非 戦 災 都 市 ・ 京 都

31i I l 凪太郎

O d.古順〉

佐々木米太郎

総 l且 i量 一

小 崎 修

松井消之助

井 手 正 雄

西山 911三

口神戸博とアメリカ博

昭和25年に、神戸 ・現在の灘区王子動物園の蜘也で開

催された神戸博では、山 口文象、〉也E陽、東畑謙三、

丹下健三などのそうそうたる建築家による建築物が会

場を彩った。 「建築と社会」の紹介記事でその華やか

さカ〈う力、力〈える。

一方、ほぽ同時期に目ザ濯のアメリカ1専については「全

体を見て、そのロケーションや個唱の建築のあり 方、

全てが無統制で、無思慮、で、舌l . J t で、猿雑である。 こ

の博覧会に建築家が参加されていないことは一見して

わかる」と紹介され、やや冷やかな視点が目立つ。 し

かし博覧会としてはこの昭和25年の神戸博はアメリ

カ博に客をとられたのか不入りで、後の神戸市政に大

きな赤字のツケを残した。

口西日本に水害

圏 鯨
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ほとんどの大都市にと

って戦災復興が焦眉の

課 題て・あった昭和25年、

非戦災都市である京都

では、美しい都市景観

を守りながら、いかに

近代都市化させるかと

いう、京都ならではの

問題意識があった。

口アルミニウム時代

日本の建築界が戦争以来十数年の空白時代

を経て、技術の退歩はなはだしく、アメリ

カの技術を率直に学ばねばならないと、欧

米レベルにとにか く一歩でも近づくことへ

の欲求のあふれる4家集。原子爆弾すらもア

メリカ技術の勅讃の対象となっている。な

かでも、軽金属の利用を第一にあげ、再奥

田本の建築界の一助とするよう 、この聞 t

特有の力強さて綴られている。 この後、押 F 円;;;;;;:::j Ｎ ｾ＠

出型材によるアルミサ y シの誕生、サンド 毘 j」ムドf- r

イッチパネルの開発、 内外装材の乾式化の 引|

進 伝 各 種 ポ ー ド ・合棚の生産普及と、 . "'"・.. 11 t  

新樹オの夜明けの時代を迎えることとなる。 L '1:'..J - ---...， 

口住宅の質的発展への希求

1953ー 10・11

廃虚での切迫し た住宅問題力士 このこ ろようやく落ち

着きを見せ、生活様式、謝錨憾の変化婦人解放の

気運に伴い、質的問題を顧みる流れが出てきた。住宅

金融公庫法公布も、この年である。特集では、主婦の

家事労働力、らの解放と合王里化「家j の絡式的要素の象

徴ともいえる玄関、座敷、床の間重視から、居間、寝

室、台所、便所といった住む人間自身のための空間重

視へと古い価値観の変化を挙げている。‘こ れからの婦

人の服装と住宅。、安子学生座談会J 等、女性が詰置に

登場し、生活者サイドの視点、から、住まいの在り織に

ついて語っている。

1950- 2  

載 るを宅住

､ 臥 ｊ 圃ｾこれからの 婦 人の服 裟 と住宅ｾ、 〕 ヨ‘
. .，..-.  ｾ＠ .， ，.. 

¥ r  l '  可・ u  与 ー司

一 一一 一一 川一 一司・ . / 匂 ・ 戸 司唱 ｾ ｡ＧＭ .".. 

j レ
7 "  モ赤

195日 5

1950 建築士法耳鳴について( [ 体建築協会) / 31集 l 号

建 製ι軒 去ヰ喋 ω: 設省住宅局)/ 311.長 2号

1951 住転倒! 公} o j i について( 竹内左明白) / 3諜 l 号

アメリカ Ｏ Ｓ 誹 ｾ Ｔ 号

主主築を志す学生諸君へＨ恥 刷謙三 Ｉ Ｏ Ｓ 誹 ｾ Ｘ 号

1952 i中劇l V3説ー7号

者Ilf l司、側t / 33集 84f

法隆寺/ 33集 10号

.(j IJ .:il: 3間三記念史/ 3喋 12号

第 1回W' 臥E築家( : y t ・77年技術者) 特集/ 3日長 6 号

「主主築の!日iU の述il削fJ!l fi / 35集 12サ

建築と社会の動き・特集・記事

1947 r建築と社会J 存 flJ

ＨＲ Ｘｴ 長 Ｑ 号は Ｑ 、 Ｒ 月令 ｩ ｊ ｴＭサ、以後 ＱＹＴｾｦ まで介。ト号を不定期発行Ｉ

干1川 の 静 ( 出版 梓 除)/ 2蝶 1号

我が日本建築協会は「かくありた L、J ( 小崎修) / 28-! . 1d号

住宅復興 t これからの主性十九( 藤田金- !:日) / 28集 6 - 8号

1- 6 月のr : nr建築と辛1会J の発行が途切れる

30集 I 号 ( l 月) か ら毎月発行に反る

大ｼ坂復興特集 Ｏ ＳＰｾＱＧ ，ｪＭ

法隆寺災す ('-1"'村田勝) / 30集 3号

判 jl) 改革と建築:特i j - ( 白石博三)/ 30集 12号

1950- 4  

1948 

1949 

1953 

1954 

25  



ＱＹ ラブ ｾ ＱＹＶＶ
ロダンチ族の出現

一公 団 住 宅 町 子 供 に 聞 〈 会一

会‘Ｎ・【Ｇー ＮｏｦｾｾＮＩ

アパートに併つ子供たf : .， :1へそ小さ は「グンチ線J と可んでみよう.

わずか口 . .  干の快い住宅のι 命iこら 1l: ftlζ 花咲<l ! f di l ' がす〈す〈

とのびていＧ・ＮＮＮＮ，，，そっ，ｾ［，勾か・この頃闘を解いてみようと且『

て 乙の附録ｾｻＧＱ￞Ｎ幽し ｦ ・ ｾｩ ｬＱｻｉＺＧｴ［匹ＧｬＡＮ￩ｊＱ砲のはかにある風骨 ｦ ＢｴＭ岨
の生健企の HAれらのう' . ｉｉ 絢のｬ＾ｾ明ｻ中編 ・ ポイン砂 ・ テラス》
にわたるように人躍し. 1 む刈lJ の H民た免ゐu ! J : 勺てもら勺て. 先'l

パ 町 民出品1 . ; . 1 > _ うに，[ ; 2叫 脚 官 官 : 空 間 学 三

1960ー 11

狭い部屋、音やプライパシーの問題、遊び場所の少なさ。様々な問題を

抱えながらも、公団住宅は新しい生活スタイルを日本に定着させた。

団地に ｦ 主む手イ共は当時ごく Ｑ 唆ｾｊｩｩＺであったが、今や民間のマンションも

含めると圧倒的多数の子供が集合イ主宅に暮らしている。子供の成長と住

環境についてはもっと議論されるべきだが、咋今の受騎静の激化の中

で、社会的な問泡意識が希薄化している。

口千里ニュータウン

世相

1958 (11召33) 東京タワー完成

1959 (111" 34)  岩戸景気

fJI勢湾台風

1960 (lI f135) 弘司州制4( 1ト

1961 (111136) 大日間WJ泉|刑通

第二室戸台風

1963 (111138) 名和|杭速道路( 尼崎~架京11:]) IJfl 通

1964 (lI il39) 刺 ｾｾｲｲ 幹線問院 。 東京オリ ンピック

1965 (111'，4ω アメリカ力主北ベトナム燥撃開始

1966 (11百41) 日本の人口が 11立人突破

26 建築と社会 個1997.4

口プレハブ住宅

i l 世帯に l 戸の住宅をJ というフ

レーズが、縦詳の際の公約となる

深刻な住宅不足問題を背景に、昭和

34年ごろより進められ、このころよ

うやく新興産業として脚光を浴びて

きていたプレハブ1さ宅を特集。

当時は、全住宅建設量の ＱｾＲＥ と

いう低率だが、その将来性へかける

期待は大きく、各メーカー担当者の

文章にその熱意が感じられる。 10年

後のフ. レハフ' 占有率を 30%とした

予想をはるかに上回り、この後、本

来、手仕事であった住宅建築は、大

量生産、大量販売、大量建設を目的

とした、工業生産化への一途をたど

ることとなる。

1940- 5 5年代の、モダニズム思想を

原動力とした、プレハブ住宅第 l 期

を建築家のフィールドとすれば、 60

年代のそれは、 Y主宅産業の製品' と

いえる。全く魅力を感じない、との

辛錬な意見も寄せられている。

千里ニュータウンのマスタープラン( 最終案)

1961ー 1

見 え な い 地下

1964- 1  

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン の 計 画 の

とき、防火月17 J ' c や消火栓の

ことで西山タ11三 先 生 に い ろ

い ろ き か れ ま し た。 消 防rtJ

7 ] " < を引制呆するために、水道

担 当 者 と け ん か し て 水 道 管

ぞ太くしたり! I 'j "7附可を培『や

し て も ら い ま し た。幸万しい

言十l而| だか ら、そういう こと

が で き た ん で す。

掘内三郎氏・，品

阪神大震災のあと、 地 誌のことばかりを言っているが、

そ ろ そ ろ 大 き な 水害 前 包 こ っ て も 不j民主てやはない。

|長|西 に も そ の 昔 大 き な *害 が あ っ た。

ii 対立の建築家 li : t 也上ばかり 気 に し て い る が 、 見 え な い

地 下 の 地 質 や 水 の こ t も 考 え な い と い け な い。

高橋慶夫氏・談



口問屋街地区改造

ＮＱＹ ＵＷＨ 昭和 ＳＲＩｾ ＱＹＶ ＶＨ 昭和 Ｔ Ｑ Ｉ ＳＸｾＴＷ 集

新しいライフスタイル! ゆれ動く価値観

口レジャーブーム

{ 半い、大阪 ・南飴場の卸売

問屋街を近代化しようとす

る提案。都市計画家の意見

と地元の意見の双方を勘案

し、実現可能な理想に近い

案と して提案さ れている。

個々の庖舗、事務所を集約

して問屋センターピルを建

設するアイデアは、立体道

路化された船場センタービ

ルとして実現したが、地区

全体の改造には至らなかっ

fこ。

国時斤f専の安定、労働時間の樹宿から、

時代はレジャーブームへ。各地の観光

開発計画が盛んとなる。

口東京オリンピック

1964- 3  

口伊勢湾台風

島 陵 会

災害対策基本法制度のきっかけとなった。

伊 勢 湾 台 風 に つ い て
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建築と社会の動き・特集・記事

1959 共|司住宅持集/ 40集 3 号

1960- 3  

1962 1鮒，I' ，:':j 迷道路と近畿のIJfl 11酢i集/ 4辺長 8
1

，士

1963 地下位ft.l'集/ 44j長10・寸

超高Ｑｍ主ＱＡｾ， ｬ ｪ 集 ＯＴ ＴＭＡ長 Ｑ Ｒ 号

1964 プレハフ判集/ 45j.j 主2号

オリ ンピック競技胞設rt集/ 45集 9 け

1966 1970"1三万|ヨ|同特集/ 47集 8サ

柔岡| 片荷量論争

束大を ｾｉ Ｚｴ心とした ｼ 印刷 ニ造派 と、京大を ＧＭＱ Ｍ Ｇ心 とし

た柔構造派があ った。霞が|刻ヒツレが出来たとき

に武藤君と 一緒にシンポジ、ユウム に出たが、そ

れは重箱をかさねたような笑験で構造を石信悲し

たとかい って、最後までヨミ構造と は決して言 わ

ずに、かわされてしま った。 高橋慶夫氏・ 談

1964- 9  

27 



ＱＹＶＷ ｾ ＱＹＷＶ＠
1969- 9  

昨年、大腕( . f ては大阪i符のft ' i l ! i 品部、わずかに

残杏れた山 ＱＱ 削Ａの Ｑ ， ｬ ｲ ｬＮ詩 ｦｾｪｴ ， に人工砂浜と青少年

ｩｦｩ￞ｾ￬ 谷市 ｬ 刷ｻセンターを計 ｬ 曲した力士［Ｚｊ＼Ｚ際に ｬ ［ｬ

ｩ 毎ノドの汚染のため、このうち人工討 ｩ�ｾ￬ｦｩ 場のＥ

1; 1 放棄せざるを得なL、羽 1'1( こなったのである。

大都市からの汚ポの流入、 ｬ 豆諸ＡＧＡｊ ｾｧｪ 割合 ｊ の不広

投楽、タンカーの#@l i 校長Eなどが、加l迦支(I(J に

I削 Hしつつあ1. >1' ) ; 1; 在、海洋汚染|問題は新しい公

割問題となりつつあり、その直般的な被官才;'1ム

Hi 帥浴客や1.(( 1己決ヰ? であるこυ州らかである。

甥

石棺川

口公害問題口高速道路

19) 0- 3  

口日本万国博覧会

1969- )  

阪卒中高速道路は、 1115羽139年6月28円、高速大阪池田線( 当時は高速道路 1号私O

j朔 T- 土佐織H日、延長2.31叩を最初Jに官掬して以来、各路線、区11¥11:.も早J回附工に

努めて米、マヒ寸前の街路交通を幾分でも緩和させるため、たと λ 姐亙I l i Jであっ

ても、指ぷ区Iml 立直ちにiJ I J I l するという方針で進めてきた。

口駅前ビル

1968- )  
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村野藤有、建築制Jの文イl創立

I明治行年 イ ザ ナ ギ 張 気 応 力 潤 ヒツレ夜E

字'di船アポロ 11号が月前着陸:

日本万国博覧会( 千里万博) 千里ニュータウン造成完了

山ｾｊ，Ｇ［事刑執泉Ｈ菊｛ｪ［Ｚ Ｑ 坂一岡山Ａ日 ｄ 1m業 日本列向改造論 irj' 創出互選

ホリ昆冬季オリンピック

千円デノ f ート火災

石illi 位機

企部批誠艇長件

i中総海洋博覧会

e: f: 1姐筋肉ト

世相

1967 (l 1!{42) 

1968 (l 1(_{43) 

1969 (lI !l44) 

1970 (11('，45) 

1972 (lI i{47) 

1973 (1IlJ，48) 

1974 (1IP. 49) 

1975 (1I !;'5ω 

建築と社会 ・1997.428 



• ＱＹＶＷ Ｈ 昭和 ＴＲＩｾＱＹＷＶＨ 昭和う Ｑ ＩＴＸｾＵＷ 集

一高度成長期からオイノレショックまで

口市街地整備 1976- 6  口超高層ビル建設の幕開け 1973-5 

同 ￮ｴｫｬｬ 反駅、 ｦｾ 母、村正 ｉｉｉ 幸府立を結ぶ ＱＰＮＷ ヘクターノレの大阪駅 ＱＩ ＱＩ 地区 ｉ ｩ｟京に御堂筋、 ｉ 国に凹ヅ椛筋、

「桁に国道 2号線といった幹線道路に1mまn _ } 周辺に集まる鉛立網は問鉄をはじめ、阪急、| 坂1"1' 、地下鉄

ｬ 、 Ｒ 、 Ｓ 号線があり、 中 之島のオフィス街や耐脱線市 也 の歓ｾ物部＿後に控 ＷＮＮｴＺｪ 棋の ＧＱ Ｎ Ｇ 枢とい、 λ る ｉ 也

区である。 こ の う ｩ，ＮＮｬ ｴ 半分の ＴＮＷ ヘクタ ー ル ｬ 刻 ｬｦｦ 和 ＱＰＭＱＵ 年 ＱＺ Ｎ ｲＮｊ Ｑ 市町酪去による土地図 ｩｩｬ￭ｬ 監理 ｊｉ ｾ ｉ ｾ 業により

区l育控室型JI されたが、 I有半分の 6 ヘクターノレI;ti昆i屯t した状態のため、大阪市によって昭和13&年に市街也

改造市業として占| 府間闘がなさ久大きく

4 つのプロック街区を整備しスーパ ー

フeロックとして l 号棟から 4 号線まで四つ

の大規模な雄割洋にまtめらn _ lJl ;{E第 2

_I，j.・棟を施工中である。一方、北£ドう〉のうち

第一生 命ピノレ、大阪神ピノレ、予frl 瓦色、ピノレ

ミ事 が民間の手により、昭和26i p- 38年頃

にかけて建設された力士残された物別 3

ｾ地、 Ｔ 番地内 5、 6 = 1 在地のプロック Ii_

老中7永屈が密集していか状態にあって、民

IU]I: J:7.>jl 取1発古切H幸されているものの、

森易に進まない':tk!，滋にあった。

ｾＧＢ＠ 司" n
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建築と社会の動き・特集・記事

-t  • 的'  530 

1967 日本建築協会創立5ω 司年記念? 号/ 4緋ー3 号

モントリオーノレ万国l桝寺集/ 4甜ミ 8号

1969 解決をせまられる公害rU]J 垣/ 50集 8号

1970 日本万国博と技術開発/ 51t長3号

高層建築問題/ 51集 6号

ＱＹＷＱ 転樹羽の ニュータウン Ｏ ＵｺｪｾＸ 号

1972  冬J切オリンピックUU)比/ 531.長 1号

600号記念号/ 5滋長 2号

1974 歴史的哀潟E保全/ 句集 l 号

ヒソレの省エオ、ノレギー化/ 5弘長 7号

1971ー10

• s・，

A弘.. 
-E岡E村

口大火災続発

1972年 5 月13日の夜、難波

新地の千 日デパー卜で火災

が発生しへ 7時間にわたっ

て 燃え続けむ Ｒｾ Ｔ 階の

計8，800m' が焼け、 118名

が焼死するという大惨事に

なっfこゐ

翌73年 に は 熊 本 の 大 洋 デ

パー卜火災が発生 し 建築基

準法の防火 ・i監禁歩定定の大

改正につながっfこ。

世 田F

Zま2-E  ， e  S2・
調 行岨・ 量曹 s  m ，c.  ・zb  s  u  友.  

• 4町丙R  

噌

完

4・
t ( Sl l  

子吟珂 '

¥、

、 温a・圃圃・ Ｎ五己 里 ｧＮＮＭ 二世 ｅ ・・・・ＢＢＢｾ唱ｾ 圃・鴎 彊ＺＮＮＮＰ、ー岨旦 '  

大阪にも超高層ビル時代が到来。手前の白い建物が大阪国際ピル。後ろ

の黒い建物が大林ピル。

ほぽ同時に工事が行われ、いやでもお互いに意識せぎるを得なかったと

いう 。

値，怠.  目 l
Ha珂L， t  z-

'幅且 ' "  

有as n -1 5" • - h  545  

'  
包聞b

ヲ 包

、己 ヒ
ヒ

.  
， 

.  

a  .  
.  "・

景観論争

御堂筋は 100尺の高さ 制限で高さ

のそろったlur並みができたが、こ

れからの町並み t してはもっ t 自

由に高さを言十画してもよいのてやは

ないか。 高橋慶夫 氏・談

タ

ヒ

1主主冨

」ヰ三三

29 
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ＱＹＷＷｾＱＹＸＶ＠
口バリアフリー

建築的環境のバリヤーズ・フリー

設計ヘむけて

ー近畿地区における心身障害者施設・

公共施設・住宅などの具体例をもとに考えるー

蹟 本 尚 久 + 田 中 直 人

. 11じめに

・権樹治複合化纏，. .  ・陸へのモデルケースー神戸市立4・a・. . 繍栓センター

. ' " ‘ に観ざした舗舎リハピリテー ν ョンセンタ ーー長. . 玉淘編後センター

・厳しいa・m・ . の' 堅調とそれに対応する笠岡隆計一r，. 心陣』大鹿府立の圃飼鹿児a育施回

. ' " 渇の鶴Aとしての住宅をパリヤ- x フリ ーζ ずる- . . . . のた@のC主宅齢慣のポイント

- ・暖生濁の企めの屋外. I i のテストケース- - * . . . . . . 大a・櫓 盲人コ ーナー

・人周 績も. .  ，' " の足づ<'Jー縛戸市高司庫銀道駅.

・4・陣・' ‘ 1i J >らパリヤ- x ・フリー スペースヘ

口都市環境問題

日:影や電;皮障害といった、都市における建

築のあらたな生活環境へのあり方が問われ

ることカ〈多 くなった。

口ニュータウン

ｾ Ｎ Ｎ ルが その慣の予星ニュータヴノ

・定着する生活

世相

1978  (昭53) 成田空港防港

1979  (lI g54) 第二次石油ショ ック

1977- 5  

1981  (lI g56) 紳戸ポー トアイランド博覧会( ポー トピア '81)

幸J耐震設計法

1984 (lI g59) グリ コ・ 森永司明二

1985 (昭60) 国際科学校側 再覧会( つくは7

日航ジャンポ機墜落

1986  (昭51) 三原山大噴火

30 建 築 と 社 会 ・ 1997.4

口省エネルギー

第二次オイルシヨ ツ

ク等を契機 に、建築

における省エネルギ

ーのあり方が問われ

1977- 6 

1978- 5 

街 ぴらきより 10年

近 くを経た千里ニュ

ータウ ンを、生活の

様子から紹介 してい

る。

埋立地における高層建築ー芦屋浜プロジェクト

1977ー 11

特集:

建築における

省エネJ レギイヒ

術

8 ・画 。向。' " ニa句" 。省l 'ドルギー住への. '

細み " ・・"

- 川m喝1・f  " 1 ' 織. 制 首. ' l l ' l I 、v

句、 h・1'-;'11・，.
d M・淘外の司区例

ＮＮＮｴｉｯ ｬＺｉ ，ｩＡ ｾｦｴ ＱＺＮＮＮ， ｴｩｾ＠ f ‘ r- .'1 '1 ""11 1  

k咽 4 司区楠己

トピックス

-， t. . ( t;・， J 川市' 吟

1977- 8  

大阪ベ イエ リア は、新しい都市機能の受け皿としての開発がすすめら れ

た。埋立地における高層建築に関する技術的成果が紹介さ れた。

1977- 3  



• 1977 Ｈ昭和 ＵＲＩｾＱＹＸＶ Ｈ 昭和 ＶＱ Ｉ ＵＸｾＶＷ 集

ーオイノレショックをのりこえて

ロポストモダン
口大阪駅改良

大 阪 駅 改 良
五 代 目 と な る 大F鳳 Rの 誕 生 を め

ぐ っ て 、 大 阪 駅 を と り ま く 建 築

や都i i i l . 景境がク ロ ーズ ア ッ プ さ
備 野 昭 11

4も

=.・.・・m

れ た。

福 祉の建 築とまちづく り

障 害 者 の 自 立 と 参 加 を 可 能 と す る ま ち づ くり、建物から、

建 築 の バ リ ア フ リ ー デ ザ イ ン がすすめられ、 1981年 の 国

関 章 害 者年 を 迎 え る。

現代デザイン

E Tw=払

胃 . - 認 ヴ . .  

ｦｩｾ＠

そ の 後 、 来 る べ き 高 齢 社 会 へ む け た 生 活 環 境 へ の 整 備 課

題 に 関 し て 、 精 力 的 に 特 集 が 企 画さ れ て い る。

口高齢化

特 集

高 齢 化 社 会 と 生 活 空 間

ロポートピア'81

場融trb!

トピックス その 19

会場建段最後の追い込み

図 中 直 人 ・哨l ' I  ｾ＠ T  ｦ 号ＢＢ‘ｾＺ絹ｾＺ恥骨Ｂ

神 戸 博 ポートピア '81一 地 方 博覧 会 ブー ム の先 駆けー

1983- 6  

1986- 3  

1981- 2  

ず . ，島 〈の もl 7 l f b 訪 れた・， T V 中.憶が h るも

ど ι 、Ｇ，ｾ ( ι  ポ トビア・ 酬 の 作 ｢ ＧＧＧＧＧ Ｇ ｬＧｾ ｴＩ

J J f_) ( . .  ［ ｦ，Ｇ ， 、 ｉ ，Ｚ ｾｉＮ たＧＢ誕合引 ｌ てい . .  

Ｇｾ￞Ｇ ｉｬ ｊ＠ 州ｑＮ ｾ Ｚｮｬｬｪｾ｢Ｇ ｉ ＧＺｖ ゆえ と会喝の ｍｲｲ ｴ

守' . 句 会 がの て ; . 1.;¥守と 且h ・. ・t

ポートアイ ラ ン ド の 完 成 を 祝 い 、 新 し い 海 の 文 化 都 市 を テ ー マ に長唄雀芯れた神戸1専ポートピア'

81 は 大 成 功 て・あっfこ。 ポ ー ト ピ ア'81 て・は「パンダj が 文 字 通 り 人 寄 せ パ ン ダ に な っfこ。 因 み

に、昭和25年 の 神 戸 博 で は、そ れ が 「 象j で あ り 、 そ の 跡 地 が 動 物 園 に な っ て い る の も 何 か の

縁 か も し れ な い。「 神 戸 市 株 式 会 社J の 異 名 を と っ た 都 市 経 営 の 手 法 と し て の こ の 博覧 会 に よ

るまちづく りはその 後 、 全 国 の 地 方 自 治 体 に 広 ま り 、 地 方1尊覧会ブームを青島き起こした

.ft.... 邑眠

ここ 数年来、にわかに 21世紀社会に関する テーマがとり あげら れるよ うに なった.

未来を指向した事々しいプロジェタトが数多 〈紹介さ札ている .

その直面. 人口 問題や資源問題等

将来的社会生活町中で解決して申かねばな らないテーマ も多 〈指摘さ札ている.

とリ h け我が固に釘いては. 戦後町ベビーブーム的世代. いゆわる・団魔的世代・が

社会的中柚闘力として活動する時代か句中年. 老年へと推移するゆで

未曽有司高的ft 社告が到来することが 7 ローズア y プ書札てきた.

老人、高齢者. 必年寄り いず れ の置現 をとるかはきて必ｾ

人口白書によると 30年世には65歳以上町人口が約 5 人に l 人的割合になるという .

こ札までと 峰子が遭 うのは、

単に保積されるべきマイノリティ{ 少数派) として ど町ような対策が揖じられる 向か

ということでは な( . よりマジョリティ( 多量揖) に近い存在として

むしろ情極的にそ的存在を前提として

社会全体的ンスラムを考えていかねばな句ないという点であろう .

したがって高齢者階層的問題というよリ、そ れ以外何人口階串も含めて

いかに調和ある社会ができるかといヲ 問組であるともいえる.

高齢化社会から高齢社全へ、

着実に変化して L 吋 中で. 遮築と社告をとりま〈諸問題としても

l見ι ちが考えてい〈べ島テーマも生活空間と町かかわリで多〈存在すると居、わ札る.

このような背景町中で慌たらは、本特集円企画に臨んど.

こ札か ら展開してい〈高齢化社会. さらに高崎社会に対する

慌たち肉悦座を! i ! えるために. 本号を位世付けたい.

したが勺て. 本特車テーマは今回だけのものではな( .

これか ら町社会的情事舎の蛮ft に応じて. その邸度

新たに y リーズ町一環としてu定さ札てい〈ことを期待している .

本号が商船化社全へ同問削を股泊する際的参考になれば拳いである.

1984- 9 

建築と社会の動き・特集 ・記事

1977 日本 建 築協 会 60.周 年 ・建 築 と 社会 660号発行記念/ 58集 3号

日最多l見詰1) と法 / 5側主5号

身 戸時 施 設 Ｏ Ｕ 隊長 Ｖｾ サ

1978  C AD - 設 計 t コ ン ピ ュー タ/ 59集 9号

1980 設骨|の た めの来 而 花建設計 法 / 61集 12号

1981 ポ ート ピア '81 / 621-長 3号

1983 " ? イコ ンの長ll. 築 へ の利 用/ 64t長210'

1984  高胸骨イ防i 会 と 生活 空 ):1) / 6弘長 9号

1986 現 代 テ、、ザイ ン ーポ ス ト モダ ニ ズ ム 10年/ 67集 3号

イ ン テリ ジ‘ ェ ン トピル の建 築 ・設 備 制 加計画 / 67集 4号

C AD - そ の応 用 と 展 開 / 67集 9号

31  



ＱＹＸＷ ｾ ＱＹＹＶ＠
ロバブルの浮き沈み 口めざせ生活大国

( %)  - 0 - ー・東京国

一 合 一 大 阪l剖

- - c ト: 名古I i l 問

一・一 地:J i .i yJ む

地域別公示価格

( 全用途平均) 変動率

の推移

『土地自衛J ( 平成 8 年版) より

60 

《

U

《

U

《

U

A

υ

内

υ

5

4

3

2

1

 

持栴剖草サホロリゾート
ｬ ￨ｾ 凡倒

同週府県内大規j J リゾート削尭

柵却

* 純I叩n 1  
ｉ ｾ 叫 ｮ 活力 導 入型

企 揖3セクター }士側互リゾート

・官i世 間 ｊ ｲｾｾ 計画

経済大国への途をひた

一叫2初0叫L 山 ν  時 問ケ叫沢

R 舌" が州叫ぱれる糾中、 ノパ巧Tヴブル崎景気飲と呼附応しは弘な、が叫カが仇〈句ら、 東鯨京 . 大城阪 ｖ ＿ Ａγｾ とダ ｊ♂ Ｑゲ ｾｘ ぷ二［［Ｚ訟訟Ａピ［と ＿斗工 Ｔｊ ト附岨蜘附特削 Ｉ “ 日肱本丸" カが《、 ゆとり

などの大者都E市て計せ弛畑也制イ価面か著し〈高騰。1也祉上lげずの横行、{ 住主詫宅地へのオ 包臨孔叫栴地組Z 一一 ｊ 笠笠 Ｚｐ ｾ Ｈ β爪 ｩ ある生活を切に求め始
泌担率. ，れめいゾーン賢鋼一一一一一ーャー、 "1: .1 /  "  

フィスの侵食など機4な問題を生み、パフル崩壊後も大きな爪跡 太平山リ ゾ ート蜘輔一一一 弘 Ｊ Ｚ ｾＳ ¥ めた。週休 2日が定着

を残している。“ バブル様式" とも呼べる建築遺産も残った。 セヶ岳組問割問ー- ， r  5 ‘  1  r ーリゾートパーク問問先 し始め、バブルの追い

風に乗って リゾー卜 開

発も百花綴苦い安定時

『ヨーロピアン ヴイレッジ」蹴 鞠 代の 日常的生活大国の

日本列 島 リゾート

開発構想

1989- 2 

執高総合スポーツレクリエーンヨン施政Y l Il J

1994ー 12

［ｾ￦＠

( l ・

. 都道府貼円太規模リゾート 開発情屯.! ( I!< A ) と. 民間活力持入型

k 焼1); リゾート開発計画をプロ y トしてみると、日本列島はリゾー

ト列島と化する. 新たな自然破墳の引き金とならないような計[ 副が

憎まれる .

確立も重要である。

口関西復権に向けて

s X融リゾートIt画

Ｎ リゾートの目玉地股はスポーツ関連が圧倒的にｾ＼、なかでもゴ

ルフ場 ( 18件) とスキー場( 17件) が群を抜いている (lI<B ).

・民間活力鴻入型的" ' l ! 形態は、純民Ilnが6 削以上を占的 (41(午、

61. 2%上鰐3 セ7 ター ( 23件、 34 .3% 上官民共同 ( 3 件、 4. 5%)

と統 (( 干定を官t J ). しかし純民聞のものは. 既存施設の名品:を変

質しただけのも町もｾい Ｎ

タイガースの低迷に象徴される( ? ) 関西の地盤沈下

を何とかせねばの意気込み。花の万1専、関西国際空港、

関西文化学術研究都市、明石海峡大橋・ " et c . ，東京ドー

ムに始まる“ ドーム元年" から 9 年目にして大阪ドー

ムも完成。オリ ックスに続くのは?

世相

1987 ＨＱｉ ｾｻＶＲＩ＠ 1:"1欽分'，IiI1民常化

1988 W{ 63) パフ〉り;技' ¥ I' j- j]iil トン4、ノレ・瀬戸大柄IJ f.l j邑 * ボドーム完成

1989 (平 1) lI !l利か ら平成へ iI ' 般税滋 人 ベ ル リ ンの壁JWJI 金融織|到の土lI iil 全休

1990 (王fi 2) 同際花と紋の博覧会

1991 (平 3) 兵制l将! 氏自噴火 約 ｊｾＩｉ 成 ，Ｑ｛， ソ:cli 邦削減 ノf フ、ノレJiJ l担軽 * 京者IWf 力潟f1iif 移転

1992  (平 4) 行Il rI相官rirrl 改 正 011;念出或など)

1993 (平 5) *' UUII 述去五({?M佐 1= J リーグIl f 以下

1994 (平 6) 1刻jJt:j 11¥1際 空港|対沿

1995 (平 7) 阪付 ・淡路大ずじ足 ｊ 也 防止サリンヰ ｾｩ Ｇ牛

1996 (平 8) 0  - 157-l if.Ll成
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口都市居住

特 集

都市型住宅再考
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“

切

側同 ｭ ・ｾＨ｜ｊ Ｂｨｕ 宅

1993ー 11

特 集

超高層住宅を考える

幅制.削れ"、

"  
・・・・..司t ""，‘・・

目 ｈ ・ ｡ ・Ｎ， ｾ

ぺ ゐ ，，｟， ｾｴ ‘ ・・・・ ｛ＧＱ Ｂ ，Ｂ

..， 

1988- 9  

バブルの嵐は、家々を郊外に吹き 飛ばした。長E鴎伝通勤と引き換えに享受できる郊外環境。二者択一的な現実の

中で、都市がいかなる魅力を提示できるかの正定: 場に差 しかかっている。2 1世紀のライフスタイルを展望した真

の都市居住 ・生〉割象の確立と場の提供が急暗でーある。

口人にやさしい

福祉のまちづくり

.p"，L ( D III.J4' 剛削叩，

Z み -

｡ｾ ＮＮ Ｎ Ｎ 叫

錨祉のaちづ 怜 - w・8民漏. .  脱線、倒ゐー
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建 築と社 会の 動 き ・ 特集 ・記 事

1987 創立70周年記念湾/ 681長3号

1988 lf; IJ町長/ 69集 8号

超高層住宅を考える / 69集 9今

1989 リゾート事的/ 70集 2号

1990 ニュータウン ・ノレヰ、サンス/ 7民主2号

国 ｾＤＨￋ ｉＺＮ緑の ｼ専覧 会 Ｏ Ｗｕ長 Ｖ 号

1991  建築と土木/ 7忽長 6号

姐 ｩ 関脇のイメ ー ジアヅア ｻ 慨 Ｏ ＷＲＱｾＸ 号

1992  tU' J )ほ誌境11古イ℃の建築/ 7忽長 5号

L品川山斗吋

天に釜える摩天楼を見上げることに疲れた眼は、足元

の凹凸の多さに気カが〈つ〈し。

にとつて必凄河z可欠の視点て.ある。思う人に使っても

らえてこそ、建物冥利に尽きるというもの。

1993- 10 

. 1987( 昭和62)"""" 199 6 ( 平成8) 68""""77集

一十年一昔

口地球にやさしい

宇宙船“ 地球号" は限りある存在であり、指且員は人

間だけではないことの意味性か改めて認執8 れてきた。

大気 ・資源 ・生態系など、建築 ・まちづくりの与える

影響を考えるべき事項は多岐にわたる。“ 地球環境" は

21世紀へのノ Tスポートである。

< エコ マー ク>

例日本環均百品会が環境を汚染しな L 、

ように面白色された日百品をtt定して小l

けるマーク 。 台所月 ｾｉｾ Ｚｲやスプレー製

品、再生紙利用 ｩ ｦｈ ， Ａｾ ， など

口阪神・淡路大震災

過去の出来事として語るべきものではない。今も続け

られている復興はもちろんのこと、これまでの建築 ・

まちづくりをもう一度見つめ直し、こ れまてす思Eされ

てきたテーマをより発展的 ・積極的に実践していくこ

とが、建築技術者に与えられた使命であろう 。

阪神大震災から学ぶ

21世記へのメ ッセージ
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1996ー 1

1993 もP防止のまちづくり / 741.長10号

者JI 市型住宅再考/ 741.長11号

1994 関西国際空港/ 7弘長12号

1996 J仮判吠良災から学ぶ/ 77集 1号
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過去から現在へ 1 i建築と社会J と時代の世相

ＱＹＹＷｾ＠
口情報発信

建築名称 ユニノ f ーサノレ ・スタジオ ・ジ、ヤパン

計 画 I也大阪市止ti t : 区桜島

建 築 主 側 USJ

設計監理E 未定

施 工 * 定

lJ:'Jet也T面 積 約54ヘクター庁

長! ! 築面秘未定

延 床 面 積 未 定

桃造ガ叫ｾ S、など

主な用途 テーマパーク

集客位を高め

l臥恒lを姐材としたアトラクション ・ショ一等

る装置|内容

工 !U!  1998
1
同k頃- 2001年秤予定

1996- 9  

バブル経済期ほどの勢いはないとしても、大阪および近県において現在構想され

ている官民の建設プロジェクトの数は膨大である。

此花地区西制覇j観似或では、 200 1年の完成をめさ. してユニノてーサルスタジオ ・ジ

ャパンが計画されている。圧倒的な集客力を持つこのテーマパークは、最先端の

映像 ・音響や情報通信などの新しい者日市型産業を育成する拠点として、この地域

の中核をなすものである。

阪急ファイブは、梅田に計画されている物販 ・飲食庖舗に加えて、イベントホー

ル、アミユース' メント括支を持った複合商業括支て・ある。

これらを含めて、現在、計画 ・構想されている個々のプロジェク卜のコンセプ卜

は、「情報発信基地J i 開かれた国関剖「自然との共生H 人と人の交流」など多検

であり、またそれぞれに意味のあるところであろう 。21世紀になってからこれら

のコンセプ卜に対してどのような評価がなされるのか、また評価を与える社会が

どの程度成熟しているのかをこのＤｾ皆てぷ予見することは難しい 。 この点について

は、本特集の第 II 部で詳しく取り上げられるところである。

さる 3 月 | 日に大阪の新しいシンボルともいえる大阪ドームがオープンした。あ

る程度予想されていたこととはいえ、はやくもドーム周辺路上の違法駐車が問題

となっている。近未来の建築と社会を考える上で、開発という積極的行為を評価

する際の反省的視点についても考えさせられる出来事といえよう 。t也王務策境を考

えた省エネルギーやリサイクル等の資源問題、巨大施設の出現に伴う周辺道路の

［ｾ滞などの環境問題、またそれを支える都市インフラの整備など、日本建築協会

創立80周年を迎えた今、 21世紀に向けて積み残された課題は少なくない。

世相/ 建築と社会の動き・特集 ・記事

・l跡目

1997 (平 9) J  R前回線開通

1998  (平10) 明 石 海 側 揃 抱 此

2001 (平13) 21111ji3 2000年紀

. 建築 t 柏戸会のi l l J )き ・特 集 ・記事

1997 (平 9) 協会創立80周年 ( 3 r130n)  

34 建築と社会 ・1997.4

. 1997( 平成9) 78集

一近未来の建築と社会

口アミューズメント

建築名称 阪急、ファイブ

号l' Um 1也 大阪市北区jfl l日町

建 築 主 阪急、不i l l J 必材司会祉

訟す|盟主JlJ.[ 竹中工務) ，5

施 工 竹中工務) ，5 ・対将¥J .l ・樹 H建設共|百l企業体

男知也而，m 5，542 ，14m'  

姥築而干11 4，942 ， 75m'  

延床而秘 52 ，611. 00m'  

ｾｩ ＧｉｊＺ造鋭 ｬＱＴ S ←清Il RC) 、 B 3 F、10F、 P1

1996- 9  

主な附途 物l仮 ・飲創，5筒、イベントホーノレ、アミューズ. メント

集客性を高め 4 人釆ゴンドラ 52台、定l 1208名、周回所裂11奇Im.r.Jl 8分、

る笠置内容 頂部前さ G L +105. 7m 

工 JUI 1996年 7 月ー 1998長同) ( ( 予定)

. 4 会名誉会民の Jj 々にインタビューをして、本3Jt の企l菅l ' 編集を

すすめました。 ここに、インタビューした方々のお名前とインタビ

ュー n時を記して、お礼I j l し上げます。

明日|人j ヨ:!I ほ ( ;;¥'1': 1肘 名 作 樹 受 ，81歳)

近藤正志氏( 村野、森i l l . 剰l務 所 ・8職)

ｴｾｭ 峰子夫氏Ｈ高級上回設計事務所 ・ ＸＸ 歳Ｉ

| 印刷' 1 " 太郎氏侃 ・日建設計会長 ・90歳)

1996年12月1 mω

1997年 1月2311附

1997'l 1 月31日ω

1997
J
I三2 月11 11ω

Ｎ ｊ ｊｩｩｬ ｉ よ ｬ 三 郎氏は昨年 ＱＱ 月に Ｑｾ ＧＱＡＱ出版で ｦ 私の八十年の記録 ｪ を刊行

されました。誕生から傘舟に至る 80- { ! ' - の、人々 とのxi i fU: 個 人 指li

が記されています。 この図告から、 P 18に、文章の一書11を抜すいし

てf! X ! わせていたTごきました。

- 水設企値嗣l主

1917- 1926 111 ' 1' 直人/ 吉村文佑

1927- 1936 日1I j ' 直人/ 吉村英拍

1937- 1946 1止村欽也

1947- 1956 fri 同僚千子/ 日間畠義

ＱＹＵＷＭＱＹＶＶ 合洲祭千子 Ｏ ｾ［［ｲ， ｬｬｬ 昌義

1967- 1976 A-:村主E祐

1977- 1986 II lrl' 直人

1987- 1996 脇村宏尚

1997- 波溢秀俊



①道頓堀

大阪のまちなみ、むかし

伊陀: ; 期|

G戸 リのエッフエ J レ培を模した新世界のシンボルタワーで高さ 75m。

展望台からは生駒 ・六甲までも邸躍できたという 。

包期j台前期までは心斉橋北詰め以北が栄えたカえ明治中t頁から南へ

繁栄の中心が移った。写真は大正初期の心斎橋筋。

⑨百平日 13年の中s E の入口近く 。違折〈男性はとんぴ( 当時の男性用

防寒コート) 姿。

ゆ勝、梅田駅前から南海鄭麟附までの延長4，027m、編集43. 6m

の御堂筋は、地下鉄開通 4 年後の昭和 12年 5 月に完成した。 4 手Ij

のいちょう並木としゃれたf苛灯、グリーンベル卜に区分された高

速車道と緩速車道。写真は長沼通以北の景観。

輸

④ 完成した御堂筋

① ，心斎橋筋

建祭と社会 ・1997. 4 35 
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昭和63年当時の梅田新

i . Fl O平成 7年 10月に地

下街デイアモールがオ

ープン。今年 3 月には

地下に J R東西線が開

通し、駅前再開発事業

はひとまず完了した。

梅田新道界隈

昭和47年ごろの梅回新道。大阪

駅前第 2 ピルの工事が始まって

いる。

大阪のまちむかしといま

焼土と{ じした大阪市街他

昭和 ＲＰｾ 手ごろ＿

昭和32年ごろの長居公闘。競馬場( 右) と競輪場( 左) があるだけ。戦

災復興資金捻出のために行われていた競馬は昭和34年に、競輪は昭

和37年に廃止され、その後、公閣として整備された。

長居公菌

平 成 8年の長居公園。前方自い

屋根は、「なみはや国体J、さらに

2002年のサッカーのワールド

カップに向けて態宣された長居

径上競技場。



むかしあった建物はいま・. .

; 愛雲閣

銚望閤

天王寺公園

宣

大阪控訴院 段計/ 司法省施工/ 直営建坪/ 1187坪813 延坪/ 3561得 工 期/ 明治43年 8 月~大正 6 年 3 月

明治、大正、昭手口初期に竣工した建物の数々。そのほ

とんどは姿を消し、あるいは建て替えられている。

ここに掲げた 6 つの建物も、いまは人喝の心の中にと

どめられているだけだ。むかし、そこにあったことさ

え知られていない建物もある。

明治時代は高い建物が珍しかった。明治21年、大阪の

西成郡今宮村に完成した眺望閣は木造 5階建てで、当

時 is 階j と呼ばれ、屋上の展望台からは耐紛也が一

望に見渡せたという 。 ミナミのこの建物に対抗して、

翌22年 4 月にはキタ の北野茶屋町に木造 9 階建て ・高

さ130尺の娯楽センター; 変雲閣が登場し、人々の自を

驚かせた。

ここに掲載した天王寺公園には、明治36年に茶臼山で

開催された第 5 囲内国勧業博覧会の名残の温室や美術

館があり、木立ちの向こうに初代の通天閣が見えてい

る。大正初期に撮影した写真と推測される。

大阪控訴視はそのレンガ造の姿を昭和44年に消し、い

ま大阪高等 ・地方・簡易裁判所として SRC造 ・11階建

てに建て替わっている。

大同生命ビルデイングは、この外在見イメージをまちな

みの歴史と重ね合わせながら継承し、平成 5年に同地

に大同生命大阪本キ土ビルとして建て替わった。

大阪中央電信局l立、昭和49年には大飯堂島電電ピルと

して最高高さ 120mの高層ヒ.ルに建て替わっている。

大同生命ビルディング 設計/ ウトリ; 稽築事務所施工/ 竹中工務窓工期/ 大正11年10月~大正14年5月 大阪中央電信局 段計/ 逓信省 施工/ 大林組ヱ期/ 大正14年 3 月~昭和 2 年 9 月

37 



社会の眼からみた建築

社会の眼

• 
20世紀の面影

今 井 祝 雄

造形作家・成安造形大学助教授

アー トの立場から都市の景脱や街づくりにかかわっている私だが、

そうした視点から 21世紀の街づくりについて思いを馳せるなら、そ

こでつくられる何かを夢想するまえににれも夢想かもしれないが)

まずは20世紀につくられた醜悪かつ不要な建造物を撤去すること

から始められなければならない。

それは経済効率を最優先させた今世紀のスクラップ ・アンド ・ピ

ノレドとは全〈違う、 ヒトと文化を主]11111に据えた発想、に基づくもので

あることはいうまでもないが、いっぽうで者ー名 な建築、アノ ニマス

な構築物にかかわらず、歴史的 ・文化的価値をもつものは、当初の

使命を終えたあ t も、単なる保存ではないリ ニューアノレもしくはリ

サイクノレによって、さらなる役割を与えることで、犬切にイ郎、続け

ていくことが必要だろう 。

リニューアノレい、えば、かつて私自身所属し、解散して久しい具

体美術協会の美何? 宣告そ思い出す。大阪 ・中之島に江戸末期か明治初

期に建てられた古い土蔵 3棟を最小限に リニ ューアノレした小美術館

で、最Ij 落した土壁に f GU T AI PI NACOT HE CAJ の金文字が浮

き上がる外観が印象的だった。

内部は黒ずんだ太い柱、梁、天井の木組みがそのまま存在感を放

ち、垂直に貼られた半割り J t式の壁に架かる 100号、 200号ものカラ

フルな抽象固とのコントラストを鮮やかに記憶する人は少なくない

だろう 。同館は高度経済成長期の末期、者間帯十画によって取り撲さ

れ、 そこにあ った大作の多くはすほ、各地の美神庁館に収蔵されてい

る。

阪中11
1
・淡路大震災の前年に竣工したギャラリ ービノレ夢創館を、建

土蔵の美術館「グタイピナコテカ」

38 建築と 社 会 ・1997. 4

煉瓦塀と共存する「夢創館」 綴影/ 細川和昭

築家てゃない私がその構想設計に携わり、大正末期とおぼしき既存の

煉瓦-塀を新しい建物と 3同字させたのも、師 ・吉原治良による主L ヒの

グタイピナ コテカが念頭にあ ったからかもしれない。

また、昨秋、俳人 ・永田耕衣の展覧会を観に真新しい姫路文学館

を訪れた折、城郭が望める 北館の裏手に、低〈取り囲む古い煉瓦塀

が残されていた。 それは新旧の対比の妙をみせながら近代の名残を

きりけなく初御とさせるもので、あった。

かつての ｓ ｆ 映 画に 出 てちたような術生 的 て知料｜ｾ臭の未来建築

ではなく、 20世紀の良き面影を色濃く伝える歴史のj享みみたいなも

のが、来るべき未来都市の径子づくりには求められるにちがし、ない。

( いまい のりお)

社会の眼

• 
小さなプラノ、のために

海 野 gム

デザイン ・美術評論家

私は l 射止紀のiit紀末と はなにかを調べていて、ょうやく、それぞ

れの国におけるちがいについて、いくらかわかりかけたと思ってい

たら、いつの間にか20t! t r. 己も也記D択にな っていて、この↑ 脱己がなん

だったかをはっきりとたどる前に、 21世紀が来てしまいそうだ。 し

たがって、 とても未来にまで濯、の考えは及ばないのであるが、これ

までやに< 世主e *> を調べ、てきたH寺に見出したいくつかのことを、未

来への参考、未来への願いとしてあげておく ことにしよう 。

この t ころチェコのカレノレ ・チャペックの本が読まれているそう
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だ。 しかし彼の、 |清L汁l桝℃をユーモ アと静かな怒りてい諮ったエッ セ

イはね、も好きであるから、そのブームはとてもうれしい。

チャペックは 1924年に 「小さなプラハを支持する J い、 う文章を

書 いている。 これが気になったのは、このところハプスフツレク帝国

のバロックから-w紀末にいたる歴史を調ぺていたか らであった。世

紀末か らプラハの近代化がはじまり、 古 い街カ叫んどん壊され、 ア

ーノレ ・ヌーヴォからキュピスムにいたるモダン建築てやフ。ラハが変わ

ってゆく 。

その時にチャペックは、小さなプラハを支持するのである 。 そし

て彼はそ の理由が、過去へのノスタノレジーてーはなく、むしろ、近代

的都7行計画の発想から、小さなプラハを望むのだ、 としている 。

也諸問ミを調べていて注目されるのは、ウィリアム ・モリスなど の

アーツ ・アンド ・クラフツ運動が、 ヨーロ ツノ旬、らアメ リカ、さ ら

にはアジアにまでや広がって、多数の芸術家村、芸 術コロニ一、陶芸

や3桜砂j の工房といったものを生み出したことである 。

これまでのモダン ・アートの歴史ではあまり見えなかったが、そ

れらの地方的なコロニーやユコ芳は、地下水のように 20断 日 流 れ つ

づけている 。特にアメリ カのカ リフ オノレニアに広がったア ーツ ・ア

ンド ・クラ フツ運動のコロニーは、 60年代の ヒッピーの運動などに

も品占びついている。

そのような、小さなコミュニティ( 共同体) 、芸術家村、コロニー

の連鎖が20"l: !b%己を おおっている 。互 いに異なり、 多様であるものが

ゆるやかに結ぼれている 。

21世1紀がどうなるかはわからない。 しかし私は新しい世紀に、そ

れらの述鎖がのびていくことを望み、テャペックにならって< 小さ

なプラハ> を支持するのである 。 ( うんの ひろし)

社会の眼

• 
新たな批評の場を

江 田 修 司

フリー編集者、住まいの図書館出版局参加

1970
0
'1可t の建築シーンに関心を持って いる 。たぶんいま活躍して

いる人の過半数に t つては、歴史 い、うには生々 しいし、なにを若

いモンカ立、善意でねつ造しかねないから、新しい目で見つめ直し

ても らいたい。 いま 語られるテ ーマ ふ た と え ば1両信剖寺集の内等も、

70年代にほぼ出つくしたノ f ターンの、さらにヴァリ エー ションにす

ぎない。 なにより、建築批評の存在( とは何か) と不在( とはどう

いうことか) 、その境目も 70
0
'1三代にありそうな気がす るか ら。

このと ころ の通信技 術の急速な発達と可能性にはワ クワクする が、

オ、ッ卜に流れる建築関係情報も、文樹司食索以外は魅力を感じない。

「情報J という 言葉 にれも 70
i
p(-t に顕著になる) の氾慌が、 批評

の影が、薄くなった遠因かも しれない。情相は批評の道具でしかな

いのに。 それはメテ川ア自身の責任でもあるが、新しいメディアに

も、いまのところ先カ号涜めない。 しかし、これか らの批評を担う新

しい人々にと って、 造物とな った 70
i
阿七の建築シーンは情 報の宝庫

になるので。はないかと、ひそかに，思い柑lいている 。 (λ fごし叩うじ)

社会のIIN

• 
建築家の価値

栄 久 庵 憲 司

G Kデザイン機備会長

私の家は|昭和29年、東京は上石神井、京都の建築家 ・勝山俊一氏

によって設計され、地元の請負師が建てた2θ 平あまりの平屋であ

る。畑の中のij '侃凶な白壁の一軒家。若い建築家たちの見学の的にな

っていた。

建ててから 43年も経っているので、その問何度となく建て替えよ

うと思った。だがそのたび に建て替えを思いとどめたのは、我が家

は建築家の設計であって、大工ではないい、う自負だった。芸大の

学生だった頃、戦後の近代建築の子第呼を強〈受けていたので、あえ

て建築家に依頼したことに誇りを感じていた。テ可、イン運動を必要

としていたデザ、イナーにとって、運動によってかち得た建築家の称

守には、 こよなく 尊敬と憧れを感じていたのである。だから建築家

の設計した建物の いのちがどれだけ統くかは、私にとっての職業的

関心であり、 建築家 t デザ、イナーの心のかよう焦点でもあった。京

栄久庵氏自 邸
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都育ちて、、ずっと年上の勝山さんからは、住む人の建築に対してのつ

き合い方を懇々と説いても らったものだ。

新築後10年ばかりたった頃である 。体の大きくなった弟妹のため

にt首築を必要とした。空間の変化に多少心配したが、建築の基礎的

アイディアは微動だにしなかった。中廊下というコアシステムを中

心とした、公私にセクションを分けた半 円木様式が建て増しを楽に

可能にした。水まわりのテV テーノレのチェック、壁、畳、障子、襖

の張 り替え、表情は まさに一新された。設備を替えたので二以前よ

りはるかに住みよくなった。勝山さんの建築はぐっと生きた。勝山

さん自身が増築計画をやってくれたので当然かもしれないが、それ

にしても上手だった。

その後、弟妹は結婚して家を出、母も年をとり、家も E こか老朽

化した感が否めなかった。li 没後の建物、 40年五Uニもたっ ている 。デ

ザ、インの専門家である私は建築のl刷吃的変化を知らないわけではな

い。建て替えねば、そんな気持ちが頭をもたげる 。だが思った。我

が家の建築はまだまだ死ねない。

数年前、内部大改装に踏み切った。老齢家族向きの内部改装てあ

る。 もちろん、建築の基本を変えずに装備ぞモデルチェ ンジした。

IT. 派に生 き抜いた。勝山さんは1止を去っていたので、私自身が手掛

けた。新築とま ごうばかりに再生したのは、勝111さんの建築が私か

らアイディアを誘い出してくれたからであろう 。

今また、更な る老齢化用に設備を整え、居間を広げ、 庭の奥に茶

室を建てた いと思って いる 。私には雌信がある 。勝山さんの建築は

ますます強〈生き続けるはずだ。 ( えくあん りんじ)

社会の| 股

• 
「場」の充実ヘ

河 内 厚 郎

評論家、文化プロデユーサー

さら地を造成してハコをつくる l時代は終わりつつある t 思う 。古

い街並みを出して次々と新しいピノレを建てる再開発が、地域の活吋性

化につながらぬ事例は山 ほどある 。せっかくの界隈性を奪ってしま

うことも多い。インナーシティの活性化に求められている知恵は、

その街の歴史性 ・ 界限性を破壊せずに、付加 ｬ イ ｾ ｩｪＱ Ｑ直を付け加えていく

工夫であろう 。や1
1
戸の南京街などは、旧来の街並みに少しずつ装飾

的な意匠を施して再び名所となったのだから、 ! 被前の三宮にあった

ホ、ンベイタウン ( インド人街) も復興してみてはどうだろう 。 そん

なまちづくりのソフトを誘導するような建築物なら歓迎したい。
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オーノレドタ ウンの高付力111耐直化は、臥オ去に先行例がたくさんある

が、だからとい って齢伏へ視察に行き、むこうのデザ、インを安易に

そのまま日本に持ち込んで、くるのでは、いっそう都市景観を混乱さ

せるこ t になる 。

J R寺田町駅のあ たりは、古代日本の国際交流拠点だったという

凱 波宮の南大門があ ったと ころ らしい。 それなら南大門を想わせる

駅舎にしてみるとか、工夫ができるだろう 。四天王寺の最観と つな

けてくれば、歴史都市のアーバンデザインが生 まれてくるか もしれ

ない。 また、近代汰阪の造産である御堂筋を真ん中で切断して、せ

っかくの景観を壊しているのは、阪神高速道路 t 交差する本IUTの部

分である。 ここ なE思いきって門( ゲート) の形をした建物にして

みてはどうか。

日本最初の本格的な宮都、 難 波宮の南大門 (手前) ー函・植木久一

河内厚良[1編『大阪と海J ( 東方出版) より

「者 ｉｉｊ いづ核があれば 、者 ｉ ｾ 城 の周囲に商 人が 集まり 「市 ｪ ヵ ワ ｦｾ

成されて「都市J になる 。 その都市から都が抜け落ちて「市J t，ごけ

にな ってしまった例が多すぎる 。 いくら大阪カ守彰式ばらぬ実質本位

の町だから t いって、形式が不要という こと はない。都市という装

置自体が人間の芸術品だ。三百年の歴史を誇る遊興の街、 北幸Dr地 も、

せめて露商庖の部分だけでも、もう少し日本的なデザインをとりこ

めないものだろうか。

「モ ノJ のi; 控から 「場J の充実へと発想、を転換 して 21世紀型の

特産品をうみだすのが、文化資源や人材に 恵まれた関西の儲リであ

ろう 。 それなのに大阪はせっかくの歴史を都市の P Rに活かせてい

ないし、ネIjl 戸は海い、う景観資源を市民から遠ざけている。

今後は、 「場」そのものの付加価値に着目させるような名建築カ覗

れる こと を望む。 ( かわうち あつろう)
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• 
21世紀が来る前に

河 村 立 司

漫画家

211止紀まで、わずかな月日しかない。その制約された期間に、業

界に関係したひとたちは、物心両面にわたって反省に専念してもら

いたい。 もう、作業はそ こそこにして、日向ぼっこでもしながら過

ぎし日の功罪を、 しかけ鮮正してほしい。

日清、日露， そして第一次、第コわた! 被てや、戦争発包人たちは、

どれほどの多くの庶民主? 犠牲にしてきたか。者脱届な婦女子をも悲劇l

のどん底に突きおとした。そしてその罪業のすべてを I勝てば官軍』

方式に処理して、すまし顔をしているではないか。

建築業界も、ミニ戦争の仕掛け人ではなかったか? 庶民を泣かし

た事例は山積している。巨大なピノレ、俊英な施設例会て¥ どれだけ

の悪業を重ねたか。住民の苦情を丸めこむため、自治体当局、いわ

ゆる悪徳弁護士、事件屋などなどとの校滑な連携プレーを日常茶飯

事のように推し進めたではないか。 その推進力に政治屋が一枚加わ

って、すご い馬力を見せたではないか。私の友人にも建築業界の猛

者が多いが、酒席でも、そんな事例はイ ヤというほど聞かされて き

たし、しっかり Z附オさせてもらい、漫画の紙面に活用している 。

出来栄えのすばらしい建妙! 局、いくら表彰したって、庶民にはな

んの歓喜もない。むしろ、その建築の発芭から完成までのプロセス

が肝戸心なのである 。 目に見えねが、「よくぞゃったH いう良心にも

とらね施工パターン( 物心とも) こそ表彰すべきである 。

「目黒i半径? ン? そんなもんはオテントサンに聞け リ と う そ ぶ〈

現場責任者もいるではないか。 「ワシなあ一、こんな民事の仕事はし

とうないんじゃ。 ワシの得手は刑事|共lイ系てやなあ、わけてもコレ|刻係

力f女子きじゃJ 1: 1暗に容とのつながりをほのめかす弁設士が、苦情を

持ち込むIIIJ 内会代表の心を逆なでした例も多い。内容証明郵便を工

事周辺の家々に送りつけて、 何月何日に003弁設士事務所へ来いと、

まるで'ii ! X 争中の召集令状もどきのヤリ方をして》、すとなれば、もし

そのパターンカ務自主続されるとなれば、建築業界にスマー卜な展望は

開けないだろう 。 ピノレ余り、低劣住宅のひしめき、甘い見通しの埋

め立て工事など、業界にのしかかる重荷は多い。 どうか、 21世紀を

生きねばならぬ子や孫たちのために、業界の環境をスマ ートに明る

くしてやってほしい。 そして 『仕事』 を残しておいてやってほしい。

いまの現役が蚕食し尽くす L あと は「弱肉強食」の修羅場しカ残

らない。 それではl清い 21t ! : ! 把て、しかなくなる。

夢牧席ト一一欽やセメントに頼る工法をやめ、木造の長所を見直し、

日本の山林の蘇生に建築業界の総力をあげてほしい。老人ホームな

どを都心に建設し、商社などは周辺に持ってゆくぺきだ。人工臭が

プンプンにおう 『自然環境づくり 』は、いい加減ストップさせよう 。

( かわむら たつし)

社会の|限

• 
建築家モーツアノレトは天国で

北 大 路 善 之 助

プロデューサー、21世紀スタジオ代表

モーツアルト 「キリストさん、お釈迦さん、天国の楽園は“ 愛"

が生き生きと流れている“ 愛" の楽園にしたし、んです 1下界て、は人々

にご両人とも“ 愛" を語り教えてられたから、いろいろなアドバイ

スをお願いしますヨ! J  

キリストさん一 「そうで。すえ、、私の“ 愛" で多くの教会や建物が

建造されたから、何か参考になるかも知れません」

お釈迦さん一 「いつの時代ていも“ 愛" が組本てすヨ ! “ 愛" をい

かに表現するか? それが一番犬切です」

モーツアルト 一 「司馬遼太郎さんが菜の花とシヤ卜ーマノレゴワイ

ンを持って登場! サア 一何かご意見を! J  

司馬さん一 「イヤイヤ、私は楽園に莱の1 ' 8 1 : 1 ] ] 1 : ブドウ畑をつくり、

このワインの女王を味わいたいだけですヨリ

ハス

お釈迦さん一 「それは素晴らしい。蓮の花も池に咲かせ、インタ

ーオ、 ッ卜の糸を下界に! J  

秀吉さん一 「楽園の建造は、私に ! そしてお花見の風流茶会をし

ましょう 1J  

ワピ

利休さん一 「秀吉さんもヤット銘茶の心がワカリマシタナ! J  

キリストさん一 「そう 1天国て1 、ヵf純真になられ、悟られました。

ところでロックフエラ ーさん、地球てやは2 1 - 1立紀中に石油がなくなる

とか? J  

ロックフエラーさん一「もうすぐ石油がなくなります。だから、

より省資源リサイクノレ社会に大変革します。太陽エオ、ノレギーの|刷
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になります ! J  

エ ジ、ソンさん一「下界のために太陽光ミラクノレ発電システムを発

明中です。車、飛行機、パソ コンも太陽エオ、ノレギーが主になります ! J  

モーツアルトー「天国の発電所は永遠に大丈夫です ヨ! “ 愛" の

発屯所ですから 1 きて今、楽園の上演オペラが制

作出来ました。“ 太陽と天国の結婚"。楽しいオペラ

ですヨ ! 私の設計した夢のオペラハウスで初演し

ます ! J  

キリスト さんー 「天地創造のオペラですか? J  

モー ツアノレ卜一 「ソレハ秘密 ・・リ

お釈迦さん一 「そっと聞かせて下さい リ

モー ツアル トー 「ではチヨッ トだけその大きな耳を コテラニ ! J  

キリストさん一 「私に も 1 アレ ! 何か美 しい音が ? J  

モーツアル卜 一 「失礼 1石焼きイモを食べたので リ

キリストさん 「サスカ¥ モー ツアノレ 卜さんのはオナラまで音楽

ですオ、 リ

お釈迦さん一 「今、天国から雷さんがピカピカゴロゴロ 下界へ走

って行きま したオJ

司15さん一 「イヤ大 変 で す け た 大地艮が。来京、大阪は副支 8

です ! 地獄になります リ

モー ツアルトー 「キリ ストさん、お釈迦さん、至急、天使のボラン

ティアを集めて下さ し、! 救助隊守っくり早急に助けに行きましょ

う ! 楽園づくりは、下界の人々の命を、心を救ってからにしましょ

う 1サア一天使さん飛んで行って下さ い! “ 愛" の注射を忘れず

に ，J  

キリストさん一 「まだまだ下界の地長防災安全システムは不完全

ですえ、 !!J

お釈迦さん一 「人の命は地球より重いはずですがえ、 !!J

モー ツアル ト一 r1也上の亡くなった方々にレクエイムを .'oJ アー

メン ! 南無阿弥陀 1 ・・。 ( きたおおじ せ' んのすけ)

社会の11民

• 
「人の生活」をつくる

高 橋 恵 子

側レモンパーム代表取締役

者11市緑化を叫ばれて久しいですが、どうも建築の現場からは離れ

た所て"IIJH!"れていて、現実をともなわな カ、っ た感があります。 しか

しここ 3 、 4 年の聞でイングリ ッシュガーデンの流行があり、急に
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Jゲーデニングが注目されてきました。今まで者Ilrl1.緑イヒを1111んでいた

部門とはま ったく違う、「家庭」からの動きです。だいたい「家庭J

のような小さな単位での流行は一過性のもので、すぐ飽きられてし

まう、というのが今まで‘ の困芸業界の常だったのですが、今回のブ

ームは根強く表えるt恭子がまだありません。

思えば、今まで植物の流行はそれを本当に好きな人が広めたので

なく、 「なんとなく今、布酎勿の話をするとお しゃれだから J などの型

由で、流行をつくる側の人がイメー ジの よさで広めたり、環境問題

の一つで自術政擦や環境悪化付字決するための道具として注目した

りで、植物そのものより植物ポ持っている機能や雰囲気に |長j心が集

まっていました。 それが、琴故の流行は本当に植物カ注前に必要で、

共に暮らしたい、 と考える人から動きが起こりました。つ まり、 こ

こに来て本当に生活に布岱協が無理なく入ってきたのです。だから こ

そ人々は飽きたりせず、“ 流行" ではなく“ 本物" に なりました。植

物と人との生活はやっと これから始まりました。普から自然をうま

く生活にとり入れていた n*人は、戦後急激に経済成長したかわり

にその知恵を捨ててしまいました。 それをやっと拾い直して兄つめ

直す余裕ができたので、しょうか、どちらにしても建築関係者より 一

般生活者の方がよく知っている( と忠われる) 部門が生まれたので

す。 もう図面に“ 植J 1 i!f' や“ さっき fl J.t直" としか書いていないので

は耳心ずかしいのでいす。ケヤキやミモザ、、ハナミズキなどは女11ってて

あたりまえ。 E の木や草ならどんな芥囲気になり、その場所て百三育

訂能か、などは数租ｾｊ￮くらいは 女 ＱＱ っ てほしいものです 。 これくらい

は、たぶん “普通の生前" をしていればわかる こと ですから。

植物のことに限らず建築|剥係者にいつも感じる ことは、 「本当の生

前者なのだろうか」ぃ、うこ t です。ただ家 t 仕事場の往復をして

いるだけで、「人の生活J をわからぬまま雄助をつく っているのでは

ないのでしょうか。居 ごこちがよい、 とか住みやすい、などは生活

に参加していなければわからないことです。ブぐ切な 「人の生前J の

場を つく り ｉｊｾ す人たちょ、どうぞ、人のために生きた建物を つ く っ

てください。 そして植物という命に向 き令うには生活者の 円線に な

らなければな りませんから 、生きたｾ物をつくる入 円になるでしょ

う。環境と建物は別のものでなく同時に考えていき、! & 秒l を挫てる

ことは人の生活をつくっている、 い、うことを忘れずに。

( たかはしりL 、こ)



社会の眼

社会の眼

• 
生活美学の回復

疋 田 正 博

側シィー ・ディー・アイ代表取締役

東西冷戦が終結して、単一世界市場カ奇形成され、 一方で各国の相

互依存カ糠まり、 他方てやは国際分業と国際競争が高まるという瑞境

のなかで、高 コストの経済社会体制がなかなか改ま らないし、ソフ

トへの投資も思いd切ってやらない 日本のような国は、 21世紀前半経

済成長はあまり期待できないというのが、おおかたの予測で、そん

な予測はなまぬるい、へたをすると日本経済は表退するだろうとい

う不安も語られている。

ふりかえってみれば、日本企業がマンハッタンの不動産やハリウ

ッドの映画会社を買収し、繁栄計岡大したH相羽はなんと 短かった こ

とか。先端的な建築家はその短い繁栄則に、ふざけまくった建造物

を日本各地におっくりになり、さぞ、や御満足のことと思う 。 それも

文化であるに違いなく、成熟 ・欄熟し、様式を形成していくさまを

しっかり と見とどけたかったが、五封前環境の急変て、、大きな結晶体も

て3 ねまま雲散霧消を余儀なくされ、きつい言い方になるが、本質

こけおどし

的な賞、沢やゆ t りのなさを、外相の虚仮威やア ー トと称する厚イtt庄

でごまかしているのが今日の建築である 。

これはひとり建築家の責任ではなく、本質的な賛沢やゆとりを知

らないままに、表面的な俗好良さや無}]UMM垣を建築家に要求 して き

た馬鹿な自治体首長や企業経営者の責任であるし、そういう人たち

をイ℃表として送り出している私たち日本人全体の責任であるし、日

本文化全体の問題なのである 。

建物や町並みの美意識は、机の上や家の中の暮らし方の美意識と

シーム ν スにつながっている。 「簡素の美」を旨とする床の間に、長ft

の禁IJ製からゴルフのトロフィーまで所狭しと並べ、壁にいくつもカ

レンダーをぶらさげ、ダンボーノレ箱をそのまま収納具としてl臨般に

積み上け¥玄関だけ佑好をつけている家庭景観と、先に述ぺた建物

や町並みに本質的な世沢やゆとりがないこととは、根は繋がってい

るのである。

安定成長カ就き成金胆 ｬ 床 の 「 官ｩｉ￯り立ての美 ｪ 意識が退 ￬ｾｊｉ する ＲＱ 世

紀前半には、それぞ好機として地道に生活美学の回復に取り組んで

みては E うか。建物やIUT並みの美を形成するためには、迂遠のよう

であるが、それしかないのでやはなかろうか。
( ひきた まさひろ)

社会の限

• 
建築界に望みたいもの

諸 問 博 熊

uc c コーヒーi導物館館長

建築物はア ー トであると 声高に叫んでみると、誰も否定しない。

たしヵ、に、芸術作品い、える 。外観は、まちなみの景観ぞ形成し、

内部は、 安らぎの空聞を演出する 。人々に好感を持たれる色と形を

1M! えていなければな らないから Tご。

事丘、柔構造設計のおかげて二地震国日本のまちに巨大な高層ビ

ノレが林立しだした。これからのものは、世界の目からみると、二番

煎じ、 三番煎じといえば、設言協同に1Iじられるだろうか。 この相会 に

新しいものかも知れないが、なにか無機的てなじめない。

神戸が、地震で壊滅的なダメージを受けた。その結果、出現した

建物は、復興を急いだ、ためか、将来のまちづくりの指針となるよう

なものが見当たらない、 といっても 言い過ぎて。はなかろう 。 とりわ

け、個人住宅が、新建材の使用で、どの建築も勤格品の羅列てある 。

まちなみの形成にはほど速し、。

震災直後、僕は提言した。[ 震災復興は、美い、まちづくりから。

このチャ ンスを逃すな、美的規制をカ、けろJ 1: 。 しかし、美しい商

ｊ［ ＡＺＷ ｾｦｲ を復興しようとか、美 しいまちなみの復興を目印にしようと 叫

んだことは、黙殺された。 日本一美 しいまちづくりの夢は、出れた。

これは、誰の責任だろうか。ひとつひとつの建築物には、それぞ、

れ の 訴1者の芸術的良心が込められているが、まちなみへの園時、は、

→本どうなっているのだろうか。建築物はアー トである凶ニ、明日

を暗示するもので、まちなみに溶け込み、美しさを永遠に保つもの

で、あって欲しい。 とりわけ、最近は、ファサー ドが貧弱とな ってき

た。 1%運動もあるが、建築費の 1 %がどこに使用されたのか不明

て。ある。ファサードを官ili る何かに使われだいものである 。

生活科学に強L、賢い消費者の11制t から、いまや生活文化を楽しむ

消費者の| 断てである。文化消費者の心の到援に応える建築物を提供

してほしい。人々を立ち J Iこまらせ、作Iかを感じさせるものを。

人々の生活の中に自 由な時聞を創りだしたり、そ の自 由H寺聞を充

実させたりする道具、場や機会主? 提供する文化産業が胤んである。

建設業は、巨大な産業であるからこそ、文イり韮業であるとの認識を

強〈持ってもらいたい。
( もろおか ひろ〈ま)

43 



建築の眼からみた社会

建築制限

• 
建築をつくり出す人びと

相 川 三 郎

京都国際建築技術専門学校長

建築をっくり出す人は、特定の少数の入、 一般の人と異なった領

域にある人と考えられてきた過去から 1I見却して、社会の諸現象を形

として具現し、新しい時代の生活を創り出す集団のリーダーの役目

を負った人という考え方が生まれつつある 。希少価値のものでなく

て、社会集団の真ん中にあって、新しい時代に向カヨつてのf佐進力と

なるべき人びとでなくてはならない。あらゆる角度から建築に携わ

る入、建築の周辺にあって、温かくきびしい目をもって見守る人び

とが、堵' 大しつつある現在、建築をつくる人びとの独善と倣t慢さは

許されない。特に特定の領域から脱して集団の一員としての自党が

求められている 。

建築をつくり出す機能は孤高なものではなく、あらゆるものを包

含しピラミッド状に形成された機能集団であると考える。近年、建

築をつくる人び t の数が増加し、その職能も多様化し、あらゆる階

層に広がりつつある。 そのことは、社会の底辺のも此犬、いわゆる礎

の強聞きにつながり、建築が文化としての位置をMはするための大

きな要素て。あることを力説したい。 ( あいかわ さぶろう)

建築の眼

• 
建築一夢の統合体

生 井 f封

阪 急電鉄株式会社流通本部流通 営業部 調 査 役

社会に出て l 巨下が過ぎF た。

その聞の会担;生活のほとんどを、発注者の立場から建築生産の現

場に携わ ってきた。「会社が考喋桁う場としての建築をつくる J、こ

れまでの自分の仕事をひとまずこう定義したい。建築に第一義的に

求められるのは、事業を成功! に導くための最良の手段であること、

これは否定のしょうがない。 しかしながら建築は、生まれながらに

してプ 企業の経営資源い、う枠組みを超えた社会性を有するもので

ある 。仕事の上で、それに奥義が生じざるを得ない場合、自分の

持ちに何らかの折り合いをつける必要に迫られる 。官頭で建築生産

という無機質な言葉で自分の仕事 を表そう t したのも、自分の仕事

44 建築と社会 ・l 如 4

I 計画一天空へ向け上昇する空間一

をつき放してみることで、少しでもこのような心特ちから楽になり

たいという自己防r!j行本能カ可肋いたためかもしれない。

そこで、自分の仕事と正面から向き合っていくためには、建築が

H寺聞を貫いて社会に存在していくことの意味を明らかにしたくなる 。

私はそこに「夢の統合体としての建築J の存在を見いだしたいと思

う。建築を生産しているのではなく、さまざまな夢を紡Y 出すシス

テムの創造に私は携わ っている。 そうであれば、その; w は誰のもの

であるのか。個人にもw - があるように、企業にも夢がある 。願わく

ば、その夢が過去 ・現; t E ・未来高? 通しであり続ける私たち社会と共

有するものでありたい。

和、は今、あの大震災の中て。崩壊した駅の復興にかかわっている。

商業施設と→本とな ったこの駅の再建に、さまざまな恕いが巡る 。

かつての鋭萱駅の華やぎ、四季の移ろいとともにある暮らしの機徴、

そして自らの再興を願う人たちの帝時1・・・そんな無形のことどもを情

最として形にできたらと夢見ている 。

自然の摂理の前に人間の ｾｉ ＺＺ 力を見せつけられたあの地良からの其

の復興は、人間の特権である「夢見ること J をひとつひとつ和み重

ねていくこ t からしか始まらないのではないだろうか。 それが建築

ぃ、う 営みに重なり合って行われていくことに、私は自分の夢を託

したい t 思う 。 それはまた「企業の社会性J を支える 重要な営みに

違いない。 (い〈 い まさき)

建築のIIN

• 
心地良い場

石 古 香

側石古建築設計事務所代表取締役

規模の大小、機能の別を問わず、請われれば引き 受けて設計を行

うというスタイノレで、この四半世紀モノづくりをやってきました。

建築が社会に何をなすべきか、何をコミュニケー卜できるか、 と大

段に構えた物言いには、時には懐かしさを党え、またある植の白々

しさを感じる H寺もあるこの頃です。

でも、建築は社会の道具てす。住む、働〈、憩う、休む、楽しむ、



建築の眼

どんな建築にも役割lがあり、良くても悪くても存在し自己主張して

います。ある人には心地良〈、ある人には嫌悪感を与えながら。

2年前、神戸は地震の被害を受けました。私佃人も例外ではなく、

親の家一私が大学卒業まて暮らした家ーは全壊し、全焼しました。

この地区は下11I J で、木造と R Cの建物が仲良〈同居していま した。

それこそ微妙なバランスを保って。 その中に、やや不自然なピノレー

私が建築に進む前の中学l時代に建築され、当時控築にはまったく門

外誕の私が、何かおかしい、間違って いると感じたピノレ( 事実、法

律上 ・構造上の欠陥等々幾多の問題に加え、地区住民からの反対等

があった t 聞きます) ーがあり、これが倒壊、炎上したことにより百

数十m四方が延焼、焼野と化しました。

法体構造の話ではありません。J皆| 主、感覚の話です。人間の五

感は、良いものは良いと感じるし、個でも全体て、もバランスのとれ

たものは心地良〈、違和感なく受け取れるものだと 言いたいのです。

浮き上がって違手[ 憾のある存在、 気持ちの悪い存在が、たまたま大

自然の営みにより悪の主役を務めたわけですが、人の生活カ渚日市化

すればするほど、個々の構成要素の相互作用が問題となります。心

地良いか、 気持ち悪いかも倍加されます。

人は、自然か ら身を守る生存のためのシェノレタ ーとして建築をつ

くり、また偶像化のシンボノレとして宗教建築をつくってきました。

今日て。は、自分たちが主人公、自分たちの日々のドラマが楽しめる、

生きている こt を最大限楽しむための舞台を提供する装置としてつ

くっています。今 li1可をつくっても許される| 埼イt 、イ可をつくっても

満足しない| 時{-c。 そんな中で、建築は人の生活の脇にあって、住む

人が心地良〈、使う人が心地良〈、ひいては街 ・社会が心地良くな

る場をさりげなく用意する 。言 わば、、 気の労'J' 、た助演者たらん。

( いしこ かおる)

建築の眼

• 
国土の保全に科学的手法を

越 智 隆 晴

建築総合研究所所長

ロシア のタンカ ー・ ナホトカの重iEl: I流出事故による重油塊j洋・重

油) j 莫の漂着 した海岸で、一隻の升j艇の高いテ、、ツキから海面へ小さい

ひしゃくを差し延べて ilsの回収をしている風景がテレビに出ていた

が、それはいか仁ももどかしく、あたかも 子供の金魚すくいを訪術

とさせるような光景であった。

さきの太平i斡i戎争の航空爆撃発進基地の構築 ・枕} 暴走路の修復な

どの施工速度の比較において、彼の「プノレドーザ ・ショベノレ系の大

型建動樹刷、対する我の「手掘り式ショベノレ t ツノレハシJ 1: 論及 し

たことがあるが、今次の油の回収における「ひしゃ〈とバケツ」は

先の「ショベノレとツノレハシj のことを思い出させる 。

「週刊朝日 J ( 通巻4181号) の次の指摘が強〈印象に残る 。『国際

的に見ても、油流出事故が頻繁に起きている臥沫て祉、油除去作業

の主流となっている方法が周知の事実であるのに、なぜ日本の油回

収システムは遅れているのか。世界の常識に目そっぷり続けてきた

からではないか』。政府の態勢の不卜分さについては、 f2年前の阪

神大震災でも政府は十分、危機管理態勢の貧しさを反省してきたは

ずなのだ』。

国土保全の見地から、佑機管理態勢の速やかな確立が望まれる 。

( おち たかはる)

建築の眼

• 
垣根をこえて

大 野 拓 也

大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻

社会というものは、個人の集まりである 。 しかし、 今まではその

社会を考える際に、人々の個性は見えていなかった。あるいは、重

要視されてこなヵ、ったので、はないだろうか。 これについては、建築

の業界においても同じことが言 えるだろう 。 それが最近変わってき

た。例えば、「私はこんなまちに住みたい J 1: 言 うことがとても犬切

であること、そして活動を起こすことにより、まちに何らかの変化

が起こるこ t を人々は理解し始めてきた。

今後は、専門外だから口をι陀ない、肩身が狭いという状況はさ

らに崩れるだろう 。逆に、専門を知らないからこそ生まれる新しい

率直な意見をくみ取る活動が、 もっ t 活発になる 。専門家は、 気月見

って難解な言葉を使う ことよりも、簡単な言葉てス、かにわかりやす

く説明できるかい、う能力を求められる l時代になるだろう 。高度な

知識を盾にしても、何も生まれない。技術屋も同じである 。何のた

めの技術かを考え、立ち止まる時間も犬切である 。

個人個人のキ跡JFな希望 u思決| 生を持った専門知識がとけあ って、

これからの豊かな社会をつくりあけていくのではないだろうか。

( おおのた〈や)
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建築の眼

• 
鏡+ 卵

狩 野 忠 正

狩野忠正研究所代表

歴史とは、その11制t にいる人には時代を理解する こと はできない。

過ぎ去ったときはじめて、その時代を理解することになる 。現代人

にとって、現代の部分的な ことはわかっても全体像はつかみにくい。

それは近代建築にあっても閉じである 。近代はもう終わったい、つ

でも、また近代はまだ就いているい、つでも、なかなか正解はみつ

からない。

近代建築の理解は、 卯 という空間概念一床 ・壁 ・天井をなくして

しまったものーを見ているようなものである 。

た卯を見ているといった方が正当である 。 また、人間の目というレ

ンズを通してみているので、さらに複雑 t なる。本当の姿は定かで

はない。 しかし近代は、複雑を許容しうるところから建築を考えさf

るをえない。複雑を肯定するとき、卯 l以降f¥の存在意義をもってく

る。空間の領域とされる床 ・壁 ・天井をできるだけなくすことによ

って、手ifrたなものを見つけだそうとする ことである。

歴史をふりカ、えってみると、いつのH制吃も、意外な行為から空間

を発見しているのである。そこには、最後に、たより t する皮府感

党でとらえようとする姿勢がある 。 その姿勢はいつの時代も変わら

ない。
( かのう たfごまさ)
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• 
「人の営み」と「場」の関係

久 保 清 一

大阪芸術大学助教授、アルキーピ総合計画事務所代表

建築が社会と密接な関係にあるのは当然の こと だが、必ずしも

人々の生活を形成する上で市民的立場を保持してきたかい、うと、

それは時代によって決してそうとは言い切れないであろう 。むしろ

社会 t の隔絶のなかに自立した建築の崇高性を発見したり、美しく

も危険な香りを発散する建築に魅了されたりする ことが、反社会的

な思想、と関係する場合がないとは言 えない。 いや反社会的だからこ

そ美い、と思えることさえある 。明確な目的と特徴ある機能によ っ

て!刷t の支持を集めた建物であっても、変化のなかで次第に放置さ

れ耳R り壊されるものが何と多いことか。時を超えてなお人の心を奪

う建築をつくりたい t 思うのは、建築家であれば誰しも皆同じわけ

だが、現実は、建築が背負う被雑な運命によって、我々の手の届か

ない道程をひとり歩きしていく 。ただ後ろ姿を見守ることしかでき

なかったのが、今まてゆi時代のようにも思える 。

しかし形式に埋没した不自由な|時代、さらには無責任に自由を安

売り したH寺代も 夢幻のごとく 1柑五したのではなかろうか。

建築は、今ようやく長い氷河期を抜け、身近にその姿を現してき

たように思える 。 これまでの建築の姿は、どちらかと 言 えばまず捺

( 箱) を形成する様式が先にあって、後から人が当て恨められてき

たように思う 。器 t しての建物には、あらかじめメッセージが設定

されていて、それがある類型の中で操作され表出する 。選択された

「類型J - 1タイプ」によってメッセージの内容カ叩l月IJ され、 「操作J

によってその建物のメッセージの強度が決定する。 こうい った特徴

は、建築の歴史上、何度も反復され、近代以降のモダニズ、ム建築に

あっても同様の経緯が示される 。建築が成立する場面、いわゆる 「人

の営みJ t  1場J の関係によ ってか凶される仕組みがあまり見えて

こなかった。したがって明解な コンセプトが成立していても、建物

というハード に表明した場面では建築の成立が見えにくかった。

高度情報イり刷¥，こ突入している今、そして将来を予iWJするに当た

って最後に行き着く問題は、 この 「人の営み」と 「場」の関係か ら

導かれるより身近な感動の仕組みをどこまで布z り下げることができ

るか、そしてそのことがどれほ E建築にとって重要なことと認識で

きるかが、ひいては今後の建築とそれを取り巻〈人聞社会との関係

の発展の大きな京協響iを及ぼすこと になる 。 (  < ぽ せL、いち)
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• 
建築と時代の流れ

小 西 i

 

n
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附小西設計代表取締役会長、制大阪府建築士会名筆会長

建築は、 H剖ーにの流れに流される 。

戦後の 1945年代、我が国は窮乏と食料 ・物資の不足時代であっ

た。食櫨増産 ・第一次産業の復興時代へ入札物の多量生産へと突

入した。liix.i! ，待受けた建物の復興が始まったが、金高財幾関の建*J 等

てやも木造 2 階建が多く、鉄が不足てや、工場復興には戦争中の軍需工

場の鉄骨建家を解体し、改造 ・補強して移設する場合が多かった。

建設資材が出廻り出した 1952年にはカラ ーテレビが放映され、そ

の頃を境に戦争の打撃から立ち上がり、本格的な復興カ袖まった。

しかし建物は機能本住で、必要最小限のスペース ・使用資材の節約

・無駄をなくし、ゆとりは全〈認められなヵ、っ た。

1970年頃より国民の聞に文イl生活の追求カ袖まり 、家庭用電化製

品の電気洗濯肱 t対反器、掃除機等カも| 童れの的となり、物が出廻っ

て、ょうやく物不足の| 時代から抜け出した。黒川紀章氏が外部と建

物との聞にパーゴラを設け樹木を配して、建物へ入る前に人の安し分

の転換を図る ことを打ち出した頃より、国民に心のゆとりを求める

声が出始め、 当時の大阪市長が 「街に緑をJ を唱え、 急速に公園 ・

街路樹の整備が進み、住居の前に花を植え植木鉢が並び出した。

1980年代に入り国民は美しし、街に心をヲ |かれ、7 ) < 辺を楽しみ、古

建築に魅力を感じる。全国に先駆け、大腕荷、大阪市、大腕荷建築

士会てやは 「大阪まちなみ賞j を制定し、 全国の都市てや相次いで両じ

ようなイベン卜が開始された。建築の設計に携わる者は街並みとの

調和、人への優しき、建物のゆとりを配慮するに至り、建材の進歩

け目侠って、街の美化は飛躍的に進み、建物のみではなく街路樹 ・

歩道 ・看板等の美化も目印はるものがあり、文イ性活の向上は一

段とはずみを加えて現在に至っ ている 。

21i 止紀を目前に控え、国民的文化生活をエンジョイしているが、

今後さら に心の満足 ・生き甲斐を求めるであろう 。健康な心身で生

活を楽しみ、経済的 ・精神的ゆとりを持ち、趣味や創作に生きる生

活を送るために必要な建物を求め続けると考えられる。

ところが、我が国の建設業界は国際競争力が弱まり、景気 に|暗い

影を落としている。その改善には、建設に携わる者の能率を向上し、

教育 ・研修を徹底して能率向上に資し、国際競争力に強い日本の建

設業界をつくる 必要がある 。
( こにし みさき)

建築の眼

• 
「つくる」変革

小 林 弘 昌

側フジタ建築本部新生産システム開発室室長

建築をつくるうちの、「運ぶj ことをテー? とする職場にいる 。

建築生産い、うのは、計画した場所へ資材や部品材を運んで、 必

要な空聞をつくる行為であるから、建設のあるところには必ず付属

する業務である 。商品の流通単位である、キログラムや百グラム単

位て、換算すると、盤幼い、うのは、何と比較しでも、ずいぶん安価

な商品で、安物を運んでいることに傍然とするが、総量 はあるから、

GDPに占めるシェアが格別目立つ業界ていあることは、周知のとお

りである 。 うちの約 Ｓ 害 ｉｊ のイ士事に相当するところが声 ｾＱｴ｣ＡＮ である 。 こ

の部分はどちらか い 、えば、単調で苦渋なものである。

ハンドリングの効率追求 こそが、生産 コスト削減の基本てあるか

ら、いつの時代でも、必須のi総理 t して、取り組んできた。 ここに

きて、性能のよい電子部品があふれだした。 日常身近なものになり、

あらゆる部位に取り込まれて、情報のやりとりが早くなってきた。

どこにいても| 臨場の雰囲気を呼び出すことができるし、作業や技能

は、論理回路にのせてしまって、いわばソフトが「運び」を実行 し

てくれる 。人に変わる部分色機器、ロボ、ツ卜が分担して実行する 。

生産方法が変わり、苦渋部分を? とりのぞいて、 11寺代にふさわしい 「運

びJ が、可能にな ってきたのである 。

いくつかの試みが、すでに実行されている 。自動的に組みあがる

生産ライン、多くの生産工場でお こなわれているスタイ ノレが実現 し

つつある。 L U:. んど無人で¥あるいは、遠隔操作でも生産できる形

がみえてきた。能力はまだ人に劣るが、 これには技術の進歩カ吠月待

て3 る。管理の技術も、変革を求められる 。インターオ、ッ卜て二世

界中の必要情報を探しながら、 一方では、次の生産のソフトをつく

りカ、えている 。

資質と意欲さえあれば、この搬幌、の中にあっても、昔の大建築

家が こなした範囲の仕事を、 人を介さなくて実現できる姿が見え隠

れする 。 このような 「運ぶj 現場のイメ ージ、が近い。成果を享受で

きる、次世代の進攻を切に望んでいる。 ( こばやしひろまさ)
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建築の11.民

• 
建築とは何か

小 山 寛

大阪大学大学院工学研究科環境工学専攻

土地が一つの資産として過大な力を持つようになって以来、上も

のとしての建築は、経済il{Jf財裂の r!，でのみそのiiUifill をaUJられるよう

になったい、つでもよい。 しかし、地羽t環境問題や資制対局抑制

ざたされるち誰及びオ味の社会において、単に経済的価値にのみそ

の (i 楽用での) 存症意義を見出し、いたずらに創造と破壊を繰り返

していくわけには、 もはやいかない。

現正E行われている創造行為が、後々の社会てやどのような詞ヰil 日を受

けることになるか誰もわからない。「友よ、答えは風の r! -，にのみある J

という無立任なことを、どこかの誰かがいったかどうか知りうると

ころでもなし、。 しかし一ついえることは、建築やその他の広義アピの

環境は社会的手下在であり、 一部の人間のためのキャンパスて。はない

七いうこ t である 。

初、が、建築や環境デザ、インを志した到臓は、子イｾｾじみた単純明快

なものである 。幼い頃から現在まで、公団の 2 K住宅にしか住んだ

ことのない私は、新聞の折り込み広告を兄ては「ここがボクの音I1

屋 ! J などと 言つ ては喜んでし、たが、 一向に号 |っ越しなどする気配

のない我が家庭をみて、「はな、 ｦ ｾ Ｑ 分でつくったろか ｈ 思うように

なり、現在に至ってし、る 。 そのような私にとって、建築とは自己表

現の場というよりは生活の場であり、最も優先されるべきことは、

周辺環境も合めた総体としての建築が、より自らの生活{ 本i検を愉快

なものにしてくれることなのである 。 はなはだ初歩的かっ ｾｊ Ｚｦ ｦ ｴ な命

! 辺ではあろうが、突き詰めるとこのようになる 。

建築、 い、うよりそれらの群としての蹴境は、多様な要素が長い

年月をかけて、ある 一つのまとまりをなしたものである 。fii Wが、い

かにしてか」、それが問題なので、はない。未来に伝えていくぺきもの

( 時にそれは地域の文脈や風土、もしくは地域性と 言い表されるこ

t もあるが) 、それらの具象表現として建築は存在しなければならな

い。「誰がために、何を、いかにしてかJ が、最も重要である 。

tこやま た也、ひち)
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• 
風景をったえる建築

高 砂 正 弘

建築家

t出丘、ヨ ー ロッパを 巾心 としたデザ、インの緩やかな変化 に注目し

ている 。今世紀初め、コノレビジ、ユエやミ ースなどが提唱した華やか

な近イーに建築の根底を117功、に流れてきたミニマノレと呼ばれる建築が、

徐々に拡がりつつあるのを感じる 。 ピータ ー ・ズン卜ーやジョン ・

ポーソンの作品に代表されるこれらの建築は、多くの人が持ってい

る過去の経験から共通認識としてふさわしい心象風景を導き、それ

を ｾｾａＧｾ ヵマ惑じられる簡潔な索 ｊ ｉ ヲに置き換えて設計 しようとする試み

である 。すなわち建築を凡ることは素形を見ることでいあり、素形こ

そが本質的なものであるという考えから、主信重的経験を索 ｊｾ へと簡

素化してゆく 。 それによって、この建築に接するすべての人が自ら

の経験を建築に重ね令わせて心象風景を描き、自らの建築としてこ

れを認識するであろうことをな図している 。

高槻市出灰農業

情造改善センター

撤影

必村，Y?f i

地築の社会に対するメッセージは、簡素な素材と自然の仕組みに

沿った建築を介して、その場の風景に自らの経験を認識させること

ではないかと考えている。 しかし簡素な素材は、扱い方によ っては

貧困なものになってしまう 。i先練されたプロポーションと抑制の効

いたディテール、そして丁寧な仕事があってはじめて素材の持ち味

が引き出され、素ｬＱ ｾ￮ らしい効占ｪＺＡＺを生みだす 。

あるがままに育まれた建築がどれほど素晴らしく、それをあるが

ままの状態に保っておくことがどれほど大切か、 もう 一度考え直す

11寺がきている 。素材そのものがゆっくりと古びても、 iilli 値や機能を

損なわない構成とテV テーノレが、 l時をこえた美 しい建築をつくり、

その建築がっくりだす風景が、後の人たちの普通的経験として受け

継がれていくことを願っている 。 ( たかさご まさひろ)
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建築のH艮

• 
自然の浄化能力を借りたまちづくりを! !

竹 本 俊 平

住宅 ・都市整備公団関西支社管理部次長

職場の窓か ら外の風景に眼を転じるし 事務所 ・住宅 ・電柱 ・防

犯灯 ・道路標識 ・高速道路の出削 ・看板 ・街路樹が次々と限に飛び

込んできた。街路樹そ除くその他のそノは、いずれも建築物や工作

物の範誠二入るモノであり、いずれもが、まちの構成要素の主だっ

たモノてゃある。それらは、大方のまちなかで、 そうであるように、

自らが果たしている機能そのものを独自に主張した形で、そこに存

在しており、その主張があからさまであるがゆえに、まちの景観は

バラバラになっている。住宅しかり、高速道路の土剖民IJ しかり、 看板

しかり. . 建築物でなくて、本来、自然物であるべき街路樹さえも、

毎年の強度の現定によって半ば工作物になり下がっている。

建築物を中層 化 、高層化することカ ｴｧｪ ｦｦ ｾ しかった時 可てには、 建築物

は周辺の景色と寸本になり、 「櫛見」ぃ、う視点は必要なヵ、ったと思

う。むしろ 「安全」ゃ 「術生」という視点での建物づくり、まちづ

くりが主流だった。工作技術が進むにつれ、建築物を大きく、高く

することが可能になったが、不幸に も日本では、その技術の|時代は

機 能 働t のH制t でもあ った。 そして今日、機能優先 ・自己主張 した

建築物が、まちを占拠してしまっている。

土地がお金に t って替わっていた 「土地木位制度J の終えんを迎

えたこれからは、自然の{耐直がお金に換算される「自然体位指IJJ の

JI寺代になっては い、。「自然にやさしい j とか 「環境共生J い、う 言

葉が流行りつつあるのは、そのrlJi四ーかもしれない。身近な経験から

みても、建築パースに樹木を描き込むや否や、建妙lj が、生き 生き と

美 しく見え出し、存在感を現すことを知っている 。 それほど、自然

の樹木は人工物制争化する力を持つ。

自然に固まれた中であれば、建築物が自己主張することを許して

「公団団地建替事業での自然の力を借りたプロジェクトJ より

やろう 。グ ローノ守

ノレな 「まち の景観

形成」に向けて、

自然の助けを借り

た建築計画を推進

していくことカf

事だ。

( たりもと しゅんペL、)
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• 
心身機能の快復をめざす空間

知 花 弘 吉

近畿大学理工学部建築学科講師

都市空間や建築空間は便利きや↑ 封直さ優先の構築がなされ、その

目的は少なからず達成されている 。駅にはエスカレータな E が設置

され、公共、商業建築は言 うに及ばず住居にも冷暖房が完備して、

便利に、快適に生活ができるようになっている 。 また、はい、! : }i'J!， 

うものはお金さえあれば何でも、いつでも、どこででも入手できる 。

将来に向かつてもこの延長1剥 ニで展開していっていいのだろうか。

便利性、快適性とひきかえに人聞の本来持っていた機能が退化し、

心 もそこなわれていくのではないだろうか。人間の生活で最も J封丈

となる、歩く ・つくる ・共に生きる ことの義見点から、失われつつあ

る人聞の心と体の機能快復について考えてみようと思う 。

まず、歩くことについては、エレーベータな t 樹戒的装置によっ

て健常者もこれらに依存しがちである 。都市や建築空間においては、

昇降が楽しくなるような、ゆったりとした魅力的な階段を中心に据

え、それを補佐する形で樹成的装置を設置することが望ましい。

次に、自動販売機では飲み物をはじめいろいろな品物が買え、ス

ーノf ーマーケッ ト、百貨庖などではて3 あいの食事が買える 。 この

ことは炊事機能を欠いた住宅出現の可能性を示唆し、生きるために

最低限必要な食事を作る日常的機能カ可丘下する。このような住宅て、

暮らす こU 立、人間性を喪失することになるのではないだろうか。

さらに、ワンルームやシ j V / {ーのマンションなるものが流1Tって

いる 。 ｹ ｾ に誰にも迷惑をかけずに過ごせることも大切なことであ

る。 しかし、特に若い人たちがひとりていることは他者を理解する

機会を失いがちになる 。 そのため知らず知らずのうちに自己中心的

になっていく 。同じ境遇の人たちが特定の建物や地域に集ま って住

むのではなく、さまざまな家族や人たちが混合して住める多様な 出

会いのある建物や地域が望ましい。

目先の便利さか らの合理性のみを追い求め、 4無無鮒!際挽削悪思¥t!駄l

をを守ｾ Ｎ占 切り捻てている現代都市や建築を見直す必必、要カが ｦ あろう九 。 そして、

非合買現盟性にも着眼し」、両者の桜点をを? 探りつつ、真に合理的な設計を

推進していくことが犬切てある 。失われつつある人問機能の快復を、

病院やリハビリ施設のみならず、建築物や都市空間にも組み込み、

日常生活の中で自然に人間性制災復させうる空開設計がより 重要で

あることを、社会に訴えていかねばならないだろう 。( ちばなこうきち)
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• 
建築と自然・文化・生活環境

中 島

彦根市長、愛知工業大学名沓教授、中国 ・湘; 事大学名誉教授

まち( 都市) を観る ことは、心躍るたのしし、経時主です。 そのまち

の建築の与えてくれる感動は、他のどのような芸術の観賞にも劣り

ません。

:i k い歴史に育まれた美しく息づくまちの件まいには、人びとの心

をときめかす旅情があります。 そこには数かずの栄光と悲哀を秘め、

幾多の歴史と人びとの生活との絶え間ない調べは 『交響詩』のよう

です。

ところで、わが国の歴史にと って、明治100年は、他のどのような

11寺代にも代えることのできない 100年間でした。この 100年間、わが

闘は齢校諸国に「追いつき追いこせJ の令い言葉のも t に、遮二無

二期張ってきました。 そして世界に伍することになった こと は事実

です。 そこで得たものに、 実に大きいものがありますが、その聞に

失われたものもまた多いのです。 この失われたもののーっ として、

私はまちの個性をあけ、たいと思います。 円本中のどのまちも一線化

され、東京の亜流と 化し ていきました。 そこには生活の近代化 に伴

う大きな進歩もありましたが、必ずしも必要でない意味のない模倣

も多〈合まれています。

都i li における個性は、その土地 をめぐる自然しそのうちで生活

してきた人nnによ って形成された歴史的所症 です。

建築の? 婦十匝|を読んでいると、あきることがありません。 とくに

住毛・の設計図はたの しいも のです。 この空間の Ij J でどんな家族が、

どのような生活が行われるのだろうか、その家族像を手にとるよう

に描きだすには、さほど時聞はかかりませんし、容易です。 その家

族の一人ひとりが、彼 らの生活を犬切にし、佃人の住まい方に、あ

る種の工夫 をこらしながらも、なおかつ、家族 い づ 極 小 な 社 会 域

での生活を享楽する場を求めようと、ごく自然に同化されるありさ

まが、私のJI 溢哀を埋めてしまうのです。

しかし、やがてこの住み手である 家族の一人ひとりは自分の欲求

守完全 に表現された空間であるとは忠わなくなるのも事実でしょう

し、辿築家は、あ る意味において、 家族の欲望を完全に表現するこ

とができないもどかしさを? 感じているに泣いないでしょう 。

ノレイス ・1 Ｎ カ ー ンは彼の論文“構造と ｊｉ ｾ Ｂ の中で、次のように

述べています。
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アメリカ ポルチモアのウォーターフロント

アメリカ フランク・口イ ド・ライト設 計の住宅が多〈建つウオークパーク

物理的自然は測 り得るものです。時 |育と夢は尺度を持たず、 言葉

もなく、またすべての人の夢は 1 回限りです。人はいつでも、彼の

つくる物よりも大き い存在です。

と。確かに、私どもの生活の1 "1-

'

ての、建築は常に知らず知 らずのう

ちに何らかの形て1助きかけ、働きかけられています。

従来 ｉ 建築 ｪ の考え方は、イ ｉ ｾ ｉ としての 『 建築 』 に中心をおき、そ

の1"1-

'
での生活要求充足の; 場として考えられてきました。 しかし、建

築を通 して の行為は、自然 ・文化 ・生活環境との密接なかかわりを?

もつ現実を認識するならば、これらを含めた 『建築j をとりあげて

研究し、追求しなりればならないことはいうまでもありません。

( なかじま はじむ)

建築の|浪

• 
切り刻むこと

山中 諭

大阪大学大学院

辿築は可哀相だと思うことがある 。運命的な不幸を背負 って生ま

れてくる創造行為の産物はほかにもいろいろあるけれど、特に建築

は不'Il河に思えてならない。

建築は社会と密彼すぎる間柄で、建築がこういうものをつくりま

すとし、うと、社会環境は簡単にそれについていく 。社会の流動的で、
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多様な要求に対して、支配的な解答によって社会を固定して しまう

罪悪感に建築は苦しんでいるみたいだ。

建築というのはそういうものなんだと 言ってしまえばそれまでだ

けど、建築は必然的に空聞を分割してしまうことに対する反省から

か、っくり 出す環境を何 とか連続させようと努力しているらしい。

でも分割の理論を機能させたまま込琉の手法が使われているようで、

自らますますキｾｾ怪奇に混迷していくように見える 。

分割の理論が制度として有効な社会では、ありとあらゆるものが

切り刻まれていく 。あんまり細かく粉々に切り刻まれてしまって、

サラサラの砂が流れているように島幸先して見えるだけなのが、今の

社会なのだろうか。 それはそれで悪くない。

建築が社会に内包された偶然性をおじたするには、 もっと徹底的に

切り刻み続けたらいいんじゃないかと思う 。空間環境に限らず、他

にもま fご切り刻める隙聞はい っぱいある 。隙間はi成る E ころか、新

たな概念が生まれればこれからもっと増えていくだろう。

うまく 言えないけれど、密と疎、欲望と無i1、、間撤! : : i 車続、普と

悪、相反するそんなモノたちの聞に存在する隙聞を粉々に切り刻ん

で、これまであいまいだったおのおのの断片に与えられるイメ ージ

が、予期しない也統を生み出 したらおもしろいだろうなと思う 。

( なかやま さt し)

建築の11艮

• 
いま思うこと

深 谷 j告

深谷建築事務所

欲する人がいて、建築は生まれる 。建てようとする人は社会の一

員だヵ、ら社会の要求から生まれたことになる 。建築界は、どのよう

な求めにも新しい技術を開発してｽ＿ＺＩｪｾし、労力をお し まず実現させ

てきた。

その結果の都市は、どうだろう 。かつての建築には質感と量感と

情J惑があったのではないだろうか。量 i訓i悩呆できたのではないか、

新しい質も得た、新しい質感と量感てや建築はつくられている 。感と

いう字には心がはい っている 。心を入れなければと思う 。情感はも

のを見て心が動くこと、私は、建築では威圧的ではなくやさしく、

不快ではなく快感で、自然の風景をみるように動くさまだと思う、

質感、量感、そして' 情感がーイ本となったものに接すると、 風景と 同

じように経てきたH寺問も合めて心にひび〈 。

建築に携わって 40余年、独立して 20年、いままで考えてきた こ

しつくってきたこと、捨ててきたことをも反鈍して、これからも

歩んでいきたいと思って いる。
(ふか や こ れ 、ち)

建築の|恨

• 
実感するとしうこと

本 庄 千 恵 美

筑波大学芸術研究科デザイン専攻修士 l 年

私が建築い、う分野を手μ欠し、その立場から社会を見るようにな

ったのは、今から 7 年前、大学 l 年生の時である 。 それまでは、建

築に対して特に意識して興味を覚えることはなかった。 しかし、お

かしなもので、建築の専門的な知識が増えるにつれて、今まで無意

識に経験していたことが頭の中でフィ ードパックし、知識と昔の経

験とが結びついたと実感するようになってきた。 その実感は、行動

や行為にまで漂雑草を与えている 。 それを意識する ことで、初めて自

分の中に積み上げられていくのだろう 。意識しないことには、完全

に理解したとは言 えない。

私は、現庄の大学院生活にいたる前の 2年間、社会人 として建築

にかカ、わってきた。建築事務jif( C' の実1鯨玉験と 過疎化の進む!II J での

町おこし研究会への参加を通した数々の休l樹立、 言葉や知識l斗ヒに

人聞と建築、そして社会 t の複雑な結びつきを学ぶ貴重な体験とな

った。今思えば、それが大学院に進もうと思ったきっかけになった

と思う。もう 一度、学生いづ立場に戻った今、実感するという こ

との大切さをさらに強〈感じ始めている 。

部丘、 一番興味を覚えたことは、学生たちに笑f科惑がないい、う

ことだ。 なんとなく活気がなく、空中に浮遊しているように感じる

の7ご。 まるで、 コンピュータ ーて" つくられたヴア ーチュアノレ空間の

中の人物のように。近年、コンピューターなどによるヴア ーチュア

ノレ空聞が、日; 前生活の広い範囲にわたって活用されるようになって

きた。特に若い世代の人たちにとっては、すて引になくてはならない

空間になりつつある 。 もともと、 リアノレ( 現実) とヴア ーチュアノレ

(仮想) は、対比的な言葉として意味付 けされていたはずであるが、

今日では、ヴア ーチュアノレ空間は リアノレ空間の一部だといっても過

言ではない。建築の空間でも同様である。実体のない建築が、現実

の建築として建設されていく 。一見、ヴア ーチュアノレ t リアノレの距

離が狭まっているいづ錯覚を覚えるが、 実は大変大きなギャップ

をつくってしまっていることも少なくない。

21世紀を目の前にして、ヴア ーチュアノレ空間とリアノレ空間の関係

が、さらに複雑にな っていくことは明らかである 。 そのようなn制t
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にあって、私たちはその同空間を同時に把握していくことが重要な

課題 となるであろう 。 また、両 空 間を体ｾ 食するにあ た って、単に主主

震災復興と建築

さらに建築日常生活を意識して側殺し、

の'1
1

には生身の人間が生きて い る い、う ことを把握しなければなら

築界にとどまる ことなく、

ない。技術の進歩と感党の変容は、加速度を増している 。私たちは、

建築を通して見失われつつあ る実体! 惑を発信 していく役割がある の
丸 川 成 平

神戸市住宅局建築部審査課主幹

仮設住宅

阻 1 は、昭和39年 (1964) 新潟地良後、新潟市が建設した応急仮設

• 
ちえみ)( ほんじようではないだろうか。

住宅で、木造平屋で636戸が建設された。 図 2は阪神大員災 (1995)

後、建設されたプレハブ造応急仮設住宅。神戸市内て二 21，178戸建
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設されて いる 。ね王12年 (1923)関東大長災直後、政府、

京府、東京市、区、民間富豪、宗教団体は集団バラ ックを建設 した。

東京市内で101ヵ所、 26，367-1立待、 86，581人が収容されたという 。

増 田 敬 彦

業部住友信託銀行本后開発

屋根はトタン葺き、 1守1:きも天井もな く、間仕切はトタン板やアン
近頃気になることは、建築の世界の狭小化である 。

ペラて二 . 1坪に 4 - 6 人という密集居住てあったい、う 。
ソフ ト而をはじめとした様々な専門領域の拡大 . i矧じに対し、建

築の世界は但食されるにまかせているかのような感がある。

だが、表j胃のデザ、インではなく使われ方も含めた総体の提案がま
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関東大震災後実施された区画整理事業は65地区( 国胞行15地区、

東京市施行50地区) 約920万坪 (3，036ha) におよんだ。最初Jの換地

設計が完了 したのは大正l 糾三8 月、震災説的 1年後のことであっ

しかし従前の材訴IJI 共l係は複雑で、区匝H話路は整備されたものの

区画内は狭小な換地や、新たに私道を設け なけれはち利用できない換
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さに建築のメッ セー ジだとし た ら、建築家は自分たちの世界に閉じ

こも らず外の世界と 交流 し、おおいに学ぶ必要がある。イ1(.11悶内の言

葉ではなく、誰にでもわかる 言葉てや言寄る こと のて3 る能力も必要だ。

主l E 築が単独で、社会に対してメッ セー ジを発信する ことなど、出来は

• 

たかひこ)( ますTごしないのfご。

た。

地が多〈、区匝雌迎をめぐ るfi 批也借家紛争が多発した。

阪神大if{ J j . ミ後、利l戸市カ苦笑純している区画整理事業は9地区、約

124ha、最初の仮換地指定は平成 8年 8月、震災約 1年 7 ヵ月後で

あった。換地設計においては、制II 街路についても街路設計と地区青|

画及び神戸市インナー長屋制度の導入により狭小道路の発生を| 坊くや

努力がなされている 。
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- 耐震設計

|刻京大震災後の大正13年、市1*土地建築物法にはじめて耐震規疋

( 設計フド平震度0.1) が導入された。昭和23年 (1948) の福井地震の

後、 H百和25年公布された建築基当地てやは水平震度0. 2が採用され、木

造建築に壁量規定が設けられた。 l波干11吠震災後の平成 7 年 12月 「耐

民改修促進法j が施行された。阪キ11吠震災前わずか 3 件しかなかっ

たや1
1戸市内て、連設中の免民 ・給1出掛i築物は、早くも震災後20ft l二に達

している 。

・ 震災復興と建築

正、昭和、平成とつづく 80年の11寺の流れの中で、大震災を機会

に建築技術や法令は多くの犠牲を払いながら進歩してきた。阪神大

民災の悌|生者約6，000人、そのほとんどが建築被害 に起因するもの

であ った。 そしてその復興も建築なくしては考えられない。今回の

E訂足ほど建築の社会的意義について考えさせられた こt はなかった。

そして、その復県明?にある 21tlt紀までの この数年間が、建築技術

や建築法制度の大き な転側切であるように思えるのである 。

( まるかわ じようへ い)

テクノロジーとデザイン 生成と展開 ( 作成 : 三輪若手司)

〔精神〕

玩具・教材・装本 巨 図

/ 人間切f ，[ →興味・百険 Jm;  

建築の眼

• 
80年の未来社会と建築ヘ

三 輪 泰 司

アルパック側地域計画建築研究所取締役会長 ・工学博土( 京都大学)

80年の未来を倉IJ る作業は、その時代の人々にゆだねられるが、い

ま生きている世代からのメッセージを伝えたい。

その時代、“ 建築" は、いまの概念とは奥なった、あらゆるテクノ

ロジーとデザ、インのジ、ヤンノレの境目のない姿になるであろう。

“ 建築" とよばれるようになった人間の営為の産物は、 人間の外

界= 環境への適応から始ま った。

地球系に生命が生まれて生物系をもちこみ、 400)5"年前、 人類 が人

類になって人間系をもちこんだ。人r:日 によるテクノ ロジーの発達は、

“ 環境" と別の方向へ向かった営為の産物とつなぎあわされ、複合

し、 人聞社会を巡る :1: 1 = * ' こして複雑な世界に組みこまれた。

未来は、単に過去からの道のりの、延長忠則こにあるだけでなく、

人間の意志の結果として拙かれる。

人聞がデザ、イ ン したつもりのこの世界を支配する社会のシステム

が、 人聞をしばる“ 鎖" とな ったことに気付くと同時に、 人聞は太

陽系第 3惑星、赤道半径6378kmの表而の極〈京IJ . い部分て¥いまなお

りv 、、 ....• ｾ因 不特定多数間 ..; ".... パフォーマンス

.  斗- 一一一一一 |サイン| 限定・特定問 -"_ ー 仙 ¥ 

訪日 市 広 告 音 楽 飴 装 置

JC/LSI 通信 、¥、 し二二ニ_j ，.，.......... 1.J..........J '-"コ- ゆ九..

/卜門う〉げジ川1乃P 真空笹 信号 、、¥、 コ民ミユニケ- シヨン. デザイン ，〆 ¥化粧品 装飾 障壁 広場

/  J  {  ¥ 複数の人間相Eの意思伝達交換→合図・記号

/ ; 放送 ' 印刷 文で十「 官 身振り営巣 家屋 集落 都市字宙空間

阿寸トイμン川川ダ似州即叫ス川州卜ドl

¥機械 ‘ 工具具. 採取器 笥 主 Rへ、 包装 寝装具 倉庫 街具 公園

¥ ¥ ¥ /  サーバイ 1・7 ザイン

¥装置 治具 ‘‘‘ 食器 入間の生存. 雄持. 再生産→F棚取.休息息、 梱包

川 調蹴理醜器: 巨E 受掛蜘動蜘的 t、ぺ......

巨E 能動蜘的 九、

武具運動異医療具176inl 本能

人聞の肉体的再生産→生殖・鍛練

〔身体〕

I  ｾＷｾｽｾ＠ I 船舶・車両・飛行体

人聞の移動4 旅行・移住

港湾

宇宙]，:;- ーショル
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進化の過程にある存在であることも自覚させられた。

美しさ、 心地よさへの欲求は、人類が人類になる前から受け継い

だ本性であろう。いま 21世品. e ? k の世ゴ対立、この“ 鎖" の痛苦を美し

く、心地よいものに変えるかどうか、苦闘の中にある。

地3親環境への適応、が、ヒューマンな木性であるように、人聞社会

における世界社会は、地域社会の集合ていあり、共存を運命づけられ

ている 。

しかし、 21世紀末の状況は、インフォメ ーション ・テクノロジー

の発達が、グロ ーパリゼーションを進め、リ ージョナリゼーション

と当足主へ、 I哉烈な“ 闘い" のプロセスにある 。

いま、建築と 一括している営為の産物も、地球と人聞を尺度に、

碑や庭として評価 を受けてところを得るもの、あいまいな産物とし

て葬られるものと、仕分け作業の対象になるであろう 。

それは、 80年の未来に建築が、美しく、心地よく、のびやかにひ

らくために、現代に生きる世代の務めて、あると考えてし、る 。

( みわひろし)

建築のl恨

• 
人と場所とコミュニケーション

森 傑

大阪大学大学院工学研究科建築工学専攻

ここ近年、ポケベノレ、携帯、 パソ コン、インタ ーオ、ッ卜など大変

便手IJ なものやシステムが一般社会に広まり つつあり 、テγ タノレな世

界、サイパースペースなオ味ぞ非常に感じさせられている 。ほんの

ちょ っと した卵形の箱の中に( ヴアーチヤノレな) 生き物が飼えるの

だから、本当にすごい世の中だと思う 。

確かに、このようなデジタル化はある 意味でーー般の広い人々の参

加性を高め、 ボーダー レスやバリアフリ ーの社会を促進していると

いえる 。現に私自身もこのような環境を堪能している人聞のひとり

Pl ace to c ommuni c at e 
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であるから、何も否定や抱否をするつもりもない。

しかし、これが建築ということになるとわけが違う 。私はそのよ

うなデジタノレ情幸ld化の方向ではなく、むしろそれとは正反対のもう

一方の号討に性に、これからの建築のあり方を考させられている。テ

レクラ、クラブハウス、フリーマーケットなどといったミニコミの

世界である 。

昨年 (95年度) の卒業設計てやも、 「場としてのインター ・え、ッ卜」

として公衆テレクラボ、ツクスみたいな近未来の身体的なコミュニケ

ーション空聞を提示 したのだが、そもそもコミュニケーションとは

そのように身体的に行われてきたはずであり、今もこれからもそう

であると思う 。やはり、人々には出会う場所が必要であろうし、誰

かが言 うように街がなくなったり、それが場所から離れるというこ

とはないだろう 。

便利にな った社会に氾粧する他の情報や商品と同じように、テー

マパークみたいに見栄えだけするものを追うのは、これからの建築

としてちょっと違うのではないかと思う 。あらゆるものの角平休や身

体からの遊離が進む中、コミュニケー ション ということにおいてだ

けでなく、人々にとって本当に必要で身近な場所や空聞を社会に誘

発させること、それこそが建築することの意味だと私は考えている 。

(もり すぐ・る)
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建築制限

• 
常識を疑ってみませんか?

薮 達 彦

三井物産鮒本社建設資材部圏内営業室

規制緩和] ・構造改革 ・パラダイム転換 ・世紀末 とか心配なことば

かりですが、常識を疑ってみて、月 IJ の見方もあると社会に発言 した

いものです。

? 疑ってみる常識一 1一「 日本の工事費は高い」

・日本の住宅の工事費は高いい、われるが、建設省調査 ( 94年) を

制べ、てみるし 日本の価格は 1 Mホーム ・T ホー ム調ぺj でし た。

高くてやるのは当たり前、匡lの調査は科学的 U まいえません。

・官公庁の建物は高いかもしれません。埼玉県の特養ホームは、丸

投げの会社が政治資金を捻/ : 1 : ' 1できるは E、役所の査定が甘かったよ

うです。

・民間工事費はサービス の対1i 国として適正だと 考えます。施主に直

営工事の経験がなく、 施工者に甘えて見えないサービスをたくさん

受けているのだから。

? 疑ってみる常識- 2一 「日本の建築の寿命は短いj

・組織( 公共 ・企業) が20- 30年継続 して成長し、 人が増え、器が

小さく なっただけ。 ライフサイクノレコストとかいって設計 ・施工てい

自己応: することが、どれほど寿命を延ばしますか?

? 疑ってみる常識- 3 - I高齢化社会で国民負担率が増える J

-国は生産年齢を 15- 64歳とし、 2015年危機を煽っていますが、生

産年齢を 25- 60歳とすれば、 2045年がピーク と試算できます。予算

を獲得する役人は 「これからの 10年間、税金を上げて 2015年に備え

よう 」と 煽っていれば、よいのですが、個人 ・企業は次の世代に責任

を持つわけで、 2045年まで高負担を継続されてはたま りません。個

人 ・企業とも徴税更から逃げて、地下経済 ・同族企業化 ・多国籍河ヒ

して当然? です。

・地下主主済 ・同』先企業が、国 ・地方自治体の知らないと ころで活 躍

する経済もあ ります。建設界 こそ中小企業 ・同族企業体質で、パラ

ダイムが変化する H制吃のトップランナーではないでしょうか。

(やぶ たつひこ)

建築の眼

• 
創造と想像

山 本 俊 輔

側スペースクリエーション代表取締役

建築を始め たころ、遠くに感 じていた 21世紀が、すぐそこまでや

って来た。近頃、教育施設、障害者施設や高齢者施設、 ぃ、った仕

事をさせていただく機会に恵まれて いる のは、おそらく 偶然なので

あろうが、何か、これか らの私自 身の在り方を示唆しているような

気がしてならな い。

ものをかlるいづ行為の対極には、必ず破康あるいは消滅という

事象がある 。建築守創る環境が自 由に なればなるほど、倉IJ り手の責

任は大きくなって いく 。 こうしたいではなく 、 そのものがどうある

べきかを考え、自分に何ができるかを問うところから、倉11 る い づ

行為は始まる 。

教育や福祉の分野てや、その設計にかかわる機会を得る い 、う こと

はこれからの教育、これからの福祉について思惟することであり、

社会を考える い、 うことにはかならな い。

建築は、物理的に はものであるが、その中であるいはその周りてや

様々な人間模様が繰りひろげられることを考える t き、このものは、

それカ対国人の住宅であれ、公共の建築てあれ、単にものとしてでな

く、社会的な空間として存在する 。人と 共に生き 、人と 共に成長 し、

てやき得れば人の幸せにいくらかでも寄与することのできる建築、笑

顔の似合う建築・… ・。

そのためには、例え凶母害 を持つ とい うことを対岸にいて考え る

のではなく、自らの l明日に重ねて思惟することが必要だ。社会のあ

り方を、より真剣に考えていくことが求められるのである。創造と

想像、この二つのカを、与えられた与件にかけ合わせて いかにある

ぺきかの答えを導き出すことこそ、これからの創り手の使命であり、

建築が社会に発するメッ セー ジではないだろうか。 そして、おそら

くは無限にあるであろう答えの中から、たった一つを選び出すこと

カf私自身の表現であるのかもしれない。 (やまもt しゅんすけ)
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20年後の建築引l市

• 
商いと街ーそして建築

香 川 英 行

デイ ・ブレイン研究所代表取締役

久しぶりに平 日の午後、街に出た。街には同じ ような服を着た青

年と年老 いた人が目立つ。大阪を代表する 心斎橋商!苫街にもゲーム

センタ ーやカラオケが増えている 。あの老舗の商庄はど こへ消えた

のであろう 。都心商業は、 一部のタ ー ミナノレの地下街を除いて荒廃

のーオ金をたどっているのでやはないか。手庁しくて、きたファッションピ

ノレにも立ち寄ったが、庖員が一人退屈そうに立って いる。者|仙 商業

は、買い物の街から在俗柴の街へと姿を変えている 。

一方、郊外に目を向ける と、インタ ーチェンジの近 くの土地には

百貨底、量販底、大型専門底、専門底、レス トランを組み合わせた

s .c と2000 . 席もある映画館、ボ、ワリング、遊園地、役所の出先機

| 期、銀行等一挙に計画された大きな街が出現している。今や商業の

主li 即刻ま郊外に移っている 。者ルL、商業は、佃を犬切にしたノ f ーソナ

ノレマーケテイングが中心であり、カンパニーやオフィス需要が大き

なマーケッ トてゃある 。

今、第二洲束通革命の時代と 言われている 。30数年前の第一次流

通革命は、生産者のj仮売f- t 行者としてのセルフサービスと、大立j仮

売として流通業のf鰐 IJ であった。 しかし第二次流通革命は、 生活者

のJh' I J : 民代行者としての革命である 。第一の変革は立地革命といわれ、

交通体系、民地政策の変化 に伴う新たな商業立地の創出。さらに都

心近くの工場移転 ・閉鎖等による商業j泡設への転換が増えている 。

第二は業態革命い、われる、生活者の生活様式に合った新たな業態

開発なしに今後は生き残れない i時代である 。第三に情報革命い、わ

れ、これは飛躍的に発展し コス トも安くな った情報技術を、販売、

紗d束、生産の中にえ、ッ トワークてか活用し きることにある 。 さらに、

価格に対する革命。国際化 に伴う海外の流通業の日本への上陸な E

も活発である 。

56 建築と 社会 ・1997. 4

このような大変革期の其っ只中、私がたずさわる商業施設として

の建築。21担土紀を目前にしての提案として、 “柔らかな建築をつ くろ

う。"商業の変化は 7 - 8年のサイクノレ、 15- 30年のサイクノレと コン

ド ラチェ ア の Ｕ Ｐ Ｍ ＶＰ 年の経済の サイ クノレの変 化 のｾ続である 。 商 い

の業態の変化 に伴って建物も変わる と、ど んなに楽 しいだろう 。私

たち生活者の価値観は、人聞がこの世に生存する限り変わり続ける

のである 。 柔らかなさなぎが パ ッと蝶に変わるように、 ｾ ｾも姿もイ

メージも変わる 、進化 し続ける楽しい楽しい街づくりをお手伝いし

たいものである。 (かがわ ひでゆき)

ＲＰ 王同 ｾの Ａ￢Ａ築 ・ 者 Ｑ Ｑ 市

• 
20年後にそうなれば

片 山 孝 治

大阪大学大学院

建築 というものは、それ一つで衡を変えたり 人を変えたりする影

響力を持っている 。 それにもかかわらず、建築に焼わる人以外の、

建築に対する普段からの認識度、意識度は、現代の 日本においては

あまりにも低すぎる 。 もし建築にアート ( それはおごりであるとい

う意識は置いておいて) と呼ばれる要素があるならば、そして我々

建築に携わる者の中に建築ぞ創り上げていく

ことへの喜びがあるのならば、絵や音楽と 同

じように、建築い、う モ ノをも っ とも っ とみ

んなに知ってもらうべきなのだ。社会のごく

一部の者の意識と知識で建築を建ててい〈 状

況がこのまま続けば、建築は次の段階へ踏み

出せな い可能性が大き くあると思う 。

20年後は、建築雑誌 とか コンペとか、もっ

とみんなが普通に読めたり参加 したりする世
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界になっていればいいと思う 。 それには積極的に、 しかしもっとラ

フな商も見せながら社会にアピーノレすることも必要であろう 。

It諒frのアーキテクチュアランキングはJ なんて番組が出来たり

-・・ ? 。 ( かたやま こうじ)

20年後の建築 ・者11市

• 
時は2017年

喜 多 俊 之

プロダクトデザイナー ・I OK デザイン研究所

今から 20年後、時は 2017年、緑豊かな桂子づくりカ新画通り進行し

ていて、やっと木陰が楽しめる街が出現しつつある 。何と 言っても

日本は四季折々、植樹さえすればよ凶変的容易に木が育つ。杉の並木

路、けやき通り 、桜の並木路、真冬てやも美しい花を咲かせる寒持な

ど、種類が多い。

1960年代からの凄まじい高度成長期からパブノレ崩壊、そして 2000

年頃からはインタ ーナショナノレ化の波が一ー般の暮らしにまで急速に

入り込み始め、インタ ーオ、ッ 卜が家庭に果たす情報化の日常性は、

生活を大きく変え、 ますます英語化が進んでいく 。

関空が開港したころ、泉州、|から大阪市内に入るまでの電車の窓か

らの眺めは、 外国からの帰国便の外国人を含む来客の目にはとても

美しい 日本のイメ ージ、て。はなかった。当時、日本は豊かと 言われて

いたにもかかわらず、まるでそう感じることはなヵ、った。歴史的建

築物の保存と再生、広い住宅の引制呆、先進国では当然のスロ ーガン

とその実行が遅れてしまっていた日本。戦後50年はほとんど困算ifrてや

あった これらのことが、 2000年になるとやっと動き出す。

広い住宅と美 しい街並みづくりに早くから取り組んで成功し たア

ジアの国々のシンJ ゲポーノレやマレーシアなどに比ぺて、 20年ほど前

に外国から来た建築家たちがよく 言っていた。「ーイ木この街並みは

どうしたんだ。 日本には何人の建築家がいるのかね。 日本の者11市は

建築エンジ、ニアだけに任せているだけではないのかJ 1 : 手厳しかっ

た。 そう 言 えば、建築専門誌に掲載されている立派な建築物のある

所へ行ってみるした いがいの場合は、周りの街並みとは調和して

いないのがほとんどで、電線に取り固まれた作品は哀れてやもあった。

ノ、ィテクが入り込んで、ソ ーラー ・エオ、ノレギーや雨水の利用、紫外

線を避ける新素材の出宅思建築とインダストリアノレデザ、インの大接

近、 ＲＰＰＰ 年を過ぎた頃から 地 球規棋で進む環境の悪 化 、そんな ｾ ｉ Ｚ ｉ で

やっと人々が本当の生活に目を向けて、環境の後怖が進んで多くの

外国からの観光客やピジオ、スマンがやって来る日本の出現な E、高

い文イl治産を土台に世界に果たす俄Ij 1 : 自分たちの暮らしと暮らし

方を考える建築や都市計画は、そのための手段として本来の姿に向

かつて大きく変貌しているに速いない。
(きた としゆき)

20年後の建築 ・者11市

• 
地下都市はできるか

一人類の新たなる夢への挑戦-

金 泰 彦

日建設計設備設計主管

地球環境問題が一散市民にも広〈浸透してきたように思われる 。

ただ各方面てゆ認識の度合いや取り組む姿勢、 レベノレは様々 て、ある 。

大雑把に日常生活レベノレ、社会生活レベノレ、 産業レベルに分けられ

るが、職業t、この中て、私が最も i*< 関与しているのが社会生活レ

ベノレである 。地拠策境保全対策論はl膨大であり他の優れた識者に委

ねるとして、本稿では私の守句布施囲てゃある建築がいかにこの社会問

題の解決を図ることがて3 るかについて、私案の一つを紹介させて

いたfごく 。

地球環境問題の一つに年々過密化の一途をたどる都市環境問題が

ある 。人生五社会の行く末はどうなるのであろうか?

ある S F I映jf! II によると、地球環境が悪化 した人類は、大きな決l析

をする。 それは地上に残る人類と地下を新たな開拓地( 生活場所)

ｴ する桜み分けてゃある 。 やがて地下人類は ｾｲｴｾＪ な技術力を身につり

ながら逆境を釆り越え、地下文明を築き上げた。一方、: t : t l ，こ居留

した人類は悪化する地溺迂策境に怯え、経済発展もままならない消極

的な生活を強いられた。地下人類の勝利であると思われたが、その

遺択の代償に、地下環境への!闘志のためか、視危機能が失われ、 二
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度 U也上生活ができなくなってしま ったというス トーリーがある 。

それでは、現代社会におけるジオフロン 卜とか大深度地下構想も、

この物語の二の舞いになるのであろうか。

現在、世界各国では地ー!苛IJ用に対して積極的な研究や実験がなさ

れている 。例えば反身ff股使って自然光を導くとともに、屋外の風

景を虚像として映し出し、あたかも I也t ，こ生活しているかのごとく

視環境上の工夫を行ってし、る 。 ｩｒ 熱 ｾｩｾｾＧ こついても 地中 の恒温性を

活かし、夏涼しく冬11麦かく過ごすことができる例もすでに存在して

いる( イラスト図参照) 。 これは、日本院はに年間の気温変化カ激し

い地域では、より有効な省エオ、手段となろう 。 また日本同様、用地

難にあえ( "1¥111市や国にとっても新たな土地活用が生まれ、法制上の

問題をクリヤーできれば、その有労y性は図り知れないものがある 。

升」→ニ- - - - 王λ

- . ，; 。戸ナーでででア予F 七円マで事副

喝 い. . ，' "  i  '. .  '. ＧＮｾ＠ .  ，' .  t  :  ' ・ . .， "  

切管ダンパ 斗 :r '.: ・ '  “  '  

地下トレンチ 」匂 .  - 1 ，':  ・ 1也中温度 15.C ( 恒温)

全地下体育館の自然換気システム (大阪市中央体育館)

古来、人類は悶 ・風 . EI 射をi愛〈棺み家として大地を掘り、竪穴

や横穴式住居ー シェノレター をつくったが、今またその原点に立ち返

り、本能的あるいはf踊 1J的発想をするのではなく、地下寺l聞は、 --，

後ますます技術革新を遂げるであろう人類が、和極的に持出i役してい

かなければならないテーマのーっと思う 。建物も社会も、まずは適

応可能な部分から、! l l i . _ ヒから地下にシフトしていくことは、もはや

空想の世界ではない。限りなく笑現性のｾＺＺ［ ｾ、夢への階段を 登ってい

きたいと考える。

( きん やすひこ)
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• 
失われた都市を求めて

黒 田 清

黒田ジャーナル代表

私の一生に不幸があるとすれば、それはうんざりするような都市

に住んで、いることだ。

私はそんなに美的感党がす守れた人聞とは思わないが、私の住ん

でいる街は E うしてこんなに醜悪なのか。 また、それがどうして許

されるのか。

本体より大きい広告が釆っカ、ったビノレ、不揃いに窓や壁聞にぶら

さがった文字。ときにはわざと斜めにして、日常生活に必要な平衡

感覚をゆさぶるような倣悦な広告まである 。 しかも道路には不揃い

のコンクリ ー卜 むき出しの ｾｇｴ ｴ，それはなにも私が好きな大阪だけ

ではない。過密都市といわれる日本の都市に共通した姿だ。

私が育った戦前、戦中の大阪の下111J は、木造建築がほとんどで、

煉瓦や石の洋館は、それが 2 階建てか 3 階建てでもゾクソγ するく

らい魅力的に見えた。 しかし、不揃いの木造の住宅がひしめいてい

た貧しい街ーは、いまよりずっ と美 しカ、った。

初、は夜の街を初f皇するのが好きで、月天心貧しき IIIJ を通りけりと

いう句をよくつぶやいた。貧しい街は悲しいような風' 情があった。

美しささえ感じた。歩いていて、わが街がいとおしカ、った。

なぜなのか。街に匂いがあ ったからだ。

私の生まれ育った大11反の天i"i : J 市場ー前の狼雑な街並みにも、落ちつ

いた住宅の並んだ7室屋の屋敷111]" にも、それぞれの匂いがあった。 そ

れは生活の息吹であり、必然性を持っていた。

しかし、木と紙の文化は戦争には弱〈、戦後の復則仰が成副切に

変わる t 、新建材の都市がニョキニョキと誕生した。なんと軽悦で、

無披物的な空間だろうか。思い思し、の設青|で立ち並ぶマンションの

群れのなんとひよわな風景てあることか。一方で1郊外に移転した大

品のキャンパスは、官刈宛アトムが山て来そうな空間だ。

ノf リのアパノレトマン、イスタンブーノレの裏l町、オスローの住宅街、

ワルシヤワのスタレミヤスト・・。私はこれまでに歩いた呉国の街角

を、折にふれて思い出す。 そこには、生きている人の匂いがある 。

日本の建物、日本の街には、どうしてそういう 美しさがないのか。

非常に美意識が発達した円本人に、どうしてそれがないのか。恐ら

く都市に住む私たち自身の責任なのだろうが、やはり建築家や政治

家に、より大きい責任があるように思う 。 Ｈくみ ｴｾＮ きよ し)



20 年後の建築・都市の夢

Ｒ Ｐ ｩｦｦｾ の建築 ・ 者 Ｑ Ｑ 市

• 
われわれの「建築の夢」

佐 藤 重 夫

広島大学名醤教授、日本民俗建築学会会長

明治初年、 E. S . モー スが広，C b から厳島へ船て1度る時、海難を

恐れて最も犬切な金|時計を宿仁漬けようとしたら、女中がお盆を持

参して、載せておくようにと 言った。 そうして現時主に帰着してH持 |唱

を持ってくるようにと告げたところ、女中は丁重に盆を俸げてきた。

見ると自分が置いたままで、誰一人 t して触る ことなく、位置も鎖

も微動だにしていない。彼は驚いて、人の心のわかる立派な心に恐

れいって、 円本人を真に羨ましく思ったと書いている 。 削

これは、古来建具のみの開放 的 住居の 中 の可動 ＨＺｉｾｊ 使い分けて、育て

られ、歴史的に社会的に培われてきた生活習俗の中にある哲学のせ

いである 。

また、家の多用性、 |非l放性、家の内外調和した生活習俗の良さに

注目し、かたがた丹下作I171の実見にと 昭和29年に来日したW ・グロ

ピウスは、日本に建っている現イ域住築の全くの新旧不調和に失望し

て、倉敷の瓦屋根と字品な E の瀬戸内海の自然最観を皮肉にも称揚

して帰っていった。回)

円本の建築界もやっとこのことに気付きかけたところもあるが、

れわれれは建築人である前に社会人てあり、社会人て" ある前に家庭

の人で¥みんな個性あるそれぞれの立場のある老若男女なので。ある 。

しかも外人たちが羨む心の培われたその基は、建具で適宜開放され

る一つの空間の住居であり、その環境であった。 これを忘れては日

本の家はつくれない。家は人であり、心を育て和楽と健全 t 礼節 t

自由を育てる 。 円本には白木の家主? っくりたいねと、敗戦後のバラ

ック 11奇代に、 一緒に釣りをしながら、ふと l庄かれた恩師 ・故岸田日

出万先生のお言葉を私は忘れることができない。

それゆえに、建築が社会にメッ セー ジを? とか、 IIIJ づくりをとかい

うことは恐るべき建築の自惚れてい、 111河、林野、海浜を生活の友と

している田舎の土 地 建物を、者 ｉ ｬ ｲｉ￮ Ｈｬｾ 産業や主 ｊＱ 斉業務を生活の友とし

ている都市のいろいろの建物と同じ法制てＢＱＡｾり扱っている文 化 的レ

ベルの低迷さでは、建築よりのメッセ ージなどと 言 えた義理ではな

い。都市 と良山漁村 t は結ばれて平安健全でなければならない。 し

かし田舎の不動産 をはじめ、生活習俗はすべて宝であり、悦びであ

って、経済社会的商品や雇備的労務て1まなく、 全 〈月 IJ の範時 t 哲学

下のものであることを銘記しなくてはならな し、。 しかし双方とも南

宋の文入賞公望の 言 う ｲ ｾ ｬ￭Ｇ ｭｈ 谷頼を去れ 』 の名 言 に徹したいもので

ある 。凶} これは邪心、ものや人間も 甜 めでかかる 心、下品な心、依

頼心、 こうい った心 をすべて断ち切らねば、本ものはできないとい

うことである 。見せるものはたちまち廃れる形骸で、都市も近郊も

田舎も、真に日本の家て、あって欲しいと百年先を夢み、まず人づく

りからで、覇権主義の建築を、拡省の必要ありと信じている 。

注1 ) E.  S. モース者「円本そ のnその FiJ .Jl l洋文]il i. 1971年

注 2) グロピウス会編「グロピウスt Fl本文イl斗 彩医j社 195&' 1己

注 3) 隙舜医者i i中岡の歴史J 第10巻 124- 126J:l: 司り1;1上

(さt う urお)

20年後の建築 ・都市

• 
20年後、の夢ーん?

末 次 揚 子

文他オーガナイザ一、高槻市文化振興財団常務理事

21世紀を見る気もなく暮らしている私に ，20年先の夢をJ の待p注

文は. .. 1 : 思案したが、かねて 「都市長観賞」などで建築界には ご縁

もあるので、、ぺンを拶Lることにする 。

折しも大阪のパワ ーアップはめきやましく、交通網の東西車111、南北

車111、湾岸線の整備開発、大阪ドームやスポーツアイランド、博物館、

美祁? 館、文化 レジャ ー施設の建設も急ピッチてや地強、プロジ、エク 卜

マップを眺めると気分が浮き立つ。

いや待てよ、地位、! 並木が育つメインストリ ー 卜沿いの舗道で、自

転車が走る恐ろしさ 。商底街に病院もつらなる都市部で、歩道のな

い府道がある 。雨の日や幼児づれの邸親が、車や トラックにおびえ

て、庄のl I . i f T に身をひそめるさま、をご存じだろうか。

ビジ. オ、スパークの建設で見たように、みごとなヒツレとその機能と

カ哨国; した後になってから、アクセス道路の開発、 ぃ、う J忠を繰り

かえして欲しくない 。 繰 化 は望ま し いが、暑さに弱くてすく 中 ￯ｾ れる

街路樹の布割支なんか、ご免こうむる 。玄人の仕事とは ? 手直しの

経費も、予算に計上しであるのだろうか。

公共輸送の増強はうれしいが、格好をつけただけのエスカレータ

ー設置もある 。改築して、 7 段ほど上昇のエスカレーターを新設、

その 4 倍の階段を上らねばならぬ駅カ九 福祉とかに名をかりで、建

設資金を調達した“ おしるし" としか思われない。

地下鉄、私鉄の駅ホー ムに トイ レット主主備は結構だが、線路上の

車綱から、 モ ロに入口が見える位置、のケースが少なくな し、。同じ

スペースを使って、横から入る設計にしないのがダサイ 。 と申せば

地方の新しい文化会館の会議室で、入口ドアの正面が トイν の入口
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に向きあって、 |羽閉のたびに トイレ を見る 。センスの問題だろう 。

不細工な、駅前広場のデザ、イン。景観をそこねる彫刻やモニュ メ

ン卜と称するす制本。大げさで空虚な表現の「市民憲章」ゃ「市民宣

言J などの掲示。211止紀に姿創出すことをこそ、期待しよう 。

ミナミの周防町通りは、 ttrづくり市民商J苫主の協力と 聞く“ おし

ゃれなたたずま し、" と感じていたが、この森のはじめに行ってみた

ら、友ネlji 染めみたいな色調に 「ヨーロ ツノ f通り J と染め抜きの、の

ぼり旗がズラリ 。泣けてくる 。

昔、飾り立てた道頓明陪i底街に、司，馬遼太郎氏カサ冒をひそめて、

『五流の女郎の厚化*JtJ 1 : キツイ評言の、記憶。 1970年代のこと

だ。向こう 20年の、洗練に待ちたい。 (すえっく。 せっこ)

201: 1三後の! &築 ・有|巾

• 
危機への対応とJ 心の再教育を

I笥 田 秀

北海道東海大学名筆教疫

80年前に創刊 された本社℃ その翌年に生まれた私が、建築に志し

たのは 16歳。御堂筋に姿を現した「そごう J の造形に強〈心を慈か

れたのがき っかけて。ある 。

以来 60年余。折目節目に“ これからどうなる" と先達諸賢の戸に

何度耳ぞ傾け、自らも考えたことか。 リタイアして数年をへた老人

に、過去は ｩ ｾ Ｚ けても“未来を予 ￬ ｊｉｉ ｉ しでも確率は少ない、 t いう予測

が品も確率が高い " のジョークを屯! うほど、これからを予iWIしての

発言はやさしくない。以下、老いの繰り 言である。

ひとつは、情報化の進展によ って文明の造伝子 (i: いうものがあ

るt すれlめを異にする 人々が、加速的に同質 ・均質化されるのだ

ろうか、の懸念を払拭してほしし、こし

人 ， Ｍ ， と年紛糾成の変化に適応した さ 左前級王にのＺ￭ ￮ ｬ ｬ ， ｾ Ｇ， 1: 1i ' ( i 凶; 、地域と

伝統文化のー両手何illI =i " 力日えたい。私に、アメリカ文化の影の昔1I分から

は! l 見皮したい、の治在意識がまだ完全 にt i ' i えないから。

子iJli Iをはるかに超えた技術の進歩に|殴1-1するが、 19世主改ミの| 加|‘|

にあ った退J発的風WJ I= i " 連想させる表jlli りの絢糊豪雪'I!; は見せかけのよ

うで、 ｩ 昆 ｩ 屯と青山 ｦｾ の風俗 ・ 瓜 ｴｩｦ の背而ヵ 、 ら、燥ぎすぎＱＺ ＱＱ 央る 。

側熟した文化が廃撮につながるとは陪史が教える、と識者はいう

が、ヰ出足の焦土と悲惨例l企に灼きつく私は、今もこれからも、あら

ためて天:変地呉と 人災への佑蜘，1応の完墜を希っている 。

いまひと つ。先送 りされる社会資本の充笑を前提に、自然と共存

する (私 ・公 ・共を包含の) 第l沌|生・|日lをお1I 出して、 生活者戸の倫理 t

60 

作法を再構築し、幼H寺段階からヨコ害I j りの教育を現実にしたい。

米国の傘から抜けたいと許いたが、ミースの“ レス イ ズ モ ア "

には共鳴し、レーモ ンドの“ f f ，i潔 ・機能的 ・車封斉的 ・自然 u足r

t 日:本建築礼賛の辞は、 H奇=空を超えてこれからも9 . 附したい。

“ 行〈河の流れは絶えずして、もとの水にあらず。淀みに浮かぶ

泡沫は消えかっ結びて、久しく止まりたる例なし。世にある人と摘

もまたかくの如し"。方丈記の一節を実感しつつ。 (たかだ ひでぞう)

201: 1主後の建築 ・者11市

• 
自立する建物

徳 田 裕 英

側 索畑建築事務所

住u ' 人の生命を守る建物は、安全が第ーである こと は20' P後も変

わりない。

阪神大震災( 兵庫県南部地; ' ' : 0 以来頗発する内陸型| 折}fif 也民、そ

れに伴う海洋型巨大地援の発生で、建物は被災の試練を釆り越え、

それを教rJ iI とし た技術の進歩によ って急速に防災機能を完備する。

地震発生検知情報システムの完成によ って、 11; 11振( 良) 機材j はよ

自立する 建物
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り効果を高め、アクティフ1じした免震機構も機能を十分に発時する 。

量産による栓済効果と高性能化、11i lJ 径P技術の進歩によ って磁気反発

浮揚装置を備えた免震建|勿も 出現し始めている 。

一方、災害H寺の生命線たるライフラインの確保は都市防災の充実

もあろうが、建物内部での自給が当然となる。自然に{憂しいエオ、ノレ

ギ一利用、高効率化 とロ ーコ ス ト化により壁体やカ ーテンウオ ーノレ

に惜しみなく組み込まれた太陽電池 と超電導貯電力装置の実用化が

建物完全自給電力を可能にする 。紫ぽ原 ・照明などの直後利用、通信

情報機能の市制呆はもとより、飲料水の生成も可能にする 。

自然環境保設は当たり前、建物内で発生する廃水は浄化装置によ

って循環再利用され、塵芥等の固71ヲ物は、バクテリア等による有機

処理や高電勲撚j君臨L理によ ってクリ ーンに コンパク 卜化 して搬出さ

れる 。いわば建物内に都市機能の一部 としてミ ニ処理工場を内蔵し

ている 。

建物は これからも、より安全さ と快適さを求めて自立を目指す。

( W，ごやすひで)

ＲＰ 壬何ｾの建築 ・ 者 Ｑ Ｑ 市

• 
えくぼのある都市

橋 本 秀 夫

日本建築協会中国支部副支部長、附門出工務后取締役

20年後の都市は、 100年前の町を覗き見れば良い !

10年たつと悪臭の 1':1:' 1るマンション、 R C造30年説の ヒツレ・・、疲れ

を知らない明治100年が笑っている 。ゴツレフに明け、リゾー 卜に暮

れ、海外の旅につかれた今 日、名目だけの文化住宅は、デザ、インと

呼ばれるウサギ小屋…・ ・・? 災害は隣に座っ ている 。

ま ち

・・・ 20年たって、人を育る都市が出現する o ・Y;)J老弱者が憩い、

四季 を楽しみ、生気 を養う空間がある 。都市は10階て統一 し、防災

プロック ポケット" ーク

地区を並べ、 内外に樹林を配する 。 3 階までは自己負担、 4 - 10 

階を市PI] 判の行政が経営管理する 。1 - 3 階は商庖、 事務所、 4 - 10  

階は住居 ( うち 7階は四季風の階) 。

風力、太陽熱自然エオ、ノレギーを主体とし、雨水は消火と散水へ。

室内は呼吸する自然建材使用 (石油化学製品は最小限とする ) 。川や

海のため 山間部に植樹し、 f呆ジドと魚介の育成を図り自然循環伝言十る 。

自然を掠 奪 から守り、朝日を奔し夕日に礼する 。 Ｑ Ｑｉ ｊｾ ｬ ｬ が四 季の 光と

風を浴び、小都市ながら国際交流の花の咲く文化郡市営創りたい。

( はしもt ひでお)

20i l三後の建築 ・都市

• 
活力ある高齢社会としての日本

服 部万里 子

服部メディカル研究所所長

21世紀の 日本は、 人類. a J 二はじめて、 一つの国の高齢者人口が20

パーセントを超す超高齢社会にな っている 。 この日本において、

2500万人に及ぶ高歯緒が、社会から保護されサービスを受 けて生活

する「負担j になるか、社会に参力加加日] し生産や文化や生活の担い手と

して 「活力J になるカか3 は、大きな分岐J点主てて、ありk 、 E日1:本本のみならず1

界カT可i.:i主ミ目している訪設霊てで、o、ある 。

J席、から面、形から哲学としてのバリアフリー この高齢社会の中で、 高

齢者が自宅て1倒到したり、風呂で溺れたり、調理や洗濯などの家事

に参加できないような家では、自力による生活はできない。多 くの

建築家が「高齢者に配慮した住宅づくりと、経常|生やデザイン性と、

E ちらを選択するのか け と悩む時代は終わり、 「誰もが暮らしやす

いが、ステ キなデザ、インの家」があたりまえのこ t として考えられ

ていくであろう 。 そして、意識してデザ、インされた個人の住宅と、

一定規J莫ιL上の建物/ : _ ， 11I J づくりの計画のモデルとな った地域だけ

がバリアフリ ーで¥ 一歩IUJ に出るt 危険カ丸 、っぱいではなく、住宅

や設備、公共建物、生活施設、街づくりなどで、バ リアフ リーが点

から線、線か ら面と つながり、生産現場から お茶の閉まで生活の場

全イ本仁広がっていなければならない。

日本と同じく海に固まれたオ ーストラリアの、シドニー郊外の海

岸て、、は、 砂のところまでス ロープと道がついており、車イスの青年

が自分て海を散歩していた。

アメリカのように法律で、障害を持っていてもあたりまえにアク
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20年後の建築 ・都市の夢

セスて3 る111] づくりを行う ことも一つの労法であるが、高齢になる

ことも何らかの障害を拘って暮らすことも 一つの個性として尊重 し、

共生することが人々の価値観として位置づけられることが犬切であ

る。InTづくりの根本に、バリアフリ ーのフィロソフィ ーがある社会

てやあ ってほしい。

技術は人を超えられない 毛彫在、ハ イテクノロ ジーが大手を振って歩

いており、その速度についていけない人は、あきらめるか、みじめ

な思いをしている 。「ハイテクではなくロウテクが良い」という声す

ら聞 こえてくる。人のための技術がひとり歩きをしてはならない。

時計の構造は分からないが誰仁もが便利で、あるように、住まいやInJ

の暮らしやすきの見えないと ころに、先端技術が生かされている 。

そんな住まし、やIIIJ づくりが、 20五F後の日本の暮 らしやすさと 、団塊

シニアの参加できる社会を支えているであろう 。 ( はっとり まりこ)

20年後の建築 ・者11市

• 
21世紀の建築士に期待する

藤 谷 宏

制臼本ディスプレーデザイン協会研究教育委員 ・大阪市立デザイン教育研究所非常勤講師

想いもよらない敬愛する友人の紹介で一葦啓上い、うことにな っ

た。あの偉大? なるソビエト連邦が崩壊し、ドイツの東西の壁があ っ

と 言 うまにくずれ、そして今、 北朝 ｦｈＮｾＧ の 書 記が亡命、今日は、 中 国

の到l小平氏追悼大会のt期葉を衛星j放送の画面が我が家に伝えてし、る 。

ペノレーの リマでは、世界の人々をまきこんで問題解決の方策がとら

れている。 iillf.: Rのあち こちで変化いづ 名の活性化が進行中である 。

国内て1ま阪神大震災が発生、自然の驚異を思い知 らされた。併せて

オウム教集団の勃発である 。何か世の中おかしいぞ、と感じ始めたと

き、我が匡|の指導者であるべき官僚層から汚職が発賞為併せて地方

行政のお役人からも出るわ出るわて二日本列島いたると ころで大合

唱。民主主謝住進を自認し言論の 自由に生きてきた新聞も、勝手に

休刊日 を作るやら数桁の広告文て寺庁聞のfι 上げを強行する。お陰き

んで毎朝のチラシ広告の多いこと ・- 。 このチラシの実体こそ 今のマ

スコミ の実f木なのでやしょう。ゴミ l淡4 [ " を幸長じておきながら ゴミ の源

を毎 FI毎日運び続けている、そのチラシの裏をエスキースやメモに

利用している私のささやかなお願いは、チラシの用紙はアート紙で

はなく上質紙にしていただきたし、。賢者ならおわかりいただけると

十 ｅｾ
ぺJν ノ 。

数年前、私が所属する |説会 ( DDA) 一免許など 一切の資格なきデ

ザ、イ ナー及びクリエーター集団ーの機関紙に“ 若刊少な標準喪失の時
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代だ! " と 書いたことがある 。 とにかく、哲学をはじめとする宗教、

芸術、経済、教育 etc. ; f : 票準なきがごとしてある 。

ボ、クは未完成の作品が好きである。未完成の作品には未来がある、

夢がある。作り手の一方通行ではなく観る {)[IJ と共生しようい、うコ

ミュニケーションの空間がある 。おもいやりがある 。

建築基準法ゃらにしばられて我が国土に建つ建造物を作る免許証

を持つ諸君に申し上げたい。ぜひ未完成作品を多〈製造願いたい。

完成品を作ろうとするから、権威やお金が必要 t なる、 完全なもの

を作ろうとするから、権威や権力にすりよろうとする 。 また、せざ

るを得ない時代になってしま った。20也;紀が生み出した、奇妙な標

準なき文化を考 え直し、ノーマノレな文化を 21世妃に伝えるために、

事物の創造の基準は知性や数字ではなく時性や色や音で表現す るよ

うにすれば良いのではなし、かと思う 。私はソビエト 連邦の我が国に

おける最後のイベン卜てーあ ったつくば博ソ連館内装を契約受注 し、

当時のソ連のエリ ー 卜たちと親しくウオツカを飲んだ経験から、ク

リエーターたちよ急がずあわてずゆ っ くりゆっくり唐性の美を発時

せよと 言いたい。 そして数" ' 1' - 後、ソビエト 連邦は74年で崩嬢し、ロ

シアにもど った。 ( . . l 、じたに ひろし)



20年後の建築・都市の夢

Ｒ Ｐ 壬円ｾの建築 ・ 行 Ｑ Ｑ 市

• 
空っぽの建築

一心の庭をつくる環境彫刻一

八 木 マリヨ

神戸女子大学大学院助教媛 ・環境芸術家

全ての生きものの DNAには

二つの螺旋がむきあ って、空 ・空間をつくっている。

DNAのように、制も 一つの蝶旋てやは制にならな し、。

純も空 ・空聞を; 芯に、 「なJ 汝と「わJ 我がむきあ って、

はじめて 「なわJ になる。

だから、制はあなたとわたしからはじまり終わりがない。

人 も一人てやは生きられない。

者11市もあなたとわたしからはじまる 。

あなたとわたしに犬切なことは

心の出会い、心が勤〈、 心が踊る、 心がぬくもる、

心が生き生きしてくること 。

だから、 DNAや純のような有機的都市に暮らしたい。

有機的都市はあなたとわたしの身体のように、

自立する小 さな街の集まりの こと。

都市に住むから こそ、寄り道が楽しい、

心の散歩を楽しめるf町、あってほしい。

歩いていけるところに

「心の庭J のような不思議な風景がほしし 、。

建築の中に入ったら空っぽ。 そこには水と空がある 。

地の底と空の底がつながってみえる 。

人と人のつながり、人と自然 ・地球のつながり 。

地球のへその緒がみえてくる 。 これこそ、

地球のライフライン。者11市のライフライン。

者11市のおへそに、 こんな謎を秘めた

「心の庭J 環捌彩刻はし、かがでしょう。

たとえば、このような空間に

街の賂火 ・地理の小さな問物室や音楽室など内包してい、い。

|三|に見えないものを兄 る、触れられないものに触れる。

その感動。

これカ苦 手荷の世界。 これこそ、

地球のライフライン。都市のライフライン。

( ゃぎ まりよ)

“MI SSI NG CUBE"  1992 八木マリヨ
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西船場小学校 3年( 当時) 今村有

現在から未来ヘ II 未来のまちへの夢

未来のまち

一子供たちが画くまち-

港晴小学校 4 年( 当時) 天野弥生

地下 1 階に人工の空がある街をつくり、地上は緑で、いっぱL、に。

プロが考えるよりも、ずっと人間的な “大深度地下開発構想"。

9 年fI I j の小学 4 年生が考えた“ 連結超高層ヒツレ" 。子供の構想力には驚

かされる。

北尉日島小学校 5 年( 当時) 井川智収
池島小学校 6;年( 当時) 野 下 力

クラゲ、のような UF Oや連結ヘリコプターが自由自在に空ぞ飛びまわる。カ
九州行きの急行の型は、この 3 月に走り出した J R西日本の500系のぞみ

にそっくり。これが本当に9 年前のアイデアかとびっくりする。
ラフルで夢があふれる未来の街。

1; 年前の

大阪の子供たちは・. . . . .

大阪市は r2li: !t-%己の大阪のまちづく

りj をテ ーマに、 小学径三カ、ら絵画を

募集しています。H間[ 163年に小学竺

が応募じ特選になった作品10.点を、

大阪市からお借りしました。

9年前の小学生が画いだ持選作品

の中から、近未来の予想、がほぼ的

中したものを編集委員会で選んで

みました。この干イ共たちも今は20.歳

前後。建築の道を志 している子供が

いるかもしれない・ ・・・・- と言いながら。

注} 絵のコメントは編集委員が

つりましt.ム

64 逮築と 社 会 ・1997. 4

Ifl l  

神戸市立多聞南小学校の小学生75人による協同制作「こんなまちだったらいいなJ



神戸市立ニ葉小学校 B年楠原康正「未来の町j

せ中につけると飛べ、るジ、エツ 卜て、未来の神戸を見回っています。

神戸市立ニ葉小学校 6年松田直子「未来の街j

未来日立、スーパーマンや、ロボ、ツ卜がいる街になっている。

未来のまちへの夢

神戸市立二葉小学校 6:年西尾太一「明日の神戸J

背中につけると飛べるジ、エツ 卜で、未来のや11戸を上空から見回っています。

神戸市立二葉小学校 6年中田{ 憂佳「海の中の家J

この海は息が海の 中でもできる。海の中の生き物が人間t仲良くて、きる。

|今年

神戸の子供たちが画いた夢

震災に負けず、神戸の子供たちが

ネI11戸の まちの未来を明るくのびのび

と描いた作品を選びました。新長田

駅前に遊園地をつくるなど、夢L、っぱ

いのアイディアてやす。絵は、神戸市

立二葉小学校( 干I1
1戸市長田区) 、神

戸市立多聞南小学校( 神戸市垂水

区) からおf昔りしました。

注ｽ絵のコメントは守イ Ｇｊｾ ヵ ｧ

ｩ Ｇ ｾｾ 、た ｊ ｊＧ，ｬ文です Ｎ
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建築と私と社会 - 21世紀を見据えて-

奥謝野 ( 司会) 大阪商人の不文律に「三ブ子徳」という 言葉があ

ります。 これは客と自分とt u : IM1、それぞれに徳をも って接すれば、、

共に栄え共に発展するという大阪商人の要諦です。客の徳 t いうの

は、建築に翻訳すれば、建築主 としての| 陥広い見識あるいは社会に対

する責任感とか、あるいは利益のみに走らない幅広いものの考え方

などを指します。 自分の徳というのは、分をわきまえる自分のあり

方、人格、常識の広さ、あるいはバラ ンス感覚などでしょう 。 それ

から tlJ 閣の徳い、うのは、先人の教えとか教子vl l、あるいは社会j町宮、

倫理などです。

その三方徳をきょうの座談会の冒頭に挙げたのは、自分の問題と

して自分と建築( 世間) と のかかわり方、自分 と建築主 ( 客) とのかか

わり方を 80周年を期して考えるのも大切であろうという意味でご

紹介しました。 自身の生活にかかわる問題として、まちづくりをは

じめ、環境アセス の問題、環境と の共生の問題、あるいはぐ、っと視

点を変えてグローパリセ叶 ションなどを じっ くり過去の流れカ、ら未

来まで見据・えるという、そのような視点を持つことが犬切ではない

かと考えています。

21世紀における自分と建築のヵ、かわり、あるいは自分と社会と建

築主 t のかかわ り方の望ま しい姿なりをいろいろ活発に この場で打

ち出していただいて、 74見を交換する中て自分の考えをさらに磨い

ていただく、そういう座談会になればと思います。

11 '，)，'j'f 1'i 

(町lイー1，;1)

横 尾 義 賀氏( 川11大学名13'教J受)

田 中 fEI 人 氏Wt 南大学教授)

本 保 基 人 氏( 坂合，悠築研究所)

川 島 克 也氏( n 建設日 |設 計部)

増 田 俊 哉氏(γ'r 'l -'工務庇設計昔11)

司 会 興 謝 野 久氏( 編集委. l - . i 長 . n建設計)

11 1昨 平 成 9 年 2 ) ] l l Ll ( 火) 1311，¥' - 1511寺

場所 日本雄築協会

66 建築と社会 ・1997. 4

• 
コラボレーションにより社会と接点を持つ

増田 1960年に京都てや生ま れました。関西を一歩も出ず、狭い世

の中て暮らしてきました。

関西に住んでいて感じますのは、自分が動かなければ情報という

のはつかめないというところですね。私が通ってた大学は、 ニュー

タウンの中にアカデ、ミズムとしての大学がどんとあるいづ環境で

すから、自ら求めなければ、様々な社会と コえ、ク 卜てふなかった。

私の個人の素養の問題だったのかもしれませんけれども、やはり

仕事を始め出してからの寮生活て¥いろんな地域、大学の出身者が

来ておりますので、語らいの中でかなり刺激を受けまして、それか

ら建築に対しての視野をもう 一度見つめ直 したい、うところです。

竹中工務庖に入社しましたのは 1984年ですけれE も、佃人資本の

企業家の事務所ビノレのフ。ロジ、エクトがほとんどなんて‘ すね。ゼオ、コ

ンの設計部におりますから、そういう点からしまして、プロジ、エク

トのどういうところで湘:会とコえ、ク卜、つまり接点を持っていくか

ということに、 いつも 悶々としておりました。

たとえばあるアパレノレ ・メーカ ーのヒツレの場合、フ ァッションデ

ザ、インい、う世界てＢＢ， ｾｩｾ 々この企業は 営 為として社会とといいますか、

大衆とコオ、ク卜しているわけですね。 そのヒツレを E う表現するかと

いうことで、その関係性を昇揚するため、 空間に物語|宝石ナ持たそう

と考えました。89年ごろの作品て前すが、 S F(:I"J な物語空間を、訪れ

る方々がf本感することで、この建築空間と濃密にかカ3 わって、今ま

でと少し異なる知党体験をしていただける、 というようなことを考

えました。

それで後のほとんどの建物では、建築が実体として存在する t い

う、プレゼ、ンスという観点に興味を持ちました。形のあり方から観

る人にいろんなイメージを得ていただくということもできるんです

けれども、メ ッセージ性という点てやア ー トとのコラボレー ションと

いうのに興味が向かい、アーテイス 卜の方々にいろいろと参画して

いただきました。 これが・・・ ・、クライアントを説得するの にもちょ

っ と困難が伴い、 とにかくアートを置きましょう、それがあなた方

のスタンスを発信する装置になる んじ ゃな いですかというこ t を訴

えて、彫刻家とのコラボ‘ レーションで紅会とのコオ、クトの切り口を

見いだしていけゃしないかということを、考えておりました。

社会の主体が多様になった というお話カザ耳謝野さんから 出てまし

たが、それとともに社会も 一元化して考えられてよい。今までは、

ある不自支一定の方向を見つつ社会が進イヒ論的に進んでいったといぅ

l: ! t界ヵマJ1像て3 ましたけれど、今はそうじゃない。 いろんなことが

考えられてますが、たとえばマノレチメディア社会到来とかと 言いな



建築ヲ必3社会

大宮西田ビルーテナント・オフィスビルのエントランスホールに、街路の貫入をモ

チーフに彫刻家・椎原保氏とコラボレーションー

がらも、実態がなかなかっかめない。 そこでアートとのコラボレー

ションい、う ことて も、たとえば変容する社会に対して我々が投げ

かけるメッセージも、接点の持ち方も、やはり多様になってきてい

るはずですから、どういうことがこれから私に出来るかという点て二

いま試行している最中てす。

• 
建築は人と人とが一緒につくる

川島 私は増田さんより 3年早〈生まれまして、会社に入社する

までず- 1 : 京都て育ち、生活していました。

日建設計に入社して 4年目か 5 年目のころに、神戸市新庁舎を担

当せよと いうことになりまして、このプロジ、エク トが言ってみれば

自分自身の転機てあったかと思います。

これ以降、ある種の自信がつきもしました。一方で自分自身はも

う少し自分の手のうちに入るスケーノレというか、 小さなプロ ジ、エク

トもやりたいというような希望があったのですが、広島の N T T ク

レドピノレとか大きな仕事が統きました。

その後景気が後退して、プロポーザ、ノレやコンペが増えてきたとき

に、陪自重点 ｩ ｪｊｴ専 ｾｾｊ 館 ｊ のプロポーザ、ノレで当選して、 これを担当して、

高層ビノレとか巨大複合ピノレからひとつ違うものに踏み込めました。

これが考江して ようやく l 年弱たとうかというような状況です。

実は私、きょうが30代最後の日てやして、明日誕生日を迎えますと

40代になる 。偶然30代最後の日にこういう場にいるわけですが、私

が入社したときに 40代の方を見た目し 4似てになった自分の気持ち

というのにギャップがあるということをつくづく感じています。1&

rll たちとチームを組んで設計を一緒にやるにあたって、 こういう節

目節目というのは、考えさせられることが多いと思っています。

入社して 10数年も仕事してますと、いろんなクライアン 卜t 桜す

るわけですが、先Il 1 : : " の輿謝野さんの話にありましたが、我々が設

計する上で一番大事なのは何ヵ、というと、「クライアン卜と一緒につ

くる J 1 : いうこと だと思うのです。一緒につくってるという ことが

うまくいったと感じられるかどうか。感じられたときはやはり自分

なりにも、あるいは作品そのものもいいものができるという実感を

持つようになりました。 ぃ、うのも、建築主が大会社の方であろう

が、オ ーナー会社の社長てあろうが、結局人と人が、 一緒に共同作

業でつくっている ということなんだ、ろうと、思うからなんてやす。

特にオ ーナー社長の仕事を担当した場合仁、最初は極めて厳しい

固というのがあるわけですが、私営一人の人聞として認めていただ

ける何かきっかけがあるものです。 そういうきっかけさえ経れば、

こちらに対する信用というのを強〈感じますしそこには独特の情

を感じることができます。 そこがいわば|刻西の潜在的なノ f イタリテ

ィのーってはないかというふうにも思うのです。

結局、人と人がつくる建物 lこはやはり情い、うか、温もり t いう

か、 そういうものがなければ・・… ・。見た目だけとか、そういう表層

だけのものであっては決していけないしそこに手の温もりをいか

に込め得るかということ は、やはり 21世紀にな っても変わらないの

ではないかと思っています。関西にはそれを受け入れる素地カf極め

て強くあるのではないでしょうか。

• 
外部空間とつき合う

本保 私は 1954年に金沢市てや生まれました。

81年に坂倉建築研究所に入りまして、 87年ころまでに住宅を 3件

設計して現場を見てというのを繰り返しておりました。 その後、公

共建築を主に担当してきましたが、結果として、住宅が出発点にな

った と思います。気持ちの し、ぃ空間づくりと いった点て¥つながっ

ていくのかなと感じております。

公共建築としては、それから芦屋市立図書館、そして代々木のオ

リンピック青少年センタ ーの設計 t 監理を担当してきました。オリ

ンピック センターは、 今も II 期、 H即! と続いておりますが、その仕

事てや東京に行っておりました。

大阪に戻ってきまして、今度は「ビッグパンJ い、う、大腕荷の

子イ共の施設を担当いたしました。

これ らの仕事を通 して j浮平カか、んてて、1 て、ふるいにかけ、残ってきた
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国立オリンピック記念青少年総合センター 縦影/ 三輪晃士

考えがあって、これから先もずっと犬切にしていきたいなと考えて

います。

一つは、オリンピックセンターの I 期計画の設計を担当 したとき

です。者11心で 9万平米ぐらいの批地に建物をつくるんですが、代々

木の森の緑の中に施設をつくるときに、どういうふうな施設をつく

ろうかい、うことで一番考えましたのは、 W:X.i 也全体をデザインしよ

うと、外部 空 間を建物と同じくらい ｩ 主 ｊｊｪ ｾ 長〈扱 っ た慌てす 。 そして、

外部空1111をどういうふうにつくるかというところに苦心したように

思います 。 既存の緑だとかレベル 差 のあるＡＡｬｬ ｾ Ｑ ダごとか、そうい っ た

すでにあるものに畏敬の念を持って、犬切に生かしたいい、う形て、、

進めておりまして、この考え方はこれからも生かしていけないかな

と思っております。

それと「子イ共の城」は、ノ f リアフリーカr'l l心 テー? のひと つにな

っている建物でして、 設計してたときは2長1- '1
1
てや、あまり余裕がなか

ったのですが、今は非常に深〈勉強したいと考えております。

• 
歴史を見直すことの重要性

田中 私は中堅 い 、うよりも、ち ょっ と前竪のほ う に 侠 ) 近 い

んじ ゃないかと思います。神戸で生まれ1'1ったわけですが、大学院

のときに来京へwて、初めてキ111戸を外から見るい、う、自分の生ま

れ育ったIII J を外か ら見るという経験をしました。

ある日、利l戸はいい まちだということから話力百件り上がりまして、

私の恩師の池辺陽先生から、仕 ＭＡ｟ ｲｾ をするな ら 、あなたの 夢 をぜひネ ｉＱ Ｑ
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戸のまちで松iいてみなさい、 というおすすめがありました。

僕もす'っ と村戸 は好きですし、じゃ、夢づくりをやl'戸て、やってみ

ょうかという こと で村戸市役所に入りました。神戸市では、最初に

も説 ｪｾ のまちづくりの条例、全国で初めてて》たというその粂例の制

定ワ ークに担当者としてかかわりました。

その後、博覧会ポート ピア '81にタッチし、ポストポート ピアとい

うことでポート アイラン ドのファッションタウン、続いて計画され

た六甲ア イランドの計画、西和11ニュータワン とか学園都市、 l明石海

ｉ ｉ ｾ 橋関連の舞子 地 区計画などのいろんな計画を担 当 する こと にな

りました。

当|柄ムの周りは土利哉の人ばっかりで、役所の中で建築職は、ほ

んの数人だ っ たんです 。 その ｾ ｉＧ で建築の人が こ ういった行政、こう

いったプロジ、エクトの中で、→本何がて3 るんだろうかと考えました。

そこで逆に自分のf文書IJ とか使命みたいなものを強〈感じたわけです。

そのときに開発をやっても、イベン 卜をやっても、 中心に なるのは

やっぱり人間てあり、自然ごてあり、こう し、 った自然環境の中での人

nnを大事 にするようなまちづ くりとか建築が大事 なんだない、うこ

とをずっ と感じと ってやってきました。

今回、この80周年記念誌のワ ーキ ングの中で、改めて「建築と社

会J のパックナンノf ーを拝凡する機会を得ました。 そこで"xl きいたん

でやすが、営々とワークされて 出来た 「建築と社会」の中て許多くの建

築家あるいは会員の方が述べていることが、 E期生のこの社会ていも通

じることがたくさんあるんですね。たとえば阪神大震災とか向然災

評 についても、震災のみならず水害 もあるんですけれど、そうい っ

たことについては何回も取り上げ られているんですね。だか ら自然

と環境、環境と建築、建築と人flll という、そういう 一連の|刻係を兄

るには、やはりもう 一度歴史を譜阪憶に振り返って見るい、うことが

必要ではないかと思います。新しいものを目指す、 21世紀を目指す

ということも大事ですが、やはり今まで、の歩みの 1:1' で、培ってきたも

のをもう 一度振り返ってみるい、うのは大事だなと痛感してます。

• 
建築の枠組みを超えて

機尾 ここでは、最も 7行い人間です。191特三、jω ト|・佐賀の生ま

れてい、小こ字校 2年のときに、父の!fi jr"1先の関係から神奈川県の逗子に

行きましてね、逗子での一番大きい経験は、小学ヰ交 3年のときの|長1

* 大浜災。旧制市校は逗子にも近い iや岡の高等学校へ行きまして、

そこで輿謝野さんの伯父さんにもお会いするんです。昭和 1101'1' .に、

これまた大学はど こへ行 こうかし結局、京都へ行こうというこ t

にしましで ・… ・。 それも何となしに建築へ行ってしま ったい、うよ
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うな こと で、昭和 14年

に大学を出ました。

最初に海軍に 3年ば

かりおりまして、それ

から多少僕の卒業論文

がよヵ、ったせいか、坂

j'ft •. 雄先生が、京大へ戻

らないかとおっしゃっ

てくださって、商来京

都におります。

その問、大学の成長に伴って、私自身もいろんなところへ動きま

した。京大建築学教室、土木工学教室、防災研究.pk 工学研究所等、

それから名古屋大学へ参りまして、創部明の名古屋大学 に在貯んま

た京都大学へ戻 りました。 また、定年を待たずして新設の豊橋技術

科学大学へ行きまして、 70歳て、、退職しました。

僕自身は、本来構造をやらなければいけないんですけれども、構

造、さらに建築を超えた菊伴 を楽しんで、おりましたが、日本建築総

合試験所に赴任し、また建築的なことを考えなきゃいけないい、う

ことになりました。 そこへ地震がやってきて、その思いは複雑で、、

いろいろな面にわた っております。

• 
自己の問題としての「バリアフリーJ

奥謝野 生活の指木て¥震災などを経験して初めてわヵ、った「安

全J という 当たり前のこ t がいま改めて問われている 。 その辺の福

祉、高前令化い、う分野て。、皆さんの考え方、何かございませんか。

田中 バリアフリ ー というときに、よく段差や階段をなくして、

できるだりスロ ープにするとか、できたら床面を揃えていくような

空間構成を強要しがちです。某建築家は、「階段い、うのは建築の一

つの手法て二階段によって視ｾを変えるそういう空間柿成の妙があ

るんだから、何ていもかんでもス ロープだとか島長官附向とか、 そんな

ことばっかり 言っ ていでできるかJ !: 言われたんですが、制切建

築における空間構成のテ可、イン手法とそうしづ要求とを、どういう

ふうに展開していくかが重要にな ってきますね。

本保 わたしにもまだその答えはなくて・ 1 近代建築で、は階段だ

とか、 レベノレ差だとか、いろんなところで空間の妙といいますか、

評価されているところがあると思います。相、も 学生時代からそうい

う空間が好ちで、それをやってきたんです。 レベノレ差 なしとか、す

べ、ての人が普通に使える空間い、うのは、長い間ラップしないもの

だ、t

もりでいたんですけれども、それがいまは、ひょ っ としたらラップ

するんじ ゃないかというふうに思い始めたところなんです。 そして

そういうふうに認識しますし価値観や考え方も大きくシフ卜して、

とても創造的な分野だと思えてきております。

輿謝野 いずれ高齢化すると、段差があると困ることが多 くなり

ます。 自分の問題 t してバリアフリーをとらえない t 、やっぱり) 11 

の向こうの問題と認識しがちで; 事の本質に迫れないでしょうね。

川島 設計する側からすると、すぐにぶつかるのが、いろんな規

則なんて、す。スロ ープは何分の一以内で、何センチ上カ f ったら踊り

場があ ってと 、事細かく決めている 。 それとの格闘なんて。すね、設

計は。 この規定はフレキシピリティーがないわけですよ 。 これでな

いといかんという t色対造凶主にな っている 。でも、その規定がすべて

t いうよりは、なぜそうなのだというと ころがわかっているかどう

か。何も 75センチ上がったら踊り場がないと t色対L、かんわけでもな

いと思うのです。 もうちょっと、なぜそうなのかというところを学

ぶべきと思います。

田中 現在のいろんな基準いうのは、ほとん E が事 情子の方中

心ですね。高齢者になると車椅子に乗る人ばっかりじゃなくて、杖

の人もし、ますし、それから視党、目の不自由な方、聴覚、いろいろ

な方がおられます。だからまだまだわかつてない人間属性への空間

対応の話が落ちているんですね。 ということは、建築家が本来人間

のために空間をつくるという使命があるとすれば、人聞をとらえる

幅をも っ と広げてみるという、そういう 心を持てば、おのず t 答え

はデザ、イナー として出てくるわけで、いまのままでいくと、その基

準とかそうし、う福祉のいろんな条項というのが、それは「バリアあ

りデザ、イン」ですね、 設計者にと ってはバリアにな ってるんですよ 。

ぜひその辺はも っ と根本に返って、人間と環境い、うんですか、 人

聞と空間の関係について思い至 る、立ち返るということが必要じゃ

ないかと思います。

川島 建築基準法なんかも、性能てやという ことに なってきている

けれども、本来の話fごと思いますね。

興謝野 バリアフリ ーのノリアという 言葉がある聞は、まだ社会

としては未熟なんて。すよね。たとえば階段の段差をやめるという こ

と、それは生活のライフスタイルからいりば、転びにくくする、滑

りにくくする、ごく普通の人間の生活の基本からすれば、当たり前

のことなんてやすね。建築と生活との距離がドンドン縮んでくる成熟

化した社会に入っていくと、建築家の意識も上がり目線も下がって、

一般の人の意識も高まれば、バリアい、う 言葉は消えているはずな

んですよ 。

川島 基準というものが二重、三重、四重に出来上がっていく 。
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基準の、じゃ、これだり守ってればいいんですねという感覚になる

のが非常に危ないと思うのです。 これl対話ヰ止の ことに限ら ず、様々

なことで、情報が増えれば増えるだけ、これをやっとけば大丈夫い、

う、それはf百Iのためなのか t か、そこもとを知らずしてこれだけを

知るということが、世の中非常に、多いと思うんですよ 。

増田 先ほどのスロープの3汚でも、僕は当初、車椅子のことばっ

かり考えてましたりれども、自分に子44が生まれたときに感じたん

ですが、乳切車にとっても犬切なんだ、 と自己に翻って考えが及ぶ

と、はじめて} ! J f fに落ちるんですね。だからやはり建築家 t してそれ

を解釈していかなければいけないんだし決める側は、やはりカリ

スマ的な数字はどこかで決めざるを得ないと田中先生がおっしゃっ

た。ただし、これは、いずれはまたいろんな』食討をもって変える京

地があるんだという意識で決め られるのが、 一番大事だと思います

ね。

僕 が言 いたカ、ったのは、主体の

多様化ということもありますか ら、

選初U伎を多分に多様化して考える

べきじゃないかという ミとて。す。

本保さんもおっしゃったモダニ

ズム初期も、たとえばあの当時は

ダイナミック空間、 4 次元空II Hと

かい、う背後にはそういう迎念が

ありましたけれども、 コノレヒ守ジ‘ュ

エがスローフ。で建築ぞ作品をつくっているわけです。

田中 建築家そのものに|刻して言 えば、もう少し生活者の視点と

いうか、ユーザーサイドに立った原点に戻るだけだということと、

それからいま引佐かにいろんな作荊tがありますので、その情キ院をどう

いうふうに提供するかい、うことし 情報をどういうふうに受け取

ってどう判断するかという、そう いう作 ｬｩ 値観そもう少し みんなて雫 ｉｾ

論しないといけないと思います。

それから一点、たとえばどこの駅に|咋りても同じような駅前があ

るというように、 その地域性とカサ間性というのがなくて、なんか金

太郎アメみたいにいろんなものがつくられているというのふちょ

っと 問題じゃないかなし先ほどおっしゃったように人の温もりと

か、 そのI場劫のl除闘英剥H係系て、Zt先みl侠つてつ〈 つてLい、〈と Lい、うようなやり方カがf 、

より求められるわけてでや ｙ す 。 先 ｬほま ｅ の悟 Ｑ枇 ｾｬ止 ｴ のことにしてもふ、 そのZ

者とL 、 こちらのr日5哨歯悼I批lはま述うわけてで許二、 同 じものをどうぞと与与-えるの

てで、は、かえって 問題 が11' ，ると思います。 まちも同じことで、まちに

合ったまちづくりの仕方はそれぞれ迅うと思うのです。 それだけに、

ほんとの ｊｾｾｉ 床でのその場 ｲｩｦ ｲ での粂刊二をうまく読み取れる技術、設計、
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デザ、イン、そういうものがこれからより求められます。

と き .

時闘を読む

輿謝野 たとえば大阪のまち、関西のまちには、車怖年歴史的造産

が多いわけです。 そこで大阪ならではのまちづくりの知恵というか、

その辺の 「まちづくり」について、 21世紀へ向けての提言や視点を

お話し下さい。

田中 テ、、ザ、インというのは、古いものを守るだけじゃなくて、新

たな歴史をつくるみたいなところがありますから、非常にむずかし

いんですが・ …・・。 その地域 t かまちがなんて、あるかということが全

然わからなくて、ポーンとま走力的にイ可か持ち込んて、、つくってしまう、

場合によっては現在あるものを邪魔ものとしてスクラップしてしま

うみたいなところが一番問題て二いかに過去の即敵告を読み取るかが

犬切です。みんなて京通のスタ ー ト台に立つためにタウン ・ワオッ

チングとかサーベイとかを、まず当たり前のこととしてやる必要が

あるんじゃないかと思います。

それから、いいものはいい、悪いものは悪いい、うように、建築

家だけじゃなくて建築家を取り囲む人々が同じようにものを見る目

を持つ、そういうチャンスもつくるべきじゃないかなと思うのです。

奥謝野 本物を見極める目ですね。 それと今のお話に|刻辿しては、

やはり 「時間を読むj という視点は犬切ですね。要は新しいものを

つくるにしても、その環境の 50年前から今日に至るまでの歴史を読

み、その上て" 50
i
l二後を読み通す設計をする、時間の辿綻性という

か、これがなかなかまちづくりの上で、抜けるんですよ 。「守る J と

いうことが不得手なのか 。 まあ日本の家屋は、紙と木てや ｩｉ ｾ￰ ｬ 是ている

からすぐ‘ に新陳f守射して、守るということをあまり大事なものとは

忠わない園陸性はあるように思います。 その国f i ! ; ' 1主がスクラップ ・

アンド ・ヒツレドという手E恕につなカ守っているので‘ はないかなと思う

んですけれども、 そのー辺についてどうていすか。

本保 いつも極論なんて" すが、古いものを壊すのはやめたらどう

かということを考えておりま

す。 そういうエリアや通りを

桁定するということになるの

かもしれません。すでにある

ものや、先人のなしたものへ

のオマージ‘ ュがもう少しほし

いと思います。 また、 30年前

は干片くさいんTごけど 100i F も

て Ｑ ［ｴＺ ｾ イ ｩ ｬｬ げ直が出てくるんじゃな

いかと、そのあたりを期待し



建築と赤必コネ土会

たし、のです。子イ共のときの自分が育った風景が、大人になって変わ

って、また大きくな ってどんどん変わ っていく、あるとき 戻っ てき

て、その風景から、何も感じとれないような風景 は非常に寂しい t

いいますか、やっぱり辛いなというところがありまして、そのすぐ

変わらない風景みたいなのがあって、自分がどんどん時間の中で変

わっていく 1:1:
1てや、それを指標にして、自分がどれだけ変わ ってきた

かというのを常に確かめるような、そうい った役割みたいなものが

風景 や景観にもあるんじゃないか。ですから、そうい ったのを壊さ

ないでいたい。50年前のものでも 100年前のものでも 。

横尾 今から 14、15年前、 「建築 t 社 会j が盛んにアメ ニテ ィ特集

をやっていました。イギリスてやは 1967年仁アメニティ粂秒;u ! : いうの

が出来たんですね。 それは産業革命以後の資本主義ヰ上会のもたらし

たいくつかの矛盾に対する答えて、あって、どんどん壊していくとい

うんじゃなくて、やはり懐かしさとか親しみとかいうものが自然に

対して、また建造物に対しでもあるわけですね。 そこで歴史的建造

物のヘリテージ、遺産を継承するというような思想が出てきたんだ

と思うんです。

それともう 一つの点は、日本の建築的追産は木と紙なんて。す。だ

からその伝統を継承しようと思えば、お伊勢さんみたいに式年造営

をやっていかなきゃならない。

国土が狭いものだから、スクラップ ・アンド ・ピノレドはやむを? 得

ないと思うんです。 そのときには形の*IMえもありましょうが、その

中で一つの発展があるわけですね。 それは日本の特色だと思うんで

す。極度に狭いい、うことの証拠としては、低平地当たり人口密度

のよじIf交によりますと、昭和45 o : J 司ごろの統計- ( すが、日本の人口はほ

ぼ l 億ですね、そうする t ヨーロ ッパは二千数百万。 日本の中世。

江戸時代の三千万にも j前たないんです。 アメリカは三百万だったと

思うんです。 そうすると日本の奈良時代が六百万とか七百万い、い

ますから、これは古墳時代だしだから古墳11寺代のゆとり t 、中| 企

のゆとりを持ったものは、そのまま日本には当てはまらない。

輿謝野 昔の言葉て、、 「我等 臣民三千万J とかし、う 言葉がありまし

たね。 そうすると日本国人口は明治初期の三千万から、いま 一億二

千万ですね。三千万だったら、この国土はもっとおおらかになった

でしょうに・

さっきのアメ ニテ ィの話て二イギリスは当時ヵ、らもう環境という

社会的なプロパガンダを上げていたんて。すが、まあ「環境」という

問題のとらえ方と、先は E の「生活J い、うとらえ方とは、建築と

いうジ、ヤンノレの中てやは、 もう全〈閉じなんでいすね。

この辺で、環境とそれまでの生活の歴史とのかかわりにおいて、

何かお考えがあればお伺いしたいのですが・・・・ 。

F」

• 
社会的ストックの時代

川島 これからはストックの時

代; であると 言 われていますよね。

事 丘、神戸別掲の増築を担当し

ました。昭和の初めに建てられた

旧館はきちっとP支して、新しくウ

イングを延ばすという形で設計し、

現丘、施工1:1:
1
です。この!日制鶏と

いうのは歴史的な意味もあるし、

大いなるストックだと思うのです。

ただ、もとのまま記念碑的に残し

ましようというだけでよい t いうものでやもない t 思うのです。 じゃ、

そこに新い、機能を加える 。研修に来た人の研修施設にし、あるい

は一部泊まれるような施設にしょうかとか、意匠的にすぐれた部屋

は特別応接室として残そうとか、そういう i諾命をして、 リフレッシ

ュしよう t している 。

一方で、昭和50年ごろの設計の建物を、新館も建てるが、古い建

物もリフレッシュして使いたいい、うような仕事 にも巡り合いまし

た。| 時を同じくして、昭和に入るか入らんかの建物し昭和50:!: 阿t

の建物のリフレッシュを設計したわけです。

まさに 21世紀というのは、リニユ一ア/ルレの11制

ててで、ザ、しようカか、。紙と木て
1
出来ていた建築がどんどん都市部てやはコンク

リー 卜の建築に様変わりしてきています。 コンクリ ート の建築をそ

うたやすく壊してスクラップ ・アンド ・ビノレドできる時代じゃもう

なくなっている 。 じゃ、これをどう使うか、どう生かすかい、う時

代になってきたときに、何かそこにテ ーマ性を持たして、今までの

イメ ー ジと違うインテリアがっくり出せるはずだ、し、ひょっとした

らエ クステリアだって一部変わっていくようなI断てになるんじゃな

いかということを感じています。

田中 建築のファサードとして、町並みを構成 している 骨絡はま

ず残しておいて、中身は機能更新を Eんどんしていくとかですね。

ヨー ロツノ
f なんカ、て。やっている技手f >rてあるとか、そういうようなっ

くり方をもっと 学ぶぺきじゃないかなと思いますね。

興謝野 ヨーロツノ
f てやはこれはもうごく当たり前の生活の知恵、に

なっています。j: 訓告した当キ刀は、あるアノ
f
ー 卜の、事励告さんにふさ

わしい大きさと雰囲 気 の間取りの住居を選ぶ 。子 イｾができて Ｓ 人、

4人になると、その間取りの住居一築後300年だったりするアパー

トですがーへ移り住む。 自分が動いていって、 しかも内部は絡構更

新できるようなものがあ って、そこに生活受 け入れの多様性が生ま

71 



建築と赤必コ社会

れるんですね。 そのような長寿命のまちの仕組みの考えを早〈取り

入れないといけないと思います。

増田 それで考えてますのが、残し方の問題にあると思うのです

ね。 これは事業庁「サイドと、 クライアン卜、資本家サイドの話てρ す

けれどね、博物館的に残しでもほんとにその建築は幸せかい、うと

ころで議論していかないと 、ヨーロ ッパではもう FI';引I{] ぃ 、うか歴

史的にいろんなプログラムを組み替えて、だから今使えている、残

っていると しづ世界がありますね。 FI本の場合、地価の削除で、土地

に対しでかなりな価値がありますから、建物は残すよりは建て直し

たほうカ鴇だという収支の世界てや、経: 芥合理的に決まっちゃうわけ

ですね。そ れに歯止めをきかせるのに、クライアン卜と我々との1tJJ

言義だけでいけるかとなると、やはり行政の力を借りないとしょうが

ないですね。で、神戸てやは、上回1交的それがうまくいってるように感

じるのですが、大丸とかがある平盟主、商業という枠組みの巾てです

が、ストックの展開を続けています。

田中 IR居留地ですか? あれは、そういう 建物の古い文化的な側

面を、お客さんの目を引き寄せるポイン卜に使った非常にうまいii 攻

略だと思いますね。だけど、単に商業ベースの話じゃなくて、文化

としてそういうものが大事だ， c，自分たちのまちでそういうものを

大事にしないといけないという風土をつくらない t ダメなんじゃな

いかと思います。

川島 郡出jは昭和になってす( " ＨＢらいに竣工した建 ｾｊ ですから、

“ロＢの字型プランをしてまして、ワイングが全音問ｽＭｾ ，労室で、 ｊｾ ん

'1-1
に大きな 2 階吹き抜けの大ホーノレがある、 そんな建物です。当初、

それを建て替えようという考え方があ ったようです。

玄関に丸い円筒形の時計台があるから、そこだけ残して、その後

ろにどんと高層ビノレを建てようという企l而| もあったようですが、旧

館の“ ロ" の字のrl' 心の吹き抜けのところを中庭にして“ ロ" の字

の西のワイングを撤去 して、 新しく 101情建て ぐらいの低層オフィス

営“ コ " の字型て" ， rlヨ庭とアトリワムをはさんでつくるということ

になったので" す。

A‘  

神戸税関 写真提供/ 日建設計
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まさにこれが発泡! の転換だと思います。古いものでもこう使える、

] 診を変えながらも この庁舎は生き続ける、新たに息吹を入れる、そ

ういうことだったのかなと。

ド ｴｾ 高は決して盟かではないのです、この建物は 。 だけど、 ［ 場令に

よってはエクステリアが多少変わることがあるわけですよ。変わっ

たっていいと思うのです、交わり方さえ健全であれば、。

横 尾 中即底にあるアメニティ 。愛ら しさ、親しみ、よさ、そうい

うものをつなげということでしょう?

と き .

時闘をつなぐ

輿謝野 j肥後柿の大同生命ヒツレをやったときに感じたのは、「時111]

をつなぐ」 ぃ、う先ほどの杭 ｕ ｩｉ てす。 Ｑ ｛ Ｑ ピノレは非 Ｇｉｾ［ｦ［ に優れたムｾ築で、

市民に愛されていました。耐久性の限界を迎えて主I ! て称えるにあた

り、 11] ヒツレのイメージをぜひt勘兵してほしいい、うイ砂耳を受けて、

設計に取り組みました。ま ちの' 1
1
のランドマーク性 t いう、そのビ

ノレが来たしていた歴火的な役';IiI 1をつないで. いったというわけです。

単につなぐんじゃなくて、時代柏村! と技術と忠、l次を炊き込んでいく

ことにも j主力したわけです。 いまのF則刻の例なんかでもそうですね。

やはり H木のまちの11t制には、も っ と深みを持たせる努力守広げて

いくべきで" すよね。iZ長みを持つには|剛 IIJ をつなぐという考えがない

とダメで、全く問物館的に伐すというやり方もあるけれども、まあ

その| 時イにの息吹も入れてつなぐ考えも あってもいし、と思うんですよ 。

横尾 一つの標識でも、そこにイマジえ、ーションを誘うものがあ
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れば、歴史性があるわけですよ 。かつておりました豊橋には、 li 災災

て、、すっかりやられていたが、名前に「大手町j とかが残っているん

です。京都には、「池田屋J は残っていませんが、池田屋騒到Iで坂本

竜馬が避難したい、うのが柱静l に建ってるしそれだけでも歴史性

を感じます。だから豊橋でもそんな工夫はどうだ、 と言っ ていたら、

市長は早速、そのいろんな歴史的スポットに標柱を立てました。

僕はそういうイマジオ、ーションを誘うような、それもただ立てり

ゃいいというんじ ゃなくて、やっぱりそ こに雰囲気が必要ですわね。

だから大阪には、例えば中之島あたりにはところどころに標識があ

ります。非常にいいんじゃないかと思うんでやすがね。

田中 それは、アイ

デンティティをどうい

う形でデザ、インしてい

くかということにつな

がると思うんですが、

建築とか具体的な道路

であるとか、構築物だ

けで、つくるんじゃなく

て、生活の中てや語り継

カ守れてくる歴史的なものを犬切にする。だからさっきおっしゃった

ように時間のフアクタ ーであるとかですね。

それは、音楽であってもいいですし、食ぺ物であってもいい。い

ろんなものでその都市とか地域に対する人々のイメ ージをうまくヲ |

き出してくる、活性化するという、そしてわが街を感じるという、

要は感じる場面をどうやってつくるかい、うのが、建築家とか環境

デザ、イナーのf銀il ] ではないかと思うんですけれどね。

横尾 僕自身、とくに環境問題に関心剖包いてまして ね、 ドイツ

あたりは、非常に環境問題への取り組みが進んでるようですね。例

えば自動車も、完全リサイクノレへ一持っていこうし日本は国土狭臨

でね、だから環境問題は一生J陸命やってても、その捨て場の問題と

かで突き当た ってくる 。

建築に限定して言 えば、建築はいずれ廃棄物になるわけですよ、

また、土地が狭院だから、スクラップ ・アンド ・ピノレドはある程度

やむを得ない。 そのときに、て、、きるだけリサイクノレするような心が

けて建てていかなければならない。

そうするし建築には仮設性が求められる 。デザインのうえでも

発想、が違ってくると思うんですよ 。現代建築は構造はパーマネン卜

性を要求しているが、実 l主要求してない面があるんじゃないんです

か。方、ラスを張った壁なんか、仮設性が強いてやすよ、初めから。透

過性が強い、また取り替えてもいいい、うような感じがあるでしょ

う。構造耐力的には、し っかり して恒久性があるんだけれど、古い

もののように主張を持たない。よく煉瓦造の後ろにカヲスの壁をく

っつけますわね。

田中 デザイン的には、そういう本質的には固いものしでわら

かい i怪いもの t いいますか、仮設性の対比でデザインをやるという

面白きというか、新鮮2さもありますね。

ちょっと話は戻るんですが、阪神間の住宅地は、きょうも電車に

乗ってくるときに見たんですが、凄い町並みになってきてるんです

よね、今。プレノ、ブ住宅い、いますか、どこかの住宅展示場が六甲

山を背景にして建ち並んで、いるような・・・・ 。

興謝野 さっき本保さんが言っ た外音I1空「間ね、ハコ物の建築も大

切ですが、植1抗、あるとか自然とか、そういうことで新旧の建築を

覆い隠す、それて

はな〈て。阪キ布判神11中|ドl欄間に lはま、 そういう風光明嫡なところがありますから、

六甲山の裾野の緑がずーっ と続いてね。 そういう発想てやまちづくり

における 「時をつなぐJ 概念をとらえたらいいかもしれないですね。

• 
未来都市への夢

田中 だけど、その山麓はいいんですけれど、どんどんどん e' A.. 

上へ登ってきて、六甲山の縦のl隔カキ迫分と減ったなあという感じが

します。一方で、たとえば超高層建築とか、大深度地下とか、いい

とか悪いとかいうより、どこまで出来るかやってみよう、みたいな

話がありますよね。 それはある種、未来都市の夢みたし、な形て¥子

供の絵て見ても、超高層のヒツレなんか描いたりしてるんですけれど、

そういうのはーイ本E う考えたらいいんで、しょうね。 ( 笑)

横尾 もっと率直に好き嫌いを語っていいんじゃないですかね。

構造屋の仲間に言 うと、越超高層とかいうんですが、まさに都市な

んですよ、これ。都市をつくろうというんです。ノf ベノレの熔じゃな

いが、僕自身は全然いただけませんね。ただ、技術的可能性を探る

t いう訓練のためにはいいと思う 。たとえば宇宙が狭くなったから、

どこかの宇宙空間に住まおうなんて発想に近い t 思うんですよ 。

田中 果たしてこれからの都市環境の中で建築空間を考えていく

ときに、「交通j はどんなものがどう来るんだろうかという話が、大

きく E劣EFするんじゃないかなと思うんで、す。

たとえば今の超高層ビノレの5古でも、ヘリコプタ ーがとまれるよう

にするために水平な部分が出てくるとなると、スカイラインが途端

に変わってくるわけでやすね。あるいはグランドレベルでも、 E うい

うところにどういうものが来るかによって違いますし。だからそう

いう交通との関係で建築のあるべき姿みたいなのを、もうちょっと
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議論してもいし、んかなあという気がするんですね。今までは土木屋

さんとカ、別な人がやってるという、別問題だったんですが、そうじ

ゃないと思うんです。

輿謝野 日本のタテ割l り行政の泣き所ですね、道路と建物カヲIJ 々

に開発されている ・・ ・…。 これは規t l J lJ 緩和で、なんとかならないので

しょうか。省庁を統合するとかね。 あれをやれば、ちょっとは ... .

それこそバリアがはずれるんじゃないかと思いますけれど。

増田 そういった意味で、原広司さんが栴田スカイピノレをやられ

ましたね。ただし、 20世;紀初頭ニューヨークの摩天楼ア ーキテ ク卜

が胎天楼の上層部てや鉄道をつなぐい、った、夢制茄いていた|時制が

あったんで‘ すよ 。 あの当時は質I ! < 赤司走、マンハッタンという| 浪られ

たエリ アでの都市甜E412への提言 という意義があった。 それが今、実

現‘ して果たしてどういった社会的意義があるのかと、常に社会|生を

問い続けなければなりませんが・・・

田中 あのスカイ ヒツレのプレセーンテー ション、全〈宇宙ステーシ

ヨンですね。最 初出て きたときのイメージがね。だから僕は都市の

イメ ー ジを新しくつくるということで、物凄くインパク 卜があ った

なあと思いますね。ただ、全部があんなヒツレばっかり建ってしまう

と、落ち着かないなあという ・・・

増田 だから ヒツレとピノレの間を上空で歩けるとし、うのは、非常に

夢に近かったところがあると思いますね。

• 
「公J の概念

奥謝野 ある社長さんがおっ しゃるんですが、日本というのは、

「おれが、おれがJ の建築が多いと 。結局自分のヒツレだけの- …・ 自

分のヒツレの主張を優先してしまう 。向こう 三11汗両隣がE うで、それ

か らその環境のいわゆる 「コ ンテクスト J 守読み取って、こうある

ぺきだという発想、が弱いと嘆いておられた。

ヨーロツノf の場合は、歴史が300年、 400年続いている 中て。やっと

得られた更地があ って、その; 場合でも 両隣、 |古!こ うの建物がどのよ

うな歴史を持っていて、その上て噺ヒツν は「こうあれかしJ と打ち

出す。 さっ きの時聞をつなぐ話とも重な っていけばいいんですが、

日本てーは、さ っ き横尾先生から度々出た国土狭随のため、この世重

な土地があるから、自分の「存在証明」ができるんだしそれはも

うガー ンと建てるんだと 。隣はどうでもいいというね。 もうこれか

らはこれを) J 見皮し ないい、け ない|時代ですよね。

横尾 僕はこのごろ考・えてるんですけれど、 「公J っ て 何 だ し そ

うすると、建築造は曾去の第 l 粂なんかでも、最後は公共の福祉のた

めに、都市計画法も公共の福祉のためにと書いである。
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百l馬遼太郎の絶筆みたいにな ったのに土地問題があります。同氏

の古い著書 に 『日本人と土地j があります。結局それは土地の公共

性を追求した座談会なんてーす。 日本人の 「公J というのはなんだ、

ヨーロツパの「公」とどう違うんだ、結局、精ヰ111的風土にかかわる

問! 也になってくると、非常にむずかしい問i垣fごけれ E 、この際いろ

いろ考える必要があるんじゃないか。

川島 たとえ話て¥ 美 い 、) 11カf流れて、その) 1付合いに敷地がずー

っ とあるとします、区画がパー ツとあるとします。 日本人なら、 川

に向かつて目いっぱい建てて、道からすぐ目立つところに駐車場を

つく って. . ... 。 ところが、アメリカなんかではどちらかというと少

し短刊M犬に建てて、道行〈人に) 11が見えるようにー ・・・・。

増田 「存在の社会性J い 、いますか、個人 も社会的存在である

いづ認識が日本人に来たしてし っかりとあるのかどうかと 。個人

もやはり社会的有在だとすれば、建築もそうであると考えることが

で3 れば、そんなことにならないはずなんて自すけれども、元来の精

神風土が、そうさせているんでしょうね。

横尾 今日のわれわれの柏村l状態は、あまりにもギスギスしちゃ

ってるから、 もうちょ っ !: FI本人の昔 に戻っ てね・…・・。 われわれの

布特11
1
的風土にはも っ とおお らかなところがあ ったんじ ゃないかと忠

うんですがね。

田中 そういう意味で、市役所なんかで}国高j習をつく った場合に、

上を市民のホーノレにするという- ・ ・中
1
1
戸市の新庁舎でされてますが、

ああいう形というのも、僕はパブリ ックな意味で、いいと思うんで

す。 もっ といい空間の山
I令いを市民に提供するという役目が、空間

をつ くる人には要るんじ ゃないかなと思いますね。 それが先はどき

った商業主義だけでやられると、ほんとに寂しいですよね。

機尾 だけど、商業主義の背景に、さ っ きおっ しゃっ たようにい

ろんな心構えを昔 の人は持っていた。

奥謝野 正抑j倫理組はあ ったんですよ、「三ブJi't"¥J ぃ、うように。

大阪は商人のまち、日]J 商J の まち、 つ まり認薄f利多売のR

てでで、や、 したのててで、や二、¥、 自然と人と人との付付-き令L、4も犬切にした。だカか、 ら 「円イ信言

丹刑u い、づう基盤カがf大Z事iド玉てあると伝えています。3刻非|ドZ?常;古tにデデ、リカシ一あ

る人，附の機微まてで0育ててね。 その反而、 ピジオ、スも厳しいも のでし

む ところがなにか・・…五対立は、随分梯 相が変わ って きたようです。

• 
サステーナブル・テ、イベロップメント

輿謝野 先生、どうですか、 30年前てやは予測もできなカ3 った社会

亨鴎4の、激変を経たことといいますと?

横尾 1970年にローマクラブが「成長の 限界J を出した。 それ



建築ヲ必コ社会

は、世界モデルで考えて、 30年後には資源の危機が来るという予言

をしたんだけど、実は資源の開発が進みましてね、危機が来ない。

あれはl嘘じゃないかいづ気分封起こってきたんだりれど、やっぱ

り瞥告されていた食槌と人 11はどうしようもない。 それから C O
2
の

温暖化、 LR室効果 t いうのが出てきた。 さらに、アロンカヌによる

オソ

ε

ン府の破膿。新しい問題が出てきたわけです。

それに対する先進諸国の答えは、サステーナ ブノレ ・テV ベロップ

メン 卜、主It : 持可能なテ川 ベ ロップメン 卜という 考え方です。 それを

受けて、 いま I S014000 という のが出てきたわけです。企業の以境と

のカ、かわりを? 問 L、かけることにな ってきて いる 。 これは、ぜひやっ

ていかなければいかんと思うんですよ。 IS0 9000 というのは、ある

怠l床で自 al 競争の世界における企期 間車はかくあるぺし、 というこ

とでしょうか。 それをいま日本の建築界でも取り組まざるを待なく

なってきているようて

φ

す。fごりど、 21・世赤己のために IS014000 とい

うjlJIB1 ] があるわけです。 こういうのは、 20歳代の人にとっては「自

分たちJ の世紀の問題ですね。今円的課題として取り組んでいかな

ければならない。

輿謝野 自分の未来の生活とかかわりの深い説司直ですね。

田中 環境を地球的な視
E

去に立って考える t なると、建築の歴史

というのはまだま互いですよね。建築協会が80年、人生70年か80年、

ちょうど人生と同じゃらいですが、おそらくそれの何倍も大きなス

ノf
ンて、ないと、さっきの兆候がはっきりわヵ、ってこないというのが

あります。だけど長期スパンで考えなさいとい っても、個人はとり

あえず今の仕事をやってますから、そんなことそ考える余裕もない

ですよね。だから H寺間的なベクトノレ、空間的なベクトノレ、広がりを

もって見るい、う、もうちょっと大きな立場でものをつくる技術が

要るんじゃないかなと，思いますね。

横尾 技術が要りますしね、やっぱり社会の認識がそこへいかな

いとだめですね。

輿謝野 社会の価値観と自身の価値観との「融合J の問題とても

いいましょうか。

横尾 企業には、かえって敏感な人が多いわけていす、企業のトッ

プは。 ローマ クラブだって、企業の トッ プが考え 出して きたことで

すからね、イタリアの自動車のフィアッ卜 。

輿謝野 日本の文化についての側値観も、企業がつくってると 言

えばそういう 側面もあります ね。

711寺に起きて 8 11寺には家を 出て、 911寺から就業して 5 1時半、何千

Jj という人たちカ
f
ほとんど同じような ライフス タイノレを' 畠・んて苅いる 。

考え方も、会社によ ってそれぞれが搬はありますけれどね、その企

業が文化の醗成に随分; 診響を与えてしまっているい、うのがある 。

これは決していいという意味で、言ってるのではない。ある本では、

円本という システムそのものが不幸であると苦かれている 。あのよ

うな才北長に出食わすと、我々のライフスタイルと 制li 値観に ついて、

いささか反省せざるを得ない。何千万人がザー ッと同じような行動

をしている、 比較的同じ仰i値 観を持ってね。 これからは、全く発想

のベースの異なる文化と接触し、融令を繰り返して、 {ill i値 械をもっ

と多4草にしないといけないでしょうね。

それし少し次元が異なりますが、昨今の未成年1止代のお狩J !
I
の 荒

廃を見るにつけ、社会の H同値」 の基準がなくなってしま っている

寒々し い現象が目 の前にあ ります。

横 尾 しかし一番大きなフアクターは、やっぱり環境問題。グ

ローパノレな環境問題というと地球の ｕｾＭＧＡ 変 化とか、アロ ンカヌとか い

ろいろありますけれE も、ローカノレな環境I i lB国は国土狭陥なために

随分あるんですよ 。

大阪でまた原自主物Jの島をつくると、今朝の新聞で言ってるでしょ

う。海のある都市はハッピーだが、i - f i f . のない京都みたいなところは

困ってくるんですよ。だからあるHi ¥J . 支そういうことをやりながら時

代を切り聞いていかなければしょうがないと思いますね。 その 1-1' に、

「サステーナフツレ ・ディベロップメン卜 J 1 : いう思想を建築家の中

にもだんだん取り入れていく t か ・… 急にはいかないけれども 。

輿謝野 きて本日の座談会は、 21tJ t r . 己を兄据えて「私はこの視点

を犬切にしたいj いづ主旨て¥皆さんに活発に芯; 見守 r'J'， していた

fごきました。出席者一人ひとりの視点は明11既になったので1まないか

t 思います。

この中であえて共通の毛足点があるとすれば、社会の中で「変わら

ない部分」に目を向けることでやはないかとの印象を受けました。 実

は、タイトノレを 「建築と私と社会J としたのは、 fi 副山尚111のー地売か

らよく話題に 出る 「公」とし、う概念を、 「佃」との関係、において、ご

自身の体験を踏まえて、 21出元己へ向けての望ましい姿として、座談

会のrl -'で打ち出していただきた かったわけです。この「公」と「伯IJ と

の関係に ついて、社会の中での「変

わらない部分」に目を向けるこ t

で賞重な提言 を含めて活発にご立

兄を出していただき、所期の成= *

は十分に得られた思いがしますの

で、ここで座談会をお聞きにした

いと存じます。

本 Il はお忙しい中を、本座談会

にご，
/: 1 : ' ，席いただき誠にありがとう

ございました。
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震 災 復興とまちづくり協議会

三 輪 康一

昨年 ＱＱ 月に神戸の長田区で「世界 ￦ｾ 収祭 」 が野凹北部まちづ

くり協議会など地元まちづくり組J織を ，"心に、数多くの声援、

応援のグループの支援を得て開催された。被災後地元を離れて

暮らす人々が戻ってきて旧安IJ の人と再会するコムスティの実践

の湯として、また復興まちづくりを再認識する土砂として、写真

展、映像祭、建築展、各種シンポジウム、ワークシ ョッ プ、住

宅再叫凱l談会、コンサー 卜、ス ペインの了快サーカス、大道芸、

だんじり、スタンプラリーなどの催しが 3 1ごI/l Uにわたって行わ

れた。 この祭りの成功は、笑行の核となる協議会の確固たる存

在とさまざまな企画を持ち込む支援団体との柔らかな述物によ

る。いうまでもなく、復興まちづくりは地元住民の主体的な取

り組みが不可欠で、あり、その村民主としてまちづくり 協議会があ

るが、それがあればまちづくりが順調に進むというものでもな

L 、 混 災後 3年目になっても成果が目に見えず、役口の負担噌、

若い人の参加 が少ないことから疲れもでてくる 。 しかし、まち

づくりは息の長い取り組みであり、そのため、縦取祭のような

元気をだす仕組みが必要となる 。協 議会方式によるまちづくり

では、ものづくりとルールづくりが大きな柱であ ったが、乙う

した復興の取り組みから、ひとづくり( 地元や支援の人々のネ

ッ トワ ーク) がその基礎にあることを忠L 引 lらさ れる 。

神戸大学工学部鑑般学科助教侵

エジソンと? ケ

塘 伸夫

今年は伴大な発明下ーエジソンのと|三誕 150J;' iJ年にめたる 。人 間

社会に役立つ多くの発 lリ1は、 1，000件 を起えるといわれるが、

，" でも 1' -1熱1Wぷは、 |立界に明 りをもたらす回則的発|りj であった。

その'心球のフ ィラメン 卜に京 ltI lの八 l怖のゲl が似われたというの

はｾＺｬｴき で ある 。

ところで竹 と言 えば l二|常生活で、の利川 は広範凶で、竹のやら

ない Ｇ ｊ￧ は何かと 言っ た Ｉｊ が早いくらいである 。 ｾ材としても利

川皮=は向く繊細な l直線美 は数寄届建築の造形江主に久' かせない材

料だ 。 わずかな肥料と本で育ち、公 ｾｉ 千にも強いことからビルの

作 ｲｮｊ ｾ ｦｦ にも多く拙られ、消波ｻで ‘ ｩｗＧ かな似のたたずまいは、見る

人を l1I l lnのII I i.I!必から逃れ幽去のI l t 界に fI秀なう不思議な魅) J を持

っている 。

ゲl の特性を人のよすがとして引則される助作も多い。竹は竹

の子 として地 lニに顕をもたげて、わずか 3 ヶ) J で急速な生長を

遂げ、以後地ヒでは大きくならず、栄必分をも っぱら地下茎 に

送り続け、新しい竹の 子の生長に答 ワA するそうだ。地，" の見え

ない所での弛 まぬ努 ) J が、新しい生命 を生み山 しているのであ

る 。 天 ｾエ ジソン とて、多くの発 ｬ リＱ の除に、人知 ｬ れぬ努力があ

ったに辿いない。エ ジソンがこう諮っている 。 r天..r とは99%

の針 ) J と 1 %のひらめきである J と。 東畑遇策事務所段計部長

78 誼築と社会 ・1997. 4

日本の原風景

一一 石 窟社寺の魅力と技法 上 野 卓 男

日本人の心に通う原風景の一つに石総社寺をあげておきた L 、。

|ゴ本人の原風対は、うつろいゆくものに愛着を党え、人工と自

然との同化 を願い、永述的なるものを好ましいものとしてきた。

制戸 大社や那谷寺など石綴社寺の魅力の源泉には、そ れなりの

深さを感じて止まな L 、。

一般的に、空間 と人間 とは心的関係を抜きにして考えられな

L 、。好ましい| 刈係であるためには空間の作用による刺激が何ら

かの』設的の高紛がl乎び，包こすことが前提になる。そのためには、

設計桝忽として外界に与えた制約が人々にバーチャル・リアリ

ティー( 仮想羽深) を体感させるものであらねばならないと思う 。

石窟社寺の魅力は、 山水画のそれと共通するもので、そこで

は単に自然の巾に洞窟や庵がかかれているだけでなく、その t二"

に人を導いて見せる技法としてバーチャルが働いていて、見る

人をまl内ず女{] らずの内に桃源説引こ誘うことを可能としたことだ

と思う 。 その局には、人を動かし位白関係を変え 3 次元に浮遊

させる ) J がある 。様式的とも言 えるこの技法は、人の本能に内

在する “始源的な詩情" (Poesy Ori gi nal i ty) を誘引することで

心に通う原風対に高めるものと解している 。

|立のr'，が近代化 を突き進む中、私達はもう - ) 度この “永 遠的

なるもの" の印li1l 立について一考する必要があるのではないだろ

うか。
大阪府建築部営錨室長

建築家の文章

田 中 英 一

ある雑誌の編集、会議で、建築家の先生方の 』く文訟は日ff J 鮮で

何 を言っ ているのか分かりにくい、と 言 う発言 があ った。 そう

発言 した方は以前込I ! 築雑誌の校正に携ーわ っており、オリ ジナル

が分からなくなるほど子を加 えたこともあるそうである 。 また、

そこまで予を加 えて分かり易くするのがその雑誌の特徴である

ともお っ しゃる。 しかし、そんなに手を加 えて原稿とは何んぞ

やという挺II!J が残るが、催かに建築雑誌には日mWf な文訟が多い

ことは何定できな L 、。 このこととは他 の専門分野の人遂との会

議の府でもよく 出 る話である 。仮りに辿築がそんな担任しい言集

や ｊ ＮＧＮｊｉ論の ｼ 三 に ｽＭＡｸ［り 立っているとしたら、ｾ築とは大変 ｊ ｬ ｬ ｬｉＺｔ ｩ ぽく

捌屈なもので、あり、のんびりと欠11] 1や居眠りなどしてはおれない。

とりわけ私迷が U指す挫築は次の 4 つに集約されよう 。 rfJ;:l J-Ji;

との調和J j r美 と永続性J r明確な理論 とな匡IJ r適切な技術の

統合J 。 これをまともに説明すると確かに難し く日IfJ鮮な文章に

なる可能性がある 。 しかし、本来建築とは人に催しいものでな

ければならず、会L持ち j込く住める、働ける、楽しめる協に過ぎ

ない 。 日 ｭ しい 苫 ｾを使 っ て説 明 したほうが ｦｩＱ ，β￬ｪ かも知 ｬ れないが

それはごまかしになる 。立. I ! 築家はも っと分かりやすい古柴で辿

築を諮り、多くの人に理解されるよう勿) J する必須がある 。

大成撞位大阪支庖段E十部長

建築の限
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定 価 12∞1'1 (本体fdli 始11431' 1)

建築と社会生
1917年創刊 第78集/ 通巻901 号

特集・

I 部 ・ 過 去 か ら 現 在 へ

[ 建築と社会の8 0年]

[  r建築と社会j と時代の世相]

[まち の 風最 80年 ]

日部 ・ 現 在 か ら 未 来 へ

[社 会 の 眼 ・建 築 の 眼]

[20年 後 の建 築 ・都 市 ]

[座談 会]

あいさつ

. o- 全t

，，，<<ヨ

建築の眼

作品作風

gall ery  

bei ng 

大先輩に聞く

法令 コー ナ -

4構造の頁

設備の頁

基礎講座A

基礎講座B

R EPO RT  

G B RC ニュース

ブックステーション

追悼

建築 と私と社会- 80人の眼-

< 1刻 凶mおめ! > の 成 立・石田潤一郎
12  

ｲ ｩｬｬ 築と社 会」 誌にみる ｼ 刻問主ｬＡ ｾ 誌の波頭 ・ 山形政日召 15  

19 17 - 19 2 6  大 正 テ.モクラシィから昭和モダニス'ム へ・田中直人・吉村英祐 18  

19 2 7 - 19 3 6  1昭和 lモダニス.ムの 1mイE・田中直人 ー吉村英祐

19 3 7 - 19 4 6  11小戦争、太平洋戦争、そして終戦・笹村欽也

1947- 1956 ｬｩｾ 儲からの ｭＹ ＧｩＡ … 戦後 Ｑ Ｐｻ Ｑ ＧＮ ・ 倉測奈干子 ・ 宮田昌

19 5 7 - 19 6 6  新しL 、ライフスタイル/ ゆれ動く 価 値観 ・倉測奈干子・宮田昌義

1967- 1976 ， ｜ｍｾ｛ ｽ 成長 ｗｉ からオイ ｊ レ ンョッ クまで ・ 吉村英祐

19 7 7 - 19 8 6  オイ j レ、ンョックをのりこえて・田中直人

19 8 7 - 19 9 6  卜年一 l T・剛 担 尚

19 9 7 - 近未米の立J ! 築と社会 ・涯漫秀俊

大阪のまちなみ、他物
3 5  

・ 社 会 の |拠からみたi l ! 築
3 8  

ＲＰ 世 紀の ｬ 而 Ａｪｾ Ｎ 今井祝雄 小さなプラハのために・海 野 弘 新 た な 批 訴 の 坊 を・江田修司

ill 築 家 の 側 {凶・栄久庵憲司 PJI J の 充 実 へ・河内康郎 2 1 世紀が来る l前に・河村立司 主l!

築 家 モ ー ツ ァ ル トはノミI lilで・北大路善之助 「人の生活J をつくる・高橋恵子 生 前 美学 の

1[ l lm・疋田正博 建 築 料 に 沼 み たL も の・2雷同博熊

Ｎ ｩｬｬ ｾ 誌の ｬ 阪 からみた社 会 4 4  

ill 築をつくり n 'r す 人 び と・相川三郎 立J! 築 ー タ の 統 合体 ・生井昌樹 心 地 良 い 励・石 古 香

I lqよ の似 令 に利 乍 的 手法を・越智峰晴 J宣根 をこえて・大野拓也 鋭 +卵 ・併野忠正 「人

の 常 み」と「励 」の |刻 係・久保清一 弘ｬＡ ｾ 誕と ｈ 寺代の流れ ・ 小西岬 「つくる」変 中 ・小林弘

昌 也 築 と は何 か・小山賀寛} i l ¥U;，' をったえる建築・高砂正弘 自 然 の 浄 化 能 力 を fl J - りたま

ちづくりを! ! ・竹本俊平 心 身 機 能 の械 mを め ざ す 空 11'01. 知花弘吉 立ｊＡ ｾ おと自然 ・ 文 化 生

活 環 境・中 島 一 切り主l地、こと・中山 論 いま思うこと・深谷浩一 実感するということ・

本庄千恵美 世界を11. よげよう・泊四敬彦 災災復興と立J ! 築・丸川成平 8 0年 の 米 米 社会 と佳

築 へ. 三絡事司 人と助所とコ ミュニケー ショ ン・森 傑 予言議を疑ってみませんか? ・厳 達

彦 京リ巡と込H象・山本俊輔

・ ＲＰ 年後の立ｊＡ築 ｉｦｉ ｬ ｲｬ ￭ の ［ｾｊＺ を訓る 5 6  

ｮ Ｇ ｬ￮ｾ 、と街 ー そして ｩｬｬ 築 ・ 香川英仔 20" 1二1&にそうなれば・片山孝治 l時は2 017{!'- ・喜多俊之

ｉ 也 ｆ ｉｦｉ ｉ け ￭Ｈ ［ｬＺＮてやきるか 一 人釘Ａの新たなるｾ［への挑戦 ・金 泰 彦 失 わ れ た 都 rl i を 求 め て

・黒 白 消 わ れ わ れ の rm誕の拶」・佐藤箆夫 20午 後 、の /i;: ーん? ・末次姉子 危 機 へ の

対 応 と 心 の |呼教 育 を・高田秀三 1I 立する立J! 物 ・徳田裕英 えくぼのある Ii'I I市 ・橋本秀夫

活 ) J あ る 尚 齢化 社 会 としての 11本 ・服部万里子 2 1 世紀の他築上{ こ JlI l侍 す る・腹 谷 宏

宅 っ( ; f ' の辿築一 心の泌をつくるfJ; 1境 彫 刻一 ・八木マリヨ

・ 4ミ米のまち- - [- ( Hたちの IIHjくまち - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 6 4

・ 佳 築 と 払 と 社会 一2 1 世紀を川知iえて-
M 

検尾義賀、田中直入、川島克也. 本保基入、増田俊哉、興謝野 久

4l ! 築協会創立 80}li J 1f- を 迎 え て ・会 長 市 川 安

第 4 回日本強策協会賞入選発表 総会および定時評隊員会餓決お知らせ一平成9年度評餓民 2  

会 正 副 務 長 平 成9年度会長・副会長 ・理事 平成9年 度 収 支 予 算 書 平 成9年度事業計画

監互軒並びに本部所属解 脱員の当選 名誉正会員6 名が推挙される 神戸フ ァッ ションプラザ

見学会 フェスティパルゲート見学会 京都駅ピル見学会 3 0 's E YE  (2 3) 吉本剛da rnー

原点から ハー ピス O S AK A見 学 会 平 城 宮 跡 「 朱 雀 門 」 復 原 工 事 見 学 会 茶 室 見 学 会 ( 8 )

大徳寺玉林院の譲庖と餓床席 鰍演と見学の会一琵琶湖博物館と ロータス館 アジア鑑祭文

化総研究会 ( 11 ) 写し霊霊場にみる模倣と創造

震災復興とまち づくり協脱会・三輪康一 日本の原風景一石窟神社の能力と技法・上野卓男 7 8  

エジゾンと竹・猪 伸夫 雄築家の文章・田中英一

8 0  

い と な み の

'

1'で (設計: 小笠原絵理) 富田昌義
90 

河 崎 晃一 (ARTIST&CURATOR)・小林孝一
92 

1IIIT!ll H袋 太 郎・毛谷村英治伊膝郁郎
9 4  

神) i j l J 肘fi fJ山地 区 内 の 斜 線制 限の 適川 除 外 ・中元淳仁 9 7  

五 Ｈ ＯＺ ｉｉｾ ビルの桝五 ｬ｡ｾｊ ｉ ・ 木村俊彦 9 8  

研 究 探 訪 : 笠 光 の 研 究 一 人 _[ ) ( 空 あ れ こ れ・野口太郎 9 9  

ａ ＮｬＡｾ義文章作法 ＨＴＩ 縦椛は Ｑ Ｕ Ｑ ＱＱＱ 行う ・ 山田修 100 

泣 I}i: 設百 l' (1'の た め の 技 術 図 の 比 方 (4) 給排; f < 衛生設備図・河津隆之 101  

スライドレクチャー第 10 1" 1ア ル ヴァ・アアルトとフィンランドの佳築を訪ねて・宮 内 安 102  

機器紹介/ {i '火性試験装世

短 ｾＧ ｉ Ｈ 4 題 ・伊藤郁郎 、稲木裕子

問

一

山

川

一

川

Inf or mati on  

竹 '1' [ 務 J訓

月間の動き

福岡道縫個展.世紀をまたぐ巨人ー ムンフ展.毛利元就 その時代と至宝.デンマークの梅子20 0脚 展. 106 

17 人のアシ; T ! 車築家展. 出版記念 ・多井幸男個展花と緑のまちづく り総合展示会.播磨科学公園

都市ー近来来戸建住宅デザインコンペ ー第4 回デザインコンペ くガラスプロック> 国際コンペ r21

世 紀 ・京都の朱来J 東京デザインセン空ー特別セミナーI 春秋建築塾」開諦ハウジングアンドコミ

ュニティ財団助成対象決定. 建築設備診断技術者講習 .テsザインセミナー . U S A パプリ ッヲアー ト視

察旅行「復建協・ 9S J 新 干 l発 行

、IL} V(; 8 :( 1三1) 1分
109

建築と社会 ・1997.4 79 





由昭

言宣言十 監 理・

兵 庫 県 都 市 住 宅 都 営 繕 課 ・ 昭 和言宣言十

施 工・

鹿 島 ・竹 中 ・奥 村 ・ 明 和 ・ 神 崎 特 別 共 同 企 業 体

兵庫県警察本部庁舎

県 庁やり込公館ミ卒、 県の 行 政 ー文化 施設 の 集中する 官 庁 街 の一回 に 位

位する新庁 舎は、 日 ｩｻ が促 ｉｉ ｮ する「本 ｦ ｊ ｾ 合周辺主主 的桃恕 」の Ｍ ｦ ｊ［ Ｑ とし

て 分散 ・老 朽化 した 旧 庁??を一元化 し、高層ビルとして佳子平えたも

のである 。

主I ! f . 子えにあた っては、古1I 市，11ー画 法等 のl必定に必づく 「特定街区制度」

を活用し、敷地の統合 ・I' H婦を行， ｜｟ｉ Ｚ ｪ ｬＡｊ の ｉｾ Ｍｾ 度 利 ｭ を図るとともに

まとまった空地 を陥保 し、 周 辺の「県民オアシス j や「プロムナード」

と一 体化した街区の卯 境の 強制 改善を行った。

また ｉｬｦ 府 部、 ＼Ｑ Ｍ Ｇ 層部、高層部の 三 Ｑｍ で椛 ｊｾ 之された庁舎タ付改の低Ｎｉｩ＿ｩ ｦｦｬｬ を、

|憐依する主I ! 築家 ・i l WI半 六 の 設;nによる近世フランス ・ルネ ッサン

ス総式の代表作品て・ある 「県公立fU と同ー の 索材 、 色 調て'U: 1:げ、

そのクラシカルなイメージとの調和を図ることによって、街区の良

好な) 1( '1，仰形成に努めた。

庁 介 は ij也域の安全センター」にふさわしく 耐l」詐1: を i1. 5めた唯牢な

榊造と し、 21由紀に向けた!i!f- 然機能と IlJ i災機能を整備強化する - )J 、

升 水 利mによる節水、ガス発電による J発熱回 収など、 t円エネ・省資

源対策にも積極的に取り組んだ。

また、 1  1精には大 きな日目円 sjl を過して公聞き在地へと述紘する「県民

ホールJ を配し、 神戸市 街 が一望 で き る 屋上 展望 台 、 交通行出11セン

タ一等の見学コースを盤自白する など、県民に親しまれる庁合として

いる 。

Ｈ戸 間降 ｬｦｩＯ 兵 ｆ 削 ｈ ￭Ｇ ＱＱ 市住 吉 ｧ ｪ ｬ 常総ｊＡｉＡ、約 ｊ 宣 Ｑｉ， Ｇｬ 犬Ｏ Ｑｉ ｩＧ Ｔ ｦｬｬ ｾ 釘 Ｑ ＧＩ

所 在 地 一一一 神戸市中央区下山手通5-4- 1

敷地面積 一一一 7，4 0 0 m

建築面積 一一一 2，0 8 0 m

延床面積一一- 44，3 0 0 m

構造規模 一一一S 、一宮s S R C

工 期 ー一一 1993年 6 月- 1996年 12月

最 寄 駅 一一一 J R神戸線元町駅

J量 影ー一一島 修 一



回

82 



県 民 ホ ー ル

1  F 工レベ ターホール
見 上 げ

全豪

83 



美術館全景

北側の施主住宅と馴染む群造形

南側立面を望む外壁は中国産の錆石サンプラスト仕上げ. 土繍部はリシン吹付仕上 げ

84 彊援と社会 ・1鈎 7. 4



m 

設 計 監 理・

大 成 建設設言十本部 ・大 成 建 設 四 国 支l苫 設 計 部

施 工回

大 成 建 設 四 国 支 庖

セ キ 美 術 館

日本の多 くの地方古11市には古くか らの街のイメージがある 。 しかし、

実際にはモダニズムの影響で都市の無個性化が進み、類型化された

街 並 が 会|五l的に広が って来ている 。 そして、内・' * からの政かな文化

と長い歴史を持つ松山市でも刻一刻とこの近代化が進んでいる 。

美 術 館 立地 は 、強制白の進む市中心部住宅 地にある 。 この計四iでは、

街の潜在的な物J話を侃り起こして、新たな tfj 作りのひと つの指燃と

なる織に阪れたイメージを持ったm誌を創造する '11をテーマにした。

そして、その織な主l ! 物こそが、未来に紫がる 12かな街の邸J党作りに

ｲｴｭｾ 出 来ると々えた 。

施 主 が 約40{1三かけて収集したロダンの彫車1ドや近代以降の 日本人画家

による洋画、 [1本 画 等 約200点、を、随時公開してゆく空間のベース

として、全体デザインは美術館をひとつの箱として捉え、シンプル

な 7 .. ) スによる 桝成とした。 またランドスケープスタディーから他

物ボリュームはセットパックしたltY'巡形とし、近隣に建物を馴染ま

せた。

空 1111椛成は、峨々なコレクシ ョンに対応して附段を中心に展示室等:

を巡るスキップフロア型とし、奥行き! 必のある室内空間となる綴に

心がけている 。デザインイメージは、 中公山の l夜! とに育まれたゆった

りと大らかなイメージから、しっとりと必ち .i"i ｾ、た和洋 ｾ Ａｦ 点を必調

とした。 さらに地域交流の小さな綾として街の巾に息づいて行ける線、

地 |精に地域に IJf lかれたハイビジョンギャラリーを併せ持ち、限られ

た条件 をlt i 大 IIHr . 1 i かした美術館が完成した。 そしてこの小さなえJ ! 築

によって改めて街並に大きなイメージを与える '11で、松山市の一戸l

に新たな比 Ｎｬ￯ Ｇｩￍ Ｎｲ 七割 ｾＡＲｴ ￎ し、 Ｑ Ｑ］ Ｑ の大切な秒 ｬｪｾ ｛，ｾ 乍りの Ｍ ｕｩりとなれば と思う 。

断 面 図 1:  300 

所 在 地 一一一 愛 媛 県 松 山 市 道 後 喜 多 町1010- 10

敷 地 面 積 一一一280. 97m

建 築 面 積 一一一 194. 96m

延 床面 積 一ー- 464.81m

4荷造規模 一一一R C、B 1 F，3 F

工 期 一一一 1996年 2 月- 1 9 9 7年 1 月

宝 寄 駅 一一一 J R予諭 線 ・ 松山 駅

11 影 一一一三輪晃久写真研究所

(J II.H信之/ 大成立J ! 設)
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設 計 監 理・

エ ヌ ・ティ ・テ ィ 関西 建 物 ( 株 ) 一 級 建 築 士 事 務所

施 工・

共 立建 設 ・熊 谷 組 ・大 木 建 設 ・松 村 組共 同 企 業 体

アー) ( ン工- ス肥後橋ビル

I t-j くから l二佐 Jj:l ¥' をはじ め、周辺の "江 戸別 ・・京l"fJJA" などの

地 名からもよく 知 られ ているように、 尚J憶の大. @} 派ともいえる多く

の迎 ili IがA っていたー ':l} で、そ れ らに合わせ江戸時 代の滞の蔵屋放

跡 なども残る !恋史的 にも全国 に名目い ビジネスゾーンとしての伝統

と誇りを ｩ Ｇ ｾ じさせる 尚 青 Ｑ Ｑ Ｎ 大阪を 代 ぷする場所のひとつである ｉｊ ｉ 巴

後 柿 」。 この 好 立 地 に ＱＧ，Ｇ ＵＱ 皮↑ ｊｊ 報 社 会の ｊ ｢ｾ 先 端 を行く ｎｉｔ ならではの

設計 コンセプ トのもとに、アメニティーを 尚め、 人 11'，1性12かなJJ;:! 境

を創造した新しいインテ リジェントビルとして「アーパンエース H巴

後柿 ビルj が誕生 しました。

|ホ.J ｲｾｩ Ｉ はメインアプローチとなる玄 関 ホール床 ・ 刊 でに大 旦 ｉｉ 石を 使ｊｬ ｉ し

洗練さ れた美しいデザインを心掛 けた 。 事務 室 は (3. 6 m X 2.4 m)

のモテ Ｇュー ル、 ｬ 法を係 問 し、 柱 のない Ｑ ， Ａ ｜ ｴ ｴｾ 川 を実 現 、 ｪ 末は 配線 の

ￎｉ ｉ ｌ ｉ ｉ 正 ｲ が Ｑ Ｑ Ｑ ｩ く、容 ｴ ｬ ｴ も大きい全 凶 二 ｩｔｉＺ 床とし ｉＡ 及 ｾ Ｇｮ ' l :J9r熱性 クッ

国岨・・・・・・・ー

ション十七にすぐれ たカーペッ ト激フロア、天) I' I' ，'TJ は余祁のある 2.8 m 雨明11外 観

を(I '(j [似 しゆ とりのある快 適なオフィス宅11¥1を提 供 して い る。

タ 付税 は ｉ 事 ￮ ｾｴｬ Ｈｩｪ をカーテンウオールとし、 Ｉｊ 立のノ ｔ ターンに よ り Ｊｩ［ ￋ ラ

インを 協 調、経 ｴ Ｎｫ でゴージャスなファサードを ｪ Ｉｬ ｬｊｾ した ほ か、シン

メトリーを ｬ ， ｾ 本としたデザインで、 空 白に Ｑ Ｚ リ か つ て 一 体 Ａ惑を Ｑ ＱＧ Ｑ し溶け

込むなど、外日空l侃を リズミ カルに桝 成 して，問題性をもたせている 。

外 部は明而線を "5' ほして、 l有に開放的な広場 を設itf 、樹 木やモニュ

j ン トのダIJ立により、ここちょいアプローチを創造して い ます。

( エヌティティ |品Illli ill 物( 株 ) 一級 住築士 目lト務所)

-V

 

1階 平 面 図 1  :  600  

所 在 地 一一一 大阪市西区土佐堀1-4- 14

敷地面積 一一一 1，669.61 ni  

建築面積 一一- 1，006.82ni  

延床面積 一一一 15，099.88ni  

4荷造規模 一一一S 、S R C 、B2 F、14 F、P1 F

工 期 一一一 1994年 12月- 1997年 1 月

寄 駅 一一一 地下鉄四ツ橋線 ・肥後橋駅

繍 影一一一新 極 求

応鑓フ 口?
マエントランスホール



メイ J エントランス
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Nr  

言宣言十監理園

大 林 組

施 工園

大 林 組 ・ 桑 原 組 共 同 企 業 体

ジャスコシティ西大津

比叡の山 今と琵琶湖に挟まれた泣かな自然関境の銭る街、 西大 ij! は

nJ l心閣からも近く交通の使 がよいところながら、駅前 開発のなさ れ

て いない場所であった。 キーテナン トであるジャス コは滋賀県で初

の 出庖ということもあり、 地元のオーナーとともに 15年 の 歳月 をか

けて J I-画を進めてきた胞設でもある 。

敷 地はlli 路 を挟んで 2 カ所に分断 されており、 収容 台 数1，300の駐 '11

J'!; l と40，OOOm'の 底fifli 而績を隣 保する為、人 . 111のスムーズな動線計

画 を 心掛け 、 Ｒ 事 ＱＱ を結ぶ上笠 通路 はその 解 決策の ｾ となっている 。

外観 は山 と湖lをイメージした色調 で 、 全体は暖かみのあるアースカ

ラーの泌淡でシンプルにまとめ、ポイン 卜部分にはブルー ・グ リー

ンを配 し1 0 0 m近 くある壁而 に変化 をもたせながら 周 囲との淵 利 を

図った。 メインエン トランス部は逆三角形のモチーフを 使 ったダ イ

ナミックなデザインで、 尚-J 匙施設としての fn長わL 、J の古賀 l出と地域

のランドマークとしての「飯J を表現した。

(やl'道 治 ・大橋 氏 由美/ 大林 組)

配 置 図 1:  50∞ 

所 在 地 一一一滋賀県大津市皇子ヶ丘 3 丁目

敷地面積 一一一22，067.2 9 m

建築面積一一一 16，589.6 6 m

延床面積一一一71 ，011 .44 m

4膏造規模一一一S 、S R C、5 F、P1 F

工 期 一一一 1996年 3 月- 1996年 11 月

嘗 駅 一一一 J R湖西線西大津駅

j量 影 一一一上諸尚美

遠 景
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小笠原絵理

建主と共にこの地を訪れたのは 2 年前

の夏。北側股道の3∞坪ほどの敷地は、

琵琶湖対岸に比良山地、東に鈴鹿山系

を望み、車で 10分程の距厳にある湖

岸まで田畑が広がっている。山々に固

まれたこの大地で、人は田畑と共に息

づいている。自然の大きな営みに向か

い合い、包まれて、穏やかに、水の流

れのようにときが過ぎていく 。この建

物は、そのようなときを仲間と共に過

ごす小さな楽しみの場としてつくられ

一
~。

開閉自在、外部と一体の土問と、スサ

入りのシックイで塗り込まれ、炭の火

囲みながらとき包まれる囲炉裏問を中

心に、各々の場が人とのかかわりや固

有の風景をもち、また、一つの穏やか

な流れとつながる空間構成がこの建物

をかたちづくり、自然の営みに息づく

ものとしている。

この地は、冬は雪 色に染まり、春の

訪れと共に緑か芽吹き、秋には稲穂が

金色の級王室、風に揺れ、年月がめくる。

今回の計画も、自然という大きな営み

に少しでも近づきたいという思いから

生まれた。

新たに始まった営みを、安情変えてい

くこの景色をずっと見つめでいきたい

と恩っている。
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ART I S T  &  C UR A T OR  

芦屋市立美術博物館にて

92 担築と社会 ・1997. 4

芦屋に拠を置き、現代美術作家として活躍する傍ら、芦屋市立美

仲間T物館の学芸課長営務めるい、う、 世界て、も例の少ない役' ; I . ilHこ挑

戦し ている iii f崎兆一氏 にインタビューし た。

ARTI ST としての顔

A R TIS T として先ず典色であるのは、大学は甲南大学の経済学

部卒業であり、学名tll 封切まスポーツに葬! ト中し ていたことである 。お

よそ A R TIS T らしからぬ堂々としたスポー ツマンとしてのf本を

もっ氏の、後年 2 つの仕事を両立させるバイタリティー溢れる前動

力のi原li 、甲南中 . ，高古H

ツてで、鍛えム、士堵音われたf体本力力がすものをいつているものと j忠どι‘ われる 。

大学卒業ヲ' & 、京都芸大の聴桃生として学J ごと同i埼=に、同大の 't
'
野

光t儲対受に削司王し、染色を勉強した。 その後、 自身て冶 ｉｊ 作 ｴ ￭Ｍ［ｾ リ ｪ する

ことになる力士染色の ｾ ｉＧ では、型染めを学んでクラフ卜や、テキス

タイノレに進む人が多いなかで、工芸的なものには飽き足りず、より

自由で3血自な表現をめざす。 このへんは、 人のや らな いことをやり

たいい、う反' 向精神がE見える 。

'80年に初めて個展をひらき、今日まで精力的に個展で作品発表。

作品は、当初、型染め (I{j な作品が中心であったが、途中より、全〈

新い、ｾＦ｜自の手法をうみだしてゆく 。 染色は、通［紺也物染料を使用

するが、それは決まった色しかでない。 それに鉄を使うことによ っ

て、色が変 化 することし Ｑ Ｑ ｾＮ ｴ Ｚｮ の経過とともに変 化 することに興味

をもった氏は、「美緋 Ｇ ｩｴＱＧ ｉｾ の作品 ｬｩ 、 ｩ 耐久性のあるものを想定している

が、逆のほうが而白いのではないか。J r人と変わ った ことをやりた

い、固定観念を破りたい。H 考え、鉄触媒での染めを向分の表毛fl と

して従らえた。喜夫長泉 t 染めた布地を組み合わせたり、染めた布地の

コラー ジ. ュ に、鉄粉を組み合わせ、鉄に触れた部分が、 H寺It iJ の経過

とともに変色してゆくｻｾれた作品を創造している 。 作 家としてのテ

ーマは、あくまで「染めること 。J であるが、その中で独自のj且守歩

もうとする反Ｇ ｩＧｬ ￨ｾｩ Ｇｦ や ｬＧ に ｲｴ ＭｳＺ れているように見える 。

受賞

1987 第 4回吉原ifi l削工美術コンク ーノレ展 優秀' 此

第四回現代日本美術展大原美祁預官賞

1993 兵庫県芸術奨励賞

CURAT OR としての顔

一 人て冶 ｉ ｬｻ判官邸 ｪ を続けているＱｉｾＧＮｬ切、戦前の甲南の生んだ を錦 町 家長

谷川三郎氏の画集を作る仕事に参画したり、同校甲南小学オ交の凶工

を教えたり Ｈ ＱＰ Ｇ ｦＭ ｬｬｬ ｪＩ していた ｼ 刻係で、 ＧＸＸ 年芦屋市の 美 術 ｴｗｾ ｢Ｉｦｩ ＱＱ の

f，Yc: t a ! が固まり、準側l室がつくられる 時、人材を募集しており戸がか

かった。A R TIS T としての前動をやめる気はなかったので、かえ っ

て、世界でも稀な呉色の存在となる C UR A TO R の仕事も而向かろ

うι 思い、引き受けた。'89' 1 ' - より準備室に参画し、美手fr館行工、ヲ1

年オ ープンl時より 学芸謀長となる。

学芸員の役割

日本ての美杯前( の:半:芸Hの多くは、美学、美術史を学んできて い

るが、 "1=1には、学芸品のイ:卜司王を、 美術を言Z産にかえて伝える ことだ‘

けfごと忠、っている人が多い。 フィールドワ ークをやってきていない

ため、昔の文‘ 献に剃った詞z論家、解説者になり、自分の言葉で伝え

られないきらいがある 。 それに対して、氏は、「美術品は、観る方{ j [ l J

に判断を任せ、 もっ と楽しめる部分がある ことを知らせたい。」と 云



くWORK '96>  '96. 1  1番画廊個展 190 x  260cm 

う。

市立美術館の役割について

近年、県や対as市だけでなく、小矧錦11市でも美締T官官を持つ市が

増えたが、日本では、地方の市も国レベノレと同様の「美神? 館は美の

殿堂である 。J い、う発想しか出来ていない。氏は、「ランクで. 云え

ば、 rli立は美事附官の中の幼稚園、小学校の初歩のレベ、ノレて、あり、 も

っと 地械に密着した存在であるべき 。J と考える 。但し、 学校教育と

美体的5には、まだまだノリア ーがあり、現放では両方に |問題がある 。

阪神大震災 について

芦屋市立美fif<i博物館は、新しい美制i預古でもあ り、大 きな被害は蒙

らなかったが、再1:1FIは、 7 月中旬となった。良災の|際、 地域に開放

出来なかったことは、今後の誠国であろう 。 氏の抱負として、震

災 5年目の2000年1 ) =1には、是非、震災と表現をテ ーマにした展覧

会ぞ開催したいと考えている 。一つには、作家l阜、長災直後にはな

かなか作品が出来にくいこと、又、 10年後てやは、長すぎて風化して

しまうので、 5年が適度と考えている 。出展は、震災を経験した心

の痛みが分かる、阪神間在住の ARTI ST 中心に依J傾したいが、 美

術だけでなく、文立や詩等も集め、震災記念榔物館的なものに 出来

たらと思う 。

染色作家としての自身のテ ーマ等IJ . 変わらないが、 CURATOR

としての自身は、 26t て、変わったと感じてし、る 。

インタビュー後記

芦屋生まれで、生粋の甲南ボーイである j可崎氏は、 li 弘前の古き良

き時代の阪和Ilf iJ lモダニズム文化の継示者の一人と呼ぶに相応しく、

氏のもつバイタリティ ーで、震災後の阪fll l ! 悶に、新しい美の境地を

拓くべ〈、今後の一層の活躍ぞ期待したい。

インタビュー: 小林孝一

回

C

一ω

2

'¥ ).9う1

。

----1994年に芦屋市立美術博物館にて発行した具体美術協会に関する資料集とカタロ

グ( 河崎氏編さん)

自宅アトリエにて
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大先輩に聞く

前野 慶太郎

まえの けいたろう

明治41 年 大阪府にて生まれる

大正 14年 大阪府立西野田工業学校本科建築科卒業

大正 14年株式会社あめりか屋入社

昭 和 2 年 大阪市立都島工業専修学校( 夜間) 高等部建築学科卒業

昭 和22年 株式会社あめりか屋代表取締役社長に就任

昭 和60年 代表取締役会長に就任、現在に至る。

94 建築と社会 ・1997. 4

|坂和1
1
問てあめりか崖の家に住んでいると 聞けば、洋風のお家に非

らすハイカ ラな 家庭をだ ｴｴ 、浮かべる 。 ｦ￭ｩｬｾ の良さそうな少女が奏で

るピアノの音が流れ、お手伝t 、さんが庭を掃除しているような家で

ある。伝統の技を使って太一仁の除染が建てた純平日J I I . の邸宅てーはなく、

設言 |ゴごとインテリの主人が話し令った末に新しい技術や設備をJ l Il 、

て! A : てられた洋風の家い、ったイメージが浮かんで、くる。がとしてケ

パケパしい豪邸ではなく、その家に憧れる ことを他人に話しでも，I ! 日

れ央くないような住毛てあった。近年、ハウスメ ーカが販売してい

るツーウマアイ ・フォーやコロニアルスタイノレの輸入住宅とはi : ! t って、

周辺のまちなみに馴染むデ、ザインがなされていた こt も特徴て. あろ

フ。

あめりか屋の由来

あめりか屋の住宅はその社名通り、アメリカに波っていた創業将

橋 11信ll }J氏が日本からの移民i l J lJ 限カ可目立しくなり帰国する折に輸入し

た刻国［て住宅の ｬ 仮売に ｾｩｬ 討を発する 。 彼は米国のどジオ、スカレッジて ｏ

! A: 築を学んた後fl J.I治42年に山，}同 し、劣悪な日本の住職1を改千年すべ

くあめりか屋を創業するとともに住宅改良会を設立 θc.i E5年 8 月)

し、機関紙として f l刊 m宅J ｾ発行して良好な住宅についての砕

2誌を一世に対して行っていた。大百二5年にはil を井沢出由 利ーをIJ f.I 設

し、貿易商社であった野ボ創 lの別荘地1)f.llJ cにおいて住宅改良会の ) i

針処案に従い多くの別荘の主主築を行った。 ここ で、当H寺目指 してい

た令耳目的な洋風生活を実践できる住宅の形態を1判 明主として次万Lす

るとともに、 ここ て五J ! ; 設した注文月NEは大i 8UI以降の平Il iギオ11'以の洋

J)Hti ニ宅の力向をH官示することとな った。この軽井沢出5貯ijj 'J乏の間十l

辰次郎氏Ｈ東京市工卒Ｉが大ｼ坂 ｮｬｬｾ 長所長、そして社長となり ｬｪ 役午に

より ＴＺ ｊ ｉ 務所ぞ閉鎖するＱｉ＿ｬ平Ｑｉ ＱｎＭ まで大阪で活 ｾｦ ｊＡ する 。

り ｾ 正日 ｬ Ｇ 之島にある ｚ ｊｱ 先 ｊ 析は、イ ｴＧｊｾＨ こ対するあめりか屋の誠実な ｊ｛ ￭Ｈ

組み姿勢を表すかの様に p 宇: に使い込まれたもので、決して先進的

なデザ、インの建物ではないカ可浜本の信組を得るであろう生兵lui 11き

が税える。ここ の 21併にある打ち合わせmの応報室にあめりかl五別

会長 ｬ￬￮ｩ 野俊太Ｎｴ ｾ ｬ ￭ 氏を訪ねた 。 ｬ￬￭￭ ｾ ｦＭさんは、大正 ＱＴ 年に 旧 あめりか ｊ ｔｬ

に入社以来70年五U こにわたってt付ri - tt して住宅とその他の! A : 物

の設計と質の市 ｬ ， ｊ ｪ ｻｌ｛ｻ こあたるとともに 、絶えずその進歩に江主 ｾￜ ニ

いできた。um台41"[三生まれの liii lj!-f さんは今年89歳を迎えるが、 J トも

なおフリ ー ハンドで ｾｉ 而をかくことができ、あめりか屋のオハコで

ある洋風住宅だけでなく 111( 11寺をはじめとした寺院建築や利凪凶i築

も少なくない。

建築への目 覚め

前野慶太郎さんは大阪のIJLj 条畷て-11毛の建築や中寺件交の常持ι l了F

をarf けれっていた父凶i欠の長引として生まれ、家業を継ぐために父

親の勧めて西野区 ｉｾ ｩｬｴｬ 三 同交に入学した 。 父親は「竪 ｌ 、イ士 ｚ ドをする ｊ

と ｾ［ ｉ 湘 ｬ が良かったが、 その夕死E1後炎に3英E大なf借背削j財材を抱えていたこと力がfや 叩皇や判判l

l町川リ引l し、 平-1' lJt材オの大苦剖部11分てて、あるニm

毛ぞ?処分しし、 辛うじて祖Ir仕l と2 人fだごけててで白U准、住住める家をを?得たf他血lはま一U切j のJ!財!ば占

ｬ産主を失つた 。 その一方で、 ｬ￬ 可 ｾ￭Ｍ さんはまだ学生てあったにも ｼ 刻わら

ず休学して、見様凡其似て父親の伐したiiYけ負い工事引制干して終

え、世1[11に対する義攻守欠かさずに済ませた。学校への復学後、: k

務実? ぜlで北 畠にあった大1I反Iｾ＠ "1勾;;.，;: : 校の外人教mri用住宅の! A: i ¥む: ::: F( こ

指滋的立場て1絞り対lみ、建築技術を!持くとともに住定に対する興味

を党λ 、さji. : : j 交の建築部長のijlq) 1先 ll :: 仰 下j辰i}dl fS t 同窓てあ った関

係からあめりか ｪ 室に大正 ＱＴＱ ｲＺＭにＺｾｦＡｬｦｾするこ ｴ t なった。



当初の Ｒ 年ｉｬ ｭ ［ｊＺｾ樹博 ｈ に所属したものの学力不足を感じたため、

勤務の傍ら夜間者11t : ; ; 工業専修学校高等部建築科へ入学' して昭和元年

から l 年1m勉学に励み様々な知識を身に付けた。当H寺、者II!臼工業の

夜間部は畳間H. 同じ授業を畳間と同じ先生が行っていたので、夜間

t いえども教育の7N; 樹立高かった。 その後、前野さんは唯一の身寄

りで身の回りの世話をしてくれていた祖母を昭和 3年に亡くし、そ

れまでにも多くの家族と死別し、天涯孤独の身の上にな ったものの、

仕事に夢中になり、現場において技術的な興味を掻きたてられてい

たのが幸いし、あめりか患での仕事に人生の張り合いを党えたとい

フ。

工Z削系になる前からは、ライトの弟子てあった出品司郎( 早大卒)

設計の讃州武田謙氏木邸の新築工事などを通じて、宮内省内匠寮か

らあめりか慶に移って来た石田敏樹( 工手竿校卒) の指導を 3年間

受け、昭和10年から大阪克苫の工事実任者として幾多の高級住宅な

どを|潟西地区において建設した。 しかし、戦争の胤烈化に t もなっ

てあめりか屋は社名を建拓社としたものの一時閉鎖を余儀なくされ、

前野さんは大阪続本組にて軍事施設の設計にi定昇することとな った。

戦後、四村辰J灯、111こ代わって前野さんが庖主 として個人経営あめ

りか屋を再出発させ、以前の社員を集めて昭和22年 5 月に粉i : A会社

にして社長に就任する 。同年、東京本社は石川社長が病に伏し閉鎖

することになって以来、大阪あめりか屋が業務を引き継いで住宅の

建設、戦後の復興、社会樹' J tl こ貢献する ことにな った。

建築情報の発信と伝承

戦争による事務所のー1崎閉鎖にともなって廃 flJ となった雑誌「住

宅J はかつて「住宅」の編集を行っていた小才木清( 東京市工卒) を

社主 として昭和21年に「新住宅J として復刊した。 もともと常磐松

女学校長で綿入のillM惜圭済研究者であった三角先生が右ヨモ住宅を洋

風に改良することを橋口信介氏仁求め、それに共鳴した橋口氏が住

宅の改良を実践する機|掬として住宅改良会を組織し、その機関誌と

して 「住宅」を発刊していた。前野さん も建築の情報を集めて発信

するのは重要だと考え、防庁住宅J i : して「住宅J ｾ復 刊した 。 こ の

「菊准宅J も昭和63年に休刊することにな った玖最近も住宅に耐

久性を持たせるブ増や新い、設備、住み方のノワハウ、空間の利用

法な E をテレビ ( KBS 京都) を通じて→没に千! 放するとともに、建

築資車問T究室からは通信衛星16ch を通じて全国の工務底向けにあ

めりか屋で培った独自の技術を紹介したりして情報発信を行ってい

る。

前野さんは、現; ( E も これまで、培ってきたあめりか屋のイ言額を守る

べく、全ての物件の図面を自らチェックし、毎日現場に仏坊、けて施

工を佐野 ・指導している。毎朝、芦屋の自宅から車 t 電車を使って

通勤して来ているが、会社に到着するのは社内て一番竿い。午前中

に事務所て《図面を全てチェックし、 Lf-後は対外的な活動の11肢を見つ

けて現場を見てa : 1り、細かなポイントまで自ら指示することにして

いる 。 そして、経験により培った施工すt場における知恵を一つ一つ

若い世代に直披伝授する こと仁している 。

J13光りする年JVl の入ったテ、、パイダーをクノレクノレと総用に回転させ、

眼鏡も無しに図面を号 |くことがで きるのは若い頃に体て覚えた技術

のおかげだいづ 。今までを振り返るし状況に応じて仕事の内容

がかわることもあったが、一貫して先輩や同僚と親しく交わり、彼

等が持つ経験や長所を出来るだけ学び取るように心がけてきた。 そ

して、設計やfi' tnなどの仕事を担当したl侍も精一中不努力し、担当し

たすぺての仕事を「自分のものJ にしてきた t 言 う。 したがって、

会長になった今も仕事の附から附みまで湾 Ｑ 解する こ とができ、ｾＺｉｬ ｝か

なことまで目が届いてしまうようである。

建築技術の習得

建築を志す人で新い、職場に入った人は、各々の持ち場に於いて

一刻も早〈専門家になれるよう努力する こと カ望まい、。前野さん

は自ら努力することによって、担当する仕事の内容に実に興味が湧

いて来るようになったと 言 う。仕事に関心を持ち続けていると、ち

ょっとしたチャンスやヒン 卜を生かし、設計や積算、施工などの分

野に於いても第一人者になれる位の研究をすることができる 。こう

した努力の結果、その職場て 11: : " うしても彼CL.. なければこの仕事は

出来ない」と、 言われるようなかけがえのない技術屋に一 日も早〈

各自が育って欲い、と願っている 。前野さんの気' 自は父から譲り受

けたものであろうが、石田敏樹い、う当時最高の技術を持った優秀

な建築技術者に出会い、直接に純工技術を学べた ことに よる影響も

大きい。

いかなる仕事においても処築主の希望を考慮しながら、かつ施工

者としてもＪｐￍＱｾ，の行〈良 心的な 仕事を剤紛えしてきた結果、その作品

が Ｂｾ Ｎ ｊ <詞引li されるようになってきたと前野さんは自負してし必 。 そ

して、; 常に良心的な工事を主| 浪とするため各責任者の目の届〈純閣

の工事を手掛けてきたのであまり祖員も増員せず現在に至り、大手

ゼ、オ、コンと は述った追を歩むこ t になった。阪神大震災の被災地に

おいても数多くの住宅を設計 ・施工してきたが、幸いにして大きな

被害を受けたものはt特性で、あめりか屋の建物の安全性についての

信頼を高めることになった。基本的には見えないところでも手を抜

かず、頑固なまでに材料を附床し、余絡を持たせて安定した構造に

仕 Iニ11 " ることが大切だと 言 う。 この考え方があめりか屋の建物を近

年の洋思族主築に比べてしっとりと落ち着L、たようにみせているので

はないTごろうか。

V

E

U

一
柵

ω

m

k

公人としての役割と視点

住宅に対する啓蒙活動を早くからしてきたことも手伝って、前野

さんは各種団体において要職を重ねてきた。例えば、創立 5周年記

念として住宅改造博覧会 t k正11年) を主催した( 社) 日本建築協

会の主旨に賛同し当時宥名な設計司王1長所や請負人と共に木造住宅を

出品、 75年経った今も異常なく、又昭和25年からは大阪建設業協会

の評議員として業者 Ｑｭ の問題解決や従業員の楠Ｇｊ ｴｾＱ 進にＺｲｊＺｩ献してき

た。 また、( 宇土) 大|回ff建築士会においては副会長として財政建て直

しを行なったほか、住宅委員長として朝日新聞の家樹測におL 、て読

者からの住まいについての質問を 3年にわたって回答した。また、

II g和55年には近畿一円の木造住宅実務経験者を執会津f ( こ迎え、目前

の業務活動の中から得られた生きた知恵を主制又した「木造住宅の設

計 t おさめ方」を編集し' f ' IJ行している 。 このほか、( 社) 大腕荷主tt築

士会顧問、 ( 財) 大阪建築防災センタ 一顧問、( 宇土) 大阪建築士事務所

協会参与、( 社) 日本建築協会理事、大阪商工会櫛陥笥鎖、国際

連合協会|刻西本音I1理事など織々な団体の劉般にあり、日本の建築界

の発展のために尽力してきた。 どの団体においても分け隔でなく実

直な姿勢て臨み、お! 極的に任務を遂行してきた ことから、その笑結

け俸制金を高〈 号刊而され宿望を得ることになった。

仕事が健康の秘訣

10数年前から冷水摩擦を絞けているが、毎日会社へ通勤し、頭を

使って設計を検討し、} E ぞ使って現場を見て回ることが一番の健康
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中山寺成就院本堂再築スケ ッチ前野氏の設計

法にな っている。近頃は自 ら進んで判かを勉強しよういづ者が少

なくな ったが、 若 い|時には仕事を J:( ってでもしておけば技術が身に

付く ので年を t ってか らでも自 |主lに技術を扱えて大変良い t 言 う。

基礎石「堅 牢に作ったり材料をき っ ちり 選ぶ等の地 味な手間も、 ー た

び艮災 などでその犬切さが分かると仕事に対する 自信が持てるよう

になる ので手抜きは決してしてはいけないと戒める 。持てる技術を

駆使して注文者の意図を酌みとり 、技付制対食討を加えた上て、連築に

することが今 日のあめりか屋の信用を形作って きたのだと自負して

(主な団体歴)

昭 和50年社団法人日本建築協会理事

昭 和60年 向上常任理事、現在に至る。

昭 和47年社団法人大阪府建築士会理

昭 和50年向上常務理事

昭 和54年同上副会長

昭 和58年 同 上顧問、現在に至る。

昭 和55年 財団法人大阪建築防災セ ンター常任理

昭 和57年向上富IJ 理事長

平成 6 年 同 上顧問、現在に至る。

昭 和51 年社団法人大阪建築士事務所協会理

平成 6 年向上参与、現在に至る。

昭 和41 年大阪商工会議所 l 号議員

昭 和53年 間 上 2 号議員

昭 和59年 向上名誉議員、現在に至る。

昭 和46年 日本国際連合協会関西本部理事、現在に至る。

し、 る。

文 責 毛 谷 村 英 治 ( 編 集 委 員/ 京都大学) ・伊稼郁郎( 編集委員/ 日

建設計)
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神戸旧居留地地区内の斜線制限

の 適 用 除 外

中元淳仁

神戸市住宅局建築部指導課整備係長

316 

のセットパックと高さの制限による「ボックス型j の制限 t する方

が旧居留地が目標とするまちなみ景観の誘導には効果的てある 。

また、法第52粂の翻長率の緩和は必要とせず、地区計画に公開空

地の害1) 合に応じた容積率を定め、高度利用が図られている。

これらの地区計画による制限のほか、別に認定基準を定めて、低

層部分のボ、リューム感の市制来、高層部分のスレン夕、、ーな形態 ・意匠

を誘導する仕組みとしている。

法

令

コ

ー

ナ

ー

壁画の位置の

制限高さの

最高限度

旧居留地地区では、まちづくりの目標 t 街並み誘導型地区計画の

趣旨がうまく合致し、早期に地区計画を策定する こt ができた。

宅蹴匡、地区内ではすでに再建されたものもあり、当制度の趣旨を

実際に石儲忍する ことができる 。今後も 地区内の再建状況や新い、建

築計画には期待し、注目していたい。

神戸市ては、復興にあたって市内の各地でまちづくりに取り組ん

でいるが、各地域ともに、制却也珠湾:L上の謝垣を抱えている 。地域

に必要な各平郵見fl，l) の合理化を図る こと は、復興へのまちづくり支援

には不可欠で、ある。

当信1) 度を活用した旧居留I也地区を先導的な事伊I)!: して、被災地地

を含めたまちづくりに活用されることを期待している。

や)1戸開港以来、中心業務地として栄えてきた旧居留地は、大正か

ら昭和初期に建てられた近代洋風建築物を含む 100陳余りの建築物

によって地区の個性的なまちなみカ形成されていた。

しかし、平成 7年 1 月17日の阪神大民災によって、近代洋J l ¥迷築

物 4棟守合む約22棟の建築物カ効利本を余儀なくされた。

当地区では2当災直後から復興へのまちづくり活動を開始し、旧居

留地地区にふさわしい問、帰J I伝 統l あるまちなみ景観を再生する

ため、附並み誘導型地区計画i I l l)皮J を策定した。

道路 U

1 m以上

l神戸市での適用

E

-
円

l街並み誘導型地区計画制度とは

昭和55年に地区計画i I l l)度力活1) 設されて以来、まちづくりのノレーノレ

t して私! 極的に活用されているが、より有効に地峨の環境改善を図

る上でも、規制の強化 と緩和] による誘導的な手法が望まれていた。

平成 7年の都市青| 恒松及び建築基輸去の改正では、地区計画制度

が拡充され、地区計画で一定の制|演を定めた場合、 そのノレーノレに適

合し、かつ特定行政庁が認定した建紫物については、 i法第52粂( 前

面道路l幅員による容積1)11限) 及び法第56粂( が搬出l服) を適用除外

t することができる街並み誘導型地区計画制度が創設された。 (法

第68粂の 3第 4項及び第 5項の規定が追加された)

この地区計画制度の趣旨は、建築物の形態等に|到する 11，1) 限を次に

掲げる 4)'it頁仁置きかえることにより、土地の有効高度利用を促進し

街並みを整えるこ t にある。

制度の要件としては、次の①~⑤を地区計画に定める こし ま た

② ~④を建築条例に基づく市| 限としなければならない。

①E色染物の制fi 率の最高限度

②建築防の敷地面積の最低限度

G濫商の位置の制限

任 漣 築| 勿の高さの最高限度

信遊間の位置の出1)限に係る総昼部分における工イ判犯の訟官のf f 11)限
「開放型まち

なみ」の事例

デファンス地区

( /  引j 郊外)
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( なかもと

.園、

固

ま

れ

型

ま

ち

な

み

ιー

の

形

成

「図まれ型を

まちなみJ の

事例

Ｏｾ リ旧市街地

l旧居留地地区の事例

(1) まちづくりへの取り組み

旧居留地のまちなみ安鋭は、居留地当時からの 「裕子状街路j や

印加也割引、その後に建てられた「近代洋風建築物J 等が' 白格 とな

り、伝統 ・風格あるまちの雰凶気を継ぶしていく ことに重点が置か

れている 。

まちづくりへの取り組みは、 ｈ 百平日 ＵＸ 年に「都市長締 ｦｾ 即断 ｪ に

指定されたことを契機として、近代建築物の保全、活用等を講 じな

がら、 旧居留地のまちなみ景観の形成を主体に展開されてきたもの

で、震災後には、地区の1判明復興に向けて件J j I 戸旧居留地/ 復興計ー

画」及び方、イドラインが示された。

ここ でのまちなみ形成の目 J僚は、者II{，、業務地として土地の有効高

度利J f )によるにぎわいのある街並み、歴史的環境に面白色した風格あ

る都市景観の形成である 。

(2) 地区計画の内容

旧居留地の地区言h直|て" は、裕子状街路沿いの建築物の低層部分の

高さ、意匠、形態に面白也し、スカイラインの揃った 「固 まれ型まち

なみJ の形成を目標としている。

ここ では、法第56粂による「斜線型J の制限ではな〈、道路から
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京者| 駅ヒツレコンペの当選者の原広司先生に、「平面的に呉質なプラ

ンができる t 困るでしょう。そのときは、岡lほ階( マトリックスと

後日命名) をつかって、上例主主f I J りと下併話仰を変えればよい。

また、長い主I ! 物で、 E こでエクスパンションを切ればよいか、 と迷

ったならば、それは宇中隊に任せなさい。その代わり、千11咋主が身振る

いをしたら( 地震がきたら) 壊れるであろうところを用意して、入

念に点検しなさいJ ! : 言ったのは憶えている。

それが、ここに掲げた写其を見るし 95%は出u がっている 。

京都駅ビルの構造設計 - 1 一

木村俊彦

樹木村俊彦備造設計事務所所長

もちろん、設計に監理に、私の約束したことは守ったつもりだ。

しかし、何といっても、建築は構造だけではな し、。ホテノレい、い、

売 ｭＡＺｾ 、い、駅の コ ン コー ス上のアトリウムい、い、 こ れはさすが

原先生ならてーはの出来栄えである 。高 さに反対された方も、 これな

ら Ｑ［ＨＮＮＮ と許容されることだろう。それは、永〈京者 ｉ ｉｾ 守り、京都を

知る人へ、いかにすれば京者問Rはつくれるかと原先生が悩み、すぺ

て、関係した人々が苦心したからこそできたものであろう 。

( きむら kしひこ)

世
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姐i築l &TI十 )灼'A百1 + アトリエ ・フアイ 建築研究所

村 地 ｦｩＦ Ｑｴ Ｎ十 本 州 車ｾｽｬ物品主 ｲ ｊｴ ｦｬ ＢｬＢ ｾ ｉ ｾ 務所

Jjも エ京拘駅ヒル必!Hぷ: D同府l金制本

会 景

微量三東山日f彦

織影目 1997年 2 月19 EI 



昼光の研究一人工天空あれこれ研究探訪

262 
設備の頁ｾ＠ 野口太郎

関西大学工学部建築学科

l人工天空

畳光 ＡＡｾ ｲ ザ ｬ の計画ゃ予 ￬ｗ ｊ のための模型実験ぞ行う際 、自 然の笠の下

ではその明るさや明るさの分布が一定 しないため、安定した干暁) j I ; 性

のある実験は不可能である 。 このため、世界各地の研ヲ匂幾|刻て守霊々

の人工天空が考案・製作されている九ここで1まA J : 天空の租談J{ とそ

の特徴について簡単に紹介する 。

人工天空は、原理的にはドーム型と 鋭函型に大別される。
4100φ 

透過ドーム型人工天空の断面図( 建築研究所) 21 

設
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の

頁

図 1

l ドーム型人工天空

空間上半部を球面て'l1'4成し、その内表面に一定の明るさ を与 える

ことによ って、自然の天空を模 したも のである。 照明ブ1法の工夫i欠

第で、その輝度分布を調整することが原迎! 的 に可能であり、 心理号1'-

価実験にも 利用可能である 。内部に人工太陽を付加するこ ともある 。

この型は、照明方式によ って、さ らに反射型と透過型などに分類さ

れる 。

反射ドーム型は、拡散反射性に仕上げたドーム内而を下部から投

光する こt によって所定の輝度分布ぞ符ょう t するタイプである 。

透過ドーム創立、拡散透過材料で作製したドームを上部から! 照明

するもので、反射型に比べて高い輝度カ汚封られる 。建設省主l ! 築研究

所に設置されているのはこの型( 直径4 ，1111および7 ，0111) である 九

そのほかに、 ドームそのものを多数の照明器具℃桃成した自発光

型が、 4員* ハウス総合住宅研ぎり止に設置されている (直径 5 111) 九 自発光型人工天空の断面図 (積水ハウス ) 剖

十

m

十

川

1

4

|

|
明

/ 鏡

黒布貼

1--- - - - - - 3，600 

図 2

l鏡函型人工天空

正方形平面の室の周壁を鋭張りとし、純度一線な光天井を組み令

わせたものである 。光天井のみでは光振! としての広がりに欠けるた

めに、四! 司の鋭での反射 を利用 して、空会体力、ら光が来るような状

況を再現している 。見かけの要素の高度が低くなるにつれて鋭而で

の反射回数が増え るために、 務ｊ｛度カ河Ｇｾ下し、結果として ｃ ｉｅ 曇天空

に近い輝度分布となる。 ドーム型に比ペて製作が簡単である 。

園 内 では、［ｊ ｌ ｾ川大 学 ＨＲ ， Ｗ ＱＱＱ X  2 ， 7m x  2 ，0111) 吋、 関西大学 (3 ，6

111 X  3  .  6 m x  2  .  Ｕ ｭ Ｉ 町、大 病｝ハウス 工業総合技術 仰 ｦ ｾ Ｇ￨ｪｩ 斤 ＨＳ Ｎ 6 m x  3 . 6 

m X 3 .5m)  6噂に設置されている。
鏡函型人工天空の断面図 (関西大学) 町

「一一一一一一一-
ー『ーーーーーーーー

図 3

l  現実lこは・…・

青 ｼ部技術 の発達 した 今 日でも、採光 苦 Ｑ Ｑ や室ＧＩｦｾ 状が少しや妙 Ｈｦｾ に なる

と金光!! 被 の 青 慨 は か な り 側Eになるため、槌1実験の有J l i 性は大

きなものがある 。たfごし、人工天空の輝度分布の調整は、 引; i ミには

かなり草花い、ものがある 。昼光計算用の天空淵! ) 支分布モデノレ( 一様

天空 ・CIE &天空など) の忠実な再現は、現実には至難の業と考え

た方が無銚であろ う。

99 

皇賞函型人工天空の内部( シドニー大学)

ｾａｈｊ ｾ のためｪｊＩ｜を 聞け ている Ｈｊｩｩ｜ のｾにも ｩ￬ｬ カサ Ｇｌ ｾ って あるＩ 。

扉や室の附に置かれた桜裂の鋭{訟が多数認められる。

築と社会 ・1997. 4

図 4

たろう)
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建築文章作法図

山 田 修

修 建 築 事 務 所

推敵は15回行う

たしは耕民主: するとき ，1tl11上の原稿用紙li 使わず，すべて 400字づめ横

舎きを使っているので: 日本建築協会の原稿用紙はなじみにくかっ

た. 400字づめに書いたものを，改めて 450字づめに清書した.

文章作りは，清蓄のときが一番苦しい. が，苦しさを通りこせ民

あとは 5 回の推敵の楽しみが待っている . 楽のための苦と思えば，

力も入ろう .

清書守:iZの 5 回の推放は， しんちょうに運ぶ. 写し違えや， I司じこ

とを続けて書くミスがあるからだ. そして，下書き l時の目標を羽点

検する . あらためてその 3 目棋を次に示してみた.

① 主題がsff!i i似こ出ているか( 針本的) .  

② 細 部 の一文は，草野択な文章になっていないか( 部分的) .

③ 文章は気持よく目にとびこんでくるかけほ助句)

同時に，印刷さ れた頁を頭に浮かべながら一読者の立場で拡散す

る. 清書されて読みやすくなっているから，楽しく読める . 楽しく

読めなかったら失格である . そのl時は， もう 一度いちからやり直さ

なければならない.

1  ) 推敵は遂行することなり

ta下止は， 自作の原稿を l明確に他人へ伝えるため，文誌を訂正する

すいこう

行為である . 十( E散は物4: 1J : を遊行することに通じるから，者向丘して推

献を重ねよう .

何度のf附皮がよいかは，人によ って奥なる . わたしは 15回行って

いる . 下書きで 5 ＱｬＡ Ｑ ， 汗 ｦ ｜ ｾＺｩｬ 寺に Ｕ 回，消主将去に Ｕ 回だＮほんとうは

もっと: tlia:液する方が好ましい. しかし，たて続けに: tffit放すると，原

稿を完成された作品として読んでしまうから， I埼' 1 : 場所をかえ日誌

惑の作品を添削する J 1 : みなして推放するのがよい. わたしは，屯

車のなかや病院の待合室 などで涜む原稿を，突然にひらめいた判断

力で直したことが何度もあ った. 1住献にも |時の先五色と心のゆとりが

必要ということだ.

苫きノ ー ト上て"1ft敵した文章は， 400字づめ原稿用紙( コクヨの

横書き 20字 X 20行) に 2 Bの童保立でhT257する . この原杭用紙がいち

ヨ1>: 1;1: ，読む前に見|非同頁を一見( 内容のl印刷ま考えていない) す

る. そのとき，視党的制緩げ怜見(I (J) により，読みやすいかどうか

の判断はl瞬間的にくだせる . それが，段落であり ，漢字 とひら仮名

の配分であり，写: A ・イラス. ト ・図表の有無ーである.

例文を示してみよう . rt 制事忘れがたく候・司馬遼大DII 著」の11拘 J

の出だし文である . イラストはないが，一見して読みやすい， と判

断てきょう . とくに小説1; 1 : ，品初の出だして] 勝負が決まる .

『雨が査を濡らしている . 査は，庫挫のすみにころがっている .

日明鮮ではないかJ 1: U 氏は縁から降りて査をおこそうとした. カt

起きなかった. てのひら 二枚ほどの破片拭濡れた: l t l ! . 而にかぶさ っ

ていたにすぎ、ない，J  

この文章の漢字使用率は 21%である. 枕，} t 的な文立デザインまで

考えられた，と思う . わたしは，技術文章にはこの文字デザ、イン( 悦

質的観療) が犬切だ， と考える.

雨 ・査 ・1需の漢文調の導入に比べ tお否はひら仮名の述絞て薬 ら

かい. 導入と終結の対比がよい. rおこそうとした. が，起きなかっ

たJ ＱＺ後半に漢字を使い Ｎ 起きなし伊ｾＧｉＮｾ円以訴えている Ｎ きょく

りよく漢字のf刻'1' 1をさけたことが分かる . がの使い方は絶妙だ.

それと ，U氏がよい. これが他の英文字ていは:tJl:J;' t (I (J観察がくずれ

る， と思う Ｎ ｕ の形力ｾ月鮮査に似ているからだ Ｎ

リズムにのった活力ある文章は，新鮮そのものである . みずみず

しい印象を受 けた.

この立のしめくくりとして念をtll l
しておきたいことがある . それ

は期日の こと だ. 締切期日は破られるためにある， とL、う俗語があ

るが， それはプロの世界に通用することばで，われわれ素人には通

用しない. 締切期日を厳守するこ t は， 当たり前のことだ.

f住JJ決が遂行なのだから，遂行するためには期日を守らねばならな

い. わたしは，期日に遅れたこと は一度もない，Ｑ ＱＮパ Ｚ Ｑ Ｚｚ ｉｾ のとき，本

にな った心のときめきと感激を忘れずに犬切にしているからだ，r初

心忘るべからずJ は，どこまでも Mtf寺しなげればならない.

2  ) 視覚的観察が大切なり

ばん書きやすくて推敵しやすい. その理lおは次に示した.

① 2 - 3行をこえると長文になる . その目安がつく.

② i漢字 t ひら仮名の佼J l 1率30 :  70 ( : 棋準値とする . 技術文立

は，漢字 ・記号 ・数字 : ひら仮名の仰H率は40: 60i" 目't 1inとす

る) のチェックに11悶1Iである .

③ 写ヲミ説明のときは，上 ＱＰ 行に 写 Ｚｊｾ Ｎ をはり，下 ＱＰ 行の Ｑ 行目に

キャプション，次の 7 - 8行に説明文 (150字) を入れるのに適す

建

築

文

章

作

法

る.

④ 1頁 1分間の音読にピッタリと合う.

「建築と社会J の原稿用紙は， 1頁30字 X 15行= 450字である . わ

おさむ)( やま t:'

下書 きノートで推敵 した拙著の元原稿

略凶をH!i き、青I'X?: をし、さ らに図の訂正 ・昔mのチェ アク を行っ

た。

ノートは鉛筆が主で、あとは訂正JtJ の色鉛* ・71<: のポーノレペンが

交錯する 。 右端の濃い鉛 ｭ の 斜線 ｉ ｊＺ 、 図 ｾ￬ｩｈｾＺ ーする ｴ きに鉛 ｩ ｪｉ の 芯 ［
を t げた名残だ。

この段階で正確を J倒しておかないと Wr-:fI: =1I 寺に写し /II J途 λ 、あとで

大JfC' をかく 。実際に大恥は何度もかいているが

当原稿は、* の仕上がり TI に令わせて干:=l、たもので、新しい進め

方をした。字 l立小きくな っているが、仕上がり 頁はB 4版176頁の本

('961
/
三日月干1/ 。やさしいムl l : 築の構造力 学 : オーム社) で見やすい。

建築と 社会 ・1997. 4
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衛 生 設 備編

意匠設計者のための設備図の見方図

河津隆之

河津隆之事務所

給排水・衛生設備図

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

設

備

図

の

見

方

ります。すなわち、床下、床上、 天井の 3笠!日j にまたがって同

商図にかかれている場合もあるようです。

また、 7)qi，Ui や機岩手類の設置附ではこれらの形式 ・仕様な E を特記

仕株主＿の機株リストて知るための機ｾ誌記号 ・ 番号などカ湘 ｉ かれてい

ます。

階数の多い建物では、地階平而図、 l 階平面図と配管: が巽なる階

それぞれに平面図があり、同じものはまとめて基準階としての平面

図になります。

これらは、建築設備を全体的にとらえるものですから、こみ入っ

た配管になる場所には、別に詳細図があります。 この場合、配管平

面図Ｈ 一 寸 ｉ ｊ ｾ に Ｑ :  100、 1  :  200のスケーノけでは器具類だけが表記

されて配官ーは描かれていません。

したが っ て、配管平面図では ｾｉ 示記号によ っ て給水系統、排水系

統などを識}JIJ し、色宣告会主などで色分けしながら経路を見ていく こと

が必要です。

平

配管・が複雑で表現しにくい機械室やトイレ、洗面所などを拡大し

て詳しく、わかりやすく描いた図( 図 2) で、縮尺は 1 ・5曜 度 で

す。

l詳細図

l配管系統図

→l貨に、設計図では特記仕株警の次に配管系統図力強じられてい

ることが多いようてす。 この図は普通、術生配管( 給水、給湯、排

水・通 知 t 受水槽、日置が階、ポンフ芳賀および♀F門工事用配管: (ヵー

スおよび消火など) とその関連機草紙買を立面的に柿L 、ています。

『空気調和 . ｻＱ Ｑ丹 生 ｭｾ 官辞 ｾｊ Ａｊ ( 空気調和 ・術生工学会編) によれ

ば、各種システムの考え方や全容を理解しやすくする目的の系統を

追った線図、とあります。

配管系統図を見ますと、平面図fごけで、はわかりにくい、立ち上が

り管、立ち下がり管などの判別や、機務類とのつながり方、あるい

は給水の方式、排水 . iill 気の方式な E もわかるようになっています。

また、平面図にはない階市寸法の書き入れもあり、縮尺はノース

ケーノレで、普通、アイソメ図でなく立面図で' t i' . 1 かれていることが多

いようです。

このような意図て拙かれた図ですから 、見方のポイントは、機:r.if

や神宮類などがどの階に設置されているか、制fi ，'jシステムはどのよ

うなシステムであるか、機誌や7同日と管はどのようにつながってい

るかな E を見てい って、大まかな系統の全体像をつかむようにしま

建築設備設計図には、次のものがあります。

l配置図

建物の配置図上に市水本管の位置 ・管・径、下水道の管渠の位置 ・

管筏、公設ますなどの位置や方、ス本管の位置 ・管径な E も捕かれて

います。 また建物にヲ |き込む給水管、ヵース管、獲物より 11" L きたお1，

水管、いわゆる 屋外給排水 ・カ、‘ ス管のノレートを揃いであり、どの位

置か ら、 どのようにして、 どんなサイズで給羽|マド・カ。ス管カf自己管- さ

れているかがわかります。なお、イ寸近見取図を併記していることも

あります。 ( かわづ ｴｾ かゆ き Ｉ

す。

図 1 を見て下さい。 この図から市水本管 ・ガス木管からの分岐や、

2 階以上の階からの排水立 て管を通しての訓が隙主管と 1階からの

ｾｆ Ｗ 札機枝管はＮ￭ ｊｉｊ 々に屋外に出ていることなどがわかります 。

l配管平面図

こ の図では建築平而 ｉ ｾ ｉ に配管その他力主拙かれており、原則的には

その階のスラブをはさんで床下の配管と床上( →貨には壁内) の配

管が表示されていますが、 ときにはその階の天井内配管も描いてあ

)" @: l は機器記号で電気式

湯沸器 l 台を示している

1  

A  

1  

80 

ンi / メJ 25 

-

一ーー-- ‘

32 COA65 

J LJ同 f

ＭＭＭＭ ｇ ぐ ｊｈＭ ｢ ヂｾＧｬ

自動エア鍍弁 20

2  F  
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スライドレクチャー第10回 ( 最終回)

『ヌlレヴ、ア・アフ刀u- せフィンラ刈くの建築を訪ねてJ

REPORT 日本 開 話 会 隷 委 員 会

仏.

a， 

令l

ている 。

lアアルトの人生

アアノレ卜は 1923年に 25.歳でユパスキュラに事務所を設立、 1927年

にはトクノレクに、 193拘ー(35歳) にはへノレシンキに事務所を移し

た。建 築 誠一I-t，ごりでなく、 1935年には家具会社アノレテク ( ART EK)

を7出 L し、建物に付植する内装家具分野までも手掛けるようになっ

た。 そして、 1940年にはマサチューセッツ工科大学教授に招将さ

れ、ベーカーハワス ( MIT のドミトリー) をつくった。

アアルトとは、フィンランド誇で 『誠司 を表す。 そのためか、ア

アルトには ri E d を意識したテV 、インヵヲい。彼のテザインする家

具は大量生産が可能な集成材 を多用しているが、フィンランドでは

破、、木が採れず、柔らかなシラカパなどが使われている 。アアルト

の建物には トップライトの多用が見られ、多数の建物を残し、 1976

年 (78歳) 5 月11日に死去した。

広報小委員会は、大阪芸争化た学建 築学制専イ壬諮問i ( 建築史、建築

計1!! I i ) 杉本兵一氏が10数年にわたり見聞した建築を、スライドぞ使

ってお話しいただくため、 『ぶらり海外 建築見て歩き j スライドレ

クチャ ーを企画して、 95年 9月の第 1回「来政の事J の|銅訴以来、

多数のご参加をいたfごいた。 シリ ーズ尉キ回 fアノレウ守ア ・アアノレト

とフィンランドの建築を訪ねて』 は、 97年 1 月28日に開催した。

Iフィンランドの歴史

フィンランドと 言 えば、そのイメ ージは森主治JJ の国 ・白夜 ・シベ

リクス ・サンタクロ ース ・ムー ミン ・アアノレ 卜・サーオ、リン。食べ

物はザリガニが有名だ。 しかし このフィンランドは、被佃恨の歴史

を繰り返して L、る 。

1157'joニスウェ ーテーン十字軍の遠征を受けて以来、フィンランド

は、 1809年までの約650年間スウェーテーンに帰属し、スウェーデン文

化を完全にl吸収した。この問、最大のl UT トクノレクでも人口は 1500人

で、歴史的{illi 値のある建物はなかなか出来なかった。B I止紀には全

土ローマ ・カトリックになるが、東のロシアからはギリシャ正教会

lフィンランドの風土と生活・ 点描

- フィンランドは大きな山がなく、 E こへ行っても地平線が見える 。

・広い国土に人間よりもトナカイの方が多いとも 言われている 。

・言葉は、若者は英語も可能て、フィンランド語が分からなくても

が迫っていた。

1808年ヵ、ら 1809年のスウェーテ、、ン t ロシアの戦争て敗れ、ロシア

の一公固としてロシアの支配下に置かれた。 ロシアか ら速いために、

ji i !じる 。

・北欧は雪が多いためか、自動車は昼間でもライトを点灯している 0

・市民が商品を持ち寄り、街の中てツリーマーケットがI#J かれてい

首都は トクノレクからへノレシン キに移され冷 日に至っているが、暦史

的{i ll 同首のある建物は少ない。

1939- 40年にソ連と交戦( 冬のli 攻守?と 言われる )0 1941- 441:P再

び第二次世1: 界大i践でソ連と交戦し、敗れて国土の一部を失い、今日

に至っ ている 。

る。

・君主い国のため、ア トリ ワムを備えたショッピンク、、センタ一等が多

ト

庄

o

t

u
庄

〈見られた。

・へノレシンキは岩盟主の上のため、岩をくりぬいた f岩の教会j もあ

フィンランド語とスウェーデン ｩ 吾カ ｾｻ￦ われている 。言語は、

る0

・ヘルシンキオリンピックの競技場のj創立国民の大抵に人気がある 。

. 第二次世界大戦て1攻li 役固となりロシアにj阿11を支払っているせい

か、! 被後の建築には国家の財政状況によ って使用する材料も変化し

ていて、高価な輸入材ではなくレンヵーが多くな っている 。

・フィンランドの建築では f トップライトの多用j が大きな特徴と

言 える 。

・若い建築家には、アアノレ 卜のが剤、f相 当に出ている 。

・どこに行っても、アアルトの建築を見たいと 言 うと、彼らの自慢

の建築家であり建築物であるためか、 気安く見学 させてもらえたと

のこし

lフィンランドの建築小史

独人エンゲ、ノレが、ペテノレフツレグを手本に官庁街の建物を設計した。

ロシア正教の建物などは、ロシアの支配下にあったときは、入口

には普通はライオンfごが、熊がイ変われている 。

フィンランド、の処築家はスウェーデンの建築家を注目していたよ

うで、静かなる民I泊 三義文化運動力?起 こっていた。

ヒユーゴ ・アノレヴァ ・へンリク ・アアノレトは、 1898年に中西部の

クオノレタオ、で さ ｉ ｾ まれ、 Ｑ ＹＲＱ 年にへノレシンキ工科大学を卒業した 。

今回は230枚のスライ ド訓映写され、主! ! 築だけでなく街の紘子、人

の生活など幅広い説明が行われた。

質駒疋答て壮、 f フィンランドは存討止国家fごが、建築物には健常者

朋と思われる階段が多いように見える。 しかしー儲庁の建物には車椅

子を配I色した設計がなされている J t の回答て' 1 ; 冬わった。

*  

*  

1890年にはラノレス . y ンク、 エリエノレ ・サー リオ、ンがへノレシンキ

コJ科大学 を卒業し、新たな建築の歴史を築くようにな ってい った。

1899年にはシベリワスの「フィンランディア」、またヂ£え出した

ナショナノレ ・ロマンティシズムのf回受作( 第二期賞金H射にの建物)

として 1905- 12年にサーリオ、ン、ゲゼ、リワス、 リンドグレンの「国

立博物E古」、 1907
i
joにソンクの「カッリオ教会J iタンペレ大生堂」

がつくられている 。

1904年にはサーリネンの案て、へノレシンキ駅のコンペが提案され

杉本講師には長い期間にわたり、この企画にごthJ，力いたfごいたこ

とを、誌上; をもって感謝と御礼を申し上げる 。

なお、 学芸出版担ーからr 1i 1: 界の建築J ( 仮) としてーI:IJ 行するぺ〈、

まずヨ ー ロツノ匂痛を ご千組J 中と |背J <0 ( みゃうち ひろし)

たが、合国ミ匡義的な立場 (後の近代主主築の主張 t 同じ) か ら反対さ

れ、修正案( 単純化、合理主義的な配f怠) で1916年に完成した。

ＱＹＱ Ｗ 年に帝政ロシアが崩壊し、フィンランドは ｾｾｬ 立 した 。

1924年には J S シレンの案( 新古典主義的な作品) て国会1挺Jj:堂

のコンペが行われたが、単純さや明るさはなく、古典本来の質は失

われており、フィンランド建築界の汚点ともいうべき処物と 言われ
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機器紹介

着火性試験装置

財団法人 日本建築総合試号食所

〒565 吹田市藤白台 5- 8- 1

TEL. 06- 872- 0391 FAX. 06- 872- 0784 

業務時間 9  :  ｏｏｾ＠ 17 :  15 

耐火防火試験室では、平成 8年度Jj 包設整備計画の一事立として「着

火性ｾ｜ｊ験装置 ｪ の整備を平成 Ｘ 年 Ｙ 月に実施完了したので、ここに

紹介します。

着火性副験装置を使用して次に示すｾ｜ｊ殺が実 施出 来ます 。

IISO  5657 Igni tabi lit y  of building  productsJ 

この細谷については現応 ISO(国際標準似 謝蒋)/ T C9 2て徒案

されています。

また、本試験装置をイ史用して以下の試験も実施可能てやす。

.  JI SA9521 1住宅用人造鉱秒脇羽織J間財」付属害 発火世凶左前検

ブT法

.  ]I S  A  9523 Ｑ Ｑ 次 込み用蹴 ｾＺ ｦ ｴ 質 断 熱材 ｪ 付 属書 Ｑ 耐希火性副検方

法

l試験の概要

試験は、ある 一定の1湖 す闘を受けている材料 が小 さな種火で着火

する H寺聞を詞引li するものです。

主り刷本 (165m mX 165m m)表面を直径140m mの閉口をもっアノレ

ミ ニ ウムはくて溜い、ｾ｜ｊｉＡ主体を水平に保持します 。 上方から円錐台

形型の電熱ヒ ータにより所定の放射努問主度 ( l 、 2 、 3、 4及び 5

ｗ Ａ ｣ ｭ Ｇ Ｉ を加えながら、ｾ｜ｊｉＡ主体表面近くに Ｔ 秒に Ｑ Ｑ ＡＡＱの割合で湿火Ｈパ

イロッ トフレーム) を近づけます。その程火力市.¥) 1 主体表面に発生し

た可 ｩ 燃性の葬 ＡｬｑｪＭ ｗｾ 生成カ、、スに着火し継続 し た炎が生じるまでの ｈ 寺 問

( 着火H寺間) をiWI 定し、着火時間と j湖 槻 雌 度 と の|長l係を調べます。

l装置の主な仕様

1  ) 本体

ヒータ 外4歪8. 5111m、長さ 4 m

ステンレス製シースヒ ータ

電力 3kW (200V)  

ノf イロッ トノf ーナ 屯到j式

フレーム長10ml11

ノズノV 径 1.5m m

( シンク ロナス モータ)

二次フレーム フレーム長 15111m

2  ) 流量調節部

i‘ =jtlてbJ曲' 三Z目i プ ロパンJゲス流量計

ill 版Z範囲 5 - 50ml/ l11in  

空知羽j荒立言十

il!l陀範囲30- 300ml/ min

ニー ドノレ弁 二次フレーム調節用

マイクロメ ータ式

着火H制¥lil!l l定計 デジタノレタイマ - j:¥

l設大999. 99l少

3  ) 輯射計

検出器 水冷式

ノ、イカノレエンジニアリングネ」製

3折 デ ジ タ ル 表 示

直i先式

冷却水圧力監視用

表示器

圧力計

4  ) 電源供給部

スライ ドト ランス 200V 3  ｫｗｊｾｾ＠

トランスジ、ューサ 屯力問

出力 o- 10 mV  

3桁デジタノレ表示

屯力直読式

表示器

着火性部験装置をイ邸 1=1した認お買のお問 い合わせは耐火防火試l験室

吉田、田坂または小，) 11 までお願いします。T el : 06-834- 0157( 直通)

着火性試験料金表

1 粂件当りの実施数品

3体実施の場合

5 体実線の; 場合

金
一

肌

一

m

l

一

8

一

9

。正由。
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映画のな力、の現代建築

飯島洋一著

彰国社

1996 . 12. 10刊

B  6 判 266頁

so選書

フラクタル造形

三 井 秀 樹 著

鹿島出版会

1996. 9.  15刊

B  6 卒IJ 195頁

so選書

芸術としての建築

スタンリ ー・アパーク口 ンピー著

白 井 秀 和 著

鹿島出版会

1996. 9. 1日刊

B  6 牢IJ 234頁

マルチメディアで学校革命

鈴木敏恵著

小学館

1996. 8. 1干リ

B  6 半IJ 231 頁

2，330円

- /決t百 .

の Ｉｾｏ ザコ

現f 設整築

J l j Jtl i'r. -

1，854円1，854円1，5∞円
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本容は、映画の中に現代建築がど

のように取り入れられているのか、

またその選定に当たって一体どの

ような意味がそこにはあったのか

ーということについて考察したも

のである 。筆者は「虚と実の境が

見えにくい現代において、映画の

中に私たちは果たしてどのような

リアリティを発見できるのだろう

か ? J という問いに答えている 。

よって、本書で取り上げられてい

る建築物は、すべて現実に建てら

れていて、日常的に使用されてい

る作品に絞ってある 。背景として

使われた“ 建築" から映画を見直

してみる、またその逆も考察して

みることによって、新しい映画と

建築の見方に出会えるというわけ

だ。映画の解説と建築作品および

設計者の意図、映画作製者の方の

意図が鋭〈考察され、ビデオの案

内もついている 。 ( y ・ 1 )  

フラクタルとはいったい何であろ

うか。 フラクタル理論は 1975年に

提唱され、その自己相似性をもっ

という性質により、定量的に捉え

られず、非定形で数理的な規則性

がないと恩われていた自然界の多

くの形 ・パタ ー ンや現象が、簡単

な仕組みで成り立ち、しかも数式

で表現できることを証明した。造

形構成学の研究者である著者は、

この害でまずフラクタルとは何か

を説き、そのフラクタル幾何学を

ベースに、形の体系と造形の秩序

の見直しを計り、改めて造形の

犠 4 な様相と普遍性を、建築との

関連性も踏まえながら、考察して

いる 。著者が「フラクタルは結局

これまでの形の体系の中で唆昧に

してきた領域を埋める要石であり、

読者がフラクタルを知ることによ

り体系化された形の概念を把握し、

それぞれの立場で造形原理を再構

築して欲しい j というように、こ

の考え方は建築 ・デサ.インに対す

る造形能力と感性を磨くために非

常に有効であると恩われる 。

(  1 ・I )  

「建築と普通の建物との違いは何

か。 それは、建築は芸術の領域に

まで高められた建物であるという

ことである。 それでは芸術とは何

かJ 。この警は、建築を芸術として

とらえ、建築がいかに芸術として

成立し得るかについて、具体的な

事例をあげ、興味深い独自の要素

設定を手がかりとして、幾つもの

問題点を明らかにしながらその本

質を介析解明 し、この間いに答え

ようとしている。問題提起の内容

はわかりやすく説明されてはいる

が、それは因果律的な線的な対応

で説明され結論づけられるもので

はない。原著の初版は 1984年で 10

年を経ているが今なお新鮮で、訳

者のあとがきに「この書はその内

容を覚え学ぶのでなく、柔軟に感

じとり何かのきっかけとして欲し

いj とあるように、建築入門書と

してふ 8 わしく、さらに建築のみ

ならず広〈芸術 ・文化に関心のあ

る人今に是非読んで頂きたい容で

ある。 ( I ・ 1 )  

本書は、筆者の CAV システム設計

などの経験をもとに、学校にマル

チメディアを持ち込んで、子供た

ちがワクワク学習できる環境を造

ろうという提案讐である 。学校に

マルチメディアを取り入れるとこ

んなにす，; 1 . ' らしくなる、こんなこ

とができるようになるということ

が害いてある。 もっと専門的に、

例や解説が載っているのかと思

ったが、専門書ではなく、も、しろ

一般向きの紹介本である。筆者の

主観が多く入っているのと、柔ら

かすぎる表現のために、時に何を

言いたいのか把握しにくい点が難。

読みにくいのだ。 テーマがおもし

ろいだけに、専門書でもなく、一

般向きにしてはあれもこれもで中

途半端になってしまったのが残念

である。 ( y ・ I )  

〉

-

0

0
田

担当. 会員企画小委員会/ 伊藤郁郎 ・稲木裕子
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ω 大 ｼ 反建設業協会理 ｚ ｬｾ

大阪府主I! 築士号作機 会 委u

Ｈ ｾ ＱＱ 全国長ｉＡ設業協会理事

( 他大阪五I ! 設業協会会長

大阪労働基準/"j 大阪労働者ー災害補償審ゴ空会 委 H

ｫＮｉＡｾ没行中央Ａｩｬｬ設業審議会 委. ( 1

位。|民間経済迷子子会 ｪＺ［ｦ［ 任問 ｚ ｬｾ

大 阪 府 建 築 審 査 会 委u

(u ) 海外建設協会理事

ω|対西経済同友会 代表斡司王

位。大阪工業会理 ｛ ｉ ｾ

a!，f)!ill築業t品 会 理 事

。Hl ! i l l 築業協会理事長

他日本長I ! 設業阿体連合会 副会長

ω1' 1本建設業団体辿令会 常任理事

住日大阪姥設業協会 会長

働日本科' * 技術述盟評議u

剖I綬l ! i i ，江受章

大 阪 府 知 事 表 彰 受 章

労 働 大 臣 表 彰 受 註

lλ' 11制総型大臣表彩 受1:i.

ill 設 大 臣 表 彰 受 章

盛主綬褒章 受 託

労 働 大 臣 表 彰 受 章

教五l シノレヴェストロ ・コンメンダトーレ騎士勲章 受託

勲二等旭円 m光説 受 章

1' 1本立I! 築 学 会 賞 受 賞

デミング1 t 本.u 受賞

協会歴

昭和22年 4 月 - lI r{ 利23壬1'- 3月 号n./hl

1I i'1痢ロ3年 4 月 - 11百平1136王1'- 3 月 ｪｬｾ ｚ ｾ＠

昭和36年 4 月~昭和42年 3 月 目11会長

昭和44年 4 月一 攻 ｚ ｾ

5 千人が参列して 、最後のお別れ 飲竹中錬一氏の社葬

平 成 9
1
1三 U I30 日

大阪市中央区の難波別院( 崩御堂)

竹下1:'工務! 吉相談役竹中錬一氏は、竹中家十四代竹中藤右術門氏の

長男として明治44年 3 月や11戸市中央区にて出生された。

地 元の旧制甲南高等学校から早稲田大学理工学部建築字二科へ進まれ

早稲田大学大学院修了と同時に竹中工務庖に入社。耳R締役、副社長

を経て終戦の年の昭和20年、 33歳て•. {t表耳R締役社長 に就任された。

昭和52年 3 月、弟竹中宏平氏が社長 に就任し会長 t なられたが、

同年 8 月、宏平氏急逝により社長に復帰された。

昭和55年 3 月、 長男竹中統一氏の社長就任に伴い再び会長職を務

められ、平成 Ｘ 年 Ｓ 月、社長 ・ 会長在倒明間 ＵＰ 年を超えたのを節 ｉ ｾ ｉ

に相談役に退力、れた。

この問、 ii没後のi昆古山月から、高度成一回 明、オイノレショ ック、 その

後の働戎長 ｈ 奇代、パフツレｾ｜ｦ ｬ 、パフツレ崩壊と幾多の ｩ 師しの ， Ｎ ｴ ， て や、 ［平［に

栓富の第一線てやリ ーダー シップを発.11Tf され、社業はもとより建設業

界の発展にも寄与された。

また、同氏は、慶長1巨F- (1610年) 宮大工として創業された竹中

家の十五代当主にあたり、 籾部主午前中の伝統を継承 して品質経営を踏

襲、 「最良の作品射止に追し社会に貢献する J を企業理念に、近代

化、 合理化を進めグローパノレ企業としての経営基盤制1色立するとと

もに今日のスーパー ・ セゴ、コンの Ｍ ｦＺ ｾ ｊ を占める企業 ｪ 尉英に育て上げ

られた。特に、品質向上への1]:兄弟且では、昭和42年に Z D ( 無欠点)

運動を業界に先がけて導入、 この運動の経験をベースに昭和151年に

は、 T QC (総合的品質管理) 活動を、同1承知引こ先がけて導入し、

昭和54年に建設業界初の「デミング立実施1't J を平成 4年には「日

本品質管理1 : t J を受賞された。 また、個人としても品質管 理活動に

貢 献 した人に与えられる 「デミング立本賞J を受賞されてし占 。

一方、業界活動においては、制汰阪建設業協会、側建築業協会を

はじめ各種団体の役員 として経営の近代化、生産性の向上、労務環

境の改善、安全戸;J策等々 幅広い分野にわた って指導的役割を巣たし、

業界の体質改善に努められた。

公月F品歴ては、大|測す建築士精義会、建設省中央建設業審議会、大阪

府建築審査会など公的な活動にも業界人の立場か ら建設行政面ててて、0、

力された。

本会てゆ役員 歴 としては、高IJ 会長( 昭和36' =1二~昭和42年) をはじめ

評議員、理事として長年にわたり協会の事業にも深〈理解をしめき

れ、本会発展のためにごt旨導 ・ご助力 を賜った。

また、海外との建設交流にも早くから関心 を寄せられ、 ug和 31年

以降、臥米、ソ連( 当時) 、東南アジア諸国への訪問 ・観察ぞ重ねる

中て壮術交流計JF極的に進め、併せて、海外か らの技術調査団や海

外留学生の受入れ、開発途七回への技術支援にも櫛亙的に取り組ま

れた 。 中でも Ｂ ｉ ｾ 匡 Ａ とは、因究回復と技術交流を切望し、昭和4併Fに

中国広州、|交易会に建設知早で、初の正式招請があり参加、 翌年には自

ら団長 として技術交im.1J/il査団を引率して訪中、以来交流は活発に行

われ日中両国の親善のー殺を果たした。

さらに、 O閉す中育英会の設立や、竹中大工道具館の設立な ど人材

の育成、文化活動面にも情熱をそそがれた。
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[ お知らせ]

福岡道雄個展

彫刻家・福岡卸紙は、「奇践の庭シ リーズJ ff業逮がピ

ンク色の女王のノ< ) レー ンとなるとき j などの作品を発

表、樹脂やブロンズを使い鋳造の作品の告別乍を行って

いる。

近年は、黒い箱状の天板だけに波の情景と自分の周り

をのせるユニークな作品てで長日られ、現代美綿洞己主IJ 展 K

氏賞や中原悌二郎賞優秀賞などを受賞している。今回

は ＱＹＸＳ 年 ｾＱＹＹＷ 年の作品 ＱＰ 点を展示 。

会期 1997年4月1日伏ト13日(日) ＱＱ ・ ｏｏｾ 19:  00 

月曜休廊

会場アートスペース虹 TEL075- 76 卜 9238

京都市東山区三条通神宮道東 3 丁目東町247

( 京阪電車京j郭対抗上. l R、都ホテル西隣)

問い合せは上記まで。

福岡道雄氏彫刻作品

世紀をまたぐ巨人ームンク展

〈叫ひヲ〈不安〉などの傑作てで知られるノルウヱーの画

家 ・ムンクの、いままで日本でほとんど紹介されてい

ない初期の名作や後期の作品など約 170点を、関連写

真約 110点とともに展示する。

会 期 1997年 4 月 5 日仕ト 6 月 8 日(日)

1  0  :  ｏｏｾ＠ 1  8  :  00 

体館日は 4 / 1 4、 4 / 28、 5/ 12、 5 / 16)

会 場 世 田 谷 区 美fホ鵡

東京都世田谷区砧公園 1 - 2

TEL03- 3415- 60 1  1  

観覧料一散当日 1200円/ 前売り 1050円

学生当日 900円/ 前売り 750円

問い合せは、 NHK 事業部 TEL03- 5478- 4324

NHK プロモーション TEL03- 3476- 5688

毛利元就展ーその時代と至宝

NHK 大河ドラマ「毛利王E君主」が現在、放映されている

が、今年は毛岸IJ 元就の生誕500年にあたり、それを機会

に戦国時代に大きな足跡を遺し た毛利元就の生涯の紹

介と、ゆかりの絵画 ・工芸 ・書跡等を中心に各地に伝

わる貴重な文化財と宝物多数を展示する。
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会 期 C広島展]

1997年 4 月 8 日 ( 火) ｾ＠ 5 月11 日

会 場 広 島 県 立 美 術 館

広島市中区上轍町 2 - 2 8  

TEL082- 221 - 6246 

入場料 一般 1100円 (当日)

大学 ・高校800円( 当日)

小 ・中学生400円( 当日)

問い合せは、 NHK 事業部 TEL03- 5478- 4320まで。

デンマークの情子200脚展

デンマーク家具のデザイン性の高さは、よく知られて

いるが、長年にわた ってデンマークの椅子を研究して

い る 織 田 憲 嗣 氏 の コ レ ク シ ョ ン を 同 氏 の 著 書

f DANI SH  CHAI RSJ 出版を記念し て、一堂に展示す

る。出展作品は、ハンス ・ウェグナー26点、フ ィン ・

入 場 無 料

詳細およひT問い合せは上記へ。

出版記念・多井幸男個展

このほど出版された建築家 ・多弁幸男氏のエッセー集

『のみ屈のカウンターで一一書!Ii li京総担民三入門J (定価

1200円→ 1000円に) の出版記念として、多井氏がこれ

まで描いてきた日本函σ〉個展が、大阪 ・構図華応蓋の近

くの画廊で開かれる。

同警は「日本の生活文化についての箸告、啓蒙の害」

(向井正也氏の序文より) であり、人間生活に密着し

た都市のさまさ' まな事柄について、きめ細やかな観察

をとおしてシャーフ.な批評を行っている。

個展では約30点の日本画が展示される。

会 期 1997年 4 月14日( 月ト 4 月19日出

1  1  :  ｏｏｾ＠ 19 :  00 ( 最終日17: 00)  

ユール24点、ボーエ ・モーエンセ ン16点、ポール・ケ 会 場ギャラリー安土

アハン 19点、アルネ ・ヤコブセ ン20点をはじめ総64名 大阪市北区西天満4- 15- 1 (;梅田幸応蓋ひとつ

のデザイナーの作品200点ゅ 南の筋東へ入るすぐ)

会 期 Ｑ ＹＹＷ 年 Ｔ 月 Ｙ 日 嗣 ｾ Ｕ 月 Ｕ 日 初 TEL  06- 364- 4393 

10:  ＰＰｾＱＸ ・ ＰＰ ( 最終入場 17: 30)  

会 場 アジア太平洋トレードセ ンタ ー (ATC) I TM棟

10F 大阪デザイ ン復興プラザ ・デザインギャ

ラリー& ショーケース

大阪市住之江区南港北 2 ー| ー10

入場料 一般500円 ( 前売400円)

学生300円( 前売200円)

中学生以下無料

Ｎ ｾ普，寅会

日 時 1997年 4 月26日出 15 :  ＳＰ ｾ＠ 17 :  00 

場 所 ATC I TM棟 10F セミナールーム

定 員 200名( 予定)

参加料 2000円 ( 需要車見会費含む)

申込みと問い合せは、ア ジア太平洋トレードセンター

側 I TM事業部 TEL06- 615- 5002まで。

i17人のアジア建築家J 展

アジアの経済的成長が注目されるなか、アジアてづ舌躍

する 17人の建築家の作品と、それをとりまく都市や風

景を紹介する展覧会が開かれる。

同展は、建築史家の村松伸氏と写真家のj美川敏氏がア

ジア各地を取材し、 観察 したア ジアの現代建築の姿を、

スライド ・写真 ・音・ビデオなどで展示構成している。

なお、展示と並行して、アジア建築に関するレクチャ

ーや音楽のノ マーフォーマ ンスも行われる。

会期 1997年 4 月14日伺ト 6 月13日倒

10 :  ｏｏｾ＠ 17 :  00 Ｈ 土 ・ 日 ・ 祝日及び Ｔ Ｏ ＲＸｾ

5/ 2 は休館)

会場 ギャルリー ・タイセイ

東京都新宿区西新宿 1 - 25ー| 新宿セ ンタ ー

ヒソレ 17 F  TEL03- 538 1- 55 1  0  

多弁幸男氏作品( 日本函)

花と緑のまちづくり総合展示会

花と縁の まちづくりに関する商品やま信哉、情報及び技

術を一堂に集めた総合展示会 f FAGOT' 97J カミ「花の

万博J ゆかりの鶴見緑地で開催芯れる。

花壇、庭園、フラワーアレンジメン卜、種苗、球根、

切り花 蘭、園芸用品などのほか公園遊器具 ス トリ

ー卜フ ァニチャーなどを出展及ひ官H売するほか、フラ

ワーデザイ ンコンテス卜や花と 緑のまちづく り紹介、

園芸・緑化相談なども行われる。

会 期 1997年 4 月16目的 ← 4 月20日(日)

会場花博記念公園鶴見緑地( 大阪市鶴見区)

入噺ヰ 500円 ( 65抱え上は 300円)

主 催 F AGOT' 97実行委員会

後 援 大 駒 存 、 NHK 大阪放送局、倒大阪2 1世紀協会

問い合わせは、例大阪市公園協会

TEL06- 252- 5140 



播磨科学公園都市一近未来戸建住宅デザインコンペ

社会生活のメディア化とハイテク機器の住まいへの導

入による新しい謝長関係は、これまでの戸建住宅の枠

組みを超えた新しい住宅のあり方を求めている。

そうしたところから、兵庫県企業庁では、「矯磨科学公

園都市j をステージにした戸建住宅デザインコンペを

開催する。同コンペの審査員がすべて女性建築家とい

うのもユニーク。

応募締切 1997年 5 月20日閃

応募資格 ( 1ト一般部門: 不問

(2岸生部門 : 大学( 大学院を含む) 、高等学

校、高等専門学校、専修学校及び各種学校

提 出 図 面 配 置 図 ・平面図 ・立函図 ・断面図 L縮尺自

提出方法応胡乍品裏面に応募部門名、自宅{ 主所、氏

名、年齢、電話、華版完先( 学校名) 、その所

在地電話番号を明記した紙を貼付して下

記まてす寺参、 または郵送。

審 査 員 長 谷川逸子( 委員長) / 妹島和也，/ Astri d

Kl ein /加茂紀和子/ 山根千鶴子/ ; 酉居 淑

子

賞 金 →2 ・学生部門. 最優秀賞各| 点 100万円

向上 : 優秀賞各 l 点30万円

向上 : 入選各 5 点各 10万円

発 表審査結果は入賞者に通知するとともに、 1997

年 8 月号「新建築」に発表する。入賞作品の
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東京デザインセンター特別セミナー

東京デザインセンタ ー主催のプロ引 橡 と し た 建 築 の

現場の問題点や今後の方向性を探る研究会「建築 Next

PhaseJ は、毎回、多様な分野からの講演者を迎えて

好評だが、今回は同センター開館 5周年を記念して特

別セミナーを開催する。

第25回公開セミナー

テーマ 出銭安計のデザイン鞠各一日将如、竹中工

務庖の軒別犬i兄

講 師 内 藤 徹 男 ( 日本設計社長)

村松映ー( 竹中工務庖常務取締役)

司会商陸予透( 建築ジャ ーナリスト)

日 時 1997年 4 月15日伏) 18: ＳＰｾＲ ＰＺ＠ 30 

由、但し、縮尺明言e) .透視図( 模型写真も 展示会は 1997年 8 月| 日力、ら約 3 ヶ月間の (20: 30から朝見会)

可 ) そ の 他 誌 博 図 を 欝 見 す る 図 面 及 び 予定て婚磨科学公園都市内にて行なう予定。 会 場 東 京 デ ザ イ ン セ ン タ ー

説明文 (4ω 字相変) 提出先及びお問い合わせは、身葦県企業庁都市整備局 東京都品川区東五反田 5 - 25ー 19

用 紙 中判ケン ト紙またはそれに類する厚紙 播磨劃諸課都市建設係内「近未来戸建住宅デザインコ TEL03- 3445- 1  12 1  

l 枚に図面及び説明文を収める。ノTネルイヒ ンベj 係まで。干65併申戸市中央区下山手通 5 - 10ー | 参加費 2000円( 学生 1500円)

は不可。 TEL078- 362- 3697 申込み参加希望の方は、住所、名前、勤務先、 TEL 及

第 4回空間デザイン・コンペ〈ガラスブロック〉

A  ( 提案部門) B  ( 作品例部門〕

課題: 都市のなかのガラスブロック 金賞 |点50万円、銀賞| 点30万円、銅賞 |

登主新制] 1997年 8 月 11日( 月) 点20万円、佳作 10点各 5 万円

作品締切 1997年 8 月25日 ( 月) 発 表審査結果は、応募者に通知するとともに、

提出図面提案意図を表現する図面及ひ簡単な説明文 1997年 12月号「新建築J に発表。

( 模型写真を含む)

用 紙 中平IJ ケン 卜統或いは厚紙 1枚 (60伽 mX 840  

mm) に収める。

提出方法応募作品裏面に必要事項を記入した登録票

を貼付のうえ、下記へ持参または郵送。

質 疑課題に対する質疑応答はしない。

その他応募司乍品は返却しない。未発表作品に限る。

B  ( 作品例部門〕

〈ガラスブロック〉を{ 吏用したデザインf生、機能性、

快i壷金を追及した般企豊かな作品。

応募資格 Ｑ ＹＹ Ｔ 年 Ｔ 月ｼ日 ｾＱＹＹＷ 年 Ｘ 月 Ｑ Ｑ 日までの

期間に日本国内で竣工した建築物、構築物。

登録締切 1997年 8 月 11 日開)

作品締切 1997年 8 月25日開)

提出作品応募用台紙に所定事項を記入し、作品の完

成写真( カラ ー) を貼 り提出。写真の大き

さ及び枚数は自由。作品内容を補足する図

面提出は可。

そ の 他 応 募 作 品 は 返 却 し な い。

審 査 員 香 山 誇 夫 ( 委 員 長 ) / 岸 和 郎 / 針 生 承 ー /

古谷誠意/ 八木幸二/ 戸谷文隆/ 馬場車造

金 A  ( 提案部門〕

提出先倣祷庁建築社空間デザイン ・コンペティショ

ン提案部門係及び作品部門係

干 113東京都文京匹易島 2 - 3 1 - 2

TEL03- 381 1-7 101 

国際コンペf21世紀・京都の未来j

京都市では、グランドビジョン (次期基本構想) を策

定中で、その→景として京都の将来ビジョンの提案を、

広く国内外から募集する。提案内容は、都市政策、都

市論、或いはハード ・ソフト両面にわたるものなど、

都市計画に限らず新しい都市のあり方を求めて、既成

概念にとらわれない自由て新新な発想にもとづく多様

な提案を、広範な分野から求めるもの。

テ ー マ 21世紀 ・京都未来

主 催 京 都 市

賞 金 2000万円( 総額)

提案様式 ヒ'ジ ュアルボード又は論文形式( 併用可)

登録締切 1997年 7 月31 日

登 録 料 無 料

応募締切 1997年 10月31日

事 務 局 国 際 コ ン ペ 事 務 局

京都市下京区烏丸七条下ル京阪京都ピル8F

金賞 l 点、 100万円、銀賞| 点50万円、銅賞 1 TEL075- 342- 0626 

点30万円、佳作 10点各 10万円 問い合せは上記事務局まで。

ぴ FAX 番号を明記の上、東京デザインセンタ

ー「建築 Next Phase 研究会 ・公開セミナ-

f系J Fax03- 3445- 1  125まで。

「春秋建築塾J 開講

最近九関西の建築界の元気が失われているという声が

多4 聞かれる。そうした状況を打開するための方策の

ひとつとして、このほとe 大阪で建築塾があらたに聞か

れる。内容は毎回、テーマを選ぴ、複数の講師の対談

形式に一般参加者が質問や持論をからませる参加型の

スタイル。

日 時 1997年 4 月10日開 18: Ｓ Ｐ ｾ＠

毎月第 2木曜日18 : 30より開催予定。

場 所 INAX 大阪支庖 8 F 会議室

会 費 l 回毎支払いの場合2000円

11四分支払いの場合 10000円

( 申込害必要)

講 師 陣 渡 辺 豊 和 漣 築 家 ・京都造形芸術f大学教授)

大島哲蔵( 評論家)

福田晴虚( 九州大学教授)

安原Z諺 ( 建 築 家 ・東北大学非常勤講師)

磯野英生( 成安造形大学助教授)

新田正樹( 建築家)

高崎正治( 建築家)

などの講師がテーマに応じ出席する。
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八ウジングアンドコミュニティ財団助成対象者決定

明秒、ウジングアンドコミュ ニティ財団では、「住まいと ア

コミュニティづくり活動助成J 及び「若手デザイナー ・インナーシティにおける新しい集f主体の可能性への

助成」の二つの助成事業について、つぎのように公募 研究と提案/ 松原永季

を行い、選考した結果、平成 9 年度の助成対象者を決 ・〈自前の公共性>J 郭里に基づく集住の可能定見/ 宮本法

定した。
明

第 5 回住まいとコミュニティづくり活動助成( 18件)

・「弘前市茂森町J の参加型まちづくり/ アカンサス

• Twi n かやぶきアートスペース& かやぶき演芸館ゾ

古民家愛好協会

- 環境と共生のまち= 早稲田いのちのまちづくり/ 同

実行委員会

- 文京区の歴史的建物を町づくりの核として保存活用

する/ 文京たてもの応援団

・者IY心居住方策としてのコ ポラティブ住宅における

意志決定方策についてーその 2 /'愉快な住まいの会

. 公的団地立て替え後のコミュニティと団地1景境の育

成/ 深沢ひ'おとーぷを育む会

・実験者目前「多摩J はf主みよい街? ノてリアフリーの見

地から/ 多摩サロン大学

- 入居者参加のくらしとすまいの支援ネットワーク/

くらしとすまいのネットワーク ( KSN) 研究会

- 消えゆく街並み、解体する建物のイラス卜による記

録/ 大洲 ・アデックとその仲間違の手仕事

- 高齢化社会に向かう集合住宅の未来像を探る/ 並木

第| 住宅智旦組合修繕委員会

- 京都・まちなかの借地型コーポラティブハウスづく

り/ 相国寺コーポ建設姐合

- 住まい手の生活を生かした京町家の再生/ 紛扇の会

. シマントプロジェク卜ー賃貸コレクティブハウジン

グ構想/ SHI MANTO PROJ ECT 

・民間主導参画型まちづくり活動拠点の運営/ 芦屋市

民街づくり連絡会

- 都市型エコミュージアムの実現めさーした研究 ・実践

活動/ 津山 ・城西まるごと博物鮪汗究会

.  rやまさかコミュニティ j の高齢者居住支援活動/

( 仮) やまさか暮らし研究会

・町内回遊路を活用し町の活性化とコミュニティの再

生/ 津屋崎町並み保存協議会

.  r島原湧水・水屋敷トラスト J をめ5 し て 復 興 へ/

島原復興青年会議

第 5 回若手デザイナ一助成 ( 5 件)

・都市にf主む身体に障害を持つ単身者を核とした雑居

的集住像の研究/ 安 部 良

・ディスタンス ・エデユケーション G通信事支育) のた

めの複合集{ 主体/ 中田千彦

建築設備診断技術者講習

BELCA と例 日本建築設備・昇降機センターの 2 団体共

催により、建築謝痛の総合的な診断技祢T者の育成を目

的に平成 7 年から実施し、建築設備のリニューアルの

ニーズの高まりの中、数多くの受講者があり、平成 8

年の第 2 回目の講習を終了した現在、約 1400名のビル

デイングドクター( 建築設備) か誕生している。平成

9 年度の講習概要はつぎのとおり 。

講習 日 ・東京( 1回目 )1997年 7 月| 日伏ト 7 月 4 日働

科学技術館サイエンスホール

東京都引'i ; 図区北の丸公園 2 ー|

募集定員 250名

- 札幌 1997年 7 月 8 日伏ト 7 月 11 日樹

北海道教育会館

札幌市中央区南三条西 12

募集定員60名

- 大阪 1997年 7 月 15日伏ト 7 月 18自在的

大阪科学技術センター

大阪市西区靭本町 1 - 8 - 4

募集定員 150名

- 東京 ( 2 回目 )1997年 7 月22日りト 7 月25日働

発明会館ホール

東京都港区虎ノ門 2 - 9 ー 14

募集定員 150名

講習案内 1997年 3 月 3 日(日)より 。希望者は BELCA

事務局まで、 190円分切手を貼った返信用

封筒 ( A 4判) を送付( 案内書は無料) 。

申込期間 1997年 4 月 | 削 ト 5 月23日経由

定員に達し次第、期間中でも締切予定。

受 講 料 52，500円( テキスト料 ・消費税含む)

申込後は、受講料は返還しない。

但し、受講資格なしの場合、手数料2500円

を控型自主した 50000円を返還

問い合せは、 (紛建築 ・設備維持保全推進協会事業推進

部〒 100東京都千代田区有楽町 1 - 8 ー| 日比谷パー

クピルチ2ング403 TEL03- 5252- 3873 

デザインセミナー

講師黒木靖夫氏( 黒木靖夫デザイン事務所)

- ハイ パー ・コンプレックス ・シティにおける者IY心居 テーマ 「デサ.インの意味と移り変わり J

住の研究/ 古谷誠意
日 時 1997年 4 月12日悩 15: 0ト 16 ・30

・共同居住. マージナルな社会における共同生活空間 会場アジア太平洋トレードセンタ - A T C ・I TM練

の形態に関する研究/ フローレンス ・テルマオリピ 10F デザインセンター内セミナーハウス
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大阪市住之江区南港北 2ー| ー 10

参加賀 2000円

定 員 100名 ( 先着順)

申込アジア太平洋トレードセンター沖野 ・林 ・川

西 TEL06- 615- 5510、FAX06- 615- 5173

問い合せは、アジア太平洋トレー ドセンター I TM事業

音fl- 5中里示キド TEL06- 615- 5002 

US Aパブリックアート視察旅行

パブリックアート研究所では、アメリカの主要都市の

パブリックアートを視察する研修旅行を企商している。

パブリックアートの長い歴史をもっアメリカでは、現

在、地I梯士会との結びつきを重視し、住民参加型のパ

ブリ ツクアートプロジェクトが，主目を集め、各地の自

治体や公団 ・公社が民間ボランティア団体の支援を得

なカ〈ら ii - っている。

こうした現状の中で関心の高い事例を中心に視察地を

得ぴ、同研究jiJTI壌 の 耕す荘吉氏と現地プロ ジェク卜

関係者の案内 ・解説によって視察する。

企 画 脚マブリックアート研究所

時期 1997年 6 月 12日( 木) ｾＶ 月 ＲＲ 日 Ｈ 日Ｉ

料金 49万円以内

問い合せは、パブリック アート研野斤干 150 東京都渋

谷区神宮前5- 2- 8 TEL03-3407- 9132担当森山 ・須田

まで。

「復建協・95J 新刊発行

阪神大震災で被災した分譲マンションの智望組合や居

住者を支t呈する目的で、平成 7 年 5 月にマンション間

間汗究会を母体に発足した「復建協 '95J ( 信襲マンシヨ

ンの復旧と建替えを推進する協議会) の活動終了を機

会に、「復建協 ' 85J 参加者の意見や活動の報告を一冊

にまとめ出版した。被災居住者の立場カ、らは初めての

刊行。

書 名 「阪神大震災 ・被災分譲マンションからのメ

ツセージ」

編著者 先国政弘( マンション問甑汗究会代表)

発行者マンション問歯牙究会

体 裁 A 4半|腕頁 139 P  ( 本文62P ・節 制 p)

発 行 日 平 成 9 年 2 月21 日

定 価 1600円。鉛6)

講読書庖で級っていないため、購入希望者は同研

究会へ直接申込み。

問い合せは、マンション問器升究会干541 大阪市中央

区瓦田T4- 3- 9- 303 TEL06- 202-7630 

送金先は、郵便振替で下記宛送金、用紙に氏名、送付

先{ 主所、 TEしを明記。 口座名マンシヨン問題研究会、

口座番号00980- 2  - 52640 



理 事 会

第 4 回常イヨヨ里事会

ＲＲ 日 ・ Ｔ 時 ｉＨｽ 分 ｾＵ 時 ＳＨｽ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 市 川会 長ほか除名

議 事 ( 1)名誉正会員の推挙の件

(2 R Z成 8 年度第 2 回通常総会開催の件

(3)80. 周年記念事業協賛金に関するイ牛

(4凝援名義承認のイ牛

(5)入退会者承認の件

(6熔 業 報 告

編 集 委 員 会

第 10回会員企画小委員会

Ｗ 日 ・ Ｖ 時 ＳＨｽ 介 ｾＸ 時 ＴＵ 介・於本会会隷睦

出 席 者 稲 木 副委員長ほか 6 名

議 事 ( I) f 建築と社会J (シ リーズもの) の報告と掲

載予定

(2滞斤しい企画案について

第 6 固80 . 周年記念特集編集幹事会

ＱＴ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時 ＳＨｽ 分・於本会会機室

出 席 者 侮 村 ・倉淡IJ . 笹 村 ・田中 ・富田 ・吉村委員

議 事 80 . 周年記念特集 f 80人の限一建築と私と社会

- J の具体化

第 10回編集委員会

ＲＱ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＲＨｽ 介 ・ 於本会会械室

出 席 者 興 謝 野 委 員 長 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 9 年 2 月号「鉄ものがたり J 特集経過報告

(2) 9 年 3 月号「東海一風土・文化とまちなみ・

建築ー金沢 ・能 登J 特集経過報告

(3) 9 年 4 月号「創立80 . 周年記念 : 80人の眼ー

建築と私と社会一J 特集案検討

(4) 9 年 5 月号「木造建築物の伝統技術とその

将来」特集経過報告

(5) 9 年 6 月号rf主む空間の復興」特集・「住宅・

都 市 盛 備 公 団 関 西 支 組 特 集 企 画 検 討

(6)平成 9 年 1 月号からの会誌体裁の検討

(7)平成 9 年度収支予算案検討

(8)その他

(9阪支状況報告

第 9 回広告企画小委員会

Ｒ Ｑ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 興 謝 野 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 2 月号「鉄ものがたり」特集広告途中値畠

報 告

月 間 の 動 き

(10削 支 状 況 報 告

第 9 回設備介科会

ＲＳ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 西 岡 幹 事 ほ か 8 名

t殺 事 ( 1) f設備の頁J の企画

(2) 8 月号設備特集の企画

(3r. 支備の新シリース買の件

第 7 回計画系ーインテリア ・住 宅一分 科 会

ＲＴ 日 ・ Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 畑 幹 事 ほ か 2 名

税 率 7 月号「インテリア ・住 宅J 特集企画

第 10回作品作風小委員会

ＳＰ 日 ・ Ｖ 時 ＳＨｽ 分 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

機 事 ( 1駒田編集委員会の報告

(2) 1 ' 乍品の掲載ヰ犬況並びに掲載予定の報告

(3げ乍品の選定

(4)  f Gal l eryJ 掲載報告 ・予定

(5)  f S KE T C H B OOK欄J の掲載予定

事 業 委 員 会

第 6 回見学会小委員会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時日介・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 8 名

E殺 事 ( 1駒田事業委員会の報告

(2)実施報告

(3)今後の予定について

(4)今後の見学会の候補につし、て

(5 R Z成 9 年度事業計画 (案) について

第 6 回広報小委員会

Ｙ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ・ 於関西電力「中之島プラザ ｊ

出 席 者 原 見 川 村 両 副 委 員 長 ほ か ゆ 名

機 事 ( 1揃回事業委員会の報告

(2)今後の予定について

第 9 回若い会員の集い小委員会

ＱＴ 日・ Ｗ 時 ｾＹ 時川分 ・ 於本会会議室

出 席 者 杉 本 副 委 員 長 ほ か B 名

鱗 事 ( 1)今後の予定について

(2沼委員の時間

(3)その他

第 6 団事業委員会

Ｑ Ｖ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ＳＨｽ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 5 名

検 事 ( 1)各小委員会からの報告と検討

(2)次年度の事業計画並びに委員編成について

(2) 3 月号「東海支部一風土・文化とまちなみ ・ (3)その他

建築ー金沢 ・能 登J 特集広告途中結晶報告

(3) 4 月 号 「 明 年記 念 80人 の 眼 ー 鶴 と 私 |  出 版 委 員 会

と社会J 特集広告途中値畠報告 第 9 回出版委員会

(4) 5 月号「木造建築物の伝統技術とその将来J ＱＶ 日 ・ Ｕ 時 ＳＨｽ 介 ｾＶ 時月分 ・ 於本会会蛾室

特集広告途中結晶報告 出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 9 名

(5) 6 月号「住む空間の復興J 特 集 ・日芸宅 ・都 Z殺 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特装本の経過報告

市整備公団」特集広告途中結晶報告 (2)今後のテ マと執筆者選定

(6独自特集企画経過報告
( 3t 創立80. 周年記念出版の経過報告と予定

(7昨品作風関係報告
(4)その他

(8浮 成 9 年度収支予算期食言す

(9)その他

【平成9年 1月分】

教 育 委 員 会

第 3 回工高生教育委員会

ＲＰ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＨｽ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 田 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 次 年 度 ・第 4 3図工高生デザイン コンクーJ レ募

知 肢 原 案 の 検 討

見 学 会 ・講 演 会

大阪松竹座見学会

ＱＴ 日 ・ Ｑ 時 ＳＨｽ 分 ｾＴ 時 ・ 参加者 ＶＸ 名

建築家に何ができるかー阪神大震災 ・被災地の現場か

ら考える

野崎隆一/ 建築家 ・遊空間工房 ・関西建築家ポランテ

ィ7 "

「白地雌或復興の現状」

ＲＴ 日 ・ Ｖ 時 ＳＨｽ 介 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 参加者 ＳＲ 名

ス ラ イ ド ・レ ク チ ャ ー

ぶらり海外建築見て歩き

アルウ' ァ・アアルトとフィンランドの建築を訪ねて

ＲＸ 日 ・ Ｖ 時 ＳＨｽ 介 ｾＸ 時 ＳＨｽ 介 ・ 参加者 ＲＴ 名

30' s  E Y E- 2 1世 紀 へ の 工 ス キ ス

橋 本 純/ 編 集 者 ・新建築社編集部副編集長

「雄志の中の建築J

ＳＱ 日 ・ Ｖ 時 ＳＨｽ 分 ｾＹ 時 ・ 参］加者 ＴＷ 名

創 立8 0周 年 記 念 事 業

第 4 回実行委員会

Ｒ Ｑ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 三 品 委 員 長 、 多 弁 相 談 役 ほ か 6 名

議 事 創 立80周年記念事業の企画

第 4 回日 本 建 築 協 会 賞

第 1回選考委員会

ＲＲ 日 ・ Ｒ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 青 柳 委 員 長 代 行 ほ か 6 名

自 殺 事 第 4 回日本建築協会賞の選考

建 築 ク ラ ブ

建築クラブ新年宴会

ＱＴ 日 ・ Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分 ・ 参加者 ＵＰ 名

入 会 者 (敬称略)

〔団体会員 IGネ幻

K  Y タイパ必潟 三宝建言鋭対 側タイエ

タイへイ建築制 附 田中組 倣訴IJ 倉

藤本タ引時対 マルコマ糊 倣 地 岩 組

陽光工業側

自国人会員 2 名〕

41(思九也八姐世修} 三 田[中佐田園世}昇

建築と社会 ・1997 .4 109 
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一一建 築 と 私 と 社 会- 8 0人 の 眼

賛詔見

大阪市北区天神橋3- 2- 10 T KH南森町ピル9F TEL06- 35ト3466
額 綜 合 積 算

( 積 算 事 務 所 を 含 む )

大阪市北区天神橋3ート 10 TEL06- 88 卜 1778芸達創美設計

大阪市北区西天満2- 9- 4浅井謙建築研究所器 TEL06- 36 1- 0035 

話積算差益

若草石本建築事務所
大阪市北区菅原町 11- 1  1  DAI SAKUAMピル6F TEL06- 367- 0846 

大阪市中央区南本町2ーか 12 サンマリオン大阪 TEL06- 25卜7507

大阪市西区新町ト4- 21 大幸ビル TEL06- 533- 0972 
器 高 橋上回設計事務所

大阪市浪速区日本橋3ート26 TEL06- 63卜8721
塁塁泉沢建築設計事務所

大阪市西区阿波座ト 13- 13 TEL06- 536- 7372 
認 大 建 企 画 設 計

大阪市，良速区日本橋4- 7- 23 TEL06- 633- 7535 
怒板垣建築事務所

大阪市西区京町堀ト 13- 20 TEL06- 449- 6800 
額 大 建 設 計

名古屋市中区錦2-2-13 名古屋センタ ピル TEL052- 222- 861 1  
思伊藤建築設計事務所

塁塁地域計画建築研究所
芸誌歌建築設計事務所

京都市下京区四条通リ高倉西入lレ立売西町81 大和銀行京都ビJレ TEL075-11卜5131

和歌山県那賀郡打田町打田 315 TEL0736- 77- 271 1  

密 ツジモトユタカ設計事務所

器 浦 辺 設 計
和敬山市東長町中ノ丁 20 TEL0734- 26- 2030 

TEL06- 34 1-1 680 
大阪市北区梅田1 - 1 2- 39 新 阪急 ピル内

雲喜東畑建築事務所

額 エヌ・ティ・ティファシリティースe関西支庖
大阪市中央区伏見町4- 4- 10 TEL06- 202- 0391 

大阪市中央区博労町会ト 13 TEL06- 267- 7035 

密都市問題経営研究所
畿大阪雑賀建築事務所

大阪市中央区本町3- 2- 6 日住金本町ピル TEL06- 245- 5081 

大阪市天王寺区上本町8- 3- 23 TEL06- 772- 4426 

兵庫県小野市上本町240- 4 TEL0794- 62- 4757 
器内藤建築設計事務所

思神戸積算一級建築士事務所 神戸市中央区北長狭通6-3- 10 ロイヤル花隈2FB TEL昨 肝5587

密 日 建 設 計
短 小西設計

大阪市中央区高麗橋4- 6- 2 TEL06- 203- 2361 

大阪市西区立売堀 1- 12- 16 TEL06- 532- 4051 

密 日 積サー ベイ
大阪市淀川区西中島5- 7- 17- 602 TEL06- 304- 1148 

器建設技術センター
大阪市中央区谷町3ート9 MG大手前ピル TEL06- 944- 2755 

額 日本設計関西支社
額三伸建築事務所

大阪市中央区淡路町3- 3- 7 興和淡心ピル TEL06- 20卜0321

大阪市天王寺区玉造元町 12- 16 TEL06- 761 - 8558 

大阪市北区堂 島2- 2- 23 白雲 ピル T E L06- 34 ト4137
製平田建築構造研究所

大阪市西区新町 1- 5- 7 四ツ橋ピル TEL06- 532- 3421 
思 昭 和 設 計
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創 立80周 年 記 念 特 集

一 一 建 築 と 私 と 社 会- 8 0人 の 眼

賛拐Z

共立建設額関西支盾大阪北区曽根崎新地2-5-3 堂島TSS ピル TEL06- 344- 7821 
雲若松田平田大阪事務所

大阪市中央区内本町2- 2- 5 TEL06- 942- 2491 

大阪市都島区片町会 10- 5 TEL06- 353- 2516 
器 熊 谷 組 大 阪 支 庖大阪市中央区島町2- 4- 7

緊安井建築設計事務所 TEL06- 943- 1371 

京都市下京区五条通西洞院西入 TEL075- 365- 83∞ 
公 成 建 設 密

思 鴻 池 組
TEL06- 244- 3500 大阪市中央区北久宝寺町3- 6- 1

雲基金剛組
大阪市天王寺区四天王寺 1- 14- 29 TEL06- 779- 7731 

栄 建 設 畿大阪市北区中之島4- 3- 25 TEL06- 444- 1501 
雲まあめりか屋

大阪市東成区中道3- 4- 24- 103 TEL06- 974- 5030 

大阪市淀川区加島ト55- 6 TEL06- 30卜6636
三 和 建 設 短西宮市;也因町 12- 20 TEL0798- 26- 31 11 

器 新 井 組

清水建設盟大阪支庖和歌山市小松原通3- 69 TEL0734- 23- 7161 芸誌i菱川組
大阪市中央区本町3- 5- 7 TEL06- 263- 2800 

兵庫県尼崎市開明町会 11
神鋼 建 設 額大阪市天王寺 区東高津町 12- 6 TEL06- 768- 5222 額 i菱沼 組

TEL06- 412- 2221 

額 新 宅 工 務 庖大阪府枚方市杉北町卜 1059- 20 TEL0720- 59- 0845 
礎 工 業 努

TEL06- 922- 1071 大阪市都島区高倉町2- 3- 11

大阪市中央区北浜4- 7- 28 TEL06- 220- 8712 
住友建設盟大阪支庖大阪市天王寺区よ本町6- 6- 23- 309 TEL06- 779- 3361 

器 今 西 組

積水ノ、ウス窓大阪市西区南堀江2- 12- 10 TEL06- 538- 3071 
大木建設器大阪支庖

大阪市北区大淀中1-1- 88 ｾ梅田スカイピルタワーイースト TEL06- 440- 31 1  1  

大阪市西区西本町会会 11
認 銭 高 組広島県呉市中央3- 12- 4 TEL0823- 26- 15 川

大 之 木 建 設 器
TEL06- 538- 781 0  

大阪市中央区南船場卜 14ー10 TEL06- 265- 4522 
大成建設畿大阪支庖大阪市中央区北浜東4- 33 TEL06- 946- 4578 

畿 大 林 組

大阪市中央区本町4 卜 13 TEL06- 252- 1201 
器 竹 中 工 務 庖大阪市西区阿波座 1- 3- 15 TEL06- 536- 331 1  

鹿島建設密関西支庖
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賛拐Z

大阪市西区新町2- 4- 2 TEL06- 539- 8301 芸誌藤木工務庖

大阪市西区新町 1-4- 21大幸建設密 TEL06- 538- 0881 

不 動 建 設 額
大阪市北区堂島2- 2- 2 TEL06- 34ト5211

大日本土木盟大阪支庖
大阪市中央区平野町4- 2- 16 TEL06- 20 卜 1121

豊園建設怒
大豊建設盟名古屋支庖

TEL06- 353- 1  00 1  
大阪市北区天満橋2- 3- 1

TEL052- 481- 4101 
名古屋市中村区角割町5- 7- 2

前回建設工業認大阪支庖
鉄建建設短大阪支庖

大阪市西区江戸堀ト3- 15 TEL06- 446- 951 1  

大阪市中央区瓦町3- 3- 7 TEL06- 20 卜 1874

広島市中区鵠見町4- 25 TEL082- 504- 5050 雲益増岡組

大阪市西区西本町 1- 13- 47 TEL06- 531- 6095 
戸田建設 畿大阪支庖

大阪市中央区道修町4- 5- 17 TEL06- 20 卜 2761芸誌森組
大阪市北区豊崎3- 19- 3 TEL06- 377- 6513 

東急建設器大阪支庖

大阪市中央区船越町2- 2- 1山岡建設怒
大阪市中央区高麗橋4ート l東 洋 建 設 密

TEL06- 94 1- 2590 

TEL06- 209- 8711 

大阪市北区西天満4- 5- 14 TEL06- 363- 4051 器東和車且

大阪市都島区片町| ー3- 4 TEL06- 352- 4771 芸達中道組

| 空 調 衛 生 電 気 各 種 工 事 業

大阪市浪速区難波中 3- 5- 19 TEL06- 644- 7823 南海辰村建設顎

浅海電気密
西松建設器関西支盾

大阪市北区西天満3- 7- 4 TEL06- 362- 870 1  

大阪市中央区釣鐘町2- 4- 7 TEL06- 942- 1131 

大阪市北区天満2- 3- 5 TEL06- 35 ト7502
浦安工業 総 大阪支庖

大阪市中央区高麗橋2- 1- 2 TEL06- 226- 9500 野村建設工 業 顎

大阪市福島区海老江8- 1卜21

ネオン壇緩・サインエ，

大阪クロード怒
慰問組大阪支庖

TEL06- 451 - 1273 

大阪市中央区瓦町4- 4- 8 TEL06- 20ト2752

大阪市北区堂島2- 3- 23 TEL06- 344- 4788 鳳工 業 認
大阪府大東市大字龍問308- 20 TEL0720- 69- 0  121 

器 樋 口 組

TEL03- 3624-2261 
東京都墨田区石原4- 12- 1器 IJ、野工業所

大阪市北区堂島2- ト16 TEL06- 348- 4510 認 フジタ大阪支庖
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創 立8 0周 年 記 念 特 集

一一建築 と 私 と 社 会一 8 0人 の 眼

協 賛

慰 カ ン ダ ン 大阪市住吉区万代6- 1- 1 T EL 06- 676- 2100 花 豊 造 園 短 京都市下京区大宮通五条下ル TEL 07日 4 ト2246

サ y シ . a揖工事

器神治屋 京都市伏見区下鳥羽長田町70 TEL075- 601- 6301 目立造 船 窓 大 阪 市 此 花 区 西 九 条 日 引 T EL06- 46か75∞

川北電気 工 業 穎 名 古 屋 市 中 区 栄 村ー25 丁 目52- 251 - 7111 不 ニ 熱 学 工 業 密 大阪市中央区南船場2ート1 T E山 ー26 卜2436

タイル工事

栗 原 工 業 認 大阪市北区角田町卜 1 T E L時 313- 1101 八木惣 畿 大阪府堺市津久野町3- 28- 10 T E L O問 - 62- 3838

近 藤 金 属 工 業 組 大阪市西区土佐堀2ート21 06- ω ト8676

器 山 陽 瓦 岡山県倉敷市中島2360- 20 T印 刷- 65- 1988

三和電気土木工事 畿 大 阪 市 北 区 南 森 町 卜 日 TEL 06- 36卜臼51 l建 材 設 備 メ ー カ ー

認 清水工業所 大阪市北区豊崎ト 1ト19 T E L時 372- 2851 器 ァーレスティ大阪営業所 吹 田 市 垂 水 町 間 ー 10 T E L削 8日 75

新菱冷熱工業認 東京都新宿区四谷2- 4 TEL 03引 57- 2151 思 ア イエス工業所 大阪市城東区鴫野東日ー 13 TEL06- 96卜2488

住友電設 窓 大阪市西区阿波座2ート4 T E山 - 537- 3430 ア イ ビ 産 業 襲 大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 川

ダ イ ダ ン 穎 大阪市西区江戸堀| 十25 T E山 ー 仲 間 l 旭コンク リート工業認阪神営業所 大阪市北区西天満州 卜23 満電ピル5F TELO同 卜7951

大 晃 設 備 額 大阪市此花区西九条2- 13- 28 TEL06- 4砕 包68 観エービーシー商会大阪営業所 大阪市中央区大手前卜叩州ピル8F T日 - 944-4911

朝陽電気 密 大阪市北区中之島日 一4 TEL06- 385- 1362 オリエンタルメタル怒 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 中 通 日 付5 丁 目 印 ト2146

認 内 外テクノス 大阪府大東市谷 )11日 ー1 TEL0720- 72引 61 大 阪 化 工 観 吹田市山田東 1- 1日 TEL 06- 87か 2334

器西原衛生工業所大阪底 大 阪 市 北 区 中 津 川 - 4 丁 目6- 458- 3628 王 建 工 業 認 大阪市北区西天満6ート2 T E L時 3除 問2

誼 賀 新 年

筒 賀 新 年
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創 立8 0周 年 記 念 特 集

一 一 建 築 と 私 と 社 会- 8 0人 の 眼

賛協Z

因島ルーフインク塁塁
雪量小笠原工業所 大阪市西区京町堀ト 10-5 TEL06- 443- 0431 

愛媛県松山市南斉院町347 TEL089- 972- 0043 

大阪市西区新町 1- 4- 26 TEL06- 533- 3855 テクノ・ナミケン密
大阪市北区天神橋2-5-3 第5新興ピル TEL06- 353- 7377 小俣シャッ ター工業認大阪支庖

器 ト ウ ペ
吹田市広芝町8- 26 TEL06- 369- 6239  認 川 島 織 物

TEL0722- 43- 6458 大阪府堺市築港新町 1- 5- 11

東 陶 機 器 鉛
大阪市生野区林寺卜5- 14 TEL06- 715- 0201 瓦 寅 工 業 穎 大阪市北区曽根崎2- 3- 7 TEL06- 364- 1624 

東 洋 ゴ ム 工 業 短
元旦ビューティ工業額 大阪市西区江戸堀 1- 17-1 8 TEL06- 441 - 8803 

神奈川県藤沢市湘南台5- 36- 5 T EL0466- 45- 8771 

大阪市中央区南新町 1- 2- 10 T  S ビル TEL06- 943- 6571 東洋シャ ッタ 一 類
東大阪市長田中5- 56 TEL06- 746- 5502 コマニー器関西市場開発部

大阪市中央区大手前ト7-31 OMMビル7F TEL06- 943- 1645 東 リ 製
大阪市西区靭本町トト 15 TEL06- 448- 5456 

三協アルミニウム工業緊

ナ カ 工 業 密
三晃金属工業観大阪支庖

大阪市淀川区田川 3- 9- 36 TEL06- 886- 8961 
TEL06- 231 - 8571 大阪市中央区北浜4ート21

大阪市北区西天満3- 14- 16 西天満パークピル TEL06- 363-1868 額 ナJレックス大阪支庖
大阪府高槻市桃園町5- 6 TEL0726- 72- 6306 三友化工短大阪事業本部

中西産業認大阪営業所
神東塗料 密 大阪市鶴見区中茶屋ト3- 9 TEL06-91 ト2212

兵庫県尼崎市南塚口町6- 10- 73 TEL06- 426- 3355 

大阪市中央区東心斎橋 1- 18- 24 香川県ピル TEL06- 24 ト5967西 谷 陶 業 認
大阪市旭区新森 1- 7- 47 TEL06- 956- 6221 鈴木シャッター工業短大阪支庖

日新工業短大阪支庖
住 友 ス リ ー エ ム 短

大阪市西区新町卜 12- 22 TEL06- 533- 3 191 
大阪市北区中之島6- 2- 40 TEL06- 447- 3903 

日本住宅パネル工業協同組合
額西部技研大阪営業所

東京都文京区本駒込6- 15- 7 TEL03- 3945- 231 1  

大阪市淀川区西中島5-2-12 新大阪駅前サクセスピル6F  TEL06- 305-9251 

吹田市垂水町3- 16- 12 TEL06- 386- 1981 密日本セメント防水剤製造所
東大阪市川田3- 9- 21タイセイ商工芸誌大阪営業所 TEL0729- 63- 6355 

大阪市淀川区宮原4- 卜14 住友生命新大阪北ビル TEL06- 399- 2728  日本電気 硝 子 額
大阪市西区京町堀ト 10-5 TEL06- 441- 5961 ままタジマ大阪営業所
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創 立80周 年 記 念 特 集

一 一 建 築 と 私 と 社 会- 8 0人 の 眼

賛拐Z

大阪市都島区中野町2- 10- 11
青葉 印 刷 窓大阪市北区曽根崎新地 1-3-16 京富ビル8F TEL06- 345-1031 

密ノザワ大阪支庖
TEL06- 351 - 5428 

東京都千代田区九段南4- 2- 10 TEL03- 3265- 371 1  
認 市 ヶ 谷 出 版 社東京都中央区日本橋久松町 l 卜6 日本橋 T S ビJレ3F  TEL03-3665-0301 

パラマウント硝子工業塁塁

オーエム工業窓
福 西 鋳 物 密

大阪市住之江区北加賀屋 3- 3- 44 TEL06- 685-0681 
大 阪 市 西 区 南 堀 江4- 25- 17 TEL06- 54 卜2924

大阪エスビー紙工芸誌不二サ ッシ 額 大 阪 支 庖
大阪市中央区玉造2- 25- 20 TEL06- 765- 5650 

大阪市中央区本町3- 4- 10 T EL06- 262- 2545  

大阪市北区天満 1- 9- 27 TEL06- 352- 0091 
大阪市中央区北久宝寺町村ー " エーユー相ピル TEL06-282-0945 大阪工業技術専門学校

文化シャッター盟関西営業推進部

大阪市中央区南船場4-4- 3 御堂筋アーバンライフピル4F TEL06-253-0071 
銀大阪住宅センター

丸五基礎工業認 大 阪 市 北 区 東 天 満2- 6- 2 T EL06- 358- 3601 

大阪市中央区南船場 1- 13- 20 TEL06- 262- 5281 
キ ョ ー ワ 額ムツミ産業認 大 阪 市 西 区 靭 本 町 卜 17- 15 TEL06- 44卜0378

京都市上京区下立売通甥川東入東橋詰町 174 TEL075- 441 - "  41 
京都建築専門学校

山本窯業化工芸達 吹 田 市 豊 津 町41 - 20 TEL06- 338- 8601 

株 it ..， - +  

会社ユニオン
大阪市西淀川区大和田 5- 19- 30 TEL06- 474- 1644 

修成建設専門学校大 阪 市 西 区 南 堀 江2- 13- 22 T EL06- 532- 3731 

大阪市中央区内平野町2 卜 12 TEL06- 942- 5221 
新 日 本 法 規 出 版 窓大阪市中央区谷町4- 8- 7 TEL06- 945- 0568 Y K K アーキテクチュラJ レフ・ロタ・クツ短

第一法規出版察関西支社 大阪市西区新町会 15- 24 TEL06- 54 ト5921

吹 田 市藤 白台 5- 8- 1
紋 日本建築総合試験所 TEL06- 872- 0391 

大阪市北区天満 2- 5- 15 TEL06- 352- 7502 
日本電植 畿

東京都文京区向丘ト2- 12 TEL03- 38 12- 4433 
不 ニ 出 版 怒

| その 他 ( 学 校 出 版 印 刷 書 庖 そ の 他)

大阪市西区京町堀ト 12- 3 TEL06- 443- 0167 ｉｾ 柳々堂門 真 市 柳 田 町 14- 12 T EL06- 908- 6360 額アテナ商会
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特集: 創立80周 年 記 念 協 賛

NIT.ファシE

維持管理ま

J s  

します

当._...

"  

Construction Management 

コンストラクションマネジメント

NTTファシリティーズのCMI 立、建設プロジェクト発達

者に代わって、専門のエンジニアリングと費用や工期・

目的に沿った機能性を有しているか等、建段プロジェク

トのあらゆるマネージメン 卜活動を行い、依頼主を建E宣

活動に起因する" 見えざる損失"かう守り、透明度の高い

明快な運営を実施します。

Facility Management 

ファシリティマネジメント

NTTファシリティーズのFMI 立、企業の総資産の半分を占

めるといわれるファシ リティの機能と価値を有効に活かす

ことにより "見えざる須失"の回復ど将来的な利益"を約束

します。施設に関するさまざまな寝業ニーズを役げかけて

ください。FMのプロ集団と して、ダイナミックにファシ

リティを活かします。

NT Tファシリティーヌ

⑦ 

株式会社エヌ ・ティ・ティファシリティーズ 関西支庖

T E L(0 6) 267・7 071 F AX( 06) 2 6 5-5 161 

干541 大阪市中央区博労町2丁目 1番 1 3号

に

力

人

「

|

人の気持ちを原点に、人の活力や笑顔を生み出す

空間設計をめざして… 。

都市に

「夢」

都市に住む人、都市で働く人、都市を訪れる人々が夢や

感動を語れる理想の都市づくりに力を注いでいます。

環境に

「愛」
いつまでも美しい自然と地球への願を設計図に込めて

iD間 泉 佐 野L暫 :

. 本 社 干550 大阪市西区新町 l 丁目 4 番21号( 大幸ピル) TEL06 (533) 日972

. 大阪事務所 〒550 大阪市西区新町 l 丁目 4 番 21号 ( 大幸ピル) TEL06 (533)  0971 

. 東京事務所 〒 162 東京都新宿区渇場町 l 番21号( 飯田橋升本ピル) TEL03 ( 5261)  8081 

. 神戸事務所 ・九州事務所 ・京都事務所 ・東情事務所 . マニラ事務所( 海外)
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特集 : 創立80周 年 記 念 協 賛

株式会社束畑建築事務所

オ £ モt

プて日反主f;i::a'"%月斤

東京事務所

名古屋事務所

九州事務所

大 阪

東 京

名 古 屋

支 所 ・ そ の 他

取 締 役会 長 東 畑 謙

取 締 役 社長 市 川 宏

大阪市中央区伏見町 4 丁目 4 番目号 電 話 (06) 202- 0391 

東京都千代田区永田町汀目 4番3号( 永田町ビル) 電話 ( 03) 3581- 1251

名古屋市中区錦汀目 13番26号( 三井生命伏見ビル) 電話 ( 052) 223- 3931

福岡市博多区博多駅前2十 1( 福岡センタ 」ピル) 電話 (092) 472- 8737 

日 建 設 計

代表取締役会長 薬 袋 公 明

代表取締役社長 牧 英 一

541 大阪市中央区高麗橋4 丁目 6 - 2 電話 (06) 203- 2361 

112 東 京 都 文 京 区 後 楽 2 丁目 1 - 3 電話 (03) 3813- 3361 

460 名 古 屋 市 中 区 栄 4 丁目 15 - 32 電話 (052) 261- 6131 

東北( 仙台) ・神奈川( 横浜) ・静岡・北陸( 富山) ・神戸・広島・九州( 福岡)

シンガポール・ソウル・クアラルンプール
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株式会社大林組
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我が家に帰ると、 Hっtする。それは住まいが

雨、風、暑さ、寒さから私たちをまもってくれるばかりでなく、

そこが家族や愛着のあるそノに固まれた安心できる空間だからこそ。

カジ、マの免震ノ、ワジングは文字Eおり地震の揺れを大幅に低減し、

家具の転倒などの二次災害にも効果を発揮。

地震 から建物の安全はもちろんのこと、

住む人の暮ら しをしっかりまもります。 問

自

E

m

u

E

E

E

 

H

量

E

R
加
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E
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軒
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日

刊
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N料
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だ
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。

緑 化 材

工コロヲリー卜

( 微生物も生息します )

河 川 や 湖 の 護 岸 や 擁 壁 に、シミズからの提案ですL エコロクリー卜

は従来のコンクリート並みの強度 ( 180kgf /crrl )を持った多孔質の

コンクリート。植 物 の 種 子、土壌、肥料などが含まれた緑化材を吹き

つけると、そこに緑がしっかりと根をはってくれます。 山 口 県 八 代

つるの里での施工実績をはじめ、さまざまな分野で活躍が期待され

ているエコロクリー卜は、安全と環境保全への考え方がひとつに

なった手ムたちの取り組みのひとつ。虫たちも、よろこんでくれるかな。

抜エコロクリートは‘ l清水生s設のくf 鉢闘機です。
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松の芽ぱえ

地球環境の再構築は、すでに切迫 した課題です。地球が保有する資産 を大切に活用しながら、新たな資産を発

見 ・倉IJ 出していかなければなりません。そのため には、私たち人聞はあらゆる生物たち以す話し、その力を借りなが

ら、共に成長 していくことが大切です。竹中工務庖は、早くか ら独自の「地球環境窓章」を制定し、地球環境の再構

築をめざす新技術を育成してきました。その成果をふまえ、いま、技術のさらなる高度化を積極的に推進 しています。

@ 竹中工務庖

お問い合わせは 総本底広報へ

干541 大阪市中央区本町4丁目 1-13 Tel. 06 (252)  1201 

干 104 東京都中央区銀座8丁目 21-1 TeI. 03(3542)7100 

[W W W  Ho me  pagel ht tp :// ww w. t akenaka. c o. j p/  
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株式会社 浅 沼 組

Ｍ回ｔ￭ｬＧ死三週 ｦＺｾ ｽ，Ｂ

わ わ

ｉｾ＠ ts. 

ｾｾ＠ -1こー
… 司

!呼3

ｾ＠
ｉｾ＠

裕一

よ)

に

x) 

、『O

人・都市・自然のシンフォニー

s a n u ma  
本社・大阪本1苫 〒543 大阪市天王寺区東高泳町 12番6号 T E L. 06・768- 5222( 代表) 東京本庖 干 160 東京都新宿区荒木町5番地 T E L. 03-5269- 3111 ( 代表)

私

た

ち

が

築

く

の

は

、

グ

こ

こ

ろ

d

で

す

。

建築物は、機能性だけを考え疋

人と人とをより良い関係で結13i倉u造的空間

より快適な社会、住みやすい環鏡づくりを

めざしていきます。

だから、人のこと、自然のこと、

熊谷組は人と自然の結びつきを

単怠る入れ物ではありません。

もっと大きな地球のことを

銀きにしては語れない。

それガ建築物です。

大切にしなガら

園 田 熊 谷 組
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ロ' C 弘 ι h
ＰＧジ ｨｬ ｾ ｾ ｾし ｴＺｾ :  ｾιｾ Ｍ ［Ｚﾭ
Ｚ ｲｲ Ａ ｾ ｲｦ ｲｾｦＧ いー ｓ I  ;  (  f  I  

a & d  r r Z3r r f  r  r : r，;:円 : : r r

( o Q _ .. l IIId' r  

d瞳明窃樋田!，. ' .  r  

※ 1 免震構法は建物と基礎を切り厳し、アイゾレ一世ーとダンパ-f，t どで地震の振動を和らげる4調法です。 ※ 2  CFT l 荷造は、鋼管にコンヲリートを充摸した高強度の超高層ビル周の4構造材です。※ 3 K- NT L 工

法は、トンネルの一次宿工の自動化、省力化を実現した新しいトンネルライニンずです。 ※ 4 締固め砕石ドレーン工法は、砂地盤を飽固めながら地盤中に砕石柱を築造して、地震時に発生する液状化を防ぎます。

＼ｴｾ＠ 鴻 池 組

大 地 へ の 愛 人 間 へ の 愛

銭
古

同

高銭

組

社 長

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 町 2 丁目 2 番 11 号

な に わ 筋 ツ イ ン ズ ウ エ ス ト

大 阪 (06) 531- 6431 

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 一 番 町 31 番 地

東 京 (03) 3265 - 4611 

支社 ・支 庖 大 阪 ・東 京 ・北海 道 ・東 北 ・北 関 東 ・千 葉

横 浜 ・北陸 ・名古屋 ・神 戸 ・広 島 ・四国

九州

海外 事 務所 ロサ ンゼルス ・マニラ ・クア ラル ンプール

香 港 ・ジャ カルタ ・ハ ノイ
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自然と話しています。

人を見つめています。

日の仕事を終えて、我が

家のある建物の前に立つ。

それだけで、張りつめてい

た心がゆっくりとほぐれて

L 、く。きっとそれは、あなた

を待つ人の心が、建物を通

じて育事かにf云わっているか

らなのでしょうね。自然と

話す、人を見つめる。心が住

むところに西松建設です。

心

が

住

む

と

こ

ろ

。

毎日ふれあう掻術

@ 可 必Z疎 E調
〒105 東京都港区 虎 ノ門1丁目 20番 10号

電話 0 3(3502)0232
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地球というかけがえのない自然。

活力とやさしさに満ちた社会。

ひとりひとりの倒性あふれる生活。

それらをひとつに結びつけるために、

どのような発想や技術が必要なのだろうか。

ハザマは、さまざまな価値の

聞に立って考えることから 、

新しい価値を生みだしていきたいと思います。

そして、建設という仕事を通して、

それを着実にカタチにしていきたいと思います。

Kaz ama 
〒107 東京都港区北青山2・5・8 TEL. 03( 3405) 1111 

創造という力、建設という知恵。 FUI I TR 

126 

時代の先の先を見越 した企画提案 を。

フジタには先端技術を駆使しての建設 を核 に、

都 市 開 発 や エ オ、ノレギー 開 発 や レ ジ、ヤ一事 業 など、

多岐にわたる実績 と豊富 なノウ ハウがありま す。

すべての力を創造に向けて。

フジヲ
本 社 〒 151 東京都渋谷区千駄ヶ谷4- 6- 15tel ( 03) 3402- 1911

大阪支庖 干530 大阪市北区堂島 2 丁目 1 - 16tel  (06) 348- 4510 



特 集 創 立80周 年 記 念 協 賛

剛

次代に 向かつて、遠い未来に向か つて、

挑戦することから生まれる何 かがあります。

例え，; r 、新鮮さを失わない発想と 、信頼のテクノ ロジー 。

私たちも、常に次の夢の具現化を考え続けています。

._...- ._....- ' ) (  

F41Hi 藤 木 工 務 庖

本 社 干550 大阪市西区新町 2-4-2 'l; 0陥- 539-8301 (代) 本支庖 大阪・東京・倉敷・京都 ・四国・福岡・機浜

東京本社干 160 東京都新宿区三栄町 23-1 公 03- 3357-1日加( 代) 営業所 札幌 ・水戸・北関東・i奇玉・多摩 ・府中・八王子 ・相模大野 ・静岡・名古屋 ・泉南・和歌山 ・西宮・神戸・岡山

広島・徳島・新居浜松山・長崎

人・技術・品質。

キラリと光る星で

ありたい。

M A  E  0  A  

前 回 建 設 工 業 株 式 会 社

宇土東京都千代田区富士見2- 10-26 電信( 03) 3265-5551 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 椙 卜3-15 電話 (06)446-9511
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特 集 : il J立80周 年 記 念 協 賛

128  

SEIBU GIKEN 

( 営業昂目)

熱 愛 換 器 ・除 湿 機

有機溶剤回収装置 ・ 空気浄化エレメント

①臭気移行防止を実現

② アンモニアガス移行防止を実現

全熱・顕熱交換器ハイ・パネックス

エレメント素材

アルミ、セラミック

ポソエステル

提言化ビニール

ステンレス、難燃紙

q  

すべてはここからはじまった

人とエネルギーと環境と E  

時代が要請するテーマと西部技研の研究

テーマとが一致して、画期的な呼吸する

構 造 体 ・全熱交換器・ 顕 熱 安 換 器 が 誕 生

した。この、小さな波状のコルゲーション

の集合体の中に、大いなる可能性が秘め

られている。地球環境、エネルギー問題へ

向けて、小さな波が、時代を動かす大きな

波へと成長しようとしている。そして、そ

のすべてはここからはじまったのだ。

株式会社西部技師

本社 ・古賀工場

福岡県粕屋郡古賀町大字宵柳3108- 3

PHONE :  092- 942- 3511 ( 代表)

092- 942- 5711 ( 営業直通)

FAX:  092- 942- 3761 

092- 944- 6811 ( 営業直通)

東京営業所

東京都新宿区西新宿3丁目3- 11

杉本ピル2階

P HONE :  03- 3347- 1341 、1342

F AX :03- 3347- 1340 

干 160

大阪営業所

大阪府大阪市淀川区西中島5- 2- 12

新大阪駅前サクセスピル6F

P HONE :  06- 305- 9251 

FAX:  0 6- 305- 6824 

干532

東海事務所

愛知県岩倉市石仏町206- 1

PHONE:  0587- 37- 4559 

FAX: 0587- 37- 1121 

〒482
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く、軽くて割れない

アルミダ拡詔言語材木aulf 国 祖 国

- 屋 根 の 雪 降 し か 不 要 で す 。

・ 危 険 な つ ら ら も 防 止 し ま す 。

・ 雨 音 か グ ~ ン と 静 か に な り ま す 。

・ 和 風 瓦 の÷ の 軽 さ で すo

リヨーピ融太郎システムサービスステーション

③ 一一工一期鵬開短鮒縮

ＵＱｾ 宣官ＡＣＧ . .  曹rzal式可会誕

本 社 〒332 埼 玉 県 )11 口 市 弥 平3- 8- 20 TEL. 048 (224)  681 1附 FAX.048 (223) 4880 

大 阪 営 業 所 干 578 東 大 阪 市 川 田 3- 9- 21 TEL.0729 (63)  6355 FAX.0729 (63)  6356 
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サッシ、それは

建物と環境のインターフェイスc

窓は、人の暮らしと自然環境の接点。

そのインターフェイスに求められるあらゆるニーズ、

気密性、 水密 性、採光、換気、耐久性、 美観、使い勝手・…・・。

これらにお応えすべ〈、不二サ ッシは技術力を結集し、

不ニのビル用サッシ

¥に曽山己

製品をお届けしてお、りました。

私たちはまた、設計され、施工される皆様と、

多様なニーズをお持ちの施主の方々との接点として、

今後とも愛される製品づくりに努力してま し、りますユ

多様なニーズにお応えする、ピル用サッシのラインアッズ

・→宣製品 FRS- 70、ビル周出窓、力・ラスルーパー

・防音製品 FRS- AT70、FB70・I 型・ 1I 型、AEシリーズ、F DBシリーズ、

高性能竪軸70- 100

・省エネ製品 FRS-AT70P、AE-I OOPN、高性能竪軸70・l ∞、円 ー160、

フーク70・100、断 熱・防音二重窓、断 熱 竪 軸、

高性能竪輸サンエッ7 ス、横車自サンエックス

東京本部 干150 東京都渋谷区渋谷 3 - 2 6 - 1 8

告 ( 03)3797-1 134(代表)

大阪支庖 干541 大阪市中央区本町 3- 4ー 10( 本町野村ビル)

n ( 06)262- 2541 (代表)

- 多機能製品 ホールテ'インク'ウインドウ、リバーシフソレウインドウ、

欧風窓シリーズ (F Eドレーキップ、 F Eへーベンーベ、 FEシーベキップ)

・カーテンウオールサンライス'、 ニューサンライス.

・改装シリ ーズ F RS・70、FB70・I 型、F R・60目、 F R・70、カーテンウオール、上げ下げ窓

. エクステリア 手すり( スペースエコー、ニューエコー II 型、ニューエコー I 型、

トップエコー)

・インテリア 学校型間仕切 H 型、インテリア建具、アルミサウナ
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超高層 ビルか ら一戸建てまで

愛される夢を育てる

三協r'L三二守む工業側代理后

n 山i ' J L三二つむ工葉線王¥: 8U代理后

・アルミ ・スチールサッシ( 施工共) ・

・フレクサラム ・門扉 ・住宅建材 ・

・ユニ ットキッチン・流し台・家庭用昂 ・

・カーテンウ芳一ル・外装アルミパネル ・

信越ユニット椋式会社代理后

・代表的なトイレブース ・

・車イス専用トイレブース ・

・小兜園児用オリジナルブース ・

・シャワー専用ブース ・

BI I I 06ESTOI I E代理庖

・F 円円平準ブール

+ WA T E R  AME NI T Y  P R O G円A M

・高減耐震ゴム備法

目 ｂ 甜 ｄ Ａｬｊｾ株式 Ｒ 社代理后
・ファッション玄関錠 ・

わたしはー今 一考える

目立冷熱株式会社代理后

・冷暖房工アコン( 住宅設備用各種タイプ) ・

・空調 ・パッケーシ'エアコ ン (1苫舗、オフィス8 ピル用) ・

・怪気温水器( 各磁タイプ) ・

日立化成工業株式会社代理后

・パスルーム ( ホテル集合住宅) ・

・システムパスルーム( 戸建住宅用) ・

・温水洗浄便座・洗面化粧台 ・

・キッチンユニ ット・流し台 ・

・ガス給湯付風呂釜 ・ガス追いだき給湯機 ・

新明和工業株式会社 代1蹄

・立体式・二段式モータープール ・

GLOBEN Ｋ ｾ水システム ・
レ一式 ・ドソップ武 ・ポイント式

庭づくりのパイオニア

。ムツミ産業揃式i i t l

本 社 〒55日大阪市西区切本町 l 丁目 17香15号 京 都 軍 務 所 〒606 京都市左京区下調高木町d6番305号 出 現 所 東京 ・北九州

T EL. 06-dd卜日378 /  F AX.06-dd5-1258 T E L.075-722-3169/ F AX.075-722-3169 
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特 集 創 立80周 年 記 念 協 賛

lう2

S I NCE  ' 8 9 6  ;建寸 [ 機械]

E E蓮藍霊童a #l i S函

く 工業専門課程 〉 一 一 男 女 共 学 一 一

口 建築総合学科 口 機械学科( 設置申請中) 口 C  A  D 製図科

口 建築学科

( システム、メ 力卜口、デザイ ン)

口 建築 C A  D 科

口 建築設備科

く 取得受験資格 〉 (  ) 内実務年数

1級建築士 ( 4 年) / 2 級 建 築 士 ( 0 年) / インテリアプランナー( 4 年)

l 級建築施工管理技士( 5 年) 〆 2 級建築施工管理技士( 2年) 他

E亘 書 謹 霊 園 .

口 女 子 製 図 科 口 機械製図科 口 卜レース科

OS A K A  COL L E GE  OF  T E C HNOL OGY  函 0120- 0910- 19

学校法人

福田学園 大阪工業技術専門学校

干 530 大阪市北区天満 1 - 9 - 2 7 ( 京阪 ・地 下 鉄 天 満 橋 駅 下 車 北 へ 7 分)

( J  R 東西線大阪城北詰駅下車北西へ 7 介)

人と環境に

潤いを与える技術

唾ｾ
貯湯槽・熱交換器・地下オイルタンク・サービスタンク・

ステンレスパネルタンク・ヘッダー・膨脹タンク・

一般高圧ガス・ L Pガス、問機器・溶接機材

ｾ・一一時
短JJ l 丑原工業所



特 集 目創 立80周年記念 協 賛

鍋墨;

- オリ ジナル な要望 に応え、 ご希望を技に託して表情豊

かな〔金属屋根〕の誕生に協力し ます。

. 60年間の歴史で築 いた豊富な施工実績から独 自の施工

技術 とそのノウ J 、ウで繁材の優 れた個性を引 き出し 、

新鮮な感性を高めます。

大 阪 城 天 守 閣

新設・ 葺替 責 任 施 工 @ 株式全元土小野工業所

本 社 東 京都墨 田区石 原 4 丁目 12番 | 号 干 130 f i  03 (3624)2261 ( 大代表)

大阪営業所 大 阪 市淀川区西中島 3 丁目 20番 9 号 干532 f i  06 (304)  0654 (代 表)

静岡営業所 静岡県静岡市豊 田 3 丁 目 8 番 46号 干422 f i 054 (286)  0 105 (代 表)

頁任施工 を旨に大正時代より 70年余。 祝附日本建築協会創立80年

工事なら 伝統と 信用の京都 ・神治屋 に /

サッシ工事

内外装金属パネル工事、 アルキ ャス卜工事

天井壁床 軽量 ・軽問下地仕上工事

AL C、ラムダ工事

屋根工事 瓦・スレート・カ ラーベス卜・シングル

アルアピア・トタ ン長尺 ・折版工事 etc 

穆{JZjQ白雪

かみ じ や

株式会社 神 滋 怠

取締役社長 神 谷 治

京 都 市 伏 見 区 下 島 羽 長 田 町 70

T E  L .  075 (601)  6301 代表

F A X  .  075 (601) 6312 代表
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麟戦，

MI LLl K E N 

S H OWR OOM 

・旭川 (0166) 26-8210 . 帯広 (0155) 22-6806 ・札幌 (011) 261-2131 ・仙台 ω2 2) 235-5811 . 大宮 (似8 ) 652-2051 

・千葉 (似3) 245- 2022 ・東京 (03) 3355心575 ・新首 (ω ) 5322-6526 . 検浜 (045) 451・民 31 ・名古屋 (052) 932・ぉ81

・京都 ω75) 621心292 ・うイ7鴎 ω75) 415-12ω ・ 大阪 (06) 369-6180 ・神戸 ω 78) 857-8108 ・広島 (082) 224- 3051 

・福岡 (ω 2) 724- 3C別

N

今

刀

を

彩

る

デ

ザ

イ

ン

提

案

。

デザイン美の追求

対環境性能に優れている

使用する人、施工する人への配慮

選び易い商品構成

力

ワ

シ

マ

モ

ジ

ュ

ラ

l

カ

ー

ペ

ッ

ト

Kawas hi ma 

il1 ｾ ｄ ｉｾ 竺附多
l um高目玉音王手話

丸瓦を一体化した古代を受け継いだ平瓦、

姿形はそのままに伝統の在来型として新 式で、

耐震強風軽量引掛桟工法の{ 飛鳥野瓦】

i:21 
. 飛 本 自

主鳥耳 目

;ヨ 号 瓦 目

飛鳥野瓦は

堂宮建築の瓦茸きに81年の実績を誇る

く瓦寅工業〉が、瓦づくりの伝統技術に

合理的な開発思想を吹き込み誕生しまし

た。平瓦と素丸瓦を連結し、一枚瓦とし

ています。そのため在来型本茸瓦と茸き

継ぎができ 、茸き上がり 、外観ともに異

なるところはありません。

大阪市専念寺様

大阪本社

大阪市生野区林寺 1 丁目 5 番14号

電話 代 表 ＰＶＨＷＱ Ｕ ＩＰ Ｒ ＰＱ ｾ Ｕ

F A X  06 (715)  0194 ・06 (716)  6539  

松井建設側

飛鳥野瓦総発 売元・ 綜 合 屋 根 材 施工卸

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

創 業82年
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伝統建築を学ぶ。 茶室

堂宮

数寄屋

規矩術

一 一
一 l ・ 柿 噌

川 辺町 一
‘ 寸 利投"

J¥引 陣 l

条 i l l l l

口入学資格: 専門学校、短大、大学等の建築関連学科卒または建築士有資格者

(  1級・ 2 級または木造) 、その他履修能力があると思われる者。

層推謹扇面白鼠属鶴長自国語音量l  

E 軍軍g 軍軍置E 霊 盃 置 霊 園 園 田 園 圃 圃 Tel (075) 441- 皿

Y山手T R  0  N  1凶

安

ら

ぎ

と

喜

ぴ

が

あ

る

。

生

み

出

す

た

め

の

第

一

歩

は

夢

か

ら

も

ら

っ

た

。

技

か

ら

も

ら

っ

た

。

形

を

築

く

た

め

の

第

一

歩

は

ふ

た

つ

の

可

能

性

が

出

会

う

時

私

た

ち

の

フ

ィ

ー

ル

ド

は

無

限

大

で

す

。

、軍ｾ

ｾ＠

×  

• 

何

時

も

あ

な

た

の

街

で

、

お

会

い

し

て

い

る

ク

リ

ハ

ラ

。

私

達

の

生

活

環

焼

に

必

要

な

電

気

設

備

・

エ

ネ

ル

ギ

ー

情
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企

画
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計

、

飽
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テ

ム
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事
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を

展

開

し
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い

ま

す
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か

暗

S

命

藁
附
工

東京本庖/ 干105 東京都港区芝大門 1- 4- B(浜松町清和ビル)

TEL .  03 (3 4  3  2)  19 01 
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特 集 創 立80周 年 記 念 協 賛

創立86年 卒業生27，000名

〈設置学科〉

・総合建築学科 (  3年・昼間・男女)

・建築工学科 (  2年・昼夜・男女)

・土木工学科 (  2年・昼夜・男女)

・女子建築設計科目年・昼間・女子)

・緑の学科 (  2年・昼間・男女)

一環境緑化デザイナー一

青垣研修センター

敷 地 面積 一.70 ， 000rn
2  

実充の
尚

子
{
夫

n

H
ノ

ト

i

F

習
{
失

方

方

習

験

て
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実

実

し

建
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組
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量

料

出
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骨

場

接

他

測

材

墨

木

鉄

足

溶

η

・
・
・
・
・
・
・

そ

談話修成建設専門学校

わ

は

は

、

。 。 住 友 電 設

ハ

ー

ト

オフィスビルを 、もっと知的に . 使いやすく 工 場やプ ラント施鐙を 、明
."".--....... 

r 情 報 ー

るく. クリーンに 、効 率 的 に す べ て の 衡 を、そして 、すべて の人を 、元 A I _ー、

気に 、重かに 、イキイキと ー 私たちは 「電気 J r 水 J r 空気 J r 情報」を通 l 水区司百四高空気i

じて、みんなに望書せを届ける総合鮫備事業のクリ工イティブ・カンパニー ...... _， v  

-r- 電気 J
だれにも負けない大きな笑顔で、どこよりも快適な環療を創 iE します ¥、二二Y

い ろ ん な 快 適 、 笑 顔 で つ な ぐ。

。
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特集 創立 80周年記念 協 賛

あなたの、

いちばん心 地良い場所はどこで‘すか。

きっと、多くの方カf、

大自然の中をイメージされることでしょう。

私たちは、そんな快適さを

あらゆる建物の 内に

創造 していきたいと考えています。

もっとナチュラノレlこ

いつもあなたのそばに、タ河タe ンてやす。

AIwaxs With You.  

↑

h

d

 

悶

.
9

即

.
4

4
.
9
 

くっきり、鮮やか。

屋 根はいま、新しい表 情をもった

柔 らかな質感、鮮やか な ライ ン、深い色どり 。 美 しい葺き味

でフネ ンシ ングノレ ・一文 字 は 日 本の 屋根 に 確実 に定 着 してき

ました。親 し め る 建 物 や 環 境づ くりにあわせて選んだ、新色

9色がそろ って、 さ らに個性的、さ らに魅力的に な りました。

三星フネンシンクル

圃..司I Ir!!!! ・ • 
お陰様で20周年

マ西部三星川レ工事協同組合

田島ルーフィング株式会社

大 阪 : 干550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 10- 5

神 戸 ・〒650 神戸市中央区栄町通5- 1-22

広 島 干730 広品市中区西平塚町 8- 13

福 岡 干810 福岡市中央区大名 2- 4- 35

T E L  (  06  )  443- 0431  

T E L  (078) 362- 6121  

T E L  (082) 246- 8625 

T E L  (092) 724- 8111 
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，、

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

T OT Oの節水便器なら、

年聞にバケツ4745杯

節水できまま(当社比※)

摂バケツは、 一杯を4L として計算しています。1014人家族、l 人l 日に大

l 回小2回使用するとして計算→従来シリ ーズ に対し NE WZG・ZS

NE W CS シリーズは、約33%、18.980L / 年を節水できます。

。 商 品 に つ い て の お 問 い 合 わ せ は 、T OT Oお 客 様 相 談 室 フリーダイヤル

0120- 0 3- 1010 まで。受付時間9:∞- 17 :30(土 、目、祝日を除く)

主ぜ . T OT Oの便器だけがこんなに節水できるのか。その答えは . 高い

技術力もさることながら ‘ 早くから “ 節水" に取り組んできたT OT Oの姿努

にありま 1九も っと少ない水で便器がキレイに涜えれば、水という資源を守

ることができる. より少ない水で便鋸がキレイに洗えれば、水道料金をチy

と御えることができる。この発想が便鍵の節水力に磨きをかけま.. 今回の

r新節水便揖 シリーズ』では、，先浄水量 ( 1回の涜浄に必要な水量 、これが

重要) を滅らすことで節水力を大幅に向上させました。水のムダと家計の

出費を抑える生ら、T OT Oの節水便錯。T OT Oの節水 便器が確実で す。

T O T O  

新節水便器シリーズ。

ネオレスト

N E WC Sシリーズ

N E Wワンピース

N E W Z G. Z S  

圃圃圃圃国l Ii . ・l nr・1i JT i! f) l r l: i司・・・

受け継がれる F 台震災に強い街づくり

. .  ｾＭＭｉ＠ - ・E ・・E ・ ・E ・-

家族みんなの夢は 、不意の災害に

負けない街に住むこと 。

Y E S 卜ーヨーは

ビルもマンションも 、高速道路もトンネル

も・・・ 全社を挙げて免震構造の普及に尽くし

ています。

T OY O私たちは、夢が受け継がれる世界をつくります。

Mobi l i ty &  Ameni ty 計三会調品室主堀 1-17-18 06…1 東 開 〒 171
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快適な明日を提案する

T 謬斡 Shu社er

BUllflifA 

日本のピ111を生まれ賓わ§ せる続工法

『ビルファイン・マーク2j 。

外装改修システム I ビルファイン j をさらに発

展させて、既存建物の外側術面に補強ブレースや

その他の装置を配置することで、耐震補強と外装

リニューアルを同時に行う新工法 Iビルファイン・

マーク2J 。工事中も、建物内部はそのまま使用

できます。 ( 鹿島建股株式会社との共同開発)

東洋シャッター株式会社

本 社干540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町 1- 2- 10 T S ビル

ft 06 (943)  6571 

東京本社〒 106 東京都港区六本木6-3-18 第一地所麻布ピル

ft 03(3479) 2911 

快適な環境を創造する お問い合わせは一一一一一大阪支底

ｆＮ ，ＭＮｉｴ［ ｣ ｾ＠ 06- 886- 8966 

NA K A  C OR P OR A n ON 干532 大阪市連川区回1113・9. 36

特集: 創立80周 年 記 念 協 賛

ビルに居たまま、

耐震補強と

外装リニューアル。

やさしさをカタ虻します。 氏 虻 臥

ｎｅｏｗｏｏｄｧＺｪｾｾ 固
半硬質特殊樹脂に超微粒子木粉 ( ウ y ドパウダー) を 配合。曲

げ加工が自由で建物に合った連続施工を実現できます。抗菌剤l配

合なので、半永久的にカピや菌をシャ ッ トアウトします。

一一一一一一一- z.iI:I:面厩S 雪量四且ョ" . . c量百 一一一一一一一一

札 幌 011.662.7611 東 北 022・296・1311 北関東 048. 648.0871 

東 京 03.5211. 0701 i量 浜 045・201・7751 名古屋 052. 933.1288 

大 阪 06.886. 8966 広 島 082-246.9200 福 岡 092・272・3511
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特 集 創 立80周 年 記 念 協 賛

水と空気の協奏曲。

給排水衛生・空調・防災設備

お お 西 原 衛 生 工 業 所 大 腕

〒531 大阪市北区中津6丁目 8番4号 T E L  ( 06) 458- 3628 

‘
、

-
E
E
-
S
E
I
s
-
-

-

a

・
1

・

‘‘

e

'

e

l

 

、、
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建 築 物 の 質 の 向 上 と 安 全 性 の 確 保 を め ざ し て 、

次 の よ う な 試 験 ・ 調 査 ・ 研 究 を 受 託 し て い ま す 。

- 建 築 材 料 の 品 質 と 性 能

- 構 造 物 や 構 造 部 材 の 力 学 的 性 状

- 土 の 物 性 や 力 学 的 性状 な ら び に 基 礎 ・ 地 盤 の 耐 力

・ 建 築 物 や 地 域 環 境 に 関 す る 空 気 力 学 的 性 状

・ 建 築 材 料 お よ び 部 材 の 耐 火 ・ 防 火 性 能

・ 壁 ・ 床 な ど の 音 響 お よ び 熱 に 関 す る 性 状

. 窓 の 気 密 性 ・ 水 密 性

・ 建 築 全 般 に 関 す る 調 査 ・ 診 断

@翠R A日l杢空fR経551設l意思

干 565 吹 田 市 藤 白 台 5 - 8  - 1  

TEL 06- 872- 0391 FAX 06- 872- 0784 
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日

本

建

築

協

会

創

立

七

五

周

年

記

念

出

版

/

.

『

建

築

と

社

会

』

は

、

関

西

を

中

心

と

す

る

建

築

界

の

動

向

を

伝

え

て

七

十

五

年

を

経

過

し

た

。

「

建

築

は

社

会

と

と

も

に

発

展

す

る

」

と

い

う

観

点

に

た

ち

、

建

築

技

術

の

み

な

ら

ず

、

都

市

・

住

宅

・

防

災

等

の

諸

問

題

を

論

じ

、

時

代

と

と

も

に

変

遷

し

て

き

た

本

誌

は

、

ま

さ

に

、

日

本

近

代

史

の

縮

図

で

あ

る

。

小

社

で

は

、

一

九

九

二

年

三

月

三

O

日

を

も

っ

て

、

創

立

七

十

五

年

を

む

か

え

る

日

本

建

築

協

会

の

記

念

事

業

と

し

て

、

本

誌

の

創

刊

号

か

ら

昭

和

三

O

年

ま

で

の

全

号

を

、

五

年

度

に

わ

た

っ

て

逐

次

復

刻

刊

行

す

る

も

の

で

あ

る

。

⑨

復

刻

版

概

要

大

正

6

年

9

月

1

昭

和

初

年

ロ

月

ま

で

の

全

号

復

刻

A

5

・

B

5

判

/

合

本

版

/

上

製

/

総

3

9

、

0

0

0

頁

別

冊

1

解

説

・

総

目

次

・
索

引

(

最

終

回

配

本

時

に

刊

行

)

解

説

l

山

形

政

昭

(

大

阪

芸

術

大

学

助

教

授

)

揃

価

1

1、

5

2

2

、

0

0

0

円

(

全

幻

巻

・

別

冊

1

)

⑨

誌

名

の

変

遷

『

関

西

建

築

協

会

雑

誌

』

{
大

正

6

年

9

月

3

大

正

7

年

ロ

月

}

↑

 

『

日

本

建

築

協

会

雑

誌

』

{
大

正

8

年

1

月

1

大

正

8

年

四

月

一

『

建

築

と

社

会

』

大

正

9

年

1

月

i

現

在

に

至

る

⑨

推

薦

(

順

不

同

)

市

川

宏

(

日

本

建

築

協

会

会

長

)

東

畑

謙

三

(
東

畑

建

築

事

務

所

会

長

)

塚

本

猛

次

(

日

建

設

計

名

誉

顧

問

)

足

立

孝

(

大

阪

大

学

名

誉

教

授

)

金

多

潔

(

京

都

大

学

名

誉

教

授

)

-

配

本

収

録

巻

数

第

1

回

第

1

1

5
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第

2

回

第

6
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日

巻

第
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第

日
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第
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第

口

i
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第
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第

幻

1
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第
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第

m

j
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M
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第

7

回

第

お

1

幻

巻

第

8

回

第

犯

1

必

巻

第

9

回

第

6

1

U

巻

第

刊

回

第

必

1

臼

巻

第

日

回

第

日

l

町

巻

第

ロ

回

第

日

i

臼

巻

第

日

回

第

臼

1

m

w

巻

第

H

回

第

臼

i

η

巻

第

日

回

第

η

1

作

巻

第

日

回

第

花

1

m
巻

第

げ

回

第

邸

j

U

巻

配

本

年

月

引

年

叩

月

白

年

4

月

H

7

月

H

m
月

目

年

1

月

H

4

月

H

7

月

H

m
月

例

年

1

月

H

4

月

H

7

月

H

m
月

何

年

1

月

H

4

月

H

7

月

H

m
月

何

年

1

月

表

示

価

格

は

、

全

て

消

費

税

を

含

ん

で

お

り

ま

せ

ん

。

魅

力

の

秘

r +ー・

缶、

lま

軽

開

感

。

L _  

-111置

/

f

1

1

 

そ

れ

は

、

軽

い

引

力

(

標

準

サ

イ

ズ

で

1

k

g

以

下

)

で

聞

き

、

を

離

す

と

静

か

に

元

に

戻

る

か

ら

で

す

。

人 と 環 演 に や さ し い 自 動 閉 鎖 装 置 付 引 戸

カ Ｇ｟ｾｾＷｦｾ ニ

. 小さな引/.11( ，，) ] で軽〈 聞き. 下を織すと自動的にl別まる{貞利な廊です.

・ ｉＺ， Ｇ￯ ｾ ｽ￭ 式で床 ｉ￟ ￎ にレールがないため、出入りの際につまずくよう

なことがありません.

・')11すには事故防止のため手配'il Vil 上ゴムを装着しています.

Ｎ 寸 法精度の高いアルミ ｦｴｬＧｬ ｩ ｈ 醇 材 の吊り戸 ｾ Ａ ｊ ｊｉｬ レールとＮ耐久 性 に

Ｇｩｾんだ ｉＧￎ ｾ り戸 市 によって引戸 Ｑ＾＾ＱＱ 別 時もきわめて 怖 かですＮ

文化シャッター株式会社

関西営業推進部/ TEL06( 282) 0945
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岩盤破砕パワーアッ

超大口径・超大深度アースドリル工法との

一貫施工に威力を発揮します。

工法

|新しい場所打ち拡底杭 |

KTB.  SKTB.  KKTB.  SMTB杭工法

( 耐震 場 所 打 ち鋼 管 コンクリ ー ト杭)

OMR/ A工法 (リバース式拡底掘削)

OMR/ B工 法 (パケット式拡底掘削)

⑧丸五基礎工業株式会社

関西支広 大阪市北区東天満2-6-2 ( 南森町中央ピル) 干530 公 (06) 358- 3601附

東 京 支 広 東 京 都 江 東 区 東 陽 6 - 3 - 3 0 干135 ft (03)3649-5131附

名古屋支底 会 (052) 222-680Hffi 福 岡 支 庖 合 (092)472-4392側

広 島 支 庖 合 (082)246- 3211附 高松営業所 ft (0878)8ト2 2 5 7

Desi g!JAlttゆnol ogy

Y K K  A Pは、建物の表情を僑成する関口部の

アルミサッシやカーテンウォーJレなど、 完成度の高い建築パーツを

トータJレなシステムで建築に融合させること、

つまり、現代建築が求める時代のニーズに

デザインS テクノロシーの設計対応で

お応えすることを企業テーマに掲げていま主

叫

副

M

4

2

 

制

一

円

引

州

リ

4

日

w

h

0

2

 

j

-

D

一
コ

4

ブ

山

6

u

N

L

8

 

-フ

--3

i
1

6

子

列

。

む

祈

m

m

汐

/

/

A

M

庖

社

別

支

@

一

川

本

鎖線" h印 刷ww.commer ce.or .jpfYKKAP
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テトカッパー防水
カツパー防水帯 ー コーパータイトオクロン防柑 I

資料をご情耳障下さい。

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式
A 、

ヱ三
社

本 社

支 底

神戸市中央区三宮町3- 7- 6(神戸フクトクビル5階)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号 ( 堂ピル5階)

電 話 大 阪 (364) 2031- 4  

奥 ｛ＧＮｌ ｾｦｾ 民吉山化工業一式

本 社 東 京 郡 中 央 区 銀 座8- 4- 9 奥山ビル T E L ω ( 3571 ) 2703仰 F AX03(3571 ) 0264 

大阪事揖所 TEL06(391 )1081 - 1向X 06(395)1109  名古屋出彊踊 TEL051(811) 3660

情活宮集所 TEL045(310)4831 FAX045(310)47防 嘩 本 出 揮 所 TEL0461(11) 1  761 FAX0461(13).1341 

埼玉宮業所 TEL048(n 4)18時 五 線 出 張 所 TEL0191(18)  08 78 FAX0191 (18)  161  4  

τ ｾｭｾ ｙ Ｈ＿ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

本 キ土 干 540 大 阪 市 中 央 区 南 新 町1- 2 - 1Q( TSビル)

T E し ( 06) 943 - 6 5 7 1  ( ft)  

東洋シャッター株式会社
・東京/ 横浜/ 盛岡/ 仙台/ 水戸/ 静岡/ 岡崎/名古屋/富山/大津/ 京都/ 神戸/ 広島/ 高松/ 徳岡/他全国主要都市

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干 547 大阪市平野区加美北 3 - 4  -- 5  

T E L  06 (792)  5858 F A X  06 (792)  2810 

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

Ｍ｟Ｑｾ＠

日本電植株式会社

太阪市丙区西本町! の13町 33

T E L. 06- 532- 0 4 61 ( 代ぷ)

FAX. 06- 535- 5 1 8 1  

天 埋 市 丹 波 市 新 聞r 4  9  

あ 干

ぅナ干

λ ニニ阪 7  

，;;; 門 市 ア
ゼ t 7 ;ii! f t  .. ;  

f.hl ζ ーi量 ヮ

工 l ! L 区 ス

広訴雪怒

11J 式277

作 之〉 と二七七

I;> " A 番 四 四

社三一五
号 六 四
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空 間 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工)

組朝日工業社

本 社 ・本 底

大 阪 支 社

支 底

東 京都 港区 浜 松町 ト25- 7 電話 03 (3432) 5711

大 阪 市 淀川 区 加 島 ト58- 59 電 話 06( 302) 2270

北 海 道/ 東北/ 北関東/ 繍浜/ 名古届/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- - ヲイヲ〉械式会社

本庖大臣本社 〒550 大阪市西区江戸姻 l 丁目 9岳25号 電 話 (06)441-8231

東 京 本 社 千102 東京国1千代田区富士見 2丁目 15需10号 電 話 (03) 3261-8231  

支 社 名古座 ・福岡

宝 庫 札幌 ・仙古 ・新潟 ・大宮 ・千葉 ・横浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高級 ・熊本

営難所 ｾｩｦ 広 ・ 函館 ・ 背森 ・ 秋困 ・ 盛岡 ・ 前橋 ・ 長野 ・ 静岡 ・ 蜂閏 ・ 津 ・ 富山
福井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児品 ・却場l

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 盾 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干354 埼玉県入IUIIls三芳町大平北永井390番 地 電 話 (0492)58- 1511

空気mJ . f ' 日設備

給 fJ i ' 水設備

電 気 設 備

! ' X ' ¥ 産 業 設 備

( / 言、 l 水 処 f史施設

マーーヲ 環 境 施 設

三機工業株式会社

大 阪 支 唐

本社・東京本底

支 唐

取 締 役 社 長 大 島 剛

取 締 役 大 阪 支 庖 長 琴 浦 健

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 ー 2 - 21 電話 06( 202) 3071 ( 代表)

東京都千代田区有楽町 1 - 4 ー I 匂話 03( 3502) 6111 ( 大代)

名古屋・九州・北海道・中国・東北・北陵・償浜・東関東・北関東・神戸・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計施 工

φ  
三建設備工業株弐奮社

大 阪 支l苫

本 社

支 社

。
本 社

ｾ ＡＩ［ｾ本， ｧ

大阪本J，t;

支 応

営 業 所

.-J 'I 狼 所

大阪市 北 区制Ｚ ｾ奪回 ｔ 3  ｾ存 Ｕ 号電話 ＨＳＵＲＩ 1  1  3  1聞

東 京 都 中 央 区 日 本4制嘱殻 町 2 - 2 2  危 話 ( 3667) 3431 ( 大代)

名 古 屋 ・1111台 ・キL帆・ 1よ ね ・稲 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

晃 空 調

止阪市中央区域且 2TI I I 帯61可ツイン21MlO1ワー 屯JIi 06- 949- 1371 

ｾＡ＠ ｊ［ｾ 都新前区内新市新 ｭ 住 友 ビ ル :ltU，03- 3344- 79J l

大阪市北区西天渦 Ｓ 丁目 ＱＳ 需 ＲＰｾｽ :1!: JIi 06- 363- 1371  

仙台 ・ 械浜 ・ ｲｬｬｾ 極 ・ 京 ｴｬｬ ・ 神戸 ・ 広向 ・ 傾向

-・・

-
ーー

株式会社

札帆 ・ Ｔ 正雄 ・ 大宮 ・ 千ｾ Ｎ 山梨 ・ 静問 ・ 筒井 ・ 滋賀 ・ 和歌山 ・ 訟江 ・ 長崎 ・ ｪ Ｇｬ Ｇ 純

W1m. 秋悶 ・椛|踊1. 川崎 ・日 IIJ ・岐阜 ・三m. 鳥取 ・岡 111 ・

1.. .松 ・1' " 1則・大分 ・熊本 ・7主的 ・鹿児向

倒 的 よ さ 鵬 へ 繍 で 挑 む一 一 一

容 株 式 会 社 精 研

144 

社

メンテナンス部

東 京 支 庖

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 II 番16号( オートセンターピル 1.  2階)

郵 便 需 号542 屯 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵 使 祷号 ll 2 包括 (0 3) 5  6  8  9- 2  3  5  1 代 表

商昂は字気ですo ¥! ｾ＠
園 田 聖書と空気のエンジ二戸一一

〉ー〈J 5ラ31
・宮

空 気 調 和 4 三三L 搬 送 機 設 備

給排水衛生 、てτ 7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工策横式倉祖

大 阪 支l苫 〒 530 大 阪 市 北 区 西天 満 3 丁目 6 番 14号

電 話 0 6 - 3 6 4 - 6 6 6 1 (代 表 )

干 100 東京者11= f f 吃田区丸の内 3 丁目 3 番 l 号

電 話 0 3 - 3 2 1 1 - 8 5 1 1  ( 代表)

本 ヰ土

ガス積備の段計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガスイ主設機器特約庖

。
大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 電 0 6 - 466- 2268

大阪営業所

枚方営喋所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3  11[ 0720- 49- 2128 

お

給 ・ 排 水 ・ 衛 生 ・消 火 ・ 空 調 設 備

続西原衛生工業所大阪庖

大阪市北区' j : oi : j l 6 T 日 8 寄 4 号 電言左大阪 ( 458) 3628番

文1苫 ・営 却( r 網岡 ・京高11 ・天 理 ・)11凶 ・ 神戸

O K U J U  

邑 箆E 自白惑もお島む妥ヨ罷窃拶窃@

「大規模天井無足場工法j

内外議創作パネル・ システム天井・間仕切

開会社オクジュー

本 社

大阪市北区西天局5丁目3番7号 干530

TEL( 06) 312-4131 FAX(06)312-7998 

東京九州機，兵 名古屋仙台宮崎京都
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人と都市の快適な環境をつくります

- 宣銅 ・給排水 ・衛生叡備

空気開制

工島・配菅

水処理

コージヱネレーシ望ン

クリーンルーム

・プラン ト

プラント肘轟

システムヱンジニアリ ング

y 凶 型 地 聖 人

令 住 友 電 設 株 式 会 社 諒22Z72223誤認さ男5122;321;!?

- 情報通信段備

情縄通信ネットワー ク

情彼処理

通情γ ステム

並道システム

・電力，孤畠役備

畳宜電

架空温配電

地命送配電

首織種目位計・縄工監理

ＮＮｾ役僧
畳宜電・幹圃

勘力・制骨量置

電 話、融送、インタ ーホン

防 犯、防虫

ゆ 失 監 視 制 '

y ステム計量

電 気 工 事 設 計 施 工

総 式 会 員 三 興 詰

上 田 正 雄

大 阪 市北 区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  (堂ビノレ5 締 )

i1I j '舌 0 6 ( 3 6 1 )  3 6 7  l ( 代: )

東京都中央区日本橋茅場開T2 丁目 1 7番 3 号

電 1舌 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 ( 代: )

緋 ・ 糸 川| ・ 泉 南 ・ 滋 賀

代表取 締役社長

。

キ土

庖

本

支

営 業 所

設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社I

⑤ 電気設備

電気段備・計義$ 11御役僧・空欄t宜備・ クリーンルームE宣備・ プラン ト設 備

給排水衛生段備・エネルギー集中監視シ ステム ー放置十施工

三宝電機航式会社

取 締 役 社 民 必 納 禿 ー

'f，
一

な

市

・向山、

H

dw

-h
制

士

本 社 干530 大阪市北区中とね三丁fl 2  - 4  ( 朝日ビ l レ) 屯訴06 (385) 1361({1:) 

大阪営業所 干564P) ( I日 市 垂 水 町 3 ｲ ｉＺｬ ＳＴ Ｍ ＶＧｾ 話 ＰＶ (385) 1361<<1:) 

京都営業所 干615 京都i 1 i ;(i Ｉ［Ｈ区四ｾ ［Ｈ 侃 Ｑ ＺＵ n  ｾｲ＠ 21 ; 包括075(311) 118切り

神戸営業所 干650 神戸市中央区浪花町59 ( 神戸朝日ピル) 屯訴078(333) 7756附

H  本山代 表 取 締f位

草 社 干 日O大飯市1四 E珊 2-6-6C蛍ピル) T E L  OOC舗の1471' FAX 侃〈おのおお

東京支社〒怖賜醐遇ＱＺ ＱＳＭＸＭ Ｓ ラン テゃｹ＿ｦｾ ル T E L閃( 臼7 2 ) お11' FAX03( 5472) ∞邸

8oll! lH' i 〒462 名古屋市担金甥3-12-14 TEL052C鈎1)5131・FAX052C倒的7防

相戸支后 〒 ＶＵＷ 得戸市 ｬｬ ｴｩＡ￵ＺｬｬＧ珂 ＳＭＶ Ｍ ＱＱｋＮｔ ピ ｬｾ TEL076( 制2)6411' FAX076C642)6416

焼研罰斯〒ぬO式飯府堺市三宝旬七7 ぉ9 TEL0722( 27l 64叩 FAX0722( 27l1424

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高麗 繍4 丁目 3番 7 号 電 話 大 阪 (202) 0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北 海 道・東北・丸 ノ内・新宿・神奈川・東関東・中部・九州

ム一

A
社

特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ::JTf)(株)副 O! J : J ! l D:2
常務取締役支社長

場

一

二

工

第

第

Const r uct i on chemi s t r y f or t he f ut ure.  

事念式会事土工ヌ王ムピ. 一

線 式 会 祉 ポ リ " リ ス 物 産

志 社 東 京 侃 港 区 六 本 木 3 ー 16 - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3-2-23{ 償費ピル)

T  E  L06-202・3294
-・11

11

。 ＮＮ￞Ｑ｟｜｜ＯｾＭ 鴨代の断熱 ｦｩｪ ｓ，［Ｍ 人
1易多〆ヤ・ ＮＮＮＮＮＮＮ［ｾみ

目n/" ，イナ11ーシート P
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て柑帽した，二重構造の断熱兼用二重防水シートです。

自主電線椋武宮批判間開田区糊2 T 珊2曹( 干咽ピル)

Di gi taI Pri -Press 

以ｾ凪劃副 ｾωｾｾ

代表取締役社長 依 藤 孝 行
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デンカC S Aファミリー製品

-子ニ.I n C S A ( 膨張性混和材 ) コンクリー卜のひびわれ防止に

・子ニJn弓X ヨニ.I ( グラ ウト用無収縮材 ) 鉄 骨 ベ ー ス 、 逆 打 部 の 充 填 モ ル タ ル に

Ｍｔ 二Ｎｉ ｮ 守 Ｓ ーテ Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ基本一 ＿＿ｔＩ コンクリート躯体の漏水補修に
・雪ニ.I n E S(土質安定用急硬材 ) 地盤補強用薬注入

・雪ニ.I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

.，0.. .  

A  式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖 T EL 本 社 ・京 都 ・網 野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞在日 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

4 会、

A  式株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL  

業

阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 点京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

TEL  滋 賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

曾式

2 5 2 - 6 0 0 0  

株産物

( 0  6 )  

洋

T E L 大 阪

光

Tl I J I レヲ! 乱歩9J l
特 許・耐酸被覆鋼板

耐久建築屋根・外壁材料

責 任 施 工

種 ・ オ リ エ ン タ ル ヱ タ ー ノ コ ア ( ETC- F)

・ オ リ エ ン タ ル ス チ ー ル ラ イ ト ( 5 T  L)  

・ オ リ エ ン タ ル ユ ニ ラ イ ト ( U N  L)  

色 彩 豊 富長 尺 物

ロ

ロロ

i皮似続十持 S小j皮 . s大i皮 ・Vi 皮 ・ポ y クス i皮 . wジャンボi皮 ・V デ ソキ

S V ジャンポ1皮 ・ボル トレ スルーフ BL . Jt の1也

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレータームーパーエキゾスター(強制))

ボーロイド( 断熱材) D.G.  ※ カタログをこ1附卜色、。

T1IJ I レヲ! 乱暴ヲル掠式会祖

〒335 勾玉県政市塚越 5 12- 2  TEL (048) 442- 3111 

干335 崎玉県蕨市塚泣 5 12  2  TEL (048) 442-31日

〒660 兵庫県尼崎市長洲中通3- 24- 35 TEL (06)  487-2121  

関東、東北、 大阪、名古属、広島、九州

熊 谷 ・東 条 ・姫 路

途用

本 社

東 日 本 支 社

西 日 本 支 社

支 庖

工 場

関西国際空港エネルギーセ ンタ ー景観壁工事
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3 M 

Scotchti nf  

超飛散防止フィルム

(超飛散防止フィルム〉は、従来の 33倍もの引 き裂

き強度を実現。防災 ・防犯対策への効果が飛躍的

に高 まりま した。極薄のポリエステルフィルムを多層

に重ね合わせた構造で、金属パッ トの衝撃くらいで

は、大きな開口部を即座にあけることはでき ません。

地震時におけるガラスの飛散・落下防止にも多大な

効果をあげる ことが実証されています。

v  
震度 5 で6 0%以上の窓ガラスが飛散したビル( 大阪)

《窓用フィルムの貼付をしていなかった》

3J ，f  

. . .千葉東方沖地震( 昭和 6 2年/ 震度5 )で多数のガラ

スが破損。しかし、飛散防止フィルムがガラスを

しっかりと保持して飛散- 落下を防ぎました。

[新東京国際空港旅客ターミナル]
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新しいマーフルは、深みがある。

匂ぃマリヰーム

- マーブyレ

価 格(工事貸別) : 厚さ 2. 0mm: 2，350円/ m' ・ 厚さ 2. 5mm : 2，600円/ m'

11¥ 

- 明度 2 段階・低彩度の構成で組み合わせ使用可能

・独特の流し4葉桜と表面エンボスによる相乗効果

(き わだつマーブル感)

・下地の不陸を目立ちにくくさせます

. マルチパーパスに使えます

規 格 材質区分 ・ビニル床シート N C

寸法: 2.0 m m  • 2. 5 m m  (厚さ) X 1. 820m mX 9 m( 長さ)

色数: 1 2色

用途学校、病院、庁舎、会館、事務所ビルの一般室や廊下、

階段、実験室、トイレなど

株式会社 13::; :;1

宮 軍 本 部/ 〒 101 東京都千代田区岩本町 3-1ト13 東南宮軍所/ 〒 101 東京都千代田区岩本町3-11-13 大阪宮聾所/ 〒 55日 大 陪 市 西 区 東 町 椙 ト1ト 5

T EL. 03- 5B21- 7731 FAX. 03- 3BS2- 590B T EL. 03- 5B21- 77 41 F AX.03- 3BSl - 3S15 T EL. OS- 441- 5951 FAX.OS- 444- 259S 

雑誌 03379-4


